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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アインクラッド標準時、二〇二四年十月二十三日午後九時。

　俺、レベル96片手剣使いソードマンキリトは、レベル94細剣使いフエンサーアスナに求婚プロポーズし、受諾アクセプトされた。




　もちろんこれは、ソードアート・オンラインというＶＲＭＭＯＲＰＧの中での話だ。現実世界では俺とアスナは顔を合わせたことさえなく、そもそも俺は法的に結けつ婚こんできる年ねん齢れいに達していない。──アスナのほうは微び妙みようなところかもしれないが。

　初めて《結けつ婚こんシステム》を採用したゲームタイトルが何なのかは知らないが、もう二十年以上も前から、ＭＭＯ世界でのキャラクター同士の結けつ婚こんはとてもポピュラーなものになっている。たいていのタイトルでは《夫ふう婦ふ》のキャラクターには何らかの特典が与あたえられるので、それ目当てで結けつ婚こんするケースも多いだろうし、もちろん真面目なロールプレイの一いつ環かんとして結けつ婚こんするプレイヤーもいれば、中にはゲーム内での結けつ婚こんがきっかけで現実世界でも結けつ婚こんする例さえあるらしい。これは俺の勝手な想像だが、仮に全世界のＭＭＯプレイヤーを対象に《ゲーム内での結けつ婚こん経験の有う無む》をアンケートすれば、経験有りが五割を超こえるのではないだろうか。

　しかし、残念ながら（と言っていいのかどうか不明だが）、俺はこれまでプレイしてきた全てのＭＭＯＲＰＧの中で、ただの一度も誰だれかと結けつ婚こんしたことはなかった。

　理由は──まあ、俺の対人コミュニケーションスキルの低さということになるのだろうが、それと同時に《ゲーム内での結けつ婚こん》というものをどう捉とらえていいのか、さっぱり解わからなかったのだ。俺こと桐きりヶが谷や和かず人とというプレイヤーが操作する男キャラクターＫｉｒｉｔｏが、世界のどこかに実在する女性または男性プレイヤー（その可能性も大いに存在する）の操作する女キャラクターＤａｒｅｋｏ（仮）と結けつ婚こんしたとして、俺はそのダレコさんと永久固定パーティーを組んだと理解すればいいのか？　あるいはダレコさんを愛しているというロールプレイまですべきなのか？　それとも──ダレコさんの向こうにいる、生身の誰だれかさんのことまで意識すべきなのか……？

　正直に言えば、ＳＡＯ以前にプレイしていたゲームで、フレンド登録したりギルドメンバーになったりした女性キャラクターさんに「結けつ婚こんしよっか」とお誘さそい頂いただいた経験がないではない。しかしその全てのケースで、俺はモニタの前で冷ひや汗あせをかきつつフリーズし、相手に気まずい思いをさせてしまった。

　構えすぎの考えすぎのビビりすぎだ、と自分でも思う。

　しかし、俺がＭＭＯゲームに耽たん溺できした理由はそもそも、そこが仮かり初そめの世界だったからだ。あらゆるキャラクターの向こうには、性別や年ねん齢れいの定さだかでない見知らぬプレイヤーが存在する。だから、「この人は本当は誰だれなんだろう」などと考えても仕方がない。俺を含ふくめて、皆みなが皆みな、本当のその人ではないのだから。

　ところが、俺にとって《結けつ婚こん》というシステムは、その認にん識しきと真正面から衝しよう突とつするものだ。ゲーム内での結けつ婚こんであっても、誰だれか一人と特別な関係を結べば、どうしても意識せずにいられないのだ。現実世界でマウスを操作し、キーボードを叩たたいている《誰だれか》のことを。

　ゆえに俺は、ネットゲーム内で誰だれかと永続的パートナーとなることを忌き避ひしてきたし、それはもちろんこの異常なデスゲーム、ソードアート・オンラインでも変わらないはずだった。いや、ここではアバターと生身の容姿が同一なだけに、いっそう他人と距きよ離りを作ってきたかもしれない。

　しかし、そんな俺の違い和わ感かん──または怖おそれを、ゆっくりと溶とかし、小さくして、ついには消し去ってくれた人こそがアスナだったのだ。

　デスゲームが開始されてからの二年弱、彼女はその時々によって立場は変われど、俺の視界から消えることはなかった。最初は行きずりのパーティーメンバーとして、やがて彼女がギルド血けつ盟めい騎き士し団だんに所属してからも攻略組の仲間として。時には一いつ緒しよに不可思議な圏けん内ない殺人事件を調べたり、俺のためにＳ級食材アイテムを料理してくれたりもした。そんなアスナとの交流を経て、俺は学んだ。

　この世界では──そしてきっと現実世界でも、もしかしたらＳＡＯ以前にプレイしてきた非フルダイブ型のＭＭＯゲームでも、目の前にいる誰だれかが本当のその人なのか、そうでないのかを決めるのは俺自じ身しんなのだ。疑い、距きよ離りを置けば偽にせ物ものになる。信じて歩み寄れば本物になる。

　いま、俺のすぐ目の前には、アスナと言う名の剣士がいる。

　彼女と一いつ緒しよにいると楽しい。戦うアスナも笑うアスナもむくれるアスナも、俺の心に強い感情を呼び起こす。いつでも手の届く距きよ離りにいたいし、確かな繫つながりが欲ほしいとも思う。アスナを見ている時、俺はもうわずかにも、この人は本当は誰だれなんだろうなどと考えることはない。

　だから、俺はアスナに求婚プロポーズした。

　正直に言えば、あらゆる迷いが消え去ったわけではない。アスナを求めるこの気持ちが、いわゆる《愛情》なのかどうか、そこにはまだ確信が持てない。現実世界では家族と距きよ離りを置き続け、この世界に来てからもひたすらソロプレイに固こ執しつしてきた俺に、本当に人を愛する心があるのかとつい考えてしまうのだ。

　でも、その最後の疑問も、アスナと一いつ緒しよにいればいつか答えが見つかると思う。

　──と、ここまでが、いまの俺が辿たどり着ついた《ＳＡＯに於おける結けつ婚こんの精神的側面》だ。

　いっぽう、たとえゲーム世界でもそれが結けつ婚こんである以上、物質的側面という奴やつも厳然として存在する。具体的には、いわゆる新居をどうするか、ということだ。

　結けつ婚こん後ごは当然ながら一いつ緒しよに住むことになろうが、その場合、五十層主街区アルゲードの路地裏にある俺のねぐらはもとより、六十一層セルムブルグのアスナのメゾネットも少々手て狭ぜまなのだ。それに、面積の他にも、いままでと同じ場所に住み続けられない事情がある。

　ギルド《血けつ盟めい騎き士し団だん》サブリーダー、《閃せん光こう》アスナは、いまやアインクラッド最大最強のアイドルプレイヤーと言っていい。

　情報屋が発行する新聞の全プレイヤー人気投票ではほぼ不動の一位、ファンクラブまでもが複数存在し、どこかの大手雑貨屋チェーンがＣＤならぬＲＣ録音結晶デビュー話を持ちかけたがこれはレイピアを突きつけられて退散したらしい。

　デスゲーム初期の、常にフーデッドケープを被かぶりっぱなしだった《赤ずきんちゃん》時代のことを思えば隔かく世せいの感かんがあるが、ともあれそんなアイドル様の結けつ婚こんが明らかになれば、各新聞がこぞって一面で取り上げることは間ま違ちがいない。

　多くのファンたちは嘆なげき悲かなしみ、そのエネルギーはやがて呪いカース属性攻こう撃げきへと変化し、結けつ婚こん相手である俺のリアルラック値をマイナスまで下げてしまいかねない──ことはさておいても、取材だの何だのが殺さつ到とうしては新しん婚こん生活どころではないので、結けつ婚こんの事実は伏ふせられる限り伏ふせておきたい。

　もちろん、彼女のたくさんの、そして俺の数少ない友人たちには伝えるのでそう長い間秘密にはしておけないだろうが、それを言うならばお互たがいいつまでもハネムーン気分に浸ひたっていられる立場でもないのだ。七十四層のフロアボス、《ザ・グリームアイズ》が倒たおされてからまだ四日で、現在の最前線である七十五層のボス部屋が発見されるにはもうしばらくかかるはずだが、俺もアスナも迷めい宮きゆう区くタワーのマッピングはともかく、ボス戦には参加しなくてはならない。

　ゆえに、それまでの十日ほど……いや二週間……できることならもう少し、二人きりの穏おだやかな時間を過ごせる家を、どこかに見つくろう必要がある。

　経済面では、俺とアスナがこれまでのゲームプレイで溜ため込んだアイテム群のうち、当面不要なものをざっくり処分してコルに替かえれば、圏けん内ない……つまり街の壁かべの内側にある一いつ軒けん家やでもぎりぎり買えなくはなかった。しかし、そんな所に新居を構えれば、当日のうちに情報屋に発見されてしまう。とっくに攻略されてプレイヤーのほとんど来ない層の、しかも端はしっこのほうに建っていて、目立たないがそこそこ広さはある──という家が理想的だ。

　なかなかに厳しい条件ではあるが、実のところ、プロポーズ前に物件の目星はすでにつけてあった。

　アインクラッド第二十二層が最前線だったのは、一年半も昔のことだ。低層ゆえに面積はあるが、ほぼ全面が深い森と草原と湖という、美しいが起き伏ふくのない地形で、そのうえ大したクエストもフィールドボスも存在しない。攻略組プレイヤーたちは主街区であるコラルの村から一直線に迷めい宮きゆう区くに到とう達たつし、難易度マイルドな塔とうを駆かけ上のぼり、平均をかなり下回る日数でボスを倒たおした。現在では、二十二層を訪おとずれるプレイヤーは、大小の湖目当ての釣り師フイツシヤーマンと森で木材を集める木工細工師ウツドクラフターくらいのものだろう。

　かくいう俺も長いこと訪おとずれていないのだが、なぜかそれだけは忘れなかった、印象的な光景がある。

　あれは、二十二層ボスが撃げき破はされたその日に、コラルの村で受けたままになっていたクエストを消化できるだけしておこうと一人走り回っていた時のことだ。

　俺は、青く澄すんだ湖のほとりに、近付かなければ目に入らないような細い小道を見つけた。クエストとは関係なさそうだったが、何となくその道を辿たどると、丘おかを登っていった突き当たりに、深い針葉樹の森を背負ってひっそりと建つ、一軒けんのログハウスを見つけた。

　壁かべの丸太はあちこち苔こけむし、屋根には若木が二、三本伸びていたが、朽くちた印象はまったくなかった。むしろ周囲の自然にとけ込んだ、あたかもエルフ族の家のような美しさを感じた。

　俺はそうっと木製のゲートを開け（それができた時点で他のプレイヤーが所有する家ではない）、索さく敵てきスキルで内部をチェックし（無人だった時点でＮＰＣの家でもない）、正面のテラスまで近付いてから、ようやく発見したのだ。ドアノブに掛かけられた、《ＦＯＲ　ＳＡＬＥ》の木札を。

　まだレベル40にもなっていなかった俺は、木札に記された売り値の桁けた数すうを指さしてかぞえ、はぁーっとため息をつき、あきらめ悪く何度も振り返りながらその場所を後にした。いつか、この家が買えるほどのコルがアイテム欄ストレージに溢あふれ返かえることを夢見ながら。

　実際のところ、五十層を突とつ破ぱしたレベル70幾いくつの頃ころならもう無理すれば買えないこともなかった。だが、攻略組として、最も寄よりの転移門まで片道二十分もかかるような場所を攻略拠点にはできない。結局俺は五十層主街区アルゲードにねぐらを構え、数日前までそこで寝ね起おきし続つづけていたわけだ。

　二十二層で森の中の家を見つけてから、実に一年半後──。

　アスナへの求婚プロポーズを決意し、新居をどうするか考えた俺の脳のう裏りに、真っ先に浮うかんだのはあのログハウスだった。それ以外の選せん択たく肢しはないと思えた。

　俺はプロポーズの言葉として、まず問題のログハウスの情報を開示し、そこへの引っ越しを提案し、最後に「結けつ婚こんしよう」と言った。

　アスナが、まったく迷う様子もなく「はい」と答えてくれたことには、あの家の加護も少しばかりあったのかもしれないと、俺は思っている。
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　と、いうようなわけで。

　プロポーズから一晩明けた、十月二十四日、午後二時過ぎ。俺とアスナは、連れ立って二十二層を訪おとずれた。

　昨日のうちに、五十五層グランザムの血けつ盟めい騎き士し団だん本部を訪おとずれ、二人揃そろっての一時脱だつ退たい届とどけを提出済みだ。一時的と言っても、システム上でもちゃんとギルドを抜けているため、二人のカラー・カーソルに赤い十字のギルドエンブレムはもはや存在しない。

　主街区であるコラルの村の転移門を出て、まずは南西にある大きな湖を目指して歩きながら、俺は隣となりのアスナに何気なく訊きいた。

「なあ、アスナがＫｏＢに入ってからどれくらい経たつんだっけ？」

「えっとね……」

　栗くり色いろのロングヘアを揺ゆらし、細剣使いフエンサーは小さく首を傾かしげる。

「団長に誘さそわれたのが、確か去年の二月だったから……もう一年以上も経たつかな。二十五層のボス戦が終わったすぐ後だったから……」

「そうか……。ＫｏＢができたのは、《軍》が半はん壊かいした直後だったんだよな……」

　俺は、ちらりと上層の底を見上げる。

　こののどかなフロアのほんの三層上、アインクラッド第二十五層は、攻略組プレイヤーたちにとって第一層以来の真の試練となった。

　主街区を出た直後から、二十四層と比べても異様に強いモンスターが行く手を阻はばみ、フィールドの地形も迷めい路ろのように複雑で、次の町に向かう途と上じようですら、数名の死者が出てしまったほどだ。情報をくれるＮＰＣは少なく、代わりに毒沼だの落とし穴だのの地形トラップがたっぷりあって、どうにかフロアを踏とう破はして迷めい宮きゆう区くタワーまで到とう達たつした時点で、攻略組プレイヤーたちはもう疲つかれ果はててしまっていた。

　そこでなにくそと奮起し、皆みなに発破を掛かけたのが、ギルド《アインクラッド解放隊ＡＬＳ》──そう、当時はまだ《解放軍》ではなかった──を率いるキバオウという名のプレイヤーだ。あの関西弁でぽんぽん毒づかれると誰だれしも「このやろう！」という気分になり、その勢いで立ち上がることができた。

　しかし。そんなふうに、当時は間ま違ちがいなく攻略組全体のリーダー格だったキバオウは、二十五層のフロアボス戦を目の前にして、何者かが流した偽にせ情報に引っ掛けられた。１ワンレイドにも満たないギルドメンバー四十数名だけで、ボス部屋に先行突とつ入にゆうしてしまったのだ。結果、解放隊の半分以上が死に……そこにようやく俺やアスナを含ふくむ攻略組主力が追いついて、こちらも少なからぬ死者を出しつつも、どうにか凶きよう悪あくなボスを倒たおした。

　だが、アインクラッドの四分の一地点クオーターポイントを超こえたという喜びを、誰だれ一人ひとりあらわすことはできなかった。キバオウの怨えん嗟さに満ちた絶ぜつ叫きようが、ボス部屋いっぱいに響ひびき渡わたったからだ。

　彼はそこで攻略組とたもとを分かち、生き残った仲間を連れて、遥はるか下方の第一層へと去った。そして、はじまりの街で活動していた互ご助じよ組織《ＭＭＯトゥデイ》と合流し──その大集団から、やがて《軍》が生まれたわけだ。

「……あの時は、攻略組全体が、なかなか絶望的な雰ふん囲い気きになったよな……。最前線で戦う人数がいきなり三分の二になって、しかもそれが誰だれかの仕し掛かけた罠わなのせいかもしれなかったんだから、当然と言えば当然だけどさ。……二十六層の、最初のフィールドボス攻略会議でも、みんな暗い顔してて……でも、そこに、新生ギルドのＫｏＢがどーんと乗のり込んできたんだ。全員が、白と赤のカスタム装備で固めてて、凄すごいインパクトだったなぁ……」

　湖のほとりを歩きながら、俺はぽつりぽつりと当時の思い出を語った。しかし隣となりがやけに静かなのでちらりと視線を向けると、アスナはなぜかほっぺたを少し赤くして微び妙みようにそっぽを向いている。ははぁん、と思い、素知らぬ調子で続ける。

「……特に、集団の先頭に立ってた副団長様には、みんな……俺やクラインはともかく、エギルでさえも見とれたっけなぁ。それまでの地味めな装備とは正反対の、純白ノースリーブの騎士服コルサージユに真っ赤なミニスカ、とどめに白のニーハイ……あの瞬しゆん間かん、何ていうかこう、ばらばらになりかけてた攻略組の心がひとつに……」

　どすっ！　と左ひだり肩かたをダメージ発生ぎりぎり手前の打だ撃げき属ぞく性せい攻こう撃げきが襲おそい、俺の台詞せりふを中断させた。見ると、当の副団長様が、顔を真っ赤にして右みぎ拳こぶしを固めている。

「もう！　あの時は、ほんとはすっごく恥はずかしかったんだからね！　わたし当然団長が一番前だと思ってたら、例の調子で『アスナ君が先頭に立ったほうがより多くの効果を期待できる』って真顔で言われて、ヤケクソで出てったの！」

「へ、へえー……。──そう言えば、あの装備って当然オーダー品だったんだよな？　デザインは誰だれがしたんだ？」

「…………わたし以外のギルド幹部が、わたしに秘密で何度もデザイン会議してたんだって。最初に見せられた時、こんなの着ません！　って突っ返したら、ダイゼンさんに『これ一式だけで、費用がどえらいことになってますねん！』って涙なみだ目めで言われて、ヤケクソで……」

「……な、なるほどな」

　今でこそ鉄の規律をもって鳴る最強ギルド・血けつ盟めい騎き士し団だんだが、どうやら創設期はなかなかに愉ゆ快かいなノリもあったようだ。とはいえ、ＫｏＢの登場によって当時の攻略組全体の士気が上がったのは間ま違ちがいないし、彼らはそれからもずっとデスゲームの最前線に立ち続けた。──いまこの瞬しゆん間かんも、開通したばかりの七十五層で、赤と白の装よそおいに身を包んだパーティーが激しい戦せん闘とうを繰くり広ひろげているに違ちがいないのだ……。

　俺はもう一度、ちらりと上層の底を見上げた。するとその仕草だけで、アスナは俺の内心を読み取ったようだった。解いた右手で、俺の左手を優やさしく握にぎりながら言う。

「キリトくんは、七十四層のボスをほとんど一人で倒たおしたんだよ。ＨＰバーなんか、最後の二、三ドットしか残ってなかったんだから。少しくらい攻略をお休みしても、文句言う人なんかいないよ」

「……お休みの理由がバレたら、全員文句言いまくりだろうけどな」

　笑い混じりにそう切り返し、俺もアスナの手を握にぎり返かえした。副団長様は、怒おこるべきか照れるべきか迷うような顔をしてから、ふふっと短く笑った。




　直径一キロはあろうかという広大な湖をぐるりと半周したあたりに、ひときわ立派な杉すぎ──によく似た針葉樹がそびえていた。立派な根っこの近くをよくよく見ると、湖こ畔はんの太い道から、うっすらとした細い道が南西方向に分ぶん岐きしている。

「……この道を見つけたの？　相変わらず、こういう隠かくしルートに目め敏ざとい人ねえ」

　という感想を褒ほめ言こと葉ばと解かい釈しやくし、俺は胸を張った。

「当時は索さく敵てきスキルの《探知デイテクシヨン》Ｍｏｄモツドも取ってなかったから、目と勘かんだけで見つけたんだぞ。あの丘おかを登れば、すぐに家が見えるよ」

　すると今度は、アスナもぱっと顔を輝かがやかせる。

「どんなお家うちかな、楽しみ！　早く行こ！」

「…………あの、アスナさん、ほんとに何なんの変へん哲てつもないログハウスなんで、あんまり期待されてもアレですけど……」

「わたし、ログハウスに住むのちっちゃい頃ころからの夢だったもん。ペチカと揺ゆり椅い子すがあればそれだけで大大大満足だよ！」

　と言いつつ足早に丘おかを登るアスナを、俺も急いで追いかける。揺ゆり椅い子すは家具屋で買えばいいが、暖炉ペチカがあったかどうかはさすがに覚えていない。いや、ここまで来てないということはあるまい。俺が一年半前にこの先のログハウスを見つけたのは、今日のこの日のためだったのだ。運命の導きならば、きっとペチカも存在するはずだ。

　ログハウスの屋根に煙えん突とつが存在することを祈いのりつつ、俺はアスナに数秒遅おくれて丘おかを登り切った。無言で直立するアスナの隣となりに並び、見開いた両りよう眼めで煙えん突とつを探す。

　────しかし。

　なかった。

　煙えん突とつが、ではない。

　俺たちの眼前に広がる、緑の下生えに覆おおわれた円形の空間には、いかなる種類の人工的オブジェクトも……つまり家そのものが存在しなかったのだ。
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　場所が間ま違ちがっている。

　というのが最も合理的な解かい釈しやくだったので、俺はアスナに謝あやまって丘おかを降り、周辺のフィールドを二時間かけて探し回った。

　しかし、ログハウスどころか、新たに分ぶん岐きする小道さえも発見できなかった。悄しよう然ぜんと最初の丘おかをもう一度登り、俺は改めて周囲の地形を見回してみた。

「…………やっぱりここだ、絶対に……」

　無意識の声が口から漏もれる。

　広い芝しば生ふの庭（いまは家がないからただの空き地だが）、その奥おくにうっそうと連なる針葉樹の森、木立の彼方かなたにアインクラッド外周部を支える柱が屹きつ立りつし、最も遠景には無限の空が広がる。この眺ながめは、一年半が経過しても鮮あざやかに記き憶おくに残っている。

　だが唯ゆい一いつ、肝かん心じんなログハウスだけが存在しないのだ。まさかと思って空き地に踏ふみ込み、真ん中まで歩いてみても、家がＰＯＰポツプする気配はない。

　呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていると、さくさくと下草を踏ふむ足音が近付き、すぐ後ろで止まった。

　俺は振り向くことができなかった。二十二層にあるログハウスに二人で引っ越そう、というのは俺のプロポーズの言葉だったのだ。その家が存在しないとなれば、求婚プロポーズそのものが偽いつわりと化したようなものではないか。

「アスナ……。──本当なんだ。本当に、ここに家があったんだ」

　俯うつむいたまま、俺が力なく言うと。

　真ん前に回り込んだアスナが、俺の両りよう肩かたをぽんと叩たたいてから、掌てのひらで顔を挟はさんで上向かせた。はしばみ色の瞳ひとみは、普ふ段だんと何ら変わらない、優やさしい光を浮うかべている。

「信じてるよ、当たり前じゃない」

　あっさりそう言い切り、手を離はなすと、数歩下がって続ける。

「きっと、何かシステム的な事情で撤てつ去きよされちゃったんだよ。残念だけど、でも、お家うちがなくてもこことっても素す敵てきな場所だから、連れてきてもらってすごく嬉うれしいよ、わたし」

　緑の芝しば生ふの上で、スカートをなびかせてくるくると回る。午後の日差しが、長い髪かみや白銀の胸当て、そして腰こしに吊つった細剣レイピア《ランベントライト》の鞘さやにきらきら反射する光景は、そのままゲームのＰＶに使えそうなほど美しい。

　──という俺の思考を読んだわけでもないだろうが、アスナはこちらを向いて止まると、右みぎ腰こしのベルトポーチをぽんと叩たたいて言った。

「ね、せっかくだからここで記念撮さつ影えいしていこ。わたし、写真結晶持ってきたんだ」

「あ、ああ……。そうだな……」

　俺は笑え顔がおで応じたのだが、その声と表情に何かを感じたのか、アスナの顔に気き遣づかうような色が浮うかぶ。

「……そんなにショックだったの？　お家うちがなくなってたこと……」

「えっ、いや、別に、そういうわけじゃ……」

　顔と両手を水平に動かすが、アスナの心配顔は消えない。こうなると、内心を取とり繕つくろうのは最も早はや不可能なので、観念して頷うなずく。

「その……今日は、俺なりに、ちょっと考えてたことがあったんだ。でも、ここに家がないと成立しないから……」

「へえ？　どんなこと？」

　大きな瞳ひとみでまじまじと見つめられるとどうにも説明しにくいが、プロポーズまでしておいていまさら照れくさがっても仕方ない。軽く咳せき払ばらいしてから、まずはシステム方面の説明から入ってみる。

「ええと、だな。ＳＡＯでの《結けつ婚こん》って、手順としてはかなり簡単だよな。メインメニューからコミュニケーションタブに移動して、各種申請の一番下のＭａｒｒｉａｇｅマリツジボタンを押して、相手を指定して……それで、相手がＯＫボタン押せば完かん了りよう。お役所に書類を出す必要もないし……」

「実家に挨あい拶さつに行って、お嬢じようさんを僕にください！　とかもやらなくていいしね」

　アスナが唐とう突とつにそんな言葉を挟はさみ込んだので、俺はついその強制イベントを想像してしまい（しかもお義父とうさん役はなぜかＫｏＢ団長ヒースクリフだった）、ブルルと背筋を震ふるわせた。それを見てお嬢じようさん……ではなくアスナがくすくす笑うので、もう一度わざとらしく咳せきをして本題に戻もどる。

「と、ともかく！　結けつ婚こんの手順そのものが五秒くらいで終わっちゃうからこそ、その、なんだ、ずっとアスナの思い出に残るような形にしたいなあと、そう思ったんだ。でも、残念ながら大々的に結けつ婚こん式しきをやるわけにもいかないから、せめてちゃんとした新居を買って、その家の前で結けつ婚こんするのがいちばんいいかな、って……」

　後半がやや俯うつむきながらのモゴモゴ喋しやべりになってしまったが、どうにかそこまで言い終え、俺はふうっと息を吐はいた。

　直後、どすんと高速タックルを喰くらってよろめく。予期せぬ衝しよう撃げきに、背中から芝しば生ふに倒たおれ込んでしまうが、アスナは別にマウントポジションからのナックル攻こう撃げきをしたかったわけではないようで、俺の胸に体を預けて短く囁ささやいた。

「…………嬉うれしい」

「え、いや、その、ただの思いつきで」

「だから、嬉うれしいの。キリトくんが、そこまで考えて、一いつ生しよう懸けん命めいお家うちを探してくれたんだもん」

　見れば、至近距離でにこにこ笑うアスナの両りよう眼めには薄うすく涙なみだがにじんでいる。これには俺も胸を衝つかれ、細い体に両りよう腕うでを回してしまう。

　そのまま、そよ風の吹ふき抜ける草原で二分以上も抱だき合あっていると、やがて耳みみ許もとでアスナの穏おだやかな声が響ひびいた。

「わたしはもう、じゅうぶんだよ」

「え……？」

「いま、じゅうぶんに幸せ。だから、ここで結けつ婚こんの操作して、今日は帰ろ？　お家うちはまた探せばいいよ」

　確かに、上層の底を染める午後の陽光はかなり黄色みを帯びてきている。あと一、二時間で日が暮れてしまうだろう。

「そう……だな」

　俺はアスナを抱だいたままゆっくり体を起こし、針葉樹林の中にぽっかり広がる緑の庭を見み渡わたした。

《圏けん外がいだがモンスターが湧わかず、あまり人も来ない場所にある一いつ軒けん家や》という条件を満たすプレイヤーホームは、根気よく探せばきっと他にも見つかるだろう。いっそ情報屋のアルゴに依い頼らいする、という手もなくはない。さしもの《鼠ねずみ》も、俺たちの新居の座標を誰だれかに売ったりはするまい、たぶん。

　だから、アスナの言うとおり、幻まぼろしのログハウスにこだわる必要はないのだ。この芝しば生ふの庭はいまのままでも充じゆう分ぶんに印象的だし、ここで結けつ婚こんした思い出は、たとえいつかＳＡＯがクリアされてもアスナの──そして俺の記き憶おくに長く残ってくれるだろう。

　…………でも。

　それはそれとして、だ。俺の頭の片かた隅すみに、結けつ婚こんとは無関係のムズムズ感が居い座すわり続つづけている。強しいて言うなれば、ログウインドウの下のほうで、途と中ちゆうで行いき詰づまったまま放置されている未クリアのクエストのように。

「…………キリトくん？」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれ、俺はびくっと視線を戻もどした。すぐ近くにあるアスナの顔が、いつのまにか《何でもお見通しですからね》的表情を浮うかべていて、もう一度体を硬こう直ちよくさせる。

「は、はい？」

「…………それはそれとして、とか考えてるでしょう」

　ぎくっ。

　という顔をしてしまいそうになり、寸前でポーカーフェイスを作る。

「え、な、何のことでしょう」

「解わかるんだからね。キミが、ここにあったはずのお家うちがなくなった理由、突き止めたいって思ってることくらい」

　──どうやら俺にポーカーの才能はないらしかった。ここで否定しても傷を広げるだけ、ということも既すでに学習しているので、今回もこっくり頷うなずく。

「ええと、その、ハイ……。だ、だってさ、意味不明すぎるよプレイヤーホームが消えるなんて。さっきアスナはシステム的な事情って言ったけど、ＳＡＯにはＧＭがいないから、管理者が手作業で撤てつ去きよすることは有り得ない。プログラムが処理した結果なんだとしても、耐久度無限の家が腐くさるわけないし、アインクラッドじゃ地じ震しんも山火事も起きないし……あと、他に考えられるとすれば……ええ～～と…………」

　喋しやべっているうちに本格的推察モードに入りかけたが、そこでアスナが人差し指をぴしっと俺の口に当てる。

「はい、一時停止！　……まあ、長い付き合いだからね。キリトくんがそいういうの放っておけない人だってことくらいは、わたしも学習してるよ……」

　軽いため息が終わらないうちに、俺は勝手にポーズを解除する。

「じゃ、じゃあ、貴重な休きゆう暇か中ちゆうではありますが、ちょっとだけ調査してみてもよろしい……でしょうか？」

　アスナは小声で、こうなるような気がしてたのよ、趣しゆ旨しカンペキ変わってるじゃない、等とぶつぶつ言ってから、大きく息を吸い、宣言した。

「調査期限は、今夜ひと晩だけですからね！」
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　アインクラッドの各層に配置された無数の地形オブジェクトは、その九十九パーセント以上が《破壊不能イモータル》属性である。立ち木を除く自然物も、家屋や城じよう壁へきに代表される人工物も、プレイヤーが意図して破は壊かいすることはできない。

　ダンジョンの内部には、デザインにもよるが《崩くずせる壁かべ》がちょくちょく出現するし、フィールドにも《割れる岩》や《掘れる地面》がまれには見つかるが、《壊こわせる家》があるなどという話はついぞ聞いたことがない。だいたい、破は壊かい可能な家など買ってしまった日には、睡すい眠みん中ちゆうに突とつ然ぜん壁かべに大穴が開き、そこから盗賊オレンジギルドの連中がぞろぞろ入ってくる……という事件すら起こり得るではないか。『三さん匹びきのこぶた』じゃあるまいし。

　そんなわけで、俺がかつて発見していつかマイホームにと夢見たログハウスの消失が、プレイヤーの手による破は壊かいの結果だとはまず考えられない。

「……まあ、わたしもそう思うわ」

　俺の推測をそこまで聞いたところで、アスナは一度頷うなずき、付け加えた。

「エクストラスキル《地上げ》なんてのが発見されたんじゃなければ、ね」

「こ、こんなとこ地上げしたって意味ないだろ。セルムブルグの湖こ畔はんとかならともかく」

「あー、確かにあそこの湖沿いは高いよね。わたしの部屋の三倍くらいするよ。……でも、そうね、もしここのお家うちが見つからなければ、新居はあそこの一戸建てでもいいかなー」

「そっ、それはちょっと……俺の稼かせぎじゃキビシイかも……」

　青ざめる俺に、じょーだんじょーだん、とひとしきり笑ってからアスナは表情を改めた。半分だけ攻略組の指揮官モードになり、じっと空き地を見み詰つめる。

「じゃ、誰だれかが壊こわした、って可能性は排はい除じよしましょう。……一応確かく認にんだけど、プレイヤーホームのカスタマイズ機能って、外がい壁へきや屋根は対象外だったわよね？」

「え……どういうこと？」

「ほら、お家うち買うと、オーナー専用のカスタマイズメニューを操作できるじゃない？　そこから、備え付けの家具とか消せるでしょ？」

　ようやくアスナの言わんとするところを理解した俺は、なるほどと頷うなずいた。

「そうか……誰だれか他のプレイヤーがあの家を買って、カスタマイズで壁かべ・屋根・床ゆかを消して更さら地ちにした可能性、か。うーん……俺、アパートみたいな物件にしか住んだことないから、一戸建てのカスタムメニューって見たことないんだよな……」

「実はわたしもなのよね。……そうだ、リズに訊きいてみるね」

　アスナはさっとメインメニューを開くと、彼女の親友である鍛か冶じ屋やのリズベット宛あてに手早くメッセージを打った。

　リズは俺とも親しくしていて、また愛あい剣けんダークリパルサーを鍛きたえてくれた恩人でもあるので、アスナと俺の結けつ婚こんを知らせるリストに載のっている、数少ないプレイヤーの一人だ。今日ここで家を買い、結けつ婚こん操作を終えたら、リズを含ふくむ十数名に即そく座ざにメッセージを飛ばす予定になっていた──のだが、代わりに住宅相談みたいな質問をすることになろうとは。

　返事は即そく座ざに届いたようで、アスナは彼女にだけ見えるウインドウに眼めを走らせると、こくりと頷うなずいた。

「やっぱり、外がい壁へきや屋根は消したり動かしたりできないって。大枚はたけば色を変えたり、出窓や花か壇だんみたいなオプションを追加したりはできるみたいだけど……」

「……色を変えるって言っても、まさか家全体を透とう明めいにはできないだろうしなあ」

　それ以前に、俺とアスナはこの空き地をくまなく歩いて、何の痕こん跡せきも残っていないことを確かく認にんしている。透とう明めいな家が建っていたら、とっくに鼻をぶつけているはずだ。

「なら……オプションのほう？　地面に潜もぐる設備……みたいな？」

　アスナがそんなことを言い、ブーツの爪つま先さきで足あし許もとの草地をつんつんするので、俺は思わず苦く笑しようした。

「はは、悪の組織の秘密基地じゃあるまいし。だいたい、アインクラッドの地面に家がまるごと埋うまるような大穴掘ほったら、下の層に落っこっちゃうよ」

「えー、ちょっと素す敵てきじゃない。ホビット族のお家うちみたいで」

「あれは確か丘おかに横穴を掘ほってたような……。地下っていうならドワーフじゃないか？　ほら、十何層だかにドワーフの巨大地下城があったじゃないか」

「わたしあそこ嫌きらい。湿しめっぽいし、虫系モンスターがいっぱい出るし……だいたいあの地下城も、実際にはフィールド上の山の内側だったじゃないの」

「それがアインクラッドの構造的欠けつ陥かんだよなー、地面の厚さに限界があるから、ＲＰＧの醍だい醐ご味みの巨大地下迷宮作れないもんな」

「なくていいわよ！　……それより、いいの？　お喋しやべりしてて。わたしは楽しいからいいけど」

　アスナに指し摘てきされ、ハッと外周部を見やる。ちぎれ雲がゆっくり流れる空は、かなりオレンジ色を深めている。あと二時間もすれば日が暮れてしまうだろう。

「そ、そうだ、ええと、透とう明めい化かでも秘密基地化でもないとすれば、あとは……移動基地化？　いやいや、そんなオプションあったら主街区から迷めい宮きゆう区くまで楽勝で到とう達たつできるしな……ってことは、空中要よう塞さい化かもないなあ……」

　推測から妄もう想そうへと移行しつつある俺の言葉に、アスナが呆あきれ顔がおで上空を振ふり仰あおぐ。俺は逆に深く俯うつむき、腕うでを組んで懸けん命めいに考え続ける。

「カスタマイズ機能による消しよう滅めつはなさそうだな。だいたいそれだと、他のプレイヤーに買われちゃってるってことになるし……。やっぱり、プレイヤーとは関係ない現象なんじゃないかなあ……」

「…………ねえ」

「となると……地形オブジェクト破は壊かい能力もちのフィールドボス……？　いやいや、五十六層の《ジオクロウラー》だって村の門は破れなかったんだしな。二十二層でそんな凄すごいボス出たら、速そつ攻こうで討とう伐ばつレイドの募ぼ集しゆうがかかってるよな……」

「ねえ、キリトくんってば」

　つんつんとコートの袖そでを引っ張られ、俺は推察を中断してアスナを見た。

「……なんだよ？」

「…………あれ」

　アスナが白の長手袋を嵌はめた右手を持ち上げるので、人差し指の延長線上を視線で辿たどる。

　空き地の北側、ひときわ大きな杉すぎの木のまっすぐ上空に、それは存在した。

　ほとんど上層の底に接しそうなほどの高度にふらふらと浮うかぶ、一軒の家──。地上からは角度の関係でほとんど底しか見えないが、立派な丸太を組み合わせた構造は、俺が探していたログハウスに間ま違ちがいない。

　呆あつ気けなく家が見つかった喜びよりも、それが頭上九十メートルに浮ふ遊ゆうしている驚おどろきのほうが先に立ち、俺は愕がく然ぜんと呟つぶやいた。

「…………な、なんで……家が、飛んでるんだ…………」

「…………さっきキリトくんが言ってた、空中要よう塞さいオプション……じゃないわよね……」

　アスナの言葉に、豆まめ粒つぶのような家の各所に目を凝こらすが、羽根だの気球だのプロペラだのがくっついている様子はない。

　そのかわりに、スキルで強化された俺の視覚は、それまで気付けなかったものを二つ発見した。

　まず、家の下側で陽炎かげろうのように揺ゆれる空気の渦うず。おそらくあのログハウスは、《固定された竜たつ巻まき》のようなものに乗っかって飛んでいるのだ。

　そしてもう一つ。

　家の、南側の窓からおそるおそる顔を出し、遥はるか下の俺たちに向かって必死に手を振り回している、誰だれか。

「ひ、人がいる」

　俺が指さすと、アスナも「えっ」と身を乗り出した。

「ほ、ほんとだ。……ＮＰＣか、プレイヤーなのかは、この距きよ離りからじゃ解わからないわね……」

　プレイヤーとＮＰＣを確実に識別できる外見上の差異は、《カラー・カーソル》の色だけだ。しかし、これだけ離はなれているとカーソルそのものが表示されない。

　なぜ家が飛んでいるのかは相変わらずさっぱり解わからないが、あの人ひと影かげがＮＰＣでなくプレイヤーだとすると、このまま放っておくわけにはいかない。万が一あの高さから落下すれば、確実にＨＰがゼロになってしまうからだ。

「ど、どっちだ……」

　俺とアスナが固かた唾ずを吞のんで見上げていると──。

　不意に、人ひと影かげが振り回していた手を引っ込め、すぐにもう一度突き出した。握にぎられていた何かが手から離はなれ、黄色い陽光をきらきら反射する。それは緩ゆるい弧こを描えがき、俺たちが立つ空き地めがけて落下してくる。

「お……おっ、とっ……」

　俺は右に四歩、前に三歩走り、落下地点に入ると小さなオブジェクトを両手でキャッチした。すぐにアスナが駆かけ寄よってくるので、二人でのぞき込む。

「回復ポーションの……空あき瓶びん……？」

　アスナの言葉に頷うなずいてから、俺は再び空に浮うかぶログハウスを振ふり仰あおぎ、叫さけんだ。

「──プレイヤーだ！」

　ＰＯＴポーシヨンの中身を飲み干したあとの空あき瓶びんは、そのまま放っておくとすぐに砕くだけ、消しよう滅めつしてしまう。それを防ぎ、《空あき瓶びん》アイテムとして保存するには、一度バッグ類、もしくはアイテム欄ストレージに収納する必要がある。ＮＰＣはそんな行動はしないので、空あき瓶びんを持っているということはつまり、あの空飛ぶ家に閉じこめられているのはプレイヤーだということになる。

「た、助けないと……」

　右手に小こ瓶びんを握にぎったまま俺がそう言うと、アスナがすかさず指し摘てきした。

「ど、どうやって!?」

「………………」

　まことにごもっともな疑問だ。アインクラッド、いやＳＡＯには、プレイヤーが空を飛ぶ手段は原則として存在しない。もしそんなものがあったら、迷めい宮きゆう区くタワーをスルーして次の層まで……いや、最終ゴールたる第百層までひとっ飛びだからだ。

　数ヶ月前、俺はアスナがさっきメッセージを送った鍛か冶じ屋やリズベットと一いつ緒しよにホワイト・ドラゴンの尻しつ尾ぽに摑つかまって飛ひ翔しようするという経験をしたが、あれは行き先を選べないし、この層にドラゴンは出ないし、それ以前に二度とやりたくない。

「…………と、とりあえず、家の真下まで行ってみよう」

　俺のお茶ちや濁にごし的提案に、アスナはちらりと微び妙みような表情を見せたが、すぐに頷うなずいた。




　空き地から森へと踏ふみ込むと、上空に幾いく重えにも重なる枝に邪じや魔まされて空飛ぶ家は見えなくなってしまったが、システム外スキル《直感的直線移動》を発揮してまっすぐ歩く。遠方に移動目標を取れない森の中では、これが案外難しいのだ。コツは、二本の脚あしをなるべくオートランっぽく動かすこと……と以前アスナに説明したら、なんのこっちゃという顔をされたものだが。

　狙ねらいはばっちり的中し、ほんの二、三分の移動で、前方にひときわ巨きよ大だいな杉すぎの木が出現した。間ま違ちがいなく、家の真下に生えていた木だ。歩み寄りながら見上げると、幾いく重えにも折り重なる枝を透すかして、ふわふわ浮うかぶ豆まめ粒つぶサイズの影かげが視し認にんできる。

「……で、どうするの？　この杉すぎに登っても、お家うちまではぜんぜん届きそうもないよ？」

　上を見て歩きながらアスナが発した質問に、俺も同じ体勢で答えた。

「真下まで来れば、ぎりぎり叫び声シヤウトが届くかなーと思ったんだけど……それもムリっぽいな……」

「そっか、会話ができれば、何があったのか説明してもらえるもんね。じゃあ、やっぱり木に登ってみる？　梢こずえのほうならシャウト圏けん内ないかも」

「でもなあ、こういう針葉樹は木登り難易度高いんだよな……。《軽業アクロバツト》スキルなしだとちょっと厳しいか……」

　顔を上向けたまま、巨きよ大だい杉すぎから五メートルほどの距きよ離りまで近付いた、その時。

　いきなり至近距きよ離りでモンスターらしき咆ほう哮こうが轟とどろき、俺とアスナは飛び上がった。

「わん、わんわんわん!!」

　反射的に背中の愛剣エリュシデータの柄つかを握にぎってしまったが、そこで動きを止める。吠ほえ声ごえの主は、全長せいぜい四十センチほどの四足歩行獣……具体的には《犬》だったからだ。

　やや長めの毛並みは薄うすい茶色で、眼めはくりくりと丸く、おまけにふさふさの尻しつ尾ぽに青いリボンを付けている。カラー・カーソルは黄色──ＮＰＣか、ビーストテイマーのペット、あるいは攻性化アグロしていないノンアクティブ・モンスターに与あたえられる色だ。

「わあ、可愛かわいい！」

　アスナが、お年とし頃ごろの女の子に相応ふさわしい感想を述べつつ、しゃがんで手を差し伸べかけたので俺は慌あわてて制止した。

「ま、待った待った！」

「何でよう、こんなに可愛かわいいのに」

「な、なんかのトラップかもしれないだろ！　だいたい、フィールドに犬がいるのは妙みようだよ。触さわった瞬しゆん間かんにダイアウルフかなんかにモーフィングしたらどうするんだ」

「平気だってば、こんなに尻しつ尾ぽ振ってるし」

　──などとやり取りする間も、小型犬はアスナの前で『抱だいて抱だいて！』とばかりにぴょんぴょんわんわん騒さわぎ続つづけている。再びしゃがもうとするアスナの剣けん帯たいを摑つかんでホールドしつつ、犬っころのカーソルを再チェック。表示されている名前は、《Ｔｏｔｏ》となっている。

「……トト？　種族名じゃないよな……この犬の固有名か……？」

「わぁ、名前も可愛かわいい！　ほら、おいでトト！」

「だからダメだって……」

　最も早はや魅惑チヤームドのバッドステータスを喰くらったが如ごとき勢いのアスナを必死に引き戻しながら、俺は犬っころ改めトトのくりくりした眼めに、邪じや悪あくな企たくらみが隠かくされていないか見み極きわめようとした。

　そして、遅おくればせながらそれを発見した。犬の丸い頭の二十センチほど上空に浮うかぶ、小さな《？》マーク。

「あれっ……クエストマーク!?　でも、何で進行中なんだ……？」

　俺が叫さけぶと、アスナも印に気付いたようで、前進の勢いが弱まる。

「ほんとだ、クエマークつきだね……」

　アインクラッドの各層には、とてもこなしきれない数のクエストが配置されている。たいがい頭上に《！》マークを浮うかべているＮＰＣから受けることができ、進行中のクエストに関係するＮＰＣはマークが《？》に変化する。

　つまりこのワンコロは、進行中クエストのキーパーソンならぬキーアニマルというわけだ。だが問題は……俺も、恐おそらくアスナも、犬に関係するクエストを受けた覚えがさらさらないということで…………

「そう、そうよ！」

　いきなりアスナが叫さけんだので、俺はびっくりしてベルトを離はなしてしまった。細剣使いは振り向くと、真しん剣けんな顔で俺を凝ぎよう視しし、続ける。

「わたしたち、普ふ段だんは迷めい宮きゆう区くとフロアボス攻略にかかりっきりになっちゃってるから、あんまりサブクエストって受けないでしょ？　だから、盲もう点てんになってたんだわ。何か説明のつかない妙みような現象が起きたなら、それってたいていクエストが原因のはずなのよ。たとえば……家が空を飛ぶとか！」

「…………なるほど」

　もっともな推論だと思ったので俺が頷うなずくと、アスナは再度ぐるりと反転し、騒さわぎ続つづけるワン公こうに向き直った。

「つまり、あのお家うちが飛んでる原因を突き止めるには……このトトちゃんに接せつ触しよくしないといけないってことなの！　キリトくんなら解わかってくれるわよね！」

　と、聞きようによっては冒険心と自己犠牲に溢あふれていなくもない台詞せりふを放つや、アスナは俺が再度捕ほ獲かくする間もなくしゃがみ込み、ワン太た郎ろうに両手を伸ばした。

「わんわんわん！」

　嬉うれしそうな吠ほえ声ごえとともに、茶色い小型犬はアスナの胸に飛とび込み、尻しつ尾ぽを高速運動させながら顔を舐なめ回まわす。

「あはは、くすぐったいよー！　あぁーん、可愛かわいい！　わたし、こういうワンちゃん飼うのが夢だったの！」

　──幸い、トトがいきなり巨きよ大だいな人ひと食くい狼おおかみに変化する、というようなことはなかった。

　しかし、数秒後に発生した現象は、俺の予想を三光年ばかりぶっちぎるものだった。

　いきなり、俺とアスナの足あし許もとで、ごうっと風が渦うずを巻いた。凄すさまじい風力に、抗あらがう暇ひまもなく体勢を崩くずされる。よろけ、地面から離はなれた足が──恐おそろしいことに、どんなに伸ばしても接地しない。

「きっ、キリトくん！」

　右手にトトを抱だいたまま、アスナが伸ばしてきた左手を、俺は反射的に握にぎった。そのまま二人と一匹ぴきは、局地的トルネードに巻き上げられていく。周囲の光景がぐるぐる回転し、俺のコートの裾すそとアスナのミニスカートが盛せい大だいにはためくが（通常、フィールドに吹ふく程度の風では絶対に起きない現象）、とてもそちらに意識を向ける余よ裕ゆうはない。

「うっ、うわっ、うわわわ～～～～っ」と俺が叫さけび、

「きゃああああ──────っ」とアスナが悲鳴を上げ、

「わんわんわん!!」と嬉うれしそうに犬っころが吠ほえた、その瞬しゆん間かん。

　俺たちは、遥はるか上空に浮ふ遊ゆうするログハウス目め掛がけて、一直線に舞まい上がった。
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「……そ、そっちが来ちゃったら、意味ないダロ！」

　というのが、ログハウスで助けを求めていたプレイヤーの、第一声だった。

　約九十秒前──。

　小型竜たつ巻まきに吞のみ込まれた俺とアスナと犬は、いったん空飛ぶログハウスの屋根の上まで飛ばされたあと、隅すみに口を開けていた煙えん突とつに一列になって吸い込まれた。狭せまく暗いトンネルを抜けた先は、白木の板で仕上げられた広いリビングルームで、お尻しりから着地した俺たちの前には、愕がく然ぜんとした表情の女性プレイヤーが一人立っていた。

　びっくり仰ぎよう天てんな展開に停止した頭をどうにか再始動させ、俺は床ゆかに座すわったまま、先客の顔をまじまじと見た。驚おどろいたことにそれは大変よく見知った顔だったのだが、改めて驚きよう愕がくを表現するほどの元気は残っていなかったので、とりあえず挨あい拶さつしてみた。

「こんちは。久しぶりだな」

　それに対する応答が、先の叫さけび声ごえだった、というわけだ。




　何はともあれ、まずは情報交こう換かんを。

　という俺の提案に、女性プレイヤーは肩かたを落としつつ同意し、リビングの床ゆかに据すえ付つけられた丸テーブルを右手で示した。俺と、犬を抱だいたままのアスナが並んで腰こしを下ろしてから、彼女も大きく距きよ離りを取って反対側に座すわる。

　このへんで、アスナもようやく平常モードに復帰したようで、俺と共通の知人である女性プレイヤーに会え釈しやくした。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、アルゴさん」

「……ハロー、アーちゃん。ついでに、キー坊ぼうも」

　微び妙みような表情のままひらりと手を振るプレイヤーのほっぺたには、左右三本ずつのヒゲ模様がくっきりペイントされている。デスゲームが開始されてからの約二年、いやベータ時代を含ふくめればプラス一ヶ月、このフェイスペイントを貫つらぬき通とおした彼女の名は《鼠ねずみのアルゴ》。アインクラッド最高の腕うでを持つ情報屋だ。

　俺やアスナとはゲーム初期からの付き合いで、数え切れないほどの回数、情報を売ったり買ったりしている。それ以外にも、なんだかんだ助けたり助けられたりこそすれど、明確に敵対した憶おぼえはない。だから、今いま更さらこちらを警けい戒かいするようなアルゴの態度は腑ふに落ちないのだが、とりあえずいまは脇わきに置いて、本題に入る。

「────で。アルゴ、これはいったい何なんだ？」

　これは、のところで右手をぐるりと動かし、現在も絶賛飛行中のログハウス全体を指し示しながら訊たずねると、情報屋は金きん褐かつ色しよくの巻き毛の奥おくで両りよう眼めをぱちぱち瞬しばたたかせた。

「何って、ここまで来ちまったからにはキー坊ぼうも受けてるんダロ？　クエだヨ、クエスト！」

「あ、ああ……まあ……」

　アスナの胸に抱だかれてうとうとしているワン公こうをちらりと見ると、頭上の？マークはいまだ点灯中だ。それはつまり何らかのクエストが進行中である、ということなのだが──。

「でも、明確にクエを受けたって言うよりは、巻まき込まれたって感じなんだよな……」

　俺が言うと、アスナもこくりと頷うなずく。

「そうよね。わたしがこの子を抱だき上げたら、それだけでこのお家うちまで飛ばされたんだもん。何ていうか……誰だれかがやりかけで放置してたクエストを拾っちゃった、みたい……な……」

　そこまで言ったところでぴたりと口を閉じ、俺と顔を見合わせる。彼女が何を考えたのかは、俺にも即そく座ざにピンと来た。

《誰だれかがやりかけで放置したクエスト》がいまの状じよう況きようをもたらしているのならば、その誰だれかとは目の前にいる鼠ねずみのアルゴ以外には有り得ないではないか。

　同時にびゅんっと向けられた俺とアスナの視線に、アルゴは観念したように首を縮め、言った。

「…………最初っから、説明するヨ」




　──最近、アインクラッドの低層フロアに、おかしな新規クエストが幾いくつか発生してるって情報をキャッチしたんダ。倒たおしても倒たおしてもリポップする覆ふく面めんオーガとか、回転ジャンプしたり火ぃ吐はいたりするトータスとか、呪のろいのメッセージウインドウから這はいだしてくる白い服の女アンデッドとかナ。

　こちとら、《全クエスト必勝ガイドブック》を発行してる手前、新規クエストはすぐに情報取らなきゃならないんダ。だから一昨日、オレっちは新クエの噂うわさがあるこの二十二層南西エリアに調査に来て、首しゆ尾び良よくクエ開始ポイントを見つけたまではいいんだけど、クエの内容にちょっと問題があってナ。ストーリー進行に必ひつ須すのキーキャラを連れずにこの家に飛とび込んだら、家がいきなり竜たつ巻まきに巻き上げられて、ビックリしたのなんのだヨ！　それから二日、ずーっとこの空飛ぶ家の中で、誰だれかがクエをリセットしてくれるのを待ってたってわけなんだヨ。




　そこまで説明し、アルゴはやれやれとばかりに両手を広げた。

《クエストのリセット》とは、進行中のまま長時間放置されたクエストを、メニュー操作によって初期状態に戻もどす操作のことだ。ＳＡＯでは、他のプレイヤーと同時には受けられないクエストも少なからず存在するので、そういう機能が用意されている。もちろん、クエストの開始点となるＮＰＣに近接していなければならないが。

　つまり、あの杉すぎの木の下で《トト》という名のワンコロを発見した時点で、頭上の？マークに気付いてメインメニューのクエストタブを開けば、そこにはリセットボタンが存在した──かもしれないのだ。しかしこうして進行中クエに乗っかってしまった今、俺にもアスナにももうリセットはできない。

「……まあ、状じよう況きようは何となく理解したけど……まだあちこち謎なぞだなぁ。アルゴ、さっき言ってた、『クエの内容に問題』って何のことだ？」

　俺が当然の疑問を口にすると、情報屋は再び例の微び妙みような表情を作り、アスナの……正確にはアスナの腕うでで眠ねむる小型動的オブジェクトをちらちら見た。

「そ、それはだナ……オレっちにも得意なものとそーでないものがあるっていうかだナ……」

「ああ、そういうこと！　アルゴさん、犬が苦手なのね！」

　途と端たん、アスナが笑え顔がおでばっさり看破したので、情報屋は両りよう頰ほおの三本ヒゲをきゅっとすぼめた。

「し、仕方ないダロ、こればっかりは初期ステータスなんだカラ！　そういうアーちゃんだって、アストラル系Ｍｏｂが苦手って情報聞いてるゾ！」

「あ、あれはオバケでしょ！　オバケが怖こわいのは当たり前じゃない。でもワンちゃんは可愛かわいいわよ？　ほら、抱だいてみれば？」

「や、ヤメロ！　そのまま寝かせとケ！」

　──などと非常に仲の良さそうなところを見せるアルゴとアスナを放っておいて、俺はしばし考えた。

　アルゴは（《鼠ねずみ》のくせに）犬が苦手で、その犬の頭上に進行中クエマークが点灯しているということは……。

「ははぁ、なるほどね。アルゴ、お前クエストを開始したはいいけど、キーキャラが犬だったもんだからＡＧＩ全開ダッシュで逃げて、この家に飛とび込んだらクエが進行して空に浮き上がって、でも犬が家に入れなかったもんだからクエが進行停止スタツクしちゃって、空飛ぶ家に二日も閉じ込められてた……ってわけか。ハハハ、お前も色々楽しい経験してるなあ。そのうち、経験談を『アルゴの大だい冒ぼう険けん』みたいな本にすれば儲もうかるぞ」

　俺が笑いながら言うと、鼠ねずみは一いつ瞬しゆん「儲もうかるカナ？」みたいな顔をしてから叫さけんだ。

「笑い事じゃないゾ！　こうなっちまったからには、キー坊ぼうとアーちゃんもこの家で当分スタックなんだからナ！」

「大げさだなぁ、いざとなったら転移結晶でどこの街でも飛べばいいじゃないか」

　そう切り返し、もう一度笑おうとしたところで──アルゴとアスナが、同時に妙みような顔をした。ちらりと目配せしてから、代表してアスナが口を開く。

「……あのね、キリトくん。アルゴさんも、それを試ためしてないわけがないと思うの」

「へっ？」

「クエストにもよるけど、こういう強制イベント中って、たいていテレポート禁止なのよね。でしょ、アルゴさん？」

「モチのロンだヨ！」

「…………マジで？」

　遅おくればせながら冷ひや汗あせを滲にじませる俺に、アルゴはやれやれという顔で頷うなずき返かえした。

「ま、最後の手段として、窓から飛び降りて地面に激げき突とつする寸前にテレポートって手がなくもないケド……ちょっと試ためす気にはならないナー」

「お、俺もならないナ……」

　窓の外に広がる空を一いち瞥べつし、今いま更さらな思考を巡めぐらせる。

　そもそも、このクエストはいったい何なのだ。森で犬からクエを受けて、そいつと一いつ緒しよに家に入ったら、竜たつ巻まきで家が飛ばされる？　この時点で、ストーリーに脈みやく絡らくがなさすぎる。ＳＡＯゲームサーバーの運営は、もう開発企業であるアーガスの手を離はなれているはずなので、クエストシナリオを書いたのはアーガスのスタッフではあるまい。ならばいったい、誰だれがこんな不条理な展開を考えたのか。そして、ＧＭゲームマスターコールが機能しないいま、どうやって俺たちはこのスタック状じよう況きようから脱だつ出しゆつすればいいのか……。

「…………って、いや、待てよ」

　俺の言葉に、トトの頭を撫なでていたアスナと、そちらに警けい戒かいの視線を向けていたアルゴが同時に顔を動かした。

「このクエストがスタックした理由が、犬……トトを地上に置いてきちゃったことなら、それはもう解消されたわけで……。──ってことは、クエスト、進行再開してるんじゃないのか……？」

「あっ……！」

　アルゴが指をぱちんと鳴らし、素す早ばやすぎる身のこなしで近くの窓に駆かけ寄よった。地面を見下ろすや、叫さけぶ。

「う、動いてるゾ！　っていうか、もうすぐ着地しそうダ！」

「ほ、ほんと!?　良かった、暗くなる前に帰れそうね」

　アスナも窓に向かいながら、ほっとした顔でそう言ったが、俺はそこまで楽観的になれなかった。予感、と言ってもいい。

　家を丸ごと空に飛ばすなんて、クエストの導入としては相当に大おお掛がかりだ。ここまで派手な始まりかたをしたストーリーが、そう簡単に終わるとは思えない。恐おそらく、あっちに行って何を探し、こっちに行って誰だれを助け……という展開がひたすら続いてしまうのではないか。だいいち、クエストを頑がん張ばってクリアしたとして、このログハウスがもとの売り家に戻もどってくれる保証はないのだ。となると、俺はアスナといったいいつ結けつ婚こんでき…………

「ウッ」

　俺は低く呻うめき、アスナ（の腕うでの中の犬）から微び妙みように距きよ離りを取っているアルゴの小さな背中を見やった。

　彼女は古い友人だが、俺とアスナの結けつ婚こんを事前に悟さとられるわけにはいかない。バレたが最後、新聞《ウイークリー・アルゴ》にドーンと記事を載のせられ、俺はアスナファンクラブの面々に呪のろい殺ころされてしまう。

　となれば、長々とクエスト攻略に付き合うのは危険だ。速そつ攻こうクリアして、《鼠ねずみ》の嗅きゆう覚かくが何かを察知する前に「おつかれ！」と言わねばならない。

　俺が決意とともに腰こしを上げたのとほぼ同時に、ログハウスがずずーんと重々しい音を響ひびかせて、どことも知れぬ場所に着地した。
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「……そういえば、このクエストの名前ってなんだっけ」

　俺の問いに、アルゴがウインドウを開き、答えた。

「《西の魔ま女じよと三つの宝》だってサ」

「……普ふ通つうだなあ。展開はこんなにシュールなのに……」

　アルゴにとっては二日ぶり、俺とアスナには十五分ぶりの地面をしっかりと踏ふみしめて立つ三人の前には、次なるキーキャラがゆらゆら体を揺ゆらしている。

　しかし、そいつはまたしても人間ではない。木の棒を十字に組み合わせた胴どう体たいと、麻あさ布ぬのに詰つめ物ものをした丸い頭を持つ人形──すなわち案山子かかしだ。ユーモラスな外見だが、これでも立派なモンスターである。ホラー系フロアによく配置されている、《スケアクロウ》系のＭｏｂ。

　お出で迎むかえは、案山子かかしだけではなかった。左ひだり隣どなりには、中身のない全身鎧プレートメイルである《リビングアーマー》系モンスター。そして右みぎ隣どなりには、人の体にライオンの頭が乗った《ワーライオン》系モンスター。三体とも、攻こう撃げきしてくる様子はない。カラー・カーソルも非アクティブ状態を示す黄色のままだ。

　さてどうしたものか、と思っていると、いきなり案山子かかしが喋しやべった。

「おお、お待ちしておりましたのことですよ！」

　その台詞せりふを合図に、案山子かかしの頭上に浮うかぶ《！》マークが、クエスト進行中を示す《？》に変化する。同時に、ワンコロの頭からはマークが消しよう滅めつ。

「待ってた……といいますと？」

　俺が一応それらしい返事をしてやると、案山子かかしはいっそう激しく頭を揺ゆらしながら猛もう然ぜんと語り始めた。要約すると、内容は以下のようになる。




　──我々《カカシ》《ブリキ》《ライオン》は、人間になるために旅をしていたが、その途と中ちゆうに仲間の女の子が《西の魔ま女じよ》に攫さらわれてしまった。助けたいのだが、カカシは頭の中身を、ブリキは心臓代わりの宝石を、ライオンは勇気の源である金色のたてがみを魔ま女じよに奪うばわれて戦えない。そこで、一いつ緒しよに魔ま女じよと戦ってくれる剣士を招くため、女の子の飼い犬である《トト》に竜たつ巻まきの呪じゆ文もんをかけ、壁かべの向こうに送り出したのだ。




「は、ははあ……なるほど……」

　頷うなずき、俺はちらりと後ろを見た。

　マップによれば、現在地は同じ二十二層の北西部だ。切り立った垂直の崖がけに囲まれていて、徒歩での進入は不可能なエリア。カカシの言う《壁かべ》とは、あの崖がけのことだろう。

　クエストの設定はどうにか把は握あくできたが、しかし全体的に妙みような話だという感想は変わらない。だいたい、魔ま法ほうが存在しないはずのＳＡＯで、《魔ま女じよ》だの《竜たつ巻まきの呪じゆ文もん》だのが出てくるのは問題なのではあるまいか。それに、カカシとライオンはともかく、なぜリビングアーマーの名前が《ブリキ》なのだ。

　──というような、どうでもいいといえばどうでもいい疑問に俺が頭を悩なやませていると、隣となりで突とつ然ぜんアスナが呟つぶやいた。

「……わたし、解わかった。このクエストが何なのか」

　続けて、アルゴも頷うなずく。

「オレっちも解わかったヨ。道理で家が飛ぶはずだヨ」

「へ？　どういうことだ？」

　左右を順に見ながら訊たずねると、アスナがにっこり笑いながら、まったく思いがけない言葉を口にした。

「キリトくんも、子供の頃ころに読んだと思うよ。細かいとこはあれこれ違ちがうけど、このクエスト……《オズの魔ま法ほう使つかい》が元になってるんだわ！」

「……あ、ああ、なるほど、そういうことか！」

　と、叫さけんではみたものの、正直その物語を端はしから端はしまで思い出せはしなかった。主人公の女の子と飼い犬が、家ごと竜たつ巻まきに飛ばされて、落ちた先が異世界で、カカシやブリキ人形やライオンを道連れにあれこれ冒ぼう険けんして、最後にはまた現実世界に戻もどる──というようなストーリーだったはずだ、多分。

　そうと解わかれば、リビングアーマーが《ブリキ》なことにも納なつ得とくがいくが、同時にこの先の展開も非常に思いやられる。

「……となると、このクエ、猛もう烈れつに長いんだろうな……」

　ため息混じりにそう言うと、アスナが「なんで？」というような顔をするので、肩かたをすくめて続ける。

「だってさ、展開的に、これからカカシの脳ミソとブリキの心臓とライオンのたてがみを順番にゲットしなきゃいけないんだろ？　一つに何時間かかることやら……」

　俺がボヤくと、アスナとアルゴは顔を見合わせ、なぜかにんまりと笑った。

「キー坊ぼう、さては元ネタがうろ覚えだナ？」

「う……いや、まあ、そのとおりですけど……」

「ふふ、キーアイテム集めは必要ないと思うよ。そこはすっ飛ばして、さっそく魔ま女じよのお城に乗のり込みましょ！」

「え、えええ!?」

　俺の叫さけび声ごえに合わせて、カカシ・ブリキ・ライオンの三名も「えええー」という顔をしたような気がしたのはきっと気のせいであろう。




　改めてマップを確かく認にんすると、楕だ円えん形けいのクエストエリアの三ヶ所に金色の《！》マーク（次の目的地）が表示され、その他に灰色の《！》マーク（最終目的地だがまだフラグが立っていない）が一つあった。普ふ通つうに考えれば、三ヶ所の金マークから攻略しないと最終目的地に行っても無む駄だなのだが、アスナとアルゴの歩みに迷いはない。

　黄色い煉れん瓦がで舗ほ装そうされた道をすたすた進む二人を、人間になりたいモンスター三名と俺は不安な足取りで追いかけた。アルゴが微び妙みように距きよ離りを置いている理由は、アスナに抱だかれたままのワン公こうのせいだろう。

　頭上のクエストマークが消えたからには、トトはもうキーキャラとしてはお役やく御ご免めんのはずなので、ログハウスの中に置いていったらどうか、と俺とアルゴは提案した。しかしアスナはしっかと犬を抱だいたまま、上うわ目め遣づかいで「うう～」と妙みような声を漏もらすばかりで、それ以上強くは言えなかったのだ。俺は正直どちらでも構わないが、犬いぬ嫌ぎらいキャラらしいアルゴは少々精神力を試ためされているようだ。

　ああまで徹てつ底ていするからには、さっき本人も言っていたとおり、この世界限定のロールプレイではあるまい。現実世界のアルゴも、きっと犬が苦手なのだ。だが、もし俺が彼女の立場だったら、ああも素す直なおに自分の内面──真実を表現できるだろうか。この世界で作り上げ、幾いく重えにもまとったイメージを保とうとして、むりやり感情を抑おさえ込み、平気なふうを装よそおってしまうのではないか。

　そんな俺が、アスナに抱いだいている気持ちを、本当に愛情と呼べるのか…………。

「…………どう思う？」

　俺はごく小さな声で、隣となりを歩くクエストＮＰＣの一人、《勇気》を奪うばわれてしまったというライオン男に訊たずねた。

　アインクラッドに無数に配置されているＮＰＣたちのほとんどは、プリセットされた応答パターンを繰くり返かえすだけのアルゴリズムしか持たず、プレイヤーと会話が成立することなど有り得ない。だから俺は別に返事を期待していたわけではないのだが、

「……お前さんも、何かを取られちまったのかい？」

　とライオン男がぼそりと問い返してきたので、少し……いやかなり驚おどろいた。

「うーん……もしかしたら、そうなのかもな。俺、ここに来るまで、誰だれかを本気で好きになったって記き憶おくないんだよな」

　調子に乗ってそう答えると、四十層近辺に出現する本来のワーライオン族と比べればだいぶしょぼくれた外見のライオン男は、いっそう悲しげな顔になって頷うなずいた。

「そうか。実はおれも、自信がないんだ。魔ま女じよにたてがみを盗とられる前のおれが、本当に《勇気》を持っていたのかどうか」

　ライオン男がため息をついて項うな垂だれると、後頭部のたてがみの一部が、縦にバリカンを入れたようにばっさり消きえ失うせている様が露あらわになる。

　そのつもりで見れば、ライオン男の隣となりをぴょんぴょん歩くカカシの後頭部には、麻あさ布ぬのを一度切きり裂さいてから乱暴に繕つくろったような縫ぬい目めがあり、その向こうのブリキの胸当ても、大きな穴を絆ばん創そう膏こうでバッテンに塞ふさいである。どれも、《西の魔ま女じよ》とやらが三人から大切なものを奪うばっていった痕こん跡せきなのだろう。

　もちろん俺は、魔ま女じよに《人を愛する心》を奪うばわれた憶おぼえはない。それをどこかでなくしてしまったのだとすれば、幼い頃ころから周囲の人たちを……家族でさえも遠ざけ続けてきた俺自じ身しんの責任だ。

　ならば、その心は、どこを探せば見つかるのだろう。アスナと結けつ婚こんし、一いつ緒しよに暮らせば見つかるのか？　でも、ライオン男の言ったとおり、俺という人間が最初から持っていないものだったら……？

　と、その時、まるで俺の不安を感じたかのように、数メートル先を行くアスナが振り向いた。少し首を傾かたむけてから、いつもと何ら変わらない笑えみを浮うかべる。持ち上げた右手で行く先を示し、朗ほがらかな声で叫さけぶ。

「ほら、キリトくん、見えてきたよ！」

　すかさずアルゴが、両手に装備したメタルクローをきんっと打ち合わせた。

「オレっちが知らないクエってことは、まず間ま違ちがいなく未み踏とうダンジョンだからナ！　手つかずの宝箱がいっぱいあるゾ！」

「……あのなあ、そうは言っても二十二層なんだから、大したもん入ってないに決まってるだろ」

　柄がらにもない省せい察さつを中断し、二人に追いつくべく足を早めながら、俺は木立の向こうに現れつつある城を見上げた。やたらと細長い塔とうを何本も伸ばし、壁かべの色は黒に近い灰色。赤みの深まる空を背景にそびえるその姿は、《魔ま女じよの城》と言うに相応ふさわしい雰ふん囲い気きだ。

　あそこの奥おく深ぶかくにおわす魔ま女じよを倒たおせばこのクエストはクリアのはずだが、しかし現段階では城に入れないのではないか。常識的には、カカシ・ブリキ・ライオンが奪うばわれた心を各地のサブクエストをこなして取とり戻もどしてからでないと、最終ダンジョンの扉とびらが開かなかったりボスが湧出ポツプしなかったりするものだ。いや、それ以前に、三人の捜さがし物ものをスルーしてしまうのは少々可哀かわい想そうなのでは……。

　と俺が考えるうちにも、アスナとアルゴは微び妙みような間かん隔かくを維い持じしたままスタスタ歩き続け、ほんの数分で行く手におどろおどろしい城門が出現した。高さ五メートルはある黒い鋳ちゆう鉄てつの門もん扉ぴはぴったり閉じられ、やはり開く気配は──

　かりかりガチン。

　という明確な解かい錠じよう音おんに続いて、扉とびらが自動的に左右に開いていくので、俺もあんぐり口を開けた。アスナに抱だかれたワンコロがわんわんと吠ほえるが、あいつが開けたわけではないだろう。

　女性プレイヤー二人は、やっぱりという顔で頷うなずき合あっているが、こちらはさっぱりわけが解わからない。脳みそや心臓やたてがみを盗とられたままのカカシたちと顔を見合わせ、肩かたをすくめて、門の内部に踏ふみ込む。

　途と端たん、凶きよう暴ぼうな唸うなり声ごえが響ひびき、四体のモンスターが城の前庭にポップした。大おお柄がらな胴どう体たいに黒くろ豹ひようの頭が乗ったワーパンサー族だ。魔ま女じよは黒くろ猫ねこを使し役えきするというから、相応ふさわしい番人と言えなくもない……かもしれない。

「ギャオオオオウッ！」

　パンサーたちがもう一度吼ほえ、刃はがぎざぎざした円月刀シミターを抜いた途と端たん、カカシたち三名は「ひいいっ」と情けない悲鳴を上げてうずくまってしまった。《恐慌フイアー》のバッドステータスなのか、本気で怯おびえているだけなのかは定さだかでないが、もともと戦力としては期待していなかったとはいえ、初しよっ端ぱなからこれではボス戦が思おもい遣やられる。

　俺は小刻みに頭を振ると背中の愛あい剣けんエリュシデータを抜き、右側から突とつ進しんしてくるワーパンサー二匹ひきを同時にターゲットした。片かた手て剣けんには数少ない単発・範はん囲い攻こう撃げき型がたソードスキル《セレーション・ウェーブ》を発動。

　地面に打ち下ろした剣が高周波で振しん動どうし、鋸のこぎり刃ばのようなライトエフェクトが放射状に広がる。豹ひよう男おとこ二匹ひきはそれに吞のみ込まれ、たたらを踏ふむ。もともと移動阻そ害がい目的の技わざで与よダメージはさほどでもないが、所しよ詮せんは二十二層のクエストに出てくるモンスターだ。体勢を回復する前にＨＰが削けずり切きられ、パンサーたちは立て続けに爆ばく散さんする。

　残り二匹ひきも、左手にワン公こうを抱だいたままのアスナと、一対一なら実はかなり強いアルゴが秒殺し、戦せん闘とうは終わった。豹ひよう男おとこの一匹ぴきがクエストアイテムマークつきの鍵かぎをドロップしたので、それを使って城本体の片かた隅すみにある小さな扉とびらを開ける。

　くぐる前にもう一度空を見ると、朱しゆ色いろに紫むらさきが混じり始めていた。夜になるまであと一時間というところか。城はかなりのサイズなので、日にち没ぼつ前まえのクリアはどうやら難しそうだ。

　──という俺の思考をまたしても読んだのか、アスナがぽんと背中を叩たたいて言った。

「大丈夫よ、お弁当たくさん持ってきてるから」

　いや、晩メシの心配をしていたわけじゃなくて、今日中にアスナと結けつ婚こんできるかどうか考えてたんだ。

　と答えるわけにもいかず、微び妙みような角度で頷うなずくと、アルゴがのんきな声を出した。

「そいつは楽しみだナ！　アーちゃんが醬しよう油ゆの開発に成功したって噂うわさ、ばっちりキャッチしてるゾ！」




《西の魔ま女じよ》の城に突とつ入にゆうしてから、わずか十分後。

　俺、アスナ、アルゴ、カカシ、ブリキ、ライオン、そして犬の六人＋一匹ぴきパーティーは、あっけなくボス部屋と思おぼしき大扉に到とう達たつした。

　戦力が、クエストの適正レベルを遥はるかに超こえていたせいもあるが、輪を掛かけて反則的だったのはアルゴの機動力だ。本当だったら遠回りしなければ上れないバルコニーや、俺でもジャンプを躊躇ためらう狭せまさの足場などにひょいひょい飛び移り、ルートをショートカットしまくったのだ。おかげで、狭せまい窓から覗のぞく空にはまだ夕焼けの赤みが残っている。

「……お弁当は、ボス戦のあとにしましょうか」

　アスナがやや呆あきれたような声で言うと、アルゴは平然と「そーだナ」と頷うなずいた。モンスタートリオも、相変わらずこれでいいのか悩なやむような顔をしていたが、代表してカカシがぴょんと前に出ると、頭の麻あさ布ぬのにシングルステッチで縫ぬわれた口を動かした。

「……《西の魔ま女じよ》は、いろいろ恐おそろしい呪じゆ文もんを使うのことですよ。ワタシの頭が空っぽでなければ、呪じゆ文もんの種類を思い出せたのことですが……」

　……やっぱり、サブクエから順に消化するべきだったのでは。と俺は思ったが、アスナは落ち着いた様子でカカシの肩かた（というか棒だが）をぽんと叩たたいた。

「大丈夫よ、あなたたち三人が力を合わせれば、きっとド……お友達の女の子を助け出せるわ。さ、行きましょ」

　言い終えるや颯さつ爽そうと身を翻ひるがえし、躊ちゆう躇ちよなく大扉を押し開ける。

　その奥おくは、いかにもボス部屋といった雰ふん囲い気きの、長方形の大広間だった。俺たちが踏ふみ込んだ途と端たん、高い天てん井じようのシャンデリアに気味悪い緑色のロウソクが灯ともる。手前から奥おくに向かってだんだん明るくなり、正面の壁かべ近くに、大きな檻おりが設置してあるのが見える。

　檻おりの中には、縛しばられた幼い女の子が横たわり──その傍そばで、ぐつぐつ煮にえる巨きよ大だいな釜かまと、それを長い柄ひ杓しやくでかき回す黒衣の老ろう婆ば。

「おお……魔ま女じよっぽい魔ま女じよだ……」

　思わずそんな感想を漏もらしてしまう。ＳＡＯには原則として攻こう撃げき魔ま法ほうが存在せず、ということは魔ま法ほう使つかいも存在しない理り屈くつなので、あの手のデザインのモンスターは相当にレアなのだ。

　さて、あのお婆ばあさんはどんな攻こう撃げきをしてくるんだろう。と考えていると──突とつ然ぜん、カカシが大声で叫さけんだ。

「おお、ドロシーさん！　このままではドロシーさんがスープにされてしまうのことですよ！」

　続いてブリキもがちゃがちゃ鎧よろいのパーツを鳴らす。

「ドロシー、危ない、助ける、早く！」

　最後に、ライオンも一部虎とら刈がりのたてがみを精せい一いつ杯ぱい逆立てる。

「待ってろドロシー！　今、おれたちが……おれたちが…………」

　だがそこで、ライオンのたてがみが萎しぼみ、ブリキの鎧よろいが沈ちん黙もくし、カカシの心棒が曲がった。

　黙だまり込んでしまったトリオに代わって、俺とアスナ、アルゴが前に出る。こちらに横顔を向けて大おお釜がまをかき混ぜ続ける魔ま女じよに向かって、慎しん重ちように近付いていく。

　パーティーが、広間の中間地点にまで達した時──。

　黒ローブの魔ま女じよが顔を上げ、こちらを見た。黄色に光る両りよう眼めをにんまりと細め、甲かん高だかい声で囁ささやく。

「あんたたちも、この子のスープを飲んでいかんかえ？　一口飲めば若返り、二口飲めば力がもりもり、美味おいしい美味おいしいスープだよ？　イィーッヒッヒッヒ」

　ここで迂う闊かつに「イエス」と答えてしまうとそのまま強制イベントが進行し、ドロシーという名らしい少女が釜かまでグツグツされてしまいかねないので、俺は大声で叫さけび返かえした。

「違ちがう！　その子を助けに来たんだ！」

「そうかえそうかえ、それは残念だねぇ。なら……」

　そこで魔ま女じよは柄ひ杓しやくで釜かまの中身を掬すくうと、ふうっと息を吹ふきかけた。

「……あんたたちもスープにしてやるよ！　イイイィ～～ヒッヒィ～～～～ッ！」

　金切り声とともに、柄ひ杓しやくの中身がこちらへぶち撒まけられる。それは毒々しい紫むらさき色いろの霧きりに変わり、俺たちを包つつみ込む。

　途と端たん、視界左上のＨＰバー下部に、緑枠の阻害デバフアイコンが点灯した。麻ま痺ひだ。

「げっ……」

　と呻うめく間もなく、俺とアスナ、アルゴ、そして背後のカカシたちも床ゆかに倒たおれてしまう。高レベルの三人が全員レジストできなかったからには強制麻ま痺ひイベントだと思われるが、危険な状じよう況きように変わりはない。慌あわててポーチから治ち癒ゆポーションを取り出そうとするが、何たることか、通常の麻ま痺ひなら動くはずの右手までもが痺しびれている。

「ヒッヒッヒ……さぁ～て、誰だれから煮にてやろうかねぇ……」

　魔法の杖マジツクワンド代わりの柄ひ杓しやくを振り回しながら、魔ま女じよは踊おどるような足取りで近付いてくる。これはもしかして結構マズイ場面なのでは、と思った俺は必死に立とうとするが、体はさっぱり動かない。

「イヒヒ、無む駄だ、無む駄だ。その呪じゆ文もんを破れるのは、獅し子しの雄お叫たけびだけだぞい」

　──おお、なるほど。

　大変解わかりやすいヒントに、俺は視線を動かし、どうにか後方を見た。確かに、カカシとブリキは俺たちと同じく麻ま痺ひ中ちゆうだが、ライオンだけはデバフアイコンがついていない。彼がひと声ガオーとやってくれれば、全員の麻ま痺ひが解けるはずだ。

　はず、なのだが。

　何たることか。ライオンは、たてがみをぴったり寝かせて、両りよう腕うでで頭を抱かかえ、うずくまってぶるぶる震ふるえている。おいおい、と心の中で突っ込んでから、ようやく気付く。

　無理もない。彼は、魔ま女じよに《勇気》を奪うばわれたままなのだ。サブクエストをこなして、勇気の源である黄金のたてがみを取とり戻もどしているならともかく、この状じよう況きようで立ち上がれるはずがない。予想できた事態なのに、アスナたちはなぜ三つのサブクエストを回る必要がないと言ったのか──。

「わん、わんわんわん！」

　と、威い勢せいのいいワンコロの吠ほえ声ごえが響ひびき渡わたり、俺の思考を中断させた。

　止まったのは、それだけではなかった。ライオンの身み震ぶるいもぴたりと停止し、この上なく萎しぼんでいたたてがみが徐じよ々じよに膨ふくらんでいくではないか。いったいなぜ。彼の勇気は失われているはずなのに。

　床ゆかに寝ね転ころがったまま、眼めを見開いて見守るうちに、ライオンはゆっくりと立ち上がった。相変わらず貧ひん相そうな顔つきながら、両りよう眼めには確かな光がある。

「おれは……おれは、ドロシーを、助けに来たんだ！」

　大声でそう叫さけぶや、胸をいっぱいに膨ふくらませて空気を吸い込み──ライオンは、がるおおおおう！　と勇ましく咆ほう哮こうした。その獅子吼ハウルに吹ふき飛とばされるように、俺の麻ま痺ひアイコンも消しよう滅めつした。

　魔ま女じよは更さらに二回も麻ま痺ひ攻こう撃げきを行ったが、ライオンの次にはブリキが、その次にはカカシまでもが立ち上がって、呪じゆ文もんをディスペルしてくれた。とうとう呪じゆ文もんのタネが尽つきたのか、魔ま女じよはやけっぱちの形相で、柄ひ杓しやくを振り回しながら突とつ進しんしてきた。

　黒ローブにとんがり帽ぼう子しの魔ま女じよは、どう見ても武器スキルなど取っていなさそうだったのだが、頭上に構えた長なが柄えの杓しやくが赤く光るので少し驚おどろかされる。さすがはこの世界の住人だけあって、どうやらポールアックス系のソードスキルを使いこなすらしい。

「クケエェェェ──────ッ！」

　金切り声と同時に振り下ろされた柄ひ杓しやくを、しかし俺の《バーチカル・アーク》が軽々と受け止めた。返す刀でカウンターを叩たたき込み、ノックバックした魔ま女じよに向かって、アスナがスイッチで飛とび込んでいく。

　この期に及およんでも左ひだり腕うでにワンコロを抱だきっぱなしなのはどうかと思ったが、それでもきちんとソードスキルを発動させるのはさすがの腕うで前まえだ。容よう赦しやない五連突きを喰くらい、魔ま女じよは更さらに吹ふき飛とぶ。着地する隙すきすら与あたえない勢いで、今度はアルゴが突とつ進しん。アスナをも上回ろうかというダッシュで魔ま女じよの下に入はいり込むと、両手のメタルクローでズバズバズバッと乱らん舞ぶ系けいのスキルを炸さく裂れつさせる。

　ハイレベル三人の連続攻撃スキルコンボを浴びた魔ま女じよは、しかしクエストボスだけあってＨＰバーをわずかに残して耐たえた。床ゆかにどすんと尻しり餅もちをついたが、スタンせずに立ち上がり、広間奥の大おお釜がまへと駆かけ戻もどっていく。さてはまた謎なぞスープで呪じゆ文もんを使う気か、と俺たちは技後硬直が解けるや否いなや追いかけた──のだが、それよりも早く。

　いきなりアスナの腕うでから飛び出したワンコロ、ではなくトトが、弾だん丸がんのような勢いで魔ま女じよに追いつくや黒ハイヒールのカカトを嚙かんだ。足をもつれさせた魔ま女じよは前のめりに転てん倒とうし、凄すごい勢いでゴロゴロ転がっていくと、煮にえたぎる大おお釜がまに頭からドボンと突っ込んだ。

　数秒後、鍋なべの中から盛せい大だいなモンスター死亡エフェクトが噴ふき上がったのだった。




　檻おりから助け出された少女ドロシーは、愛犬トトを抱だき締しめながら、俺たちに何度も何度も礼を言った。彼女は、この世界のどこかにある《エメラルドの都》を探すため、これからもカカシたちと旅を続けるらしい。

　もとのログハウスの前でドロシー一行を見送った俺は、名残なごり惜おしそうなアスナと（たぶん犬と別れたせい）、ほっとした様子のアルゴ（これも犬のせい）の背中を同時にぽんと叩たたいた。クエスト最後の《！》マークは、ログハウスの内部に浮うかんでいる。家に入ってドアを閉めれば、きっと元の場所に戻もどれるはずだ。

「さて、俺たちも帰ろうぜ」

　言いながら西の空を見ると、ちょうど夕ゆう陽ひが雲の海に沈しずもうとしているところだった。
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　オリジナルの『オズの魔ま法ほう使つかい』でも、カカシは脳みそを、ブリキ人形は心臓を、そしてライオンは勇気を求めているのだ──と、復路を飛んでいる間にアスナは教えてくれた。

　しかし、彼らは結局、それらを手に入れることはないのだという。物語の最後で、大だい魔ま法ほう使つかいオズは言うのだそうだ。魔ま女じよに捕とらえられたドロシーを助け出す過程で、カカシは知ち恵えを絞しぼり、ブリキは感情を表あらわし、ライオンは勇気を発揮した。だからお前たちは、もう求めるものを手にしている──。

「…………なるほど、な。だからアスナもアルゴも、サブクエをクリアしなくてもライオンたちが立ち上がることが解わかってたのか」

　俺が苦く笑しよう混じりにそう言い、女性陣じんが揃そろって自じ慢まんげに頷うなずいたところで、家がずずーんと着地した。

　外に出ると、そこは確かに、俺がかつてこのログハウスを発見した森の空き地に間ま違ちがいなかった。立たち尽つくす俺とアスナを置いて、すたすたと芝しば生ふを横切ったアルゴは、振り向くとにんまり笑いながら言った。

「今日は助かったヨ、お二人サン。お礼に、このネタは売らずに秘密にしておいてやるヨ」

「は？　このネタって……どのネタだ？」

「決まってるダロ！」

　ぱちーんと一発ウインクを寄よ越こして──。

「お幸せにナ、キー坊ぼう、アーちゃん！」

　啞あ然ぜんと立たち尽つくす俺たちを残して、アルゴは忍にん者じやのごとき鮮あざやかさで視界から消えた。

　数秒後、くすくすとアスナが笑いだしたので、俺もつられて顔を緩ゆるめた。ははは、と声を合わせて笑ううちに、胸むねの奥おくに刺さっていた最後のトゲも跡あと形かたもなく消えていくのを感じた。

　──求めるものは、それを求めて一歩踏ふみ出した時、もう手の中にある。

　俺はアスナといつまでも一いつ緒しよにいることを願い、プロポーズした。だからその時、俺はもうなくした物を見つけていたのだ。人を愛する気持ちを。

「…………アスナ」

　名前を呼ぶと、アスナは微笑ほほえみを残したまま、じっと俺を見た。

　ログハウスの屋根越ごしに届く残照を受けて、きらきらと美しく輝かがやくはしばみ色の瞳ひとみをまっすぐ覗のぞき込んだまま、俺はメインメニューを開いた。タブを二回移動し、目指すボタンにそっと指を添そえる。

　《Ｍａｒｒｉａｇｅマリツジ》の文字列を押し、次いで《Ａｓｕｎａ》の名前に触ふれる。

　アスナの瞳ひとみが動き、彼女の前に出現した小さなウインドウを見た。右手が持ち上がり、細い指が撫なでるようにウインドウに添そえられ──。

「…………キリトくん」

　俺の視線をしっかりと受け止めながら、アスナはひと言囁ささやいて、《ＹＥＳ》のボタンを押した。
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　この世界を支配する自律制せい御ぎよシステム《カーディナル》の名前を俺たちが知るのは、ほんの数日後。

　カーディナルが備える、驚きよう異いの《クエスト自動生成機能》について教えられるのは、ずっとずっと後のこととなる。





（終わり）
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「そのアバター、そろそろ慣れたか？」

　不意にそう問われ、アスナは英語の課題を表示させたウインドウから顔を上げた。

　自分の右みぎ肩かたに流れる、水妖精族ウンデイーネ特有の青い髪かみを指先で摘つまみながら答える。

「うーん……もう少し、かな。変だよね……顔も体格もアインクラッド時代のまんまで、違ちがうのは髪かみとか瞳ひとみの色だけのはずなのに、ちょっとした時にあれって思っちゃうの。自分の体に、意識がちゃんと繫つながってない、みたいな……」

「ふうん……」

　心配そうに眉まゆをひそめるのは、漆しつ黒こくの髪かみを勢いよく逆立たせた影妖精族スプリガンの少年だ。少年、と言っても中身の男の子は今年十八になるアスナよりほんの一歳年下なだけなのだが、アバターの容姿が現実世界の彼よりやんちゃな感じなのでついそんなふうに思ってしまう。

　並んでソファに座すわるスプリガンは、自分の前のホロキーボードを奥おくに押しやると、テーブルに肘ひじを突いてじっとアスナを見た。

「それ、慣れとは別の問題かもな……。アミュスフィアのＢＳＩＳビーシスレベルとかレスポンスは問題ないって言ってたよな？」

「うん。ログ見たらどっちも平均値以上だったよ」

「そっか……」

　ひとつ頷うなずくと、いきなり左手を伸ばしてアスナの右手を握にぎってくる。

「えっ、な、なに？」

　奇き襲しゆう攻こう撃げきにどきんとさせられながら問い返したが、相手はどこまでもマジメな顔で、アスナの掌てのひらを開かせる。そこに自分の人差し指をゆっくり近付け、かすかに触ふれたところで止める。

　掌てのひらの中心に発生した微び妙みようなくすぐったさがアバターの背中にまで伝わり、アスナは思わず「んっ……」と小さな声を漏もらしてしまった。しかしスプリガンは真しん剣けんな顔を崩くずさず、掌てのひらに見入ったまま言う。

「いま、俺には接せつ触しよく感覚が発生してるけど、そっちも触さわってるの解わかるよな？」

「うん……、解わかる」

　アスナが頷うなずくと、スプリガンはしかつめらしい顔つきで続けた。

「よし、じゃあ、動かしながら少しずつ離はなしていくから、感覚が消えたところで教えてくれ。……どうだ、まだ感じるか？」

　掌てのひらに触ふれる指がじりじりとスライドし、いっそう微び弱じやくになった感覚信号が仮想の神経系を刺し激げきする。ぴくん、とアバターを震ふるわせながら囁ささやく。

「うん……まだ、感じて……る」

「そうか……じゃあ、これは？」

「んっ……感……じ、る……」

「ふうん……やっぱＢＳＩＳビーシスの信号レベルは正常みたいだな……」

「あ……かん、じ……」

　そこでアスナはようやく、自分の応答が、ある種の誤解を招きかねないものであることに気付いた。

　瞬しゆん時じに顔全体を強きよう烈れつな熱感が包つつみ込む。素す早ばやく引き戻した右手を、固く握にぎり締しめる。ぽかんとした表情のスプリガンに向けて、フルボリュームで叫さけぶ。

「何言わせるのよ！　き……キリトくんの、ばか──────っ!!」

　炸さく裂れつした右ストレートパンチは、場所が中立都市の宿屋ゆえに数値的ダメージこそ発生させなかったものの、小こ柄がらなスプリガンをソファから奥おくの壁かべまで軽々と吹ふっ飛とばした。
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　二〇二五年六月二十一日、土曜日、午後八時三十分。

　アスナ──結ゆう城き明日あす奈なは、ＶＲＭＭＯＲＰＧ《アルヴヘイム・オンラインＡＬＯ》内の都市《イグドラシル・シティ》の外周部にある宿屋の一室で、キリト──桐きりヶが谷や和かず人とといっしょに学校の宿題に取り組んでいた。

　消しよう滅めつしたレクトプログレス社からＡＬＯの運営を引ひき継ついだベンチャー企業《ユーミル》はゲームに数多くの変革をもたらしたが、その一つが、ゲーム内世界アルヴヘイムから外部ネットへの接続を限定的ながら解放したことだ。メニューからブラウザを起動すれば、現実世界のＰＣや携けい帯たい端たん末まつと同様に各種サイトを閲えつ覧らんできるし、オンラインストレージに保存した宿題ファイルにアクセスすることもできる。万が一、悪意あるプレイヤーが怪あやしげなプログラムを起動しようとしても《カーディナル・システム》によって即そく座ざに検知されるので、妖よう精せい郷きようの治安が損そこなわれることもない。

　母親は、アスナが再びフルダイブマシンを使い始めたことにいい顔をせず、「宿題くらい自分の手でやりなさい」と繰くり返かえし言うが、アスナにとっては現実世界の体も仮想世界のアバターも同じ《自分》だ。周囲に好きなだけ（厳密には上限はあるが）ウインドウを開いておける仮想世界のほうが宿題をするにも効率的だし、眼めが疲つかれたり肩かたが凝こったりすることもない。そして何より、アスナの自宅がある世せ田たが谷や区く宮みや坂さかからは遠く離はなれた埼さい玉たま県けん川かわ越ごえ市しに住むキリトと肩かたを並べて勉強できる……いや、これは少し不純な動機かもしれないが。

　ともあれ、この日の夜も妖よう精せいの姿で一心にホロキーボードを叩たたいていたところ、突とつ然ぜんキリトがアスナの感覚チェックを始めた──というわけなのだった。




　ウウウと呻うめきながらスプリガンが体を起こすと、同じくソファから立ち上がったアスナは、両りよう腰こしにびしっと手を当てて言った。

「あのねえ、感覚信号を確かく認にんするなら、他にもやり方があるでしょ！」

「……さっきのがいちばん簡単なんだよ……。だいたい、エ……妙みような反応したのはアスナじゃないか……」

　もごもご不ふ明めい瞭りような反はん駁ばくをするキリトを、いっそう鋭するどく睨にらみつける。

「エ……何？　何て言おうとしたの？　怒おこらないから言ってみて？」

「ぜ、絶対ウソだ！　ていうかもう怒おこってるし……」

「怒おこってません！　もしユイちゃんが出かけてなかったら、その時は本気で怒おこったかもしれないけど」

　アスナの言葉に、直立不動姿勢のキリトがぶるると震ふるえる。

　高度なトップダウン型ＡＩであり、二人の娘むすめであり、ＡＬＯ内では《ナビゲーション・ピクシー》でもあるユイは、友人であるクラインやリズベットたちの狩かりに同行していて不在だ。もしさっきのシーンを愛まな娘むすめに目もく撃げきされていたら、と思うと再び顔が熱くなり、途と端たんになぜかキリトが笑え顔がおを作って、朗ほがらかな口調で──

「アスナ、顔が真っ赤だよ」

　などとコメントされれば、再び鉄てつ拳けんを握にぎらざるを得ない。

　やべっ、という表情になるキリトに向かって、つかつかと数歩前進した、その時。

「…………あ……」

　アスナは、小さな呟つぶやきとともに立ち止まっていた。

　また、あの感じに襲おそわれたのだ。魂たましいが、ほんの一いつ瞬しゆん仮想体アバターから抜けるような奇き妙みような感覚。手足がどこにあってどう動いているのか解わからなくなるような……現在いまが、現在いまでなくなるような。

　異変を察したのだろう、キリトが瞬しゆん間かん移動じみたスピードで近付き、アスナの体を支えた。真しん剣けんな表情でアスナの眼めを覗のぞき込みながら囁ささやく。

「大丈夫か？」

「う……うん、平気。もう大丈夫」

　そう答えつつも、キリトの手に体重を預けたまま、アスナは続けて呟つぶやいた。

「ほんの……ほんのちょっとした違い和わ感かん、なの。別にアバターが動かせなくなるわけじゃないし、気にしなければいいんだろうけど……ううん、ほんとに気のせいなのかもしれないけど…………」

「いや……ちゃんと調べたほうがいいよ。アインクラッド時代にはなかった感覚なんだろ？」

「うん。一度もなかった……と思う……」

　頷うなずくアスナを、キリトは軽々と抱だき上げて隣となりの寝しん室しつへと運んだ。借りている部屋は最上階のスイートなので、広々とした部屋の窓からは、イグシティの煌きらびやかな夜景と遥はるか下方に広がるアルヴヘイムの大地が一望できる。しかしキリトはその眺ながめには目もくれず、アスナを大きなベッドに横たえると自分も隣となりに腰こし掛かけた。改めて手を伸ばし、水色の髪かみをそっと撫なでながら口を開く。

「……アスナ、思い出したくないことだろうけど……」

　躊躇ためらいがちなその口調から、アスナはキリトが言わんとしていることを悟さとった。微笑ほほえみながら軽くかぶりを振る。

「大丈夫だよ。……《ティターニア》でいた時も、こんな感覚は一度もなかった。だから、サーバーせかいが変わったせいじゃないと思うわ」

「そっか…………」

　頷うなずき、キリトはここでやっと視線を窓の外に向けた。

　彼がデスゲーム《ソードアート・オンライン》をクリアし、生き残ったプレイヤー六千百四十九人が浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドから解放されたのは、二〇二四年の十一月七日のことだった。

　しかし、アスナを含ふくめた約三百人のプレイヤーは、現実世界に帰き還かんできなかった。総合電子機器メーカー・レクトの要職にあった須す郷ごう伸のぶ之ゆきという男が、違い法ほうな人体実験を目的としてＡＬＯ内に設置した仮想研究施し設せつに三百人の意識を拉ら致ちしたのだ。

　アスナは実験台にされることはなかったが、代わりに世界樹イグドラシルの枝にぶら下がる巨きよ大だいな鳥とり籠かごに閉じ込められてしまった。《ティターニア》という名前は、この世界では《妖よう精せい王おうオベイロン》を名乗っていた須す郷ごうに与あたえられたものだ。

　虜りよ囚しゆうの苦しみは、キリトによって救出された二〇二五年一月二十二日まで続いた。アインクラッド時代の二年にも匹ひつ敵てきするほど長く感じられた二ヶ月だったが、しかし、その間に感覚の異変を自覚したことは一度もない。

「……たぶん、初めてこの……なんていうか、《離り脱だつ感覚》が起きたのは、一ヶ月くらい前だと思う……」

　小声で呟つぶやくと、キリトは軽く眼めを見開いた。

「最初の一回を覚えてるのか？」

「うん。新アインクラッド一層の、ボスモンスターと戦ってる時だったから」

　アスナの答えに、黒い瞳ひとみが二、三度瞬しばたたかれる。

「あの時か。──そう言えば、一回だけ魔ま法ほうを失敗フアンブルしてたけど、もしかして……」

「よく覚えてるわね」

　パートナーの妙みような記き憶おく力りよくに思わず苦く笑しようしながら、アスナは頷うなずいた。

「呪じゆ文もんの詠えい唱しよう中ちゆうに、すうって自分が遠ざかる感じがして、つい口を止めちゃったんだ。すぐ元に戻もどったし、戦せん闘とう中ちゆうはその一回きりだったから、わたしも気のせいだと思ってたんだけど……あれから、たびたび起きるようになって……」

「……となると、やっぱり慣れの問題じゃないな。だって、一層のボス戦って、アスナが初めてそのアバターでＡＬＯにダイブしてから三週間以上は経たってたろ？　不慣れなアバターが原因なら、最初の頃ころにもっと頻ひん繁ぱんに起きてたはずだもんな」

「そう……だよね。でも、じゃあ、何が原因なんだろ……」

　ベッドに横たわったまま首をかしげていると、キリトがしばし思案顔を作ってから言った。

「その現象、ＡＬＯ以外のＶＲスペースにいる時は起きないのか？」

「えーと……そうだね。あんまりここ以外にはフルダイブしないけど、でも他の場所じゃ《離り脱だつ》を感じた記き憶おくはないよ」

「なら、ナーヴギアとアミュスフィアの違ちがいのせいでもないよな。あとは……うーん……。──まさかと思うけど、現実世界で同じ現象は……」

「ないってば。もしあったら、本物の幽ゆう体たい離り脱だつじゃないの」

　自分でそう口にしてから、少し怖こわくなって記き憶おくを再点検したが、幸いそれらしき状じよう況きようは思い当たらなかった。しかしこうなると、謎なぞの《離り脱だつ現象》はいよいよ原因不明だ。ネットで情報を集めてもみたが、同様の不具合を報告しているアミュスフィアユーザーは見当たらなかったし、レクトやユーミルのサポートを頼たよろうにも症しよう状じようがあまりに漠ばく然ぜんとしすぎている。

　現象はほんの一いつ瞬しゆんのことだし、気にしなければそれまでで、ゲームプレイに支障を来たすほどの問題ではないのだろうが──ここまであれこれ考えてしまうと、気にしないというのもなかなか難しい。

　アスナに横顔を見せて座すわるキリトは、再度うーむと唸うなり声ごえを漏もらしていたが、やがて意を決したように言った。

「あとはもう、ユイに相談するしかなさそうだな」

「……うん……」

　それは、アスナ自身も四、五回目の《離り脱だつ》が起きた頃ころから考えていたことだが、今日まで躊躇ためらい続つづけてきた。アスナの異常を知ればユイはとても心配するだろうし、また仮にユイの能力をもってしても問題が解決しなかった場合、彼女の心に大きな負ふ荷かをかけてしまうだろうからだ。

　ユイは、ＳＡＯプレイヤーのメンタル面をサポートするために試作されたＡＩである。しかしデスゲーム化に伴ともなってあらゆる権限を凍とう結けつされ、数千人に及およぶプレイヤーの負の感情をただモニタリングすることしかできなくなった。異常な負ふ荷かはやがてコアプログラムを損そん壊かいし、アスナたちと出会った時には言葉もほとんど喋しやべれなくなっていた。

　それゆえ、アスナはもう決してユイを心配させるまい、彼女の小さな心をわずかにも傷つけるまいと決めているのだ。

　だが、キリトはその気持ちを見み透すかしたかのように一度頷うなずくと、再びアスナの頭に手を伸ばした。優やさしく、しかし確かな力を込めて髪かみを撫なでながら──ここまでアバターの微び妙みような操作ができるプレイヤーはなかなかいない──言う。

「アスナの気持ちは解わかるよ。でも……ユイは、アスナが自分に相談してくれなかったことを知ったら、それはそれで悲しむんじゃないかな」

「でも……ほんとに、たいしたことじゃないんだよ。たぶん、そのうちこの現象にも慣れちゃって、ぜんぜん気にならなくなると思うよ」

「……どうかな……。アスナはすごく敏びん感かんだからさ……」

　そこでキリトはぱくっと口を閉じ、慌あわてたようにかぶりを振りつつ続ける。

「あ、いや、べつにヘンな意味じゃなくて」

「もう、解わかってるわよそれくらい。……で？」

「で……ええと、敏びん感かんなプレイヤーほど、感覚のちょっとした異常を無視できないと思うんだよな。戦せん闘とう中ちゆうなら、なおさら。俺、アスナに、この世界を……デスゲームじゃない、普ふ通つうのＶＲＭＭＯを思いっきり楽しんでほしいんだ。そのためにも、どんなにささやかな障害だろうと取り除いてやりたい……これは結局、俺のわがままなのかもしれないけど……」

　最後は囁ささやくように言い、少し俯うつむくキリトに向けて、アスナは右手を伸ばした。

　タイトな黒いシャツの肩かた口ぐちに手をかけ、思い切り引き寄せる。ＳＡＯ時代から引ひき継ついだ高い筋力パラメータにバランスを崩くずされ、細身のスプリガンは「うわっ」という声を上げながら、横たわるアスナの胸に落下してくる。

　すかさず両りよう腕うででホールドし、ぎゅううっと力を込めながら、アスナは囁ささやいた。

「ありがと、キリトくん。……わたし、今、とっても楽しいよ。キリトくんや、ユイちゃんや、みんなと一いつ緒しよに、アルヴヘイムのいろんな国や新生アインクラッドのいろんな街に行って、観光したり、買い物したり、冒ぼう険けんしたりできることがすごく嬉うれしい。これからも、ずっとずっと、一いつ緒しよにこの世界を旅したいって思う」

　アスナがゆっくり語るにつれ、腕うでの中でじたばたしていたキリトは動きを止めた。やがて、おずおずと背中に手を回してくる。

　考えてみれば、こんなふうにキリトと抱だき合あうのは、ＳＡＯ時代以来かもしれない。仮想世界の鳥とり籠かごから解放された一月から四月末までリハビリが続いていたし、その後も新しい学校を含ふくむ二年ぶりの現実世界に順応するのに精せい一いつ杯ぱいで、どちらの世界でもゆっくり二人きりになれる時間はなかなか持てなかった。今日こうしていられるのも、たまたま二人だけたくさん宿題が出たからで、普ふ段だんの勉強会はもっと人数が多い。

　でも、アスナはいま、心の奥おくでひとつの計画……あるいは自分との約束を温めている。

　いつになるかは解わからないが、今はまだ十層までしか上れない新生アインクラッドの二十一層以降が開放されたら、誰だれよりも早く二十二層に到とう達たつして、深い森の奥おくに建つ小さなログハウスを買うのだ。かつてキリトと一いつ緒しよに、短いが幸せな時間を過ごしたプレイヤーホームを。

　もちろん、新旧のアインクラッドは、棲せい息そくするモンスターや出現アイテムだけでなく地形も微び妙みように違ちがうので、同じ場所に同じ家が存在するとは限らない。しかし、アスナには確信がある。あのログハウスはきっと二人を待っていてくれる、という。購こう入にゆうする前に、もう一度《空飛ぶ家》のクエストをクリアする必要があるのかどうかは定さだかでないが。

「……もしかしたら……」

　アスナの密ひそやかな呟つぶやきが耳に届いたか、腕うでの中のキリトがかすかに首を傾かしげた。「ううん、なんでもない」と囁ささやいてから、アスナは声に出さずに続けた。

　もしかしたら、不思議な離り脱だつ現象は、心があの家をあまりに強く求めすぎるがゆえに起きていることなのかもしれない。一いつ瞬しゆんだけ意識がアバターから抜け出して、二十二層の森へと飛ひ翔しようしているのかも……。

　そんなことを考えるアスナの耳に、キリトの声が届いた。

「……明日、ユイに相談しよう。俺たちじゃ気付けない障害も、きっとユイなら見つけてくれるはずだ」

「うん……そうだね」

　頷うなずき、アスナはゆっくりと抱ほう擁ようを解いた。

　触ふれ合あっていた頰ほおが離はなれ、二人の視線が至近距きよ離りで交こう錯さくした。仄ほのかな予感がアスナの胸に流れたが、キリトはいっとき瞳ひとみを見み交かわすとそのまま体を起こし、再びベッドの横に座すわると振り向いて言った。

「さて……これからどうする？　クラインたちに合流するか？」

　アスナは苦く笑しようすると、首を横に振った。

「だーめ。宿題がぜんぜん終わってないでしょ」

「あ……そ、そうだった……」

「たぶん、全部終わらせたら十時近くなっちゃうから、狩かりはまた明日だね。エギルさんやリーファちゃんも来られるって言ってたし、大勢のほうが楽しいよ、きっと」

「はぁ──い」

　子供のような返事をすると、かくんと頭を落として独りごちる。

「あーあ……ＳＡＯ時代は、十時からが狩かりの本番だったのになぁ……」

「変な懐なつかしがり方しないの！　だいたいキミ、あんまり《夜の部》やらないヒトだったじゃないの。なのにぽんぽんレベルアップするもんだから、攻略組の七不思議扱あつかいされてたんだよ」

　ベッドに上体を起こしながらアスナが言うと、キリトは少々微び妙みような表情になりつつ質問を口にした。

「……それ、他の六不思議は何だったんだ？」

「えっと……《黒の剣士・盾たてなし片かた手て剣けん伝説》とか……《黒の剣士・ＬＡラストアタツク取りすぎ伝説》とか……」

「ま、待った待った。俺の話ばっかりじゃないか」

「大丈夫だよ、七つ目は《ＫｏＢ団長硬かたすぎ伝説》だから。……でも、それだけは、不思議じゃなかったわけだけどね……」

　八ヶ月前の記き憶おくを辿たどりながらそう呟つぶやくと、団長──ヒースクリフこと茅かや場ば晶あき彦ひこの《不思議》を見抜いた黒くろ髪かみの剣士は、伸ばした手をぽんとアスナの頭に乗せた。

「俺だって、別になんの不思議も持ち合わせてなかったよ。レベルだって、いろんな人に励はげまされたり助けられたりしてどうにか維い持じしてただけさ……もちろん、アスナにもな」

　二、三度頭を撫なでると、キリトはベッドから立ち上がり、大きく伸びをした。

「さて、とっとと宿題片付けちゃおうぜ。……つきましては、今回もちょこっと助けて頂きたく……」

「しょーがないなあ」

　弾はずみをつけて床ゆかに降りると、アスナはにんまり笑って付け加えた。

「終わったら、一階のレストランで何かおごってよね！」




　仮想世界から現実世界に戻もどって最初に感じるのは、生身の体の重さだ。

　それは言いい換かえれば、本物の重力の大きさ、でもある。旧ＳＡＯでは、細剣使いフエンサーとしてスピード重視の能力構成ビルドを貫つらぬいていたため、アバターの体感重量は相当に軽かった。日々疾しつ風ぷうの如ごとくフィールドを駆かけ、若わか駒ごまのように障害を飛とび越こしていた。ステータス・データを引ひき継ついでいるＡＬＯでも、その身軽さは変わらない。いや、背中に翅はねがあるぶん、重力はいっそう希き薄はくに感じられるかもしれない。

　ゆえに、薄うす暗ぐらい自分の部屋のベッドで眼めを開けた瞬しゆん間かんは、全身にのし掛かかる重みに息が詰つまりそうになる。デスゲームに囚とらわれている頃ころはあれほど渇かつ望ぼうした《ログアウト》なのに、感覚的にはどうしても好きになれない。たぶん、このショックにもいつかは慣れるのだろうが。

　たっぷり十秒ほどもかけて準備をすると、明日あす奈なはゆっくりと体を起こした。

　頭から、ナーヴギアと比べると驚おどろくほど華きや奢しやなフルダイブマシン──アミュスフィアを外す。動作を天てん井じようのセンサーが感知して、間接照明の光度を自動的に上げる。

　両りよう脚あしを床ゆかに下ろし、慎しん重ちように起立したが、やはりかすかな立たち眩くらみがした。仮想世界のアスナを悩なやませる謎なぞの《離り脱だつ現象》と少し似ているものの、あちらは意識が上空に抜ける感じがするのに対して、現実世界の立たち眩くらみは地面に引っ張られる感覚。不快さの度合いは遥はるかに上だ。

　軽く頭を振って目め眩まいを振り払うと、スリッパに足を通し、南の窓まで歩く。

　カーテンの隙すき間まから、六月の重く湿しめった夜気に沈しずむ住宅街をしばし眺ながめる。少し霧きり雨さめが降っているのか、街灯の周りに白い傘かさができて、どことなく仮想世界のライトエフェクトを連想させる。

「…………？」

　ふと、記き憶おくの一部が刺し激げきされた気がして、明日あす奈なは眉まゆを寄せた。

　夜の街。夜よ霧ぎりに滲にじむ灯あかり。さらさらと流れる水路。その傍かたわらで、膝ひざを抱かかえてうずくまっている。心細くて、逃げ出したくて、でもどこにも逃にげ場ばがない……。

　いつ、どこで見た情景なのか、まったく思い出せない。朧おぼろ気げなイメージをしっかり摑つかまえようとしたが、それはやってきた時と同じく唐とう突とつに消えてしまった。

　胸の深いところに残る、不思議な寂さびしさの余よ韻いんを感じながら、明日あす奈なはしばらく現実世界の夜景を見下ろし続けた。







　　　２




　明くる六月二十二日、日曜日、午後四時三十分。

　アスナは、アルヴヘイム上空を周回する巨きよ大だい浮ふ遊ゆう城じよう、新生アインクラッドの第八層迷めい宮きゆう区く最上階──いわゆる《ボス部屋》にいた。

　この場所でするべきことはただ一つ。もちろん、ボスモンスターとの戦せん闘とうだ。




　きゅるるるっ！　と甲かん高だかい警告音を発したのは、全身に水色の羽う毛もうを生やした小さなドラゴン《ピナ》だ。すかさず、主人である猫妖精族ケツトシーのプレイヤー、シリカが叫さけぶ。

「アスナさん、ミニオン召しよう喚かん、来ます！」

「了りよう解かい！　みんな、集まって！」

　アスナは右手の長杖スタツフを掲かかげてパーティーメンバーに合図すると、素す早ばやく呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始した。

「聖なる泉よ現れよエツク・カツラ・フレイン・ブルヌール、炎と毒の息吹を止めろアンダスク・ブランドー・オーグ・エイトルドー」

　最後の一句を高らかに唱えると同時に、杖つえを黒大理石の床ゆかへと突き立てる。仄ほのかな青い光の波は紋もんが広がり、それを追うように大量の水が湧わき出して、たちまち直径十メートル近い水面を作り出す。

「サンキュー、アスナ！」

「ありがとうございます！」

　戦槌メイスを握にぎる鍛冶妖精族レプラコーンのリズベットと、ピナを頭に乗せたシリカが真っ先に水面へ走はしり込み、同じくＳＡＯ時代からの仲間である土妖精族ノームの斧戦士エギル、火妖精族サラマンダーの刀使いクラインが続く。少し遅おくれて、黒ずくめの影妖精族スプリガンキリトと、現実世界では彼の妹である風妖精族シルフの魔ま法ほう剣けん士しリーファが同時に最前線から戻もどってくる。

　この七人でパーティーの人数は上限だが、ボス部屋で戦っているのはアスナたちだけではない。他のパーティー四つと大規模強襲部隊レイドを組んでいるので、円形の広間には三十五人ものプレイヤーが存在するはずだが、ひしめいている、という印象でもないのは旧アインクラッドよりもボス部屋そのものが相当に大型化されているせいだろう。

　ＨＰ回復効果と耐毒・耐火効果のある水面に飛とび込み、ふうっと息を吐はくキリトの肩かたで、小妖精ピクシーユイがアスナに向かって小さな手を振った。

「ママ、スペルの詠えい唱しようが板に付いてきましたね！」

「あ、あはは……ありがと、ユイちゃん」

　アスナがそう返した直後、水面の周囲に幾いくつもの火柱が吹ふき上がった。それはすぐに竜たつ巻まきの如ごとく渦うずを作り、中心から人型の炎ほのおが延びて、高さ一メートルほどの小さな炎の精霊フアイヤー・エレメンタルへと変わる。

　単体ではさして強敵ではないが、何せ数が多い。広いボス部屋全体では、三十体以上も湧わいているだろう。そのうえ、エレメンタルはただの取り巻きミニオンＭｏｂであって、黒大理石張りの大広間──そして浮ふ遊ゆう城じよう第八層全体の主であるボスモンスターも同時に攻こう撃げきしてくるのだ。

　ボスの名前は、《ワジェト・ザ・フレイミング・サーペント》。

　最初の戦せん闘とう後ごに調べたところ、Ｗａｄｊｅｔというのはエジプト神話に出てくる火の蛇じや神しんらしい。外見もそれっぽく、巨きよ大だいなコブラの頭部に四本の腕うでを持つ女め神がみが融ゆう合ごうした姿をしている。黒基調の巨きよ体たいは炎ほのおに包まれ、無防備に近付けば火属性の継続ダメージＤｏＴをもらってしまう。

　現在、ボス本体はアスナたちとは別のパーティーが二隊共同で相手をしている。彼ら十四人のＨＰが残っている間に、急いで取り巻きを処理しなくてはならない。

　右手の杖つえを床ゆかに突いたまま、アスナは素す早ばやく周囲の状じよう況きようを確かく認にんした。

　ワジェトと二パーティーは、広大なボス部屋の反対側で激げき闘とう中ちゆう。他の二パーティーのうち、サラマンダーの女性リーダーに率いられる一隊は、アスナと同じ水妖精族ウンデイーネの魔法使いメイジが作った水面に退たい避ひしているが、もう一パーティーにはこの《ピュリファイド・サーフェス》の呪じゆ文もんを使えるプレイヤーがいないようだ。アスナは左手を掲かかげると、彼らに向かって叫さけんだ。

「ミニオンを引っ張れるだけ引っ張って、こっちの水に入ってください！」

　了りよう解かい、というようにシルフの男性リーダーが手を振り返す。

　やりとりの間にも、周囲では六人の仲間たちが、わらわら寄ってくるファイヤー・エレメンタルを片かたっ端ぱしから消し炭へと変えている。ボスの取り巻きと言っても、普ふ通つうに戦えば物理ダメージの半分を無効化する強敵だが、魔ま法ほうの水面に入った途と端たんに激しく弱体化するのでメイジの少ないこのパーティーでも問題なく処理できる。

　近くのエレメンタルを全て倒たおしたところで、別パーティーが大量の敵をトレインしながら水面に飛とび込んできた。直径十メートルの円内に十四人はさすがにやや手て狭ぜまだが、すかさず飛び出したキリトとクラインが追加エレメンタルの半分を自分たちへと引きつけ、水面全体を使って戦えるようにする。

　周りで立て続けに閃ひらめく金属の輝かがやきを見ていると、アスナも長杖スタツフを細剣レイピアに持もち替かえたくなるが、魔ま法ほうの水面を保つには杖つえを地面に立て続けなくてはならない。ＡＬＯでアスナが治療師ヒーラー寄りの魔ま法ほう使つかいをしているのは、支し援えん職しよくも面おも白しろそうと思ったからではあるが、仲間たちに少し遅おくれて参戦した時にはすでにパーティーが物理攻撃職だらけになってしまっていたという理由も存在する。

　そんなアスナのむずむずする内心を察してか、すぐ近くに来たリーファが申し訳なさそうに言った。

「すみませんアスナさん、いつもサポートばっかりお願いしちゃって」

「そんな、嫌いや々いややってるわけじゃぜんぜんないよ。スペル詠えい唱しようするの楽しいし」

「そうですよね！　お兄……キリト君、いまだに詠えい唱しように照れがあるんですよ。今度アスナさんからも言ってやってください」

　ちらりと浮うかべた笑え顔がおをすぐに引ひき締しめ、リーファは左手を掲かかげた。

「聖なる水よ彼らを癒せセアー・フイツラ・ヘイラグール・アウストル、冷たい死を遠ざけろブロツト・スバール・バーニ」

　開始された回復呪じゆ文もんの詠えい唱しようは、さすがに堂々としたものだ。スペルワードを滑なめらかに唱え終えると、左手から青い雫しずくが周囲に降り注ぎ、水面の継続ヒールＨｏＴ効果ではカバーしきれなかった剣士たちのダメージを癒いやしていく。

　しばらくすると全てのエレメンタルが倒たおされたので、アスナは右手の杖つえを持ち上げた。青い飛沫しぶきを散らして魔ま法ほうの水面が消え、ＨＰバーの下に幾いくつも並ぶ支援効果バフアイコンが一つ減る。

　視線を動かすと、右側で戦っていた別パーティーもちょうど周囲のエレメンタルを一いつ掃そうしたところだった。全てのミニオンが処理されたことを確かく認にんしたクラインが、ボスと戦っている十四人に向けて大声で叫さけんだ。

「よっしゃ、取り巻きは片付けたぜ！　いつでも交代いけっかんな！」

　すぐに、向こうのリーダーらしき大おお柄がらな闇妖精族インプが叫さけび返かえしてくる。

「了りよう解かい！　次のブレイクで交代頼たのむ！」

　直後、蛇へび型がたボスが大きく鎌かま首くびをもたげた。コブラの膨ふくれた頭部を背負うように一体化している黒い女め神がみが、四本の腕うでのひとつに握にぎられた幅はば広ひろの剣を高々と振りかざす。

　すると、ボスの周囲の空間に紫し雷らいが走り、半ば透すき通とおった巨きよ大だいな剣が次々と実体化した。ボス前面に密集していたプレイヤーたちがわらっと散り、盾たてを持っている者はそれを、両手武器使いは得物を頭上に掲かかげる。

「シャギュアアアア!!」

　奇き怪かいな叫さけび声ごえとともにボス──ワジェト・ザ・フレイミング・サーペントは剣を振り下ろした。その動きに呼応して、八本に及およぶ幻まぼろしの巨きよ剣けんが轟ごう然ぜんとプレイヤーたちに叩たたき付つけられる。

　ガードに成功したのは四人で、残る四人は盾たてや武器ごと大きく弾はじき飛とばされた。しかし大おお技わざを使った影えい響きようでワジェトを包む炎ほのおも薄うすれ、その隙すきを逃のがさずに、後方のメイジたちが詠えい唱しよう済ずみの行動阻そ害がい系けい呪じゆ文もんを放つ。

　ほとんどのボスモンスターは阻害効果デバフに高い耐たい性せいを持つが、それでもタイミングによっては十秒程度なら動きを止められる。呪じゆ文もんによって生成された蜘蛛くもの糸や銀の鎖くさり、ねばつく沼ぬまなどにワジェトが絡からめ取とられた瞬しゆん間かん、リーダーのインプが大きく手を振り回した。

「下がれ──っ！」

　うおーっ、という叫さけび声ごえとともに、プレイヤーたちが一いつ斉せいに走り出す。幻まぼろしの剣に吹ふき飛とばされた四人もどうにか立ち上がり、「置いてくなよぉ！」などと喚わめきながら後退する仲間に加わる。

「よォし、出番だぜ！」

　刀を構えたクラインが真っ先に飛び出し、すぐにキリトとエギルが後を追った。

　一いつ緒しよになって走りながら、アスナはふと思っていた。

　──みんな、楽しそうだな。

　キリトやリズベットたちもだが、それよりも他の四パーティーを見て強くそう感じたのだ。

　彼ら二十八人の大部分は、今日初めて会ったプレイヤーたちだ。八層主街区《フリーベン》の転移門広場でボス攻略レイドへの参加者を募つのっていた彼らに誘さそわれ、自じ己こ紹しよう介かいもそこそこに迷めい宮きゆう区くへと移動し、塔とうを駆かけ上のぼった勢いのままにボス部屋に飛とび込んだ。旧アインクラッド時代ならまったく考えられない突とつ撃げきっぷりだ。

　昔は、ボス攻略戦の前には何度も何度も偵てい察さつと会議を重ね、あらゆるリスクを検討し、可能な限りの戦力を揃そろえてから本番に挑いどんだものだ。ひとりの死者も出せないという絶対の条件があったＳＡＯといまのＡＬＯでは状じよう況きようがまったく違ちがうことは理解しているが、それでもアスナは今日のボス戦の直前に「本当にこのまま始めるの？」と思わずにいられなかった。新アインクラッド第八層は現在の最前線であり、それはつまりボスであるワジェト・ザ・フレイミング・サーペントはいままで一度も倒たおされていないということだ。そんな強敵に挑いどむからには、せめてもう少し作戦会議とか、フォーメーションの確かく認にんをするべきではないのか、と。

　しかし、戦せん闘とうが始まって三十分近くが経過した今、ようやく解わかった気がする。

　本当に大事なのは、ボスの打だ倒とうそれ自体ではなく、その過程を楽しむこと。

　たとえボスを倒たおせても、それが強圧的なリーダーグループ──かつてアスナが副団長として率いたギルド《血けつ盟めい騎き士し団だん》のような──による一方的な指揮の結果であってはならないのだ。プレイヤー全員が心を一つにして、共に考え、共に戦い、共に喜ぶ……あるいは悔くやしがる。それこそがオンラインＲＰＧの醍だい醐ご味みだし、その興奮を味わえたなら、たとえ負けてもきっと楽しい。

　後退する二パーティーの最さい後こう尾びにいたインプの男性プレイヤーが、アスナとすれ違ちがいざま左手を持ち上げ、叫さけんだ。

「三分で立て直すから、それまで頼たのんだ！」

　相手の掌てのひらを勢いよく叩たたきながら、アスナは応じた。

「任せて！　そっちは取り巻きの処理よろしく！」

　がしゃがしゃ鎧よろいを鳴らして去っていく集団から、「お前なにドサクサってんだよ！」「そんなんじゃねーよバカ！」という声が聞こえ、隣となりを走るリズベットがぷっと吹ふき出した。

「相変わらずねぇ、アスナ」

「な、何がよ」

「前のアインクラッドでも、二人で歩いてると時々……」

「い、いまはどうでもいいでしょそんなこと！　ほら、ボスの攻こう撃げき来るよ！」

　少々慌あわてながら言い返した直後、阻そ害がい効果を打ち破ったワジェトが再び動き始めた。

　アルヴヘイムの地下に広がる氷の国ヨツンヘイムを闊かつ歩ぽする邪じや神しん級きゆうモンスターに比べれば、新生アインクラッドのボスモンスターはサイズ的には小さいが、強さでは遥はるかに上回るらしい。それは、浮ふ遊ゆう城じようが十層まで実装されて一ヶ月以上経たつのにまだ七層までしかクリアされていない事実が証明している。八層のボスであるワジェトも、一週間前から各種族の強つわ者ものたちが七人×七パーティーのフルレイドで挑ちよう戦せんしては例外なく敗走させられていると聞いた。

　それを知っていると、天てん井じよう近くまで鎌かま首くびをもたげる人じん面めん蛇じや身しんのボスモンスターを見上げるだけで強きよう烈れつな緊きん張ちよう感かんに襲おそわれるが、無理やり笑え顔がおを作って振り払う。大切なのは勝つことじゃなくて、楽しむこと。敗走を恐おそれずに、思い切り戦うこと──。

「ジャルアッ!!」

　奇き声せいを放ち、ワジェトが左下の腕うでに持った笏しやく杖じようを振りかざした。

　その動作に呼応して、広間の外周部に立ち並ぶ円柱が轟ごう音おんとともに回転し、裏側に隠かくされていた大鏡を露あらわにする。途と端たん、さっき後退したばかりの二パーティーが、リーダーの指示を待たずに数人ずつ分散し、合計八枚ある鏡に取り付く。

　ワジェトの笏しやく杖じようは、先せん端たんの水晶球から即死級の威い力りよくを持つ光線を発射する。それだけでも充じゆう分ぶんに恐おそろしい武器だが、更さらに厄やつ介かいなのが、外周の鏡によって光線を複雑に反射させ、軌き道どうを予測できなくしてしまうことだ。

　ボス攻略が始まった頃ころは、鏡が出現したら全員で破は壊かいしていたらしい。武器で何度も叩たたけば壊こわせなくはないのだが、やたらと耐たい久きゆう度どが高く、八枚全てを処理する前に光線が発射されて複数の死者を出してしまっていたようだ。

　しかし一週間が経たつ現在では、破は壊かいよりも効果的な対処法が編み出されている。

　八枚の鏡に取り付いたプレイヤーたちは、鏡を正面から押して角度を変えるとすぐに飛とび退のいた。直後、ワジェトの掲かかげる笏しやく杖じようから、黒ずんだ緑色の光線が迸ほとばしった。

　部屋の西側にある鏡に当たった光線は、本来ならば瞬しゆん時じに別の鏡へと反射され、軌き道どう上じようにいるプレイヤーを即そく死しさせたはずだ。しかし、プレイヤーによって角度を調整された鏡は、光線をほぼ直角に──つまりワジェトに向けて跳はね返かえした。自身の発した光に撃うたれたボスモンスターは、甲かん高だかい悲鳴を上げてのたうち、七段あるＨＰバーを大きく減少させる。と言ってもまだ二段目が半分減ったに過ぎないのだが、ここまではプレイヤーの死者もゼロ。フルレイドに二パーティー足りない即そく席せき部隊にしては、かなり善戦しているのではないか。

　今回のパーティーリーダーを務めるクラインも同じことを考えたらしく、刀を振りかざしながら威い勢せいよく叫さけんだ。

「うっしゃあ、イケるぜ！　全員、突とつ撃げき!!」

　両手斧を構えるエギルと、片かた手て剣けんを握にぎるキリトが即そく座ざに飛び出し、リーファとリズベットが続く。他の二パーティーと一いつ緒しよにボスの長い胴どう体たいを取り囲み、一いつ斉せいに斬きり、殴なぐり、突く。

　アスナも、今回は後ろに控ひかえてはいなかった。と言ってもスタッフで殴なぐりかかったわけではなく、魔ま法ほう攻こう撃げきだ。得意の高速詠えい唱しようでスペルを組み上げ、ワジェトの上半身目め掛がけて杖つえを振ると、鋭するどい氷の槍やりが何本も降り注いで黒い鱗うろこに突き刺さる。即そく死し光線の自じ爆ばくで一時的に炎ほのおのオーラが消えているので、弱点の氷属性魔ま法ほうがフルに徹とおり、キリトたちの物理攻こう撃げきと合わせてＨＰゲージを目に見えて削けずり取とる。

　深手を負ってのたうつワジェトが、長い蛇へびの体をゼンマイのようにぐるぐる巻き始めた。離はなれた位置からその動きに気付いたアスナは、大声で叫さけんだ。

「尻しつ尾ぽ攻こう撃げき来るよ！　みんな、ジャンプ用意！」

　途と端たん、ボスに取り付いていたアタッカーたちが大きく飛とび退のき、身構える。ワジェトはどちらかと言えば属性攻こう撃げき系けいのボスだが、物理攻こう撃げきも強きよう烈れつで、長い尻しつ尾ぽを地面すれすれに三回転させる技わざは最初の一発を避よけそこねると転てん倒とうして二発目、三発目も喰くらってしまう。

　仲間たちと同時に、アスナも軽く膝ひざを曲げてタイミングを計った。尻しつ尾ぽを巻き終えた女め神がみの双そう眸ぼうが、深しん紅くに輝かがやく。ここで……ジャンプ！

　しかし、その刹せつ那な。

　アバターが跳とぶよりもわずかに早く、意識だけがすっと上に引っ張られるのをアスナは感じた。例の《離り脱だつ現象》だ。

　こんな時に──！　と息を吞のみながら感覚の回復を待つ。現象はほんの一いつ瞬しゆんのはずなのに、この状じよう況きようではもどかしいほどに長い。ボスの巨きよ体たいに溜ため込まれたパワーが解放され、尻しつ尾ぽが唸うなりを上げて迫せまる。だめだ……間に合わない。

　極ごく太ぶとの鞭むちに両りよう脚あしを薙なぎ払はらわれる寸前、脳のう裏りに、ボス戦の前に交かわした会話が甦よみがえった。




　リーファやクラインたちとの待ち合わせ時刻より一時間早く、昨日と同じ宿屋にログインしたアスナとキリトは、ユイを呼んで状じよう況きようを相談した。

　小さなナビゲーション・ピクシーから、本来の白いワンピース姿に戻もどったユイは、二人の間でじっとアスナの言葉を聞いていたが、説明が終わるとひと言呟つぶやいた。

「意識が……離り脱だつする……」

　ソファにちょこんと座すわり、両りよう眼めを見開くユイに、アスナは頷うなずきかけた。

「そうなの。言葉で表現するのが難しいんだけど……アバターとの交信に、何か問題が起きてるのは間ま違ちがいないと思うんだ」

「そんな障害が、起きていたなんて……。ごめんなさいママ、わたしがもっと早く気付ければ……」

「ううん、ユイちゃんのせいじゃないよ」

　両手で、俯うつむきかけた少女の頰ほおを包つつみ込む。

「わたしこそ、もっと早く相談できなくて、ごめんね。最初は、アバターに慣れてないせいかと思っちゃったの。でも、昨日キリトくんと話して、もっと他の原因があるのかもって……」

　そこで、ユイを間に挟はさんで座すわるキリトが口を開いた。

「どうだ、ユイ……何か、思い当たる原因はあるか……？」

「そう、ですね……」

　アスナの両手の中で、ＡＩの少女は長い睫まつ毛げを伏ふせ、考かんがえ込む仕草を見せた。ほんの三秒ほどで顔を上げたが、表情は曇くもったままだ。

「さっきママが話してくれた情報だけでは、残念ながら障害の原因特定は不可能です……。また、いまのわたしの権限では、ママのアミュスフィアとＡＬＯサーバーの間で交こう換かんされるパケットを直接チェックすることもできません。わたしが近くにいる時に現象が発生すれば、何らかのデータを得られるかもしれませんが……」

「そう……よね。ごめんねユイちゃん、無理なお願いしちゃって……」

　謝あやまろうとしたアスナの両手を、ユイは自分の手で外側からきゅっと握にぎった。頰ほおから外させ、二人の間に持ってくると強い力を込める。

「でも、ある程度の推測ならば可能です」

「えっ……本当に？」

「はい。ひとまず、離り脱だつ現象の原因は、ママのアミュスフィアまたはママ自身には存在しないと仮定します。となると最初に考えられるのはサーバー側の障害ですが、現在のところカーディナル・システムはエラーを検出していませんし、ユーザーからも同種の不具合は一件も報告されていません」

　アスナの両手を握にぎったままはきはき話し始める少女を、アスナは密ひそやかな感かん慨がいとともに見み詰つめた。

　昨日、キリトとアスナは、この話がユイに大きな負ふ荷かをかけてしまうのではないかと心配した。だがそれは、どうやら杞き憂ゆうだったらしい。ユイは、自分がすぐに問題を解決できないことを認めたうえで、一いつ生しよう懸けん命めいに対処しようとしている。彼女も、日々成長しているのだ。

「ですので、問題の現象は、ＡＬＯサーバー側……つまりアルヴヘイム内に存在する何かがママにイレギュラーな干かん渉しようを行っていることが原因だと推測されます。それがプレイヤーなのかオブジェクトなのか、また意図的な干かん渉しようかそうでないのかは、現状では判断できませんが」

「イレギュラーな……干かん渉しよう……」

　今度はアスナが、ユイの言葉を繰くり返かえした。

　仮に、アスナの離り脱だつ現象を引き起こしているのが人間だとしたら、それは普ふ通つうのプレイヤーでは有り得ない。そんなことが可能な魔ま法ほうもアイテムも存在しないのだから、必然的により上位の権限を持つ者……侵入者クラツカー、あるいはゲームマスターの仕業だということになる。

　そこまで考えた時、アスナの脳のう裏りに浮うかんだのは、二度と思い出したくなかった一人の男の顔だった。二ヶ月以上にわたってアスナを鳥とり籠かごに監かん禁きんした妖よう精せい王おうオベイロン──須す郷ごう伸のぶ之ゆき。

　だが、あの男は現在も東とう京きよう拘こう置ち所しよに収容されていて、ＡＬＯサーバーに干かん渉しようするなどどう考えても不可能だ。キリトも同じことを考えたのだろう、一いつ瞬しゆん顔を硬くしたが、すぐに軽くかぶりを振った。いつもの表情でユイの瞳ひとみを覗のぞき込み、訊たずねる。

「なあ、ユイ。さっき、アスナに干かん渉しようしてるのがオブジェクトかもしれないって言ったよな？　それって……どういうことなんだ？　特定のアイテムとか地形とかが、システムの枠わくを超こえてプレイヤーに影えい響きようを及およぼす、なんてことが有り得るのか……？」

　すると幼い少女は、どう説明すべきか考えるように少し首を傾かたむけてから、ゆっくりとした口調で話し始めた。

「パパとママはもうご存じのことですが、わたしはもともと、ＳＡＯプレイヤーの精神状態をケアする《メンタルヘルス・カウンセリング・プログラム》の試作バージョンとして開発されました。それはつまり、ナーヴギアには、装着者の感覚・運動信号だけでなく感情までをも読み取る能力があったことを示しています。旧ＳＡＯのカーディナル・システムは、全プレイヤーの精神状態をモニターし、データを蓄ちく積せきしていました……」

　そこまでは、アスナもすでに知っている話だ。初めて出会った頃ころ、ユイがまるで二、三歳の幼児のようにしか喋しやべれなかったのは、膨ぼう大だいなプレイヤーの負の感情を処理しきれずにコアプログラムを損そん壊かいさせてしまったからだ。

　二人の顔を順に見てから、ユイはしっかりした声で続けた。

「ただ、感覚や運動の信号と比べて、感情を表あらわす信号の解かい析せきは遅おくれていました。判別できるのは、蓄ちく積せきデータ量の多かった《怒いかり》や《悲しみ》《恐きよう怖ふ》《絶望》といった負の感情だけで、それ以外の感情はカーディナルにも……その下位プログラムであるわたしにも、当時は解かい析せきできなかったのです。そこでカーディナルは、特異かつ高強度な感情パターンが入力された時は、そのＲＡＷローデータを周辺環境ごと保存していました。信号を発したプレイヤーＩＤはもちろん、時間や場所、保持していたアイテムに至るまで」

「…………！」

　アスナは、小さく息を吸い込みながらキリトと顔を見合わせた。

　これは初めて聞く話だ。ユイの説明はやや難解だったが、嚙かみ砕くだけばこういうことだろう。旧ＳＡＯサーバーを管理していたカーディナル・システムは、プレイヤーが特別な感情を強く抱いだいた時、パターン解かい析せきした圧縮データではなく生ＲＡＷデータ……つまり《感情そのもの》を記録していた。しかしそれはある意味、プレイヤーの魂たましい──ごくわずかな上うわ澄ずみではあるが──をコピーするに等しい行いなのではないだろうか。

　そんなことが、現在のフルダイブ技術で可能なのだろうか、と考えた瞬しゆん間かん、アスナは思い出した。自分とキリトが、もしかしたらその現象の実例を目まの当あたりにしているかもしれないことを。

「……そうだ……キリトくん、憶おぼえてる……？　昔、わたしときみで、圏けん内ない殺人事件を調べた時のこと……」

　すると、まったく同じことを考えていたのか、キリトはすぐに頷うなずいた。

「ああ。十九層のフィールドにある丘おかの上で、事件が解決されたあと、確かに見たんだ。お墓のすぐ傍そばに、殺されたグリセルダさんが立ってるのを。あれは……幻まぼろしじゃなくて、お墓に……いや、お墓の下にずっと埋うめられてた指輪にリンクして保存されてた、グリセルダさんの心……だったのかな……」

　いまとなっては、真しん偽ぎを証あかすすべはない。ユイも、その件については何もコメントしなかった。黙だまったままのユイの小さな背中に、やがてキリトがそっと左手を触ふれさせた。穏おだやかな声で、再び問いかける。

「ユイが教えてくれたことはつまり、旧ＳＡＯでは、プレイヤーが強い感情を発した時、そのデータは地形やアイテムと紐ひも付づけられた形で保存されてた……ってことだよな？」

　こくりと頷うなずく小妖精ピクシーに、キリトは更さらに訊たずねた。

「なら、さっきユイが言った、離り脱だつ現象の原因になってるオブジェクトっていうのは、それを指してるのか？　いわば……何かのアイテムに宿ったプレイヤーの心が、アスナに干かん渉しようしてる、みたいな……？」

　今度も、ユイはすぐには答えなかった。しかしその沈ちん黙もくは、言葉を選んでいるというよりも、自分自身が口にした推論に途と惑まどっているかのようにアスナには感じられた。

「……現段階では、イエスとまでは答えられません……」

　細い声でそう呟つぶやいてから、ユイは顔を上げ、きっぱりとした口調で言った。

「でも、わたしは、パパやママはもちろん、リズベットさんやシリカさん、リーファさん、クラインさん、エギルさん、他にもたくさんの人たちとお話ししたり、一いつ緒しよに冒ぼう険けんしたりして学びました。人の心と、フルダイブシステムには、いまのわたしが理解しているよりも遥はるかに大きな可能性が内包されていることを。なので、パパの質問に、ノーとも言いません。初めにお話ししたとおり、そのように推測することは可能だと、わたしは考えます」




　プレイヤーの誰だれか。

　または、アイテムもしくは地形オブジェクトに宿った、プレイヤーの《心の断だん片ぺん》。そのどちらかが、謎なぞめいた離り脱だつ現象の原因──。

　あくまで推論としてだが、ボス戦の前に、ユイはそう語った。そこで待ち合わせの時間になってしまったので、更さらに詳くわしい話はできなかったが、新アインクラッドまで移動する間にアスナはユイの言葉を自分なりに解かい釈しやくしてみた。

　それはつまり、呼んでいる、ということなのではないだろうか。現在ＡＬＯをプレイしている誰だれか……もしくは、かつてＳＡＯをプレイしていた誰だれかが、アスナを呼んでいる。そのせいで、いわば意識が引っ張られて、アバターから抜け出しそうになる。それが事実なら、きっと彼または彼女に悪意はないのだろう。ただ、時と場所を選べないせいで、アスナのゲームプレイの障害になってしまっているのだ。いま、この瞬しゆん間かんのように。

　幻まぼろしの浮ふ遊ゆう感かんが訪おとずれると同時に、周囲の光景にも変化が起きた。

　黒大理石のボス部屋がすうっと薄うすくなり、その手前にまったく異なる部屋が朧おぼろ気げに映し出される。

　薄うす茶ちや色いろのブロックをランダムに組み合わせた壁かべと、同色の床ゆか。周囲を埋うめ尽つくす大量のモンスター……黒ずんだ岩を人型に彫ほり上げたような鉱石エレメンタルと、ずんぐりした体たい軀くにツルハシのような武器を携たずさえた闇やみドワーフたち。陽炎かげろうのように揺ゆらめくその情景を、確かにいつか、どこかで見た気がするのに、時間も場所も思い出せない。昨夜、窓の外の夜景を見ていた時に訪おとずれた奇き妙みような感覚と、まったく同じ。

　つまり、この記き憶おくはアスナのものではなく、アスナを呼んでいる誰だれかの……？

　幻まぼろしの部屋とモンスターが見えたのは、ほんの一いつ瞬しゆんだった。それらが消えると同時に、意識もアバターに戻もどった。はっと見開いた両りよう眼めが、床ゆかすれすれを草くさ刈かり鎌がまの如ごとく飛んでくる、ワジェト・ザ・フレイミング・サーペントの強きよう靱じんな尻しつ尾ぽを捉とらえる。

　攻こう撃げき範はん囲いにいる仲間たちが、一いつ斉せいに垂直ジャンプする。だが、アスナだけは床ゆかを蹴けるタイミングがわずかに──しかし致ち命めい的てきに遅おくれてしまった。だめだ、間に合わない…………

「アスナッ！」

　突とつ然ぜん、そんな叫さけび声ごえとともに、前ではなく横合いから衝しよう撃げきが来た。ぐんっと体が持ち上げられ、直後、ブーツのつま先をワジェトの尻しつ尾ぽが掠かすめる。自分のＨＰゲージを確かく認にんすることも忘れ、アスナは自分をしっかりと抱だく黒衣のスプリガンの顔を見た。

「き、キリト君、どうして……」

　どうして《離り脱だつ》が起きるタイミングが解わかったの、という意味のひと言に、キリトは素す早ばやく囁ささやき返かえした。

「ユイが直前に感知したんだ」

　続けて、キリトの肩かたに座すわる小妖精ピクシーが真しん剣けんな顔で注ちゆう釈しやくする。

「八秒前、ママに向けて何らかのシグナルが発せられました。解かい析せきには、少し時間がかかります」

「……本当に、誰だれかが、わたしを……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから、アスナはようやく、自分たちが数秒間も滞たい空くうしたままであることに気付いた。見れば、キリトの背中から伸びる灰色の翅はねが、朧おぼろな燐りん光こうを放っている。

　アルヴヘイムの妖よう精せい九種族は、空とは無む縁えんそうな土妖精族ノームや鍛冶妖精レプラコーン族に至るまで、例外なく飛行能力を備えている。五月のアップデートで、レクトプログレス時代に存在した滞たい空くう時間制限も撤てつ廃ぱいされたので、今では何時間でも好きなだけ飛んでいられるのだが、それにも例外は存在する。氷の地下世界ヨツンヘイムと、各地のダンジョンだ。もちろん、新生アインクラッドの迷めい宮きゆう区くタワーも飛行禁止地区に含ふくまれる。

　しかし、ここに更さらなる例外がある。トレジャーハントを得意とする影妖精族スプリガンだけは、地下でも一定時間飛べるようになる専用の上位スキルを持っているのだ。熟練度にもよるが効果時間は短く、ここぞという時にしか使えないその奥おくの手てを、キリトはアスナを助けるために発動させたのだ。

「……ありがと、キリトくん……」

　ごめんね、と続けようとしたアスナの言葉を、キリトはそっとかぶりを振って遮さえぎった。

　地上では、二度目、三度目の尻しつ尾ぽ攻こう撃げきを、二十人近いプレイヤーたちが息の合った連続ジャンプで回かい避ひしている。ワジェトの範囲物理攻こう撃げきが終わると同時に、キリトはアスナを抱かかえたまま地面に降りた。スキルの効果が切れ、灰色の翅はねが音もなく消える。確かこの能力の冷却時間クールタイムは五、六百秒もあったはずなので、再び飛べるようになるのは当分先だ。それまでにもう一度離り脱だつ現象に襲おそわれたら、次は助けてもらえない。

　というアスナの内心を察してか、ユイがキリトの左ひだり肩かたからアスナの右みぎ肩かたにぴょんと飛び移った。耳に口を近付け、囁ささやく。

「ママ、シグナルのおおまかなパターンは記き憶おくしたので、次はもっと早く警告できます」

「うん、お願いね、ユイちゃん」

　小声で答えてから、アスナは仲間たちに向けて叫さけんだ。

「ごめん、ちょっとつまずいちゃった！　次はちゃんと避よけるから！」

　すかさずリズベットが「ドンマイ！」と左手を上げる。その間に、キリトはアスナの隣となりから離はなれ、硬こう直ちよく状態のワジェトへと走り寄る。

「うおりゃああ！」と叫さけぶクラインたちと一いつ緒しよに、無言で剣を振るうキリトの背中を見ながら、アスナはふと眉まゆを寄せた。

　なんだか、このボス戦の間じゅう、いつもよりキリトが静かな気がしたのだ。いや、戦せん闘とう前まえに、パーティーリーダーをクラインに任せたあたりからすでに口数が少なかったかもしれない。右みぎ肩かたのユイに確かく認にんしようと思ったが、開きかけた口をすぐに閉じる。いまは戦せん闘とうに集中しなくてはならない。

　尻しつ尾ぽ攻こう撃げきを無傷で回かい避ひしたアタッカーたちの一いつ斉せい攻こう撃げきで、ワジェトの七段ＨＰゲージの二段目がレッドゾーンに突とつ入にゆうした。蛇じや身しんの女め神がみは怒いかりの叫さけびを放ちながら、右下の腕うでに握にぎられた青銅の松明たいまつを振り上げる。

「ミニオン召しよう喚かん、来っぞ!!」

　クラインが叫さけぶ少し前から、アスナは少し下がって《ピュリファイド・サーフェス》の呪じゆ文もん詠えい唱しようを開始していた。後方に下がっている二パーティーだけでは、広間全体に湧わくファイヤー・エレメンタルを処理しきれない。ボスの相手はサラマンダーリーダーの隊とシルフリーダーの隊に任せ、アスナのパーティーは取り巻きを処理すべきだ。

　という判断を、クラインも下したのだろう。振り向き、アスナに指示しようとして、すでに呪じゆ文もんを唱えていることに気付きニヤッと笑う。

「よっしゃ、オレたちは下がって火エレの処理……って、おい、キリの字！」

　慌あわてたようなクラインの声に視線を動かすと、少し離はなれた所にいるキリトが他の二隊と混ざって突とつ進しんしようとしていた。数歩走ったところで、クラインの声に気付いたのか立ち止まる。

　悪い、というように左手を上げて戻もどってくるキリトの顔を、アスナは詠えい唱しようを続けながらじっと見み詰つめた。いつもの彼なら、ボス戦の真っ最中にこんなミスは決してしない。

　アスナの離り脱だつ現象を気にかけるあまり、集中力を欠いてしまっているのだろうか。それとも──他に何か、原因があるのだろうか……。

　頭の片かた隅すみでそんなことを考えつつもハイスピードで呪じゆ文もんを唱え終え、アスナは右手のスタッフを音高く地面に突き立てた。湧わき上がる聖水の冷たさをブーツ越ごしに感じながら、我が慢まんしきれず右みぎ肩かたのユイに囁ささやきかける。どちらにせよ、この魔ま法ほうを保持している間は何もできないのだ。

「ねえユイちゃん、キリトくんの様子……」

　すると小妖精ピクシーは、その言葉を待っていたかのように頷うなずいた。

「はい、パパ、いつもと少し違ちがいます」

「だよね……。どうしたんだろ……」

「わたしにも、解わかりません……」

　ある意味ではアスナよりもキリトという人間の情報をずっと多く蓄ちく積せきしているユイが言うのだから、今日の彼は本当に《いつもと違ちがう》のだ。その理由は、やはりアスナの離り脱だつ現象と無関係だとは思えない。

　──この戦せん闘とうが終わったら、キリトくんと、もう一度ちゃんと話そう。昨夜と、さっきも見えた不思議な光景のことも、全部。

　そう心に決め、強くスタッフを握にぎると、アスナは意識を眼前の戦いに集中させた。




　約三十分後──。

　二人でギリギリまで粘ねばっていたらしいキリトとクラインが、迷めい宮きゆう区く一階のセーブポイントに転送されてきた。アバターが実体化するや否いなや、刀使いは両りよう拳こぶしを握にぎって叫さけぶ。

「くわああぁ──、惜おっしい────ッ！　ゲージ、あと一本ぽっちだったのによぅ──！」

　すると、アスナたちと同じタイミングで《死しに戻もどり》していたエギルが、苦く笑しようしながら突っ込みを入れた。

「その一本が大変なんだろうが。ワジェトも、下のボスと同じでゲージがラス一になったら攻こう撃げきパターンが変わるって話だぞ」

「わーってるけどよォ、ラスト一本まで行ったら勢いで何とかなる気しねぇ？」

「なるわけねえだろ！　つうか実際なってねえだろ！」

　コントさながらの掛かけ合あいに、リズベットやリーファのみならず、レイドを組んでいた四パーティーのプレイヤーたちもどっと笑う。

　《離り脱だつ現象》はあれきり訪おとずれず、アスナも全力を尽つくして戦ったが、八層ボス攻略チャレンジは全ぜん滅めつにて終しゆう了りようということになってしまった。しかし、皆みなの顔は明るい。レイドの呼びかけ人であるシルフのリーダーが、鋼鉄の脛当てグリーブを鳴らして歩み寄ってくると、笑え顔がおのままクラインに話しかけた。

「いや、実際かなりいい線行ってたと思うぜ。七パーティーフルレイドだったら倒たおせてたんじゃないか」

「おっ、だよなぁ！　連れん携けいもいいカンジだったしよぉ、あそこで火エレの湧わきが変に偏かたよりさえしなきゃなぁ……」

「まあ、あんたらがいなかったらその前のレーザーで全ぜん滅めつしてたけどな。マジ、いい動きしてたぜ」

　シルフが差し出した右手を、クラインは「へへっ」と笑いながら勢いよく握にぎった。

　手を離はなすと、レイドリーダーは少し思案顔になってから、エギルやリズベットたちにも視線を向けながら言った。

「あのさ、あんたらさえ良けりゃ、いったん街に戻もどってから再チャレンジしないか？　この時間なら、あと二パーティー見つかるかもしれないし」

「おう、もちろんオレぁ構わねーぜ！　ダンナはどうよ」

　クラインに問われたエギルが「もちろんホワイノツト」と英語で答え、ぐるりと振り向いた二人に女性陣じん四人も勢いよく賛意を示す。

　赤備えの刀使いはニヤッと笑い、「よーし決まり……」と言いかけてから、バンダナの下でひょいと片かた眉まゆを持ち上げた。普ふ段だんなら真っ先に同意するはずの一人が沈ちん黙もくを続けていることに気付いたのだ。少し離はなれた所に立つキリトに眼めを向け、怪け訝げんそうな顔のまま声をかける。

「おーい、おめぇも行けんだろ、キリの字？」

　すると黒衣のスプリガンは、弾はじかれたように顔を上げた。それまでの会話は耳に入っていたようで、笑えみを浮うかべて──それもアスナの眼めにはどこかぎこちなく映ったが──言う。

「あ、ああ、もちろん…………」

　だがそこで、視線が寸時、宙を彷徨さまよう。軽く引き結ばれた口くち許もとが、やがてかすかに動く。

「…………いや……、ちょっとこのあと、用事があるんだ。水差しちゃって悪いけど、俺はここで抜けさせてくれ」

「お……おう、そりゃ構わねぇけど……」

　クラインは続けて何か言いかけたが、それを押しとどめるように顎あごの無ぶ精しようひげをごしごし擦こすった。再びニヤリとしながら頷うなずく。

「よっしゃ、後は任せな！　九層行ったら写真送ってやっからよ！」

　続けて隣となりのエギルも、どこかで聞いたような台詞せりふを口にした。

「オレも、ワジェトから出たお宝の感想を八百字以内で書いてやるぞ」

「楽しみにしとくよ」

　短く苦く笑しようし、キリトはシルフリーダーにぺこりと頭を下げると体の向きを変えた。いっときアスナと眼めが合ったが、謝あやまるように瞬まばたきだけして、南にある塔とうの出口へと足早に歩き始める。

　右みぎ肩かたに座すわるユイの、小さな体がぎゅっと強こわ張ばるのを感じた。途と端たん、アスナも無意識のうちに片足を前に出しかけたが、そこで踏ふみとどまった。アスナは、パーティーただひとりの魔ま法ほう使つかいだ。ここで抜けるわけにはいかない……。

「アスナさん、行ってあげて」

　不意に、そんな声が聞こえた。驚おどろいて振り向くと、いつの間にかすぐ後ろにいたリーファが微笑ほほえみながら右手を持ち上げ、アスナの背中をぽんと押した。

「あたしが誰だれか二人誘さそうから大丈夫だよ。お兄ちゃんのこと、お願いします」

「…………でも……」

　呟つぶやきながら左右に顔を動かすと、リズベットも、シリカも、エギルとクラインも笑え顔がおで次々に頷うなずいた。

　大きく息を吸い、心を決めると、アスナは深く頭を下げた。上体を起こし、仲間たちと、レイドのメンバーに向けて叫さけぶ。

「ごめんなさい！　わたしもここで、抜けさせてください！」

　すると、成り行きを見守っていた数十人から、「お疲つかれ！」「またよろしくな！」「なんだかわかんねーけど、ガンバレよ！」という声が幾いくつも飛んできた。もう一度会え釈しやくしてから、勢いよく踵きびすを返かえす。

　セーブ部屋から南に数十メートル続く通路には、すでにキリトの姿はなかった。しかし、肩かたのユイがきっぱりした声で告げる。

「パパは、南の外周部に向かって飛行中です！」

「ありがと、ユイちゃん」

　囁ささやき返かえしながら、素す早ばやく開いたウインドウに右手のスタッフを収納し、アスナは迷めい宮きゆう区くの出口目指して走り始めた。
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　フィールドは、いつの間にか宵よい闇やみに包まれていた。

　アルヴヘイムの日夜は十六時間で一いち巡じゆんするので、現実世界とは同期していない。現在時刻は午後五時過ぎで、夏げ至しを過ぎたばかりのこの時期ならまだ空は青いはずだが、妖よう精せい郷きようでは残照すらとうに消え去っている。

　アインクラッド第八層は、森のフロアだ。三層も森林モチーフだったが、あちらには草原や岩場が少なからず存在するのに対して、八層の森っぷりは徹てつ底ていしている。何せ、地面というものが存在しない。フロア表面は深い水に覆おおわれて歩行不可能、代わりに途と轍てつもなく巨きよ大だいな樹木が（もちろん世せ界かい樹じゆイグドラシルよりはずっと小さいが）四方八方に太い枝を伸ばし、また人工の吊つり橋ばしも無数に架かけられていて、プレイヤーはそれらの空中通路を移動することになる。

　旧ＳＡＯ時代は、うっかり下に落ちたらハシゴのある樹きを探して水の中を右往左往しなければならなかったが、いまやその心配はない。アスナは、迷めい宮きゆう区くの容いれ物ものとなっている黒くろ焦こげの巨きよ木ぼくから駆かけ出すと、すぐ近くの樹きに設置されている螺ら旋せん階段を無視して、背中の翅はねを強く震ふるわせた。

　迷めい宮きゆう区くのみならず、周辺の木々も真っ黒に炭化しているのは、新しいフロアボスである炎ほのおの蛇じや神しんワジェトの仕業──という設定だ。旧時代のボスはまったく別物で、このあたりの樹きも青々としていたので、新運営企業ユーミルのデザイナーが一いつ生しよう懸けん命めい焦こがしたのだろう。

　ほぼ垂直に五十メートルほど上じよう昇しようし、視界がある程度開けたところで水平飛行に移る。このフロアにそびえる巨きよ樹じゆの梢こずえは第九層の底に接しているので、あと五十メートル飛んでも森の上空には出られない。つまり、旧ＳＡＯ時代は、頑がん張ばって木登りすれば次層の底に直接手で触ふれる数少ないフロアの一つだったのだが、もちろん抜ぬけ穴あなを掘ほることは誰だれにもできなかった。

　直径十メートルはあろうかという幹の間を縫ぬうように飛びながら、アスナは肩かたから胸むな元もとに移動したユイに訊きいた。

「キリトくんはどのへん？」

「もうすぐ外周部に到とう達たつします。あと少し離はなれると、探知できなくなってしまいます！」

「了りよう解かい！　さすがに速いわね、まったく」

　両りよう腕うでをぎゅっと体側に引ひき絞しぼり、思い切り加速する。ＡＬＯ独自の飛行システムにはすぐに慣れ、二、三日で補助コントローラも使わなくなったのだが、本気の飛行ではまだまだキリトやリーファには敵かなわない。幹から幹へ張はり巡めぐらされた吊つり橋ばしのカンテラが放つ光を頼たよりに、障害物をぎりぎりの距きよ離りで避さけながら飛ぶ。

　やがて、前方から青い光が差さし込んできた。月光──もうすぐ外周部だ。キリトはすでに浮ふ遊ゆう城じようから出ているだろう。そう思った時、ユイが再び叫さけんだ。

「パパは、アインクラッドの外がい壁へきに沿って上じよう昇しようしていきます！」

「えっ……」

　アスナは、軽く眼めを瞠みはった。キリトは「このあと用事が」と言っていたので、ログアウトするために世せ界かい樹じゆのイグドラシル・シティを目指すのだろうと思っていたのだ。だが考えてみれば、急ぎのログアウトなら八層の各所にある街の宿屋で事足りるし、イグシティに行くにしても、いまは一層はじまりの街の転移門から直接テレポートできる。

　つまり、キリトの目的地は、ＡＬＯの……いやアインクラッド上層のどこかなのだ。

　しかし、六月二十二日現在、アインクラッドの最前線はこの第八層だ。九層から上のフロアは外周部が完全に閉へい鎖さされ、外から侵しん入にゆうすることはできない。アスナは以前、キリトやリズベットたちと連れ立って第百層にあるはずの《紅こう玉ぎよく宮きゆう》まで飛ぼうとしたことがあるが、五十層あたりで早くも飛行限界高度に達してしまい、見物できたのはどこまでも続く鋼鉄の壁かべだけだった。

　上層に入れないことは、キリトも知っているはずだ。なのに、いったいどこに行こうというのか……。

　そんなことを考えながら、アスナは八層南なん端たんの開口部から無限の空へと飛び出した。

　振ふり仰あおげば、中天に巨きよ大だいな満月。閉ざされた浮ふ遊ゆう城じようの外がい壁へきを、青白く輝かがやかせている。その壁へき面めんすれすれを上じよう昇しようする、小さなシルエット。早くも十五層あたりまで達しているようだ。一直線の飛ひ翔しようはどこか張はり詰つめたものを感じさせ、アスナはこのまま追いかけていいのかどうか、寸刻迷った。

「キリトくん……」

　無意識に呼びかけると同時に、ショートローブの襟えり元もとから顔を出すユイも「パパ……」と呟つぶやいた。細いその声を聞いた途と端たん、アスナの心は決まった。両足を曲げ、思い切り空気を蹴ける。体をまっすぐに伸ばし、青い矢となって急きゆう上じよう昇しようする。

　キリトとの距きよ離りは、アインクラッドのフロア七つぶん──つまり七百メートル。旧ＳＡＯ時代ならば、七つも上の層はもう別世界にも等しかったが、それも昔のこと。いまのアスナには、水色に輝かがやく四枚の翅はねがある。

　愛する人を追って懸けん命めいに飛ひ翔しようしながら、アスナは予感していた。キリトがどこを目指しているのかはまだ解わからないが、きっとそこに、《離り脱だつ現象》の謎なぞを解く答えがある。恐おそらく彼は、ユイとの会話をきっかけに何らかの仮説に辿たどり着つき、それを確かめようとしているのだ。

　遥はるか上空で、仮想の大気を切きり裂さいて飛ぶキリトは、二十層を超こえてもスピードを緩ゆるめようとしない。二人の《森の家》が待っているはずの二十二層でも止まらず、大規模ギルド《アインクラッド解放隊》が壊かい滅めつした二十五層も瞬しゆん時じに通り過ぎる。どこまで行くのだろう……と思った次の瞬しゆん間かん、黒い影かげが急角度のループターンを決めた。すぐ傍そばにそびえ立つ鋼鉄の外がい壁へきに、体ごと突っ込む。

「あっ……！」

　激げき突とつを予期し、短く声を漏もらしたが、キリトは壁へき面めんの直前で翅はねを広げて急減速した。ＨＰゲージが減るほどの勢いではぶつからなかったが、両手が壁かべを叩たたいた衝しよう撃げきが遥はるか下方のアスナにまで伝わった。

　あの場所は……第二十七層だ。

　確か、主街区の名前は《ロンバール》。フロア全体がごつごつした岩山だらけで、街やダンジョンは山を掘ほり抜いて造られている。鉱石アイテムが豊富に入手できるので、ＳＡＯ時代は職人クラスのプレイヤーに人気の層だったが、アスナはさして強い印象を残していない。金属エレメンタル系のボスモンスターにはそこそこ手間取ったが、フロアに滞たい在ざいしたのはほんの数日だったと記き憶おくしている。

　そのへんの事情は、同じ攻略組だったキリトも変わらないはずだ。なのになぜ今、彼は二十七層を目指したのだろうか。

　アスナが一心に見み詰つめる先で、黒いシルエットは鋼鉄の外がい壁へきに両手を押し当てたまま動かない。まるで、念じれば壁かべが開くとでもいうかのように。

　だが、もちろん、破は壊かい不能の障しよう壁へきが応えることはなかった。アスナは二十六層に達したあたりで速度を緩ゆるめ、最後はほとんど上じよう昇しよう気流に身を任せるような速度で、キリトのすぐ後ろにまで辿たどり着ついた。

　言葉は掛かけなかった。胸のユイも、沈ちん黙もくを守っている。この高度には飛行型モンスターもほとんど出現しないので、三人の周りに存在するのは、しんしんと降り注ぐ月光と吹ふき過ぎる夜風、そして鋼鉄の浮ふ遊ゆう城じようだけだ。

　やがて、キリトが両手を二十七層の外がい壁へきから離はなした。ゆるゆると手を下ろし、翅はねをほんの少し震ふるわせて振り向く。

「……アスナ。ユイ」

　二人の名を呼ぶ口くち許もとには、淡あわい笑えみが浮うかんでいた。二年と八ヶ月に及およぶ付き合いの中でも、あまり眼めにしたことのない表情。

「キリトくん……」

　囁ささやきかけ、アスナは少しだけ距きよ離りを詰つめた。だが、それ以上近付くことは躊躇ためらわれた。訊ききたいことはたくさんあるが、何から口にしていいのか解わからない。

　空中に立たち尽つくすアスナから視線を外し、キリトは周囲を見回すと、右下を指さした。

「あそこで話そう」

　見れば、浮ふ遊ゆう城じようの外がい壁へきから、橋のような突とつ起きが突き出している。長さは三メートルほどしかないが、ベンチ代わりにするなら充じゆう分ぶんだ。頷うなずき、アスナはキリトと一いつ緒しよに移動すると、鋼鉄の梁はりにそっと腰こしを乗せた。

　すぐ左に座すわったキリトは、右手を持ち上げ、指先でアスナの襟えり元もとから顔だけ出すユイの頭を優やさしく撫なでた。心のどこかに痛みを抱かかえたような微び笑しようを浮うかべたまま、穏おだやかに語りかける。

「……ごめんな、ユイ。アスナも……心配させちゃったよな」

　答える代わりに、ユイはアスナの服から抜け出すと、キリトの右みぎ肩かたにちょこんと座すわった。つぶらな黒い瞳ひとみを、まっすぐアスナに向けてくる。ほら、ママ、と促うながすように。

　頷うなずき返かえし、アスナは意を決して訊たずねた。

「キリトくん。……ここに……二十七層に、何があるの？」

　いちど口を閉じたが、少し考え、後半を言い直す。

「…………昔、二十七層で……何か、あったの……？」

　刹せつ那な──。

　自分の言葉が記き憶おくの扉とびらを開く鍵かぎとなり、アスナは大きく両りよう眼めを見開いた。

　あったのだ。この層で。アスナはその話を、かつてキリトの口から聞かされている。第何層、という具体的な数字までは話に出なかったが、しかしもはや明らかだ。この層はきっと……キリトがギルドやパーティーを拒こばみ、攻略組唯ゆい一いつのソロプレイヤーとして戦い続けるきっかけとなった、あの出来事の…………。

「ああ……、そうだよ」

　表情からアスナの内心を察したのだろう、キリトはかすかに首しゆ肯こうし、言った。

「この二十七層の迷めい宮きゆう区くで……俺が初めて入ったギルド、《月つき夜よの黒くろ猫ねこ団だん》が全ぜん滅めつしたんだ……」




　キリトがアスナに、ずっと心に抱かかえ続つづけていた黒猫団の悲劇を話してくれたのは、森の家の前で結けつ婚こんした日の前々日。つまり、二〇二四年十月二十二日のことだ。

　二十二層の森でユイと初めて出会ったのはその一週間後だが、今ではユイも出来事の概がい要ようくらいは知っている。キリトは改めて過去の詳しよう細さいを語ろうとはせず、静かな声で現在の話を始めた。

「……今日、ユイに、プレイヤーの強い感情が、地形やアイテムに宿るかたちでＳＡＯサーバーに保存されることは有り得るって教えてもらった時……俺は、思ったんだ。それなら、黒猫団のみんなの感情も、残ってるかもしれないって……二十七層迷めい宮きゆう区くの隠かくし部べ屋やで、鉱石エレメンタルと闇やみドワーフに殺される瞬しゆん間かんの、恐きよう怖ふや絶望が…………」

　────!!

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、アスナの脳のう裏りに、ワジェトとの戦せん闘とう中ちゆうに訪おとずれた幻げん影えいがありありと甦よみがえった。

　砂岩のブロックをランダムに積んだようなあのデザインは、間ま違ちがいなく旧アインクラッド第二十七層迷めい宮きゆう区くのものだ。そして、狭せまい部屋を埋うめ尽つくす、大量のエレメンタルとドワーフ。いま、キリトが語った情景そのものではないか。

「…………キリトくん」

　アスナは、か細い声をどうにか喉のどから押し出した。俯うつむけていた顔を上げるキリトに、不可解な現象をどうにか説明する。ボス戦の最中に見えた、月つき夜よの黒くろ猫ねこ団だん壊かい滅めつの舞ぶ台たいとなった隠かくし部べ屋やであろう光景と──昨夜、ログアウトしてから、自分の部屋で見た夜の街の光景。さらさら流れる水路と、夜よ霧ぎりに滲にじむ街灯……。

「………………」

　キリトもさすがに驚おどろいたようで、数秒間絶句していたが、やがてゆっくりと頷うなずいた。

「……間ま違ちがいない、と思う。夜の街のほうは……黒猫団に一人だけいた、女性プレイヤーの記き憶おくだろう……。ということは……アスナに《離り脱だつ現象》が起きたのは、彼女が……」

　そこで一いつ瞬しゆん言葉を切り、いっそう密ひそやかな声で続ける。

「──サチが、呼びかけていたから、なのか……。──でも、なんで、俺じゃなく……アスナを…………」

　半ば自分に向けたような、呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきに答えたのは、これまで沈ちん黙もくを守っていたユイだった。

「それは……いまのパパが、ＳＡＯ時代とは異なるアカウント、異なるアバターを使っているから……だと思います」

「…………！」

　途と端たん、キリトは弾はじかれたように上体を起こし、黒くろ革かわのグローブに包まれた自分の両手を見下ろした。その掌てのひらや指のかたちが、ＳＡＯの頃ころとはほんの少しだけ違ちがっていることを、アスナは知っている。

　アルヴヘイム・オンラインで、デスゲームではない普ふ通つうのゲームライフを開始するにあたって、アスナはもちろんリズベットやシリカ、クライン、エギル、その他多くの生還者たちは、ＳＡＯ時代のアバターとアカウントデータをほぼそのままＡＬＯに移行させた。しかしキリトだけは、アスナを鳥とり籠かごから救出するために新規に作った、ちょっとやんちゃな外見のスプリガンを使い続けている。

　もしキリトが昔のアバターを復活させていたら、新アインクラッド二十七層のどこかに保存されている──かもしれないサチという女の子の感情は、アスナではなくキリトに呼びかけていただろう。その場合、《離り脱だつ現象》が発生するのもキリトだったと推測される。

　しかし、どうしてサチは、キリトの代わりにアスナを選んだ、いや選べたのだろう？

　彼女が亡なくなったのは、アスナがキリトと結けつ婚こんするよりも一年以上前のはずだ。当時アスナは、新設ギルド《血けつ盟めい騎き士し団だん》のサブリーダーとして、ギルド強化とフロア攻略だけに邁まい進しんしていた。キリトとは作戦会議やボス攻略戦で顔を合わせるくらいで、彼が《月夜の黒猫団》に入っていたことも、そのギルドが彼ひとりを残して全ぜん滅めつしたことも知らなかった。逆に言えば、黒猫団のサチも、アスナのことなど名前さえも知らなかったはずなのだ。

　疑問に答えたのは、今度もユイだった。

「ママがいま使っているアバターは……厳密に言えば、昔のパパのアバターと、いまも結けつ婚こんしている状態にあるんです。現状、ＡＬＯには結けつ婚こんシステムがありませんから、ステータスには表示されませんが……キャラクターデータとしては、昔のパパと関連づけられたままなんです」

「そ……そうだったの!?」

　こんな状じよう況きようではあるが、アスナは驚おどろきのあまり叫さけんでしまった。

　キリトも眼めを瞠みはっていたが、少ししてから「そうか……」と呟つぶやいた。

「……サチが死んだ時……俺もその場にいた。死ぬ間ま際ぎわのサチの感情は、二十七層迷めい宮きゆう区くのあの場所だけじゃなく、昔の俺のアバターともリンクされた形でサーバーに保存されているんだろう。でも、俺はアバターを変えてしまったから……サチの感情が発するシグナルの行き先が、昔の俺とリンクしたままのアスナになった……ってことなのか……」

　そこまでは、なんとか理解できる話だ。しかしまだ、解わからないことがある。

「……でも、どうして、《いま》なのかしら……」

　視線を、すぐ左側にそびえ立つ浮ふ遊ゆう城じようの外がい壁へきへと向け、続ける。

「離り脱だつ現象が初めて起きたのは、わたしがＡＬＯに初めてダイブしてから、三週間も経たった頃ころだった。それに、最近になって頻ひん度どが増してるの。前にはなかった、記き憶おくの混入みたいなことも起き始めてるし……」

「…………それは……」

　ひと言だけ口にすると、キリトは不意にウインドウを出した。しばらく時刻表示を見み詰つめていたが、大きく息を吸い、わずかに張はり詰つめた声で告げた。

「……サチが死んだのは、二〇二三年の六月二十二日……二年前の、今日なんだ。時間は……午後五時四十五分。あと、三分後だ……」

「…………!!」

　アスナは思わず息を吞のんだ。キリトの肩かたに座すわるユイも、黒い瞳ひとみをいっぱいに見開いている。

　ウインドウを消し、いつのまにか満天の星が煌きらめき始はじめている夜空を見上げると、キリトは静かに語り始めた。

「…………俺は……ＳＡＯの中で、たくさんのプレイヤーの死を見た。自分の剣で命を絶った相手だっている。だから……黒くろ猫ねこ団だんと、サチの死だけを特別なものと思うのは、もうやめるつもりだったんだ。前のアインクラッドにいた頃は、黒猫団のホームだった宿屋に生えていた樹きをお墓代わりにして、時々お参りに行ってたけど……宿屋があった十一層にも、みんなが死んだ二十七層にも、いまは入れないしな……。だから、今日、みんなと遊んでる間にその時間になったら、少しだけ黙もく禱とうして……それで終わりにしようと思ってた……。でも、ユイの話を聞いて……アスナの離り脱だつ現象の原因になってるのは、サーバーに保存されたサチの感情なのかもって気付いたら、どうしてもそれを確かめずにはいられなかったんだ……」

　両りよう腕うでを膝ひざの上に置き、ぎゅっと拳こぶしを握にぎり合あわせる。深く項うな垂だれたまま、押おし殺ころした声でその続きを言葉にする。

「…………あの瞬しゆん間かんに、サチの感情……恐きよう怖ふや、絶望や、悲しみがサーバーに記録されて、いまも誰だれかに伝えたがっているのなら……それは、たった一人生き残った俺の役目なんだ。でも俺は、アバターを変えて、過去を切り捨てて……そのせいで、行き場を失ってしまったサチの感情が……アスナに…………」

「………………キリトくん」
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　アスナは、何度もかぶりを振りながら大切な人の名を呼んだ。伝えたいことがあまりにもたくさんありすぎて、言葉が出てこない。もどかしさのあまり呼吸まで苦しくなってきた、その時。

「それは違ちがいます、パパ！」

　凜りんと叫さけんだのは、ユイだった。キリトの肩かたから飛び立ち、顔の正面まで移動すると、小さな両手を握にぎり締しめて懸けん命めいに語りかける。

「カーディナル・システムが記録していたのは、パターン解かい析せきできない、特別な感情だけなんです。こんな言い方は不適切かもしれませんが、ＳＡＯでは、プレイヤーが死に際して抱いだく恐きよう怖ふや絶望は特別なものではありませんでした。システム稼か働どうからわずか二週間後には、絶望のＲＡＷローデータが保存されることはなくなっていたんです。だから、もしサチさんがサーバーに感情を残したのだとすれば……それは絶望でも、恐きよう怖ふでもないはずなんです!!」

　ユイの必死の呼びかけに、キリトはほんの少しだけ顔を持ち上げると、掠かすれた声で呟つぶやいた。

「…………なら…………サチが残した、感情は…………」

　その言葉を、アスナは最後まで聞くことができなかった。

　六月二十二日、午後五時四十五分十三秒。これまでで最大の《離り脱だつ現象》が発生した。

　腰こし掛かける鋼鉄の梁はりの硬かたさや、高空を吹ふき抜ける気流の冷たさ、メイジ用布装備の肌はだ触ざわり、全てが遠ざかる。強い浮ふ遊ゆう感かんが全身を包み、仮想の体の重さが消え去る。

　そしてアスナの意識は、ついにアバターから完全に離り脱だつした。黒々とした浮ふ遊ゆう城じようの巨きよ体たいも、満天の星も、白い光に塗ぬりつぶされる。

　魂たましいが、光の回かい廊ろうに吸い込まれ、どこかへと運ばれていく……。




　気付くと、見覚えのない部屋に立っていた。

　さして広くはない。調度は簡素なベッドと、木製の机だけ。一つだけある窓からは、欧おう州しゆうの田舎いなか町まちを思わせる街並みが見み渡わたせる。空の代わりに、石と鉄の蓋ふたが広がる。現実世界ではない……アインクラッドの、どこかの街だ。家々の屋根や壁かべの感じに見覚えがある。たぶん、十一か、十二層あたりの主街区。現在はまだ開放されていないはずのフロアだ。

　夜だが、照明は壁かべのランプひとつだけなので薄うす暗ぐらい。プレイヤーホームではなく、宿屋の一室だろう。アスナはベッドを回まわり込み、扉とびらに歩み寄ってノブを回そうとしたが、手がすり抜けてしまって握にぎれない。自分の体を見ると、驚おどろいたことにウンディーネのメイジではなくなっている。白と赤を基調とした騎士服コルサージユ。同色の長手袋と、ロングブーツ。腰こしにレイピアはないが、間ま違ちがいなくギルド血けつ盟めい騎き士し団だん時代の装よそおいだ。しかし、全身が幻まぼろしのように透すき通とおっている。

　どうなっているんだろう、と顔を上げた、その時。

　ベッドの上の空間が揺ゆらめき、朧おぼろな人ひと影かげが現れた。

　華きや奢しやな体つきの女性プレイヤーだ。アスナに背を向けて、白いシーツに腰こし掛かけている。ライトブルーのチュニックと、ミニスカート姿。防具はつけていない。肩かたの少し上で短く切きり揃そろえられた髪かみは、ほんの少し青みがかった黒。後ろ姿だけでも、同世代の女の子だと解わかる。

　女の子は、上体を左右に振っているようだ。歌っているのだろうか、と思った途と端たん、耳に優やさしげな歌声が届く。有名なクリスマスソング。ワンフレーズ、ワンフレーズを、愛おしそうに、ゆっくり、ゆっくりと歌い続ける。

　聴きいているうちに、アスナの視界に幾いくつもの光の粒りゆう子しがたゆたい始めた。いつしか、両りよう眼めに涙なみだが溜たまっていたのだ。強い感情が、胸を締しめ付つける。メロディに乗って、女の子の気持ちが流ながれ込んでくる。恐きよう怖ふや、絶望はひとかけらも存在しない。温あたたかな、春の日だまりのような感情を満たすのは、ただ、純じゆん粋すいな……。

　アスナの右目から、ひとつぶの涙なみだがこぼれ落ちると同時に、歌は終わった。

　女の子が立ち上がり、音もなく振り向くと、ベッドを挟はさんでアスナと向き合った。

　両りよう眼めに溢あふれる光のせいで、顔はよく見えない。微笑ほほえみを浮うかべた口くち許もとが、そっと動くところだけがどうにか見て取れた。

　声が、聞こえた。




　あなたから、伝えて。

　私、幸せだったって。




　再び、純白の光がアスナを包んだ。女の子が、部屋が、街が遠ざかる。

　浮ふ遊ゆう感かんに身を任せながら、アスナは悟さとっていた。これが、最後の《離り脱だつ》になるだろうということを。




　ゆっくり、瞼まぶたを持ち上げる。

　少し藍あい色いろがかった夜空に煌きらめく、無数の星。そびえ立つ鋼鉄の城と、その先せん端たんにかかる大きな満月。

　視線を少しだけ動かすと、心配そうに覗のぞき込むキリトとユイの顔があった。アスナの体は、キリトの右手に支えられている。

「……ありがと、もう大丈夫」

　囁ささやき、体を起こすついでにちらりと自分の服装を見たが、もちろんもとの青いショートローブに戻もどっていた。

「アスナ…………」

　心配そうな、物問いたげな声で呼ばれ、もう一度キリトを見る。どこからどう説明したものか少し迷ったが、すぐに気付いた。告げるべきことは、もう心の中にある。

「サチさん、笑ってたよ」

　アスナがそう言うと、キリトは両りよう眼めをいっぱいに見開いた。

　少しずつ星ほし屑くずの反射光が増えていく黒い瞳ひとみをまっすぐに見み詰つめ返かえしながら、アスナは、託たくされた言葉を、ありったけの心を込めて伝えた。

　クリスマスソングを歌う、サチのように。
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《その日》の翌日──六月二十三日、月曜日、夜九時。

　アスナは、再び新アインクラッド第八層主街区《フリーベン》にいた。

　昨日、キリトとアスナが抜けたあとに行われた二度目のボス攻略戦は、またしても惜おしいところで失敗してしまったらしい。だがＨＰゲージがラスト一本になってからの攻略法も見えたということで、レイドを組んでいた全員で翌日の再々チャレンジを誓ちかったのだそうだ。

　今回は、もちろんアスナとキリトも参加するし、更さらに将軍ユージーン率いるサラマンダー陣じん営えいの最精鋭と、領主サクヤ率いるシルフ陣じん営えいの最精鋭がワンパーティーずつ加わるとあって、集合場所の転移門広場は昨日に倍する熱気に包まれている。

「しっかし、ビビるよなぁ……」

　そうクラインに話しかけているのは、今回も引き続きレイドの全体リーダーを務めるシルフ剣士だ。種族の領主を差し置いての指揮官役に最初は腰こしが引けていたようだが、サクヤ当人から流し目とともに「よろしく頼たのむ」と言われて断れるプレイヤーは──男なら尚なお更さら──なかなかいない。

「サクヤさんとユージーン将軍を同時に呼び出すとか、アンタ何者なんだよ？」

　シルフリーダーに問われ、クラインが「いやァそれほどでもナッハッハ」と笑い、エギルに「おめえのコネじゃねぇだろ」と突っ込まれている光景をアスナがやれやれという心境で眺ながめていると、すぐ後ろでキリトとユイの声が聞こえた。

「え、ええ？　髪かみ型がたを？」

「そうです！」

　振り向き、二人に訊たずねる。

「どうしたの、キリトくん、ユイちゃん？」

「いやぁ、それがさあ……」

　スプリガンは、つんつん逆立つ黒くろ髪かみをひと房ふさつまみながら困り顔で言った。

「ユイが、頭に座すわりにくいからヘアスタイル変えろって言うんだよな……。髪かみ型がた変へん更こう、お安くないのに……」

　すると、キリトの肩かたに立つユイが、両手を腰こしに当てて反論。

「たまには武器防具とカジノ以外でお金を使ってもいいと思います！　それに、高いところにいたほうが私の情報収集効率も上がります！」

「ちょっと待ってユイちゃん。いま、武器防具のあとに何て……」

「わー、解わかった！　わかりました！　今日のボス戦が終わったらすぐ変えます！」

　突とつ然ぜん気が変わったのかキリトがそう叫さけぶが、ユイはまたしてもかぶりを振る。

「集合時間まで、あと十分あります！　それだけあれば、あそこの床とこ屋やさんで髪かみ型がたを変えるにはじゅうぶんです！」

「はいはい……。──そんじゃアスナ、悪いけどちょっと行ってくるから、あとよろしく」

「う、うん。行ってらっしゃい」

　手を振って二人を見送りながら、アスナはふと思った。

　いまのスプリガンアバターは、ＳＡＯ時代のアバターとは顔も髪かみ型がたも違ちがうが、逆立つ黒くろ髪かみを下ろせば案外雰ふん囲い気きは昔の彼に似るのではないだろうか。

　ＳＡＯの頃ころの姿に戻もどってほしいと思っているわけではないが、それでもなんだか楽しみになって、アスナはちょうど転移門から現れたリズベットとシリカ、リーファに手を振った。

「みんなー、早く早く！」

「何よ、どうしたのー？」

　怪け訝げんそうな顔になるリズベットたちに手招きしながら、アスナは笑え顔がおで叫さけんだ。

「あのねえ、キリトくんがねえ……」





（終わり）
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　すみれ色に染まる空の彼方かなたに、あかね色に輝かがやく城が浮うかんでいる。

　新生アインクラッドが実装されてもう二ヶ月も経たつのに、こうしてアルヴヘイムの海かい抜ばつ面めんから見上げると、俺はいまだ不思議な感覚にとらわれる。あの小さな構造物が、かつて違ちがう世界の空に存在した浮ふ遊ゆう城じようとまったく同じ大きさなのだとは、なかなか信じられないのだ。

　もちろん、背中の翅はねを広げて飛び立ち、遥はるか上空の新生アインクラッド目指して上じよう昇しようしていけば、やがて城は視界に収まりきらないほどの威い容ようとなる。外周の開口部から第一層に降り立てばもう、そこは山あり湖ありの広大なフィールドだ。端はしから端はしまで歩けば、旧アインクラッドと同じ時間がかかるだろう。

　そうと解わかっていてなお、俺は考えてしまう。

　あの城の中に、二年間も囚とらわれていたこと。道なき荒こう野やをさすらい、凶きよう悪あくなモンスターと戦い、多くの人と出会い、そして別れたこと。七十五層でヒースクリフと戦い、相あい討うちとなってデスゲームを終わらせたこと。それはほんとうに現実だったのか、と。

　あるいは。

　眠ねむり続つづけるアスナを追い求めてアルヴヘイムに降り立ち、短くも目まぐるしい旅の果てに悪意の檻おりから解放したこと。そしていま、かつての仲間たちや新たな友人たちと一いつ緒しよに、現実世界と仮想世界を行き来しながら平へい穏おんな日々を送っていること。それはほんとうに現実なのか、と。

　尽つきせぬ想念を巡めぐらせながら、夕日に照らされる浮ふ遊ゆう城じようを無言で見上げていると──。

　突とつ然ぜん、くおぉぉぉ────ん、という角笛のような大だい音おん響きようが足あし許もとから湧わき起おこった。アバターの両足が踏ふみ締しめる、灰かい白はく色しよくの地じ肌はだが激しく揺ゆれる。反射的に両りよう腕うでを持ち上げ、右手でアスナの、左手でクラインの手を摑つかむ。

「のわっ、な、なに!?」

　とリズベットが叫さけび、

「ま、まさかここで落っことす気じゃねえだろうな!?」

　とクラインが喚わめき、

「そんときゃ飛べばいいんじゃねえかな」

　とエギルが冷静に突っ込んだ、その直後。

　前方の地じ肌はだにあった小さな穴がぐうっと広がり、そこから大量の水が間欠泉のような勢いで噴ふき上がった。

「きゅ────っ！」「はわわ────っ！」

　という悲鳴は、ちょうど穴の真上に陣じん取どっていた小竜ピナと、ピナに跨またがっていた小妖精ピクシーユイのものだ。突とつ然ぜんの水流に五メートル以上も持ち上げられたものの、そこでピナが翼つばさを広げてバランスを取り、噴ふん水すいの頂点でふわふわホバリングする。ユイが、二秒前の悲鳴がうそのように、楽しそうな笑い声を響ひびかせる。

　俺は、降りかかる細かい水すい滴てきを左手で避よけながらアスナと顔を見合わせ、同時に口くち許もとをほころばせた。

「……そりゃまあ、潮くらい噴ふくよな」

　するとアスナも頷うなずき、答えた。

「なんたって、クジラだもんね」

　そう。俺とアスナ、リーファ、シリカ、リズベット、エギル、クラインの七人にユイとピナを加えたパーティーを乗せて海上を泳いでいるのは、邪じや神しん級きゆうモンスターも裸足はだしで逃げ出すほどの巨きよ体たいを誇ほこる白クジラなのだ。

　うんうんと皆みなが納なつ得とくしていると、潮しお吹ふきの終しゆう了りようとともに上空から降りてきたユイが、アスナの左ひだり肩かたに移動しながら言った。

「現実世界のクジラさんは、実際には噴ふん気き孔こうから海水を排はい出しゆつするわけじゃないんですよ。海面の近くで噴ふん気きした時、いっしょに海水を巻き上げているだけなのです！」

「へえ──！」

　と、人間七名が揃そろって声を上げる。

　相変わらずの博はく覧らん強きよう記きぶりを見せつけたユイは、えっへん、とばかりに両りよう腰こしに小さな手を当てる。そんな様子を愛おしく思いつつ、俺は再び夕空に浮うかぶ鋼鉄の城を見上げる。

　新生アインクラッドは、アルヴヘイムの上空をかなりのスピードで周回しているので、先刻よりもその姿は更さらに小さくなっている。下から五分の一くらいの場所──思い出深き二十二層があるあたりに、じっと眼めを凝こらす。

　いまはまだ十層までしか開通していないが、いずれ二十層から先にも上れるようになるはずだ。もういちど、雪深い森の奥おくに建つログハウスを見た時、俺は実感するのだろう。かつてのアインクラッドが思い出の彼方かなたに消え去ったこと。ゲームが遊びである世界に戻もどってきたのだ、ということを。




　白クジラは、アルヴヘイム南西海上に浮うかぶトゥーレ島からシルフ領内の浜はま辺べまで俺たちを運ぶと、巨きよ大だいなチューバを鳴らすような声で降りるよう促うながした。パーティーが背中から飛び立ち、白い砂すな浜はまに降りるのを優やさしげな目で見届けると、悠ゆう然ぜんと反転。水平線にかかる真っ赤な夕日の中へ、おとものイルカたちを引き連れながら泳ぎ去っていく。

「クジラさ──ん、ありがとうでした──っ！　また背中に乗せてくださいね────っ！」

　ユイの声に、再びの高々とした潮しお吹ふきで応えた白クジラは、巨きよ体たいを少しずつ海中に沈しずめ、やがて見えなくなった。アスナの肩かたに座すわるユイが、一いつ生しよう懸けん命めい振っていた手をそっと下ろす。

　少し寂さびしそうな横顔に、俺は微笑ほほえみながら声を掛かけた。

「きっとまた会えるさ。さっきのクエスト、なんだか続きそうな気配だったしさ」

「おう、そこ、そこだぜキリの字！」

　別れの余よ韻いんを台無しにする大声で割わり込んできたのは、もちろんクラインだ。無ぶ精しようヒゲをじょりじょり擦こすりつつ、腑ふに落ちない表情で続ける。

「いったいぜんたい、あのクエは何だったんだよ？　人魚姫がジイさんで、ジイさんが大ダコで、大ダコがシンエンの王だとかナンタラ神族がどうだとか、オリャもうワケわかんねーよ」

「最初の人魚姫は単なるお前の願望だろう」

　と反射的にツッコミつつも、俺もクラインの疑問に即そく答とうはできない。ちらりと仲間たちを見回すと、かつて攻略の鬼おにと呼ばれたアスナも、北ほく欧おう神話に詳くわしいリーファも、頭脳派脳筋タンクのエギルも、そしてリズベットとシリカも腕うで組ぐみしてムムムと唸うなっている。

　今日──二〇二五年七月二十五日、金曜日。

　俺たちは、「クジラが見たい」というユイの夢を叶かなえるべく、巨きよ大だい水すい棲せい型がたモンスター出現のウワサがあるクエスト《深しん海かいの略りやく奪だつ者しや》に挑ちよう戦せんした。

　ＮＰＣのお爺じいさんに頼たのまれてダンジョンでアイテムを捜さがす、というよくあるタイプのお使いクエスト──と思いきや、実はお爺じいさんが黒幕で、俺たちは海底神しん殿でんに封ふう印いんされていた宝物をそうと知らずに略りやく奪だつしてしまう、というこれもまあよくあるストーリーだったのが、そこから先が余りにも急展開というか超展開というか、お爺じいさんはＨＰバーが七本もある超ちよう巨きよ大だいタコ型モンスター《クラーケン・ジ・アビスロード》に変身して俺たちを鎧がい袖しゆう一いつ触しよくならぬ触しよく手しゆ一本でニアデス状態に追い込み、こりゃムリだ、と思う間もなく上から《リヴァイアサン・ザ・シーロード》を名乗る超巨大おじさんが降ってきて、二人で難解なやりとりをしたと思ったらクラーケンは深海に沈しずんでいき、俺たちが神しん殿でんから持ち出してしまった真しん珠じゆ（実際には大きな卵だったのだが）はリヴァイアサンが回収し、そこでファンファーレが鳴なり響ひびいてクエストクリア──という、こうして思い返しても何が何やらなクエストだったわけだ。

　呆ぼう然ぜんとしつつも、ウワサの水すい棲せい型がたモンスターはクラーケンのことだったのかと落らく胆たんしていると、海の王を名乗るおじさんが白クジラを召しよう喚かんし、俺たちをこの浜はま辺べまで送ってくれたので、ともあれユイにクジラを見せるという初期目標は達成できたことになる。めでたしめでたし、ではあるのだが、クラインが「ワケわかんねーよ」と言いたくなる気持ちもよく解わかる。

　ひとしきり唸うなってから、俺は仲間たちの顔を見回し、言った。

「誰だれか、タコとおっさんの会話、正確に憶おぼえてたりしないかな？」

　これが従来型のＭＭＯＲＰＧなら、メッセージウインドウ上でマウスのホイールをころころするだけでクエスト中の会話を参照できるが、ＶＲＭＭＯには基本的にそんな便利機能はない。ゆえに、重要な情報が含ふくまれていそうなイベント会話はクリスタルで録音しておくというテクニックもあるが、今回はとてもそんな余よ裕ゆうはなかった。

　俺の問いかけに、六人は同時に首をかしげ、次いでふるふる左右に振った。

「はぁー、さすが魔法使いメイジなしの前衛オンリーパーティーだなあ」

　とため息混じりにコメントすると、リズがピッチャーの投球モーションのように右手を振り上げ、三回連続で俺に人差し指を突き付ける。

「あんたも！　人のこと！　言えないでしょ！」

「……はい、スミマセン」

　しかしそこで、アスナの肩かたから飛び立ったユイが、海底に降り立つリヴァイアサンさながらのポーズで俺の頭に着地した。

「しょーがないですねえ。ちょっとずるっこですが、私が会話を再現してあげます！」

　一同の「おおー」という感かん嘆たんの声に、「えっへん！」と胸を張ってから、小妖精ピクシーはタコとオジサンの口調を器用に真似まねつつ語り始めた。




リヴァイアサン：「久しいな、古き友よ。相変わらず、悪わる巧だくみがやめられないようだな」

クラーケン：「そう言う貴様こそ、いつまでアース神族の手先に甘あまんじておるつもりだ。海の王の名が泣くぞ」

リヴァイアサン：「私は王であることに満足しているのさ。そしてここは私の庭。そうと知りつつ戦いを望むか、深しん淵えんの王」

クラーケン：「……今は退ひくとしよう。だが友よ、儂わしは諦あきらめんぞ。いつか御み子この力を我わが物ものとし、忌いま々いましい神どもに一ひと泡あわ吹ふかせる、その時までな……」

リヴァイアサン：「その卵は、いずれ全ての海と空を支配する御お方かたのもの。新たな御み室むろへ移さねばならぬゆえ、返してもらうぞ」




「……以上です！」

　ユイが会話の再現を終えると、七人は揃そろって拍はく手しゆし、シリカの頭に乗るピナも翼つばさをわさわさ振り動かす。

「サンキュー、ユイ」

　良くできた娘むすめに礼を言ってから、俺は再び考かんがえ込みつつ発言を続けた。

「うーん……気になる固有名詞は、《アース神族》と《御み子こ》だな。どっかで聞いたことあるような気もするけど……」

「はーい！」

　と勢いよく手を挙げたのは、風妖精族シルフの魔ま法ほう剣けん士しリーファだ。メンバーの中では最も神話や伝説の類たぐいに造ぞう詣けいが深い彼女は、一歩前に出ると、歯切れよく解説した。

「アース神族っていうのは、北ほく欧おう神話に出てくる神様の一族のことだよ！　主神のオーディンとか、雷らい神じんトールとか、悪戯いたずら好ずきのロキとかはみんなも聞いたことあるんじゃない？」

「あるあるある」

　六人がこくこく首しゆ肯こうすると、リーファも大きく頷うなずき返かえし、

「で、御み子こっていうのは……」

「ふんふんふん」

「さっぱり解わかりません！」

　ずっ、と律りち儀ぎにずっこけモーションを披ひ露ろうしてから、一同は再び考かんがえ込む。

　次に発言したのは、猫妖精族ケツトシーの獣使いビーストテイマー、シリカだった。

「えーとつまり、クラーケンのお爺じいちゃんは、そのアース神族が気にくわないけどいまはまだ勝てないから、《御み子この力》を手に入れて強くなろうとしている……ってことなんでしょうか？」

「あの大ダコのトンデモパワーでも敵かなわないって、アース神族ってのはどんだけ強いのよ……」

　鍛冶妖精族レプラコーンのリズベットが、金属光こう沢たくのあるピンク色の髪かみを振りながら言うと、

「そりゃまあ、神様だもんね」

　と、水妖精族ウンデイーネのアスナが合いの手を入れる。そこに偉えらそうな口ぶりで割わり込んだのは、火妖精族サラマンダーのクラインだ。

「そうだぞォ、おめーら若ェのは知らねーだろうけど、オーディンっつったら最強クラスだったんだぞ。召しよう喚かんされるや否いなや、ズバッ！　とモンスターを一刀両断……」

「おいおい、神話の話じゃねぇだろそれ」

　土妖精族ノームのエギルが呆あきれ顔がおでつっこみを入れ、ユイを含ふくめた全員が笑い声を上げる。

　クラインの台詞せりふの元ネタが理解できる俺も苦く笑しようを浮うかべつつ、この会話にそこはかとない違い和わ感かんを覚えるのはなぜかと考えた。

　答えは、すぐに訪おとずれた。

　クラーケンやリヴァイアサンは、あくまでクエスト中に登場したＮＰＣなのだ──中身はボス級モンスターであるにせよ。彼らの会話は、ＡＬＯを運営する企業《ユーミル》のシナリオライター氏が書いたシナリオでしかないはずだ。

　なのに俺たちは皆みな、クラーケンたちに、あたかも独自の意思が存在するかのように話している。

　その理由は恐おそらく、彼らの言葉が、あまりにも人にん間げん臭くさかったからだ。『儂わしは諦あきらめんぞ』と負まけ惜おしみを言うクラーケンの悔くやしそうな様子には、思わず「この大ダコにも色々あるんだろうなあ」と思ってしまったほどだ。

　あるいは、クラーケンとリヴァイアサンは、単なるＮＰＣではない……のだろうか？

　俺とアスナは、旧アインクラッドの攻略序じよ盤ばん、ダークエルフの女性騎き士しと出会って冒ぼう険けんを共にした。キズメルという名の彼女はＮＰＣだったが、お決まりの台詞せりふを繰くり返かえすだけのムービング・オブジェクトでは決してなかった。俺たちの言葉に、ごく自然に受け答えする能力を……意思と呼ぶべきものさえ持っていたのだ。

　ＡＬＯは、旧ＳＡＯとほぼ同一のアーキテクチャ上で運用されている。つまり、制御システムカーデイナルの能力だけを見れば、キズメルと同様に《高度にＡＩ化されたＮＰＣ》が存在する余地はあるわけだ。

　しかし、だとすれば……クラーケンはクエストＮＰＣでありながら、クエストの筋書きどおりに動かされるだけの存在ではない、ということになるのか？　《御み子この力》とやらを手に入れて、アース神族に対して反乱を起こそうというのは、あの大ダコ自身の意志……？

「…………まさか、ね」

　自分の思考があまりにも荒こう唐とう無む稽けいな領域に突とつ入にゆうしつつあることを自覚し、俺はそう呟つぶやくと推察を打ち切った。ちょうどその時、シリカたちに向かって、古き良き時代のオーディンだのバハムートがどれだけ強かったかを力説していたクラインが、素すっ頓とん狂きような大声を出した。

「あああっ、ヤベエ！　オレ、十時にピザの宅配予約してたんだった！」

「おいおい、あと三分だぞ。ここからスイルベーンまで飛んだら十分はかかるぞ」

　エギルの冷静な指し摘てきに、クラインは両手で頭を抱かかえて思い切り仰のけ反ぞった。

「オレ様のシーフードピッツァと生ビールがぁ──っ！」

　ずっと前にも聞いたその台詞せりふに懐なつかしさを感じつつ、俺はカタナ使いに歩み寄ると、和わ風ふう鎧よろいの大おお袖そでをぽんと叩たたいた。

「消えるまで俺たちが見てるから、ここで落ちろよ。今度はちゃんと受け取らないとな」

　するとクラインは一度瞬まばたきしてから、俺の言葉の意味を理解したようにヘヘッと笑った。

「そうだな。んじゃ、お言葉に甘あまえて、今日はここらで失礼させてもらうぜ」

「ピザに載のってるエビとカニとイカとタコによろしくねー」

　リズの言葉に再び微び妙みようそうな顔をしつつ、クラインはメインメニューを開いた。

「んじゃ、皆みなの衆しゆう、お疲つかれ！」

　ログアウトボタンを押すと、サラマンダーのアバターが自動的に片かた膝ひざ立だち姿勢に移行し、目を閉じて動かなくなる。

　ＡＬＯでは、対人戦の《落ち逃げ》を防止するために、フィールドではログアウトしてもしばらくはその場にアバターが残留する仕様となっている。当然モンスターにもターゲットされるため、次にログインした時は残り火リメインライトになってしまっている可能性が高い。

　ゆえに、圏けん外がいログアウトでは、制限時間が経過してアバターが消しよう滅めつするまで仲間が守るのが一般的だ。幸い、この浜はま辺べはさして強いモンスターも湧わかないようなので、俺はクラインの体から皆みなに視線を移すと提案した。

「他にも、ログアウトしたい人がいたら落ちていいよ。俺が最後まで見てるから」

　すると、まずアスナが、申し訳なさそうに右手を挙げた。

「あの……わたしも、いいかな……」

　俺はまだお目通りしたことはないが、アスナのお母さんがなかなかに厳しい人だという話は聞いていたので、急いで頷うなずく。

「いいよ、今日はお疲つかれさま」

「うん、みんなも今日はありがとう、お疲つかれさまでした！」

　手早くログアウト操作したアスナが待機姿勢に移行すると、続いて明日の仕し込こみがあるというエギルと、見たいテレビ番組があるというリズ、今日のぶんの宿題をするというシリカが即そく時じログアウトを希望し、同時に妖よう精せい郷きようから去っていった。

　シリカが待機姿勢になると、そのアバターを守ろうとするかのように頭上のピナがあたりをきょろきょろ見回し始めるので、偉えらいもんだなあ……と思いつつ、俺は大きく伸びをした。

　すると、同時にまったく同じポーズを取ったリーファと眼めが合う。

　なんとなく、揃そろって笑えみを漏もらしてから、俺は西の水平線へと眼めを向けた。

　いつの間にか太陽は完全に姿を消し、水平線の近くに濃こい朱しゆ色いろだけが残っている。俺の頭に座すわっていたユイが、肩かたを踏ふみ台だいにして胸ポケットに飛とび込み、可愛かわいらしいあくびをする。

「……クジラさん、ほんとに大きかったですねえ、パパ」

　眠ねむそうな声でそう言う小妖精ピクシーの頭を、俺は指先でそっと撫なでた。

「ああ。いつかまた乗せてもらおうな」

「はい……」

　頷うなずき、瞼まぶたを閉じたユイは、すぐに小さな寝ね息いきを立て始めた。

　ＡＬＯのシステムとは独立したＡＩであるユイは、人間のようには眠ねむる必要はないのだが、大量の情報入力があり、かつ急いで処理すべき案件がない場合は、このように見かけは睡すい眠みん状態で記き憶おくの整理を行うことが多い。いまごろ、ユイなりの夢のなかで、今日の冒ぼう険けんをプレイバックしているのだろう。

　少しして、まずクラインが、続いてアスナが、更さらにエギル、リズ、シリカのアバター及およびピナが光の粒つぶを散らして消しよう滅めつした。

　俺はリーファに向けて、何気なく右手を伸ばしながら言った。

「さてスグ、俺たちはひとっ飛び、スイルベーンまで戻もどるか」

　すると我わが妹いもうとは軽く口を尖とがらせ、

「あのねえお兄ちゃん、水の中じゃないんだから、手ぇ繫つないでもらわなくても飛べるよ」

「あ……そ、そっか。すまん、つい……」

　引っ込めかけた手を、しかし金きん髪ぱつの魔ま法ほう剣けん士しはひょいっと摑つかまえる。

「でも、空はお兄ちゃんより得意だから、ここからはあたしが引っ張ってってあげる！」

「……よ、よろしく頼たのむ」

　同時に翅はねを広げて、紫むらさき色いろに染まりつつある砂すな浜はまから離り陸りくする。

　視線を北東に巡めぐらせると、すでに星が瞬またたき始はじめている空を背景に世せ界かい樹じゆの巨きよ大だいなシルエットが浮うかび、その手前には緑色の光の群れが宝石のように煌きらめいている。懐なつかしのシルフ領首都・スイルベーンだ。

　ユイがしっかりポケットに収まっていることを確かく認にんすると、俺はリーファと頷うなずき合あい、海からの潮風に乗って緩ゆるやかに飛び始めた。
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「…………はるほほへえ……」

　コシのあるうどんをぎゅむぎゅむ嚙かみながら、俺は不ふ明めい瞭りような声で呟つぶやいた。

　するとダイニングテーブルの向かいに座すわる直すぐ葉はが、上うわ目め遣づかいにこちらを見る。

「お行ぎよう儀ぎ悪いよ、お兄ちゃん」

　確かに、右手に箸はし、左手にタブレット端たん末まつという状態は、食事中に相応ふさわしいものではあるまい。しかし俺は、口の中のうどんをごくりと嚥えん下げしてから、

「ぶっかけうどんはながら食べしていいって決まってるんだよ」

「……じゃあ、カレーうどんは？」

「だめ」

「……きつねうどんは？」

「いい」

「……鍋なべ焼やきうどんは？」

「だめ」

「基準がさっぱり解わからないよ……」
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　ため息をつき、直すぐ葉はは冷やしぶっかけうどん（温泉卵・蒸むし鶏どり・茹ゆでエビ・オクラ・めかぶ・大葉・刻みのりトッピング）を一口つるると啜すする。

　ＡＬＯをログアウトしたのが、約十五分前。例によって母親はまだ帰宅していなかったので、二人で遅おそめの夕食を作ることにしたのだが、どうも最近《すぐ作れて後片付けが簡単》路線に偏かたよりすぎている気もする。

　明日はせめて三品作ろう──とひそかに決意していると、再びテーブル越ごしに声が届いた。

「で、何がなるほどなの？」

　その問いが、俺の「はるほほ」発言に対するものであることを、一秒かけて理解する。

「……さっきのが『なるほど』だってよく解わかったなあ……じゃなくて、アース神族の話」

「あ、さっそく調べてたんだ」

「つっても、ざっと概がい略りやくを読んだくらいだけどね」

　オンライン百科事典の該がい当とう項こう目もくが表示されたタブレットを直葉に差し出し、俺は温存しておいた温泉卵を崩くずしてうどんに絡からめるか、それとも単体でぱくりといくかを検討する。しかしその答えを出すより早く、直葉がフフンと不敵に鼻で笑った。

「……なんだよ？」

「ダメダメだよお兄ちゃん、こんなのでなるほどなんて言ってちゃ。ほんのさわりしか書いてないもん」

「そ、そうなの？」

「うん。ほんとに知りたいなら、主神オーディンのお父さんの巨きよ人じんボルと、そのまたお父さんの最初の神ブーリから始めないと……えー、まず、北ほく欧おう神話では、世界の始まりはギンヌンガ・ガップっていうおっきな裂さけ目めから……」

「す、ストップストップ。世界の始まりはまた今度、時間あるときにじっくり聞かせてもらうよ。ほれ、早く食わないとうどん伸びちゃうぞ」

　俺の割り込みインタラプトに、直すぐ葉はは不満そうな顔をしたものの、大人しくタブレットを置いて再び箸はしを手に取った。温泉卵を躊ちゆう躇ちよなく崩くずし、とろりと流れ出した黄身を麵めんに絡からめる。その黄こ金がね色いろの輝かがやきが余りにも美しいので、俺も同じようにすると、ずばばーと勢いよく啜すする。

　せっかくの講義を中断してしまったのは申し訳なく思うが、現状では、そこまで詳しよう細さいな知識は求めていない。なぜならいま俺が気にしているのは、ＡＬＯに存在する──かもしれないアース神族の国ではなく、《深しん海かいの略りやく奪だつ者しや》クエストに続きがあるのかどうかだからだ。

　クラーケンにまんまと騙だまされた俺たちが海底神しん殿でんから持ち出してしまった《御み子この卵》は、リヴァイアサンが『新たな御み室むろに移す』と言って持ち去った。しかし、これで一件落着めでたしめでたしとはならないような気もする。御み子ことやらがいったい何なのか──卵から生まれるのだから人間ではないのだろうが──さっぱり解わからないし、クラーケンもまだまだ諦あきらめていないようだし、だいいちあの大ダコにリベンジしてやらねばスッキリしない。

　少しばかり私情も混じってはいるが、やはりあれは単発クエストではなく、続き物キヤンペーンクエストの導入部だったのではないか。

　通常のキャンペーンでは、ひとつのクエストをクリアすれば続けて次のクエストが与あたえられ、マーカーで新たな目的地が明示される。しかしまれには、それまでに得た情報から、自分で次に行くべき場所、やるべきことを推測せねばならない場合もある。

　今回のキャンペーンがそのタイプだとすれば、クラーケンとリヴァイアサンのやり取りの中に、次のクエストを受けられる場所のヒントがあるはず……なのだが……。

「……ちゃん、お兄ちゃんてば」

　考かんがえ込んでいた俺は、直葉に何度か呼ばれてからようやく我に返り、顔を上げた。

「あ、な、なに？」

「忘れてないと思うけど、明日は朝から道場の大おお掃そう除じするんだからね。今夜は夜よ更ふかししないで、早く寝ないとだめだよ」

　もちろん忘れていたが、おくびにも出さずに頷うなずく。

「了りよう解かいりょーかい、一時……いや二時には寝るよ、ゼッタイ」

　疑わしそうな妹の視線をするりと躱かわし、俺は空になった皿とともに台所へと逃のがれた。




　自室のベッドに転がり、ヘッドボードの目覚まし時計を逆さまに見上げる。

　二十三時三十分。旧アインクラッドにいた頃ころは、これくらいの時間は《夜の部》真っ最中で、高効率な狩かり場ばにこもって剣を振り続けていたものだ。

　もちろん、アルヴヘイムでもレベリング（ＡＬＯにレベルはないが）は欠かせない。ことに俺は、ＳＡＯから引ひき継ついだステータスを一度リセットしているので、アスナたちに追いつくべくハードな狩かりに邁まい進しんした時期もあった。

　だが、やはり、かつてのような危機感──生き残るためにレベリングするというヒリつくようなモチベーションは、もう二度と得られないだろう。

　それは、言うまでもなく幸せなことだ。あの世界に戻もどりたい、などと思っているわけでは決してない。

　しかし、俺は、心のどこかで求め続けているのかもしれない。ゲームであってゲームではない何か……仮想世界の箱庭に、息いき詰づまるような《リアル》をもたらしてくれる何かを。

　クラーケンの一いち撃げきで瀕ひん死し状態に追い込まれ、あわや全ぜん滅めつというところでリヴァイアサンの三叉槍トライデントが降ってきたあの瞬しゆん間かん、俺は《何か》の気配を感じた。予定調和のイベントのようでありながら、本当は誰だれの筋書きにもない偶ぐう発はつ的てきな展開だったのではないだろうか…………

「……いや、まあ、だったら面おも白しろいかなってだけだけどね……」

　照てれ隠かくしの独り言を呟つぶやき、俺は明日の大おお掃そう除じに備えて早はや寝ねするべく、部屋の明かりを消した。

　十秒ほど経たってから、手て探さぐりでアミュスフィアを摑つかむと頭に装着し、小声でボイスコマンドを唱えた。

「リンク・スタート」
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　二時までに寝れば、俺基準では充じゆう分ぶんに早はや寝ねだし。

　と言い訳をしながら降り立ったアルヴヘイムは、現実世界と同じく夜の帳とばりに包まれていた。

　もっとも、ほとんどのネットゲーマーにとってはここからがゴールデンタイムなので、シルフ領首都スイルベーンの大通りはたくさんの妖よう精せいたちで賑にぎわっている。もちろんシルフが大部分だが、以前と比べれば他種族のプレイヤーも少なからず目に付く。

　ログアウトに使った宿屋の窓から通りを眺ながめると、やはり同盟を結んでいるケットシーが、異種族プレイヤーとしては最も多い。次いで、領土が近い音楽妖精族プーカや闇妖精族インプ。地理的にはサラマンダーとも隣りん接せつしているのだが、いまも公式には戦争中ゆえ、さすがに赤い髪かみは見当たらない。

　俺の種族である影妖精族スプリガンは、シルフと敵対こそしていないが、何せ領土が世せ界かい樹じゆを挟はさんだ地の果てだ。そもそもが不人気種族ということもあり、サラマンダーと同じく表通りには一人も見つけられない。

　あまり目立たずに目的地まで移動するにはどうすればいいかしばし考え、アイテム欄ストレージからフードつきマントを取り出して被かぶってみる。更さらに、幻げん影えい魔ま法ほうの《月影潜りムーンシエイド・ラーク》も唱えてから、忍しのび足あしで宿屋を出る。

　月影潜りの魔ま法ほうは、月が作る影かげの中にいる時だけは他人から見えづらくなる（つまりそもそも月光が届かないダンジョン内では効果ゼロ）、という微び妙みような性能の隠いん蔽ぺい呪じゆ文もんなのだが、俺の魔ま法ほうスキルではこのへんが限界だ。幸い、今夜は満月が皓こう々こうと輝かがやいているし、スイルベーンには狭せまい裏通りが山ほどあるので、なるべく影かげから出ないようにしながら小走りに進む。

　数分間の移動で街の中心部まで到とう達たつした俺は、いったん物もの陰かげで足を止め、前方を見やった。

　すぐ目の前には直径百メートル以上ありそうな円形道路ロータリーが延び、その中央にはスイルベーンで最も美しい建物──シルフ領主館がそびえる。三階建ての館は深い堀ほりに囲まれ、北と南にある二本の橋だけで道路と繫つながっている。円形道路全体が青白い月光に照らされ、身を潜ひそめられるような影かげは一いつ切さいない。

　それぞれの橋のたもとには、とっても強そうなＮＰＣガーディアンが二人、斧槍ハルバードを高々と押っ立てている。あそこを通れるのは、領主館の名めい簿ぼに登録されたプレイヤーだけだ。

　確かリーファも登録されているはずだが、たとえパーティーを組んでいても部外者は通してもらえない。翅はねがあるのだからガーディアンの視界外で堀ほりを飛とび越こえればよさそうなものだが、もちろんそんな安直な手は使えず、領主館の敷しき地ち内ないでは飛ひ翔しよう力りよくを含ふくむ、部外者のあらゆる魔ま力りよくが無効化される結界が張られているらしい。

　別に盗ぬすみに入るわけではないのだから、出入りするスタッフを捉つかまえて中に取り次いで貰もらうのが礼れい儀ぎではあるが、今夜の訪問がのちのち噂うわさになったりするようなことはなるべく避さけたい。

「…………！」

　そこまで考えた時、俺は狙ねらっていた瞬しゆん間かんの訪おとずれを察知し、低く身構えた。

　夜空の一角で青白く輝かがやく月を、右側から黒い影かげが覆おおっていく。アルヴヘイムで毎夜起きる人工的月げつ蝕しよく。高空を周回する浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドが、ほんの数十秒だけ月に重なるのだ。しかも、月光が完全に遮さえぎられるのは、わずか五秒足らず。

　青白い円えん盤ばんがゆっくりと欠けていき、ついに全ての光が消きえ失うせた──すなわちスイルベーン全体がアインクラッドの影かげに沈しずんだ瞬しゆん間かん、俺は裏道から飛び出した。

　商店の少ないこのエリアには人通りが少ないが、それでもプレイヤーがまったくいないわけではない。《月影潜りムーンシエイド・ラーク》を使っている俺の姿は見えないはずだが、耳ざといケットシーに足音を聞きつけられないことを祈いのりつつ、円形道路ロータリーを瞬しゆん時じに横切る。二本の橋の中間地点で、堀ほりと道路を隔へだてる鋳ちゆう鉄てつの柵さくに右足を掛かけ、全力でジャンプする。

　黒々とした水面の上に出た時点で、もう翅はねも魔ま法ほうも使えない。噂うわさでは、幅はば十メートル近い堀ほりの中には何やら恐おそろしい水すい棲せい型がたモンスターが潜ひそんでいて、落ちたプレイヤーを水底で人知れずリメインライトに変えてしまうらしい。残り火の出現場所は堀ほりの手前なので、もしそんなことになれば、侵しん入にゆうしようとしたのがバレバレだ。

　飛ひ翔しよう力りよくの助けなしに十メートルをジャンプするのは、身軽なスプリガンでも絶対に不可能。俺は空中で背中の剣を抜き、落下しながら限界まで前に伸ばす。切っ先が、ぎりぎり向こう岸のストーンブロックに引っかかる。

　これがフィールドに転がるただの岩なら、マスター鍛冶師スミスのリズベットが鍛きたえた剣は容易に切きり裂さくだろうが、街中の建造物は破は壊かい不能だ。それを逆手にとって、剣けん尖せんで思い切りブロックを押し下げるようにして、反動で体を浮うかせる。

　追加の小ジャンプで、どうにか左手が対岸に届いた。剣を鞘さやに収めながら素す早ばやく這はい上がる。切っ先で石を押した時、小さな金属音が鳴なり響ひびいたが、幸い橋のガーディアンに動きはない。

　再び体を低くして走り、庭木の陰かげに潜もぐり込んだ瞬しゆん間かん、短い月げつ蝕しよくが終わった。

「…………ふう」

　軽く息を吐はきながら、目の前の領主館を仰あおぎ見みる。目的地は確か、最上階の中央部。そこに訪問相手がいるかどうかは解わからないが、不在の場合はしばらく待つしかあるまい。

　ここからはもう、月影潜りの呪じゆ文もんの加護は得られない。建物の中にはガーディアンがいないことを祈いのりつつ、背中の剣をストレージに格納すると、俺は開け放してある正面エントランス目指してこそこそと移動を開始した。




　五分後。

　どうにかこうにか辿たどり着ついた、領主館三階の立派な両開き扉の前で、俺は再度左右を確かめた。

　広い廊ろう下かに人ひと影かげはない。どうやら執しつ政せい部ぶプレイヤーの大部分は二階の広間で談だん笑しよう中ちゆうらしく、ここまでは誰だれにも見み咎とがめられずに上がってこられたが、これで会うべき人物まで二階にいたら台無しだ。幸運が最後まで続くことを祈いのりつつ、被かぶっていたフードを払はらうと、扉をコンコンとノックする。

　少しして、

「どうぞ」

　と聞き覚えのある声で応答があった。ほっと息を吐はき、銀色のドアハンドルを引っ張ると、最小限の隙すき間まからするりと中に滑すべり込む。

　俺が後ろ手でドアを閉めるのと、正面の大きなデスクで領主専用ウインドウを操作していた女性プレイヤーが顔を上げるのはほぼ同時だった。

　優美な着物風装しよう束ぞくに身を包んだシルフの女性領主・サクヤは、俺を視し認にんすると、まず形のいい眉まゆをひそめ、首を傾かしげ、最後に右手の人差し指をぴっと立てた。

「念のため確かく認にんしてもいいかね」

「なんなりと、どうぞ」

「サラマンダーに雇やとわれて、私の首を取りに来た……わけではなかろうな、キリト？」

「え……それって、システム的に可能なんですか？　つまり、スプリガンの俺が、領主討うち取とりボーナスをサラマンダーに譲ゆずる……みたいなことが？」

「可能さ、正式に傭よう兵へいとして雇やとわれていればな。もっともその場合はサラマンダーと同様に街なかのガーディアンが反応するから、パス・メダリオンなしには百メートルと歩けないだろうがな」

「へえー……って、あ、いやいやもちろん答えはノーですよ」

　両手を挙げて敵意のないことを示しながら、ここまでやってきた目的を口にする。

「実は、サクヤさんに教えてほしいことがあって」

「…………たかだかそんな理由で領主館に侵しん入にゆうしたのか？」

「ええ、まあ……。だって、サクヤさんとはフレンド登録してないからメッセージ送れませんし……それに、他の人に聞かれたくなかったし……」

　なんだかラブコメものに出てくる女の子が言いそうな台詞せりふで事情を説明すると、領主様は軽く頭を左右に振ってから頷うなずいた。

「…………なるほど。だが、私もいちおう領主なのでね。立場的に、他種族のキミに話せることは限られてくるが。いかに命の恩人であってもな」

「あ、そこは大丈夫です。シルフの軍事機密を教えてもらいにきたわけじゃありませんから。それに、もちろん、対価としてこっちからも情報を提供する用意があります」

「ほう？　何を教えてくれるのかな？」

「シルフ領主館の潜せん入にゆう方法とその対策」

　するとサクヤはぱちくりと瞬まばたきし、次いでハッハッハッと高こう笑しようした。階下にその笑い声が届かなかったことを祈いのるしかない。




　領主が手ずから注いでくれた、高級そうなワインをちびちび飲みながら、俺は改めてアポなし訪問の理由を一から説明した。

　無言で聞いていたサクヤは、俺の話が終わると、ゆっくりと頷うなずいた。

「《深しん海かいの略りやく奪だつ者しや》クエストは、十日ほど前に私もやったよ」

「え、領主様自ら……ですか？」

「私だってたまにはダンジョンに潜もぐりたいさ。それに、アインクラッドのフロアボス攻略には何度か参加しているだろう」

「た、確かに」

「だが…………」

　行動派の領主様はワインをひと息に干し、小首を傾かしげる。

「私が執しつ政せい部ぶのメンバーたちとそのクエストをやった時には、クラーケンもリヴァイアサンも出てこなかったぞ」

「え？」

「神しん殿でんで見つけた真しん珠じゆだか卵だかをそのままＮＰＣのお爺じいさんに渡わたしたら、普ふ通つうに礼を言われてクエストクリアさ。で、お爺じいさんがでっかいダイオウイカを呼んで、そいつが触しよく手しゆで我々を摑つかまえて浜はま辺べまで運んでくれたわけだが……正直あまり楽しい体験ではなかったな」

「だ……ダイオウイカ、ですか。それはそれで見てみたかったような……じゃなくて、ええと、つまり真しん珠じゆを渡わたすか渡わたさないかで展開が分ぶん岐きするわけですか……」

「そのようだな。というか、普ふ通つうは渡わたすだろう」

　苦く笑しようするサクヤに、俺も苦笑いで応じる。

「いやあ、俺は渡わたそうとしたんですけどね……寸前でアスナに取り上げられて……」

「はは、彼女の第六感はあなどれないな」

　こくこく頷うなずく俺を見ながらひとしきり笑うと、サクヤは手て酌じやくでワインのおかわりを注ぎながら言った。

「クエストの分ぶん岐きルートについては了りよう解かいした。で……キミが私に訊ききたいことというのは、つまるところ何なんだ？」

「ええと……つまるところ、リヴァイアサンが言ってた、《新たな御み室むろ》にお心当たりはないかなーと……たとえば、例の海底神しん殿でんの他に、どこぞの海底に似たような建物があったりとか……」

「ふうむ……すぐには思い出せないが……」

　領主は、少し考えてから専用メニューを操作し、大きなデスクいっぱいに一枚の地図を表示させた。俺たち下々の者が呼び出せるものより数倍も詳しよう細さいな、アルヴヘイム全図。

「これも機密と言えば機密だが、まあよかろう。このマップには、発見済みのクエストや、いわくありげな建物やら石せき碑ひ、抜け道などの特異ユニークポイントが全て記録されている。これを《御み室むろ》で検けん索さくすると……」

　マップ上で白い指が閃ひらめくと、たちまち検けん索さく窓まどに結果が表示される。ヒット数、ゼロ。

「では《御み子こ》……ないな。《クラーケン》……《リヴァイアサン》……どちらもなし」

「《卵》だとどうです？」

「それはちょっと漠ばく然ぜんとしすぎているんじゃないかな……ほら、百以上もヒットしてしまった。何かの卵を捜さがせとか守れとか壊こわせとか料理しろとか、その手のクエストは山ほどあるからな」

「そ、そうか……。うーん……」

　俺は妖よう精せい郷きようの平面図を見み詰つめながら、海の王と深しん淵えんの王の会話を脳のう裏りに再生する。

　久しいな、古き友よ……いつまでアース神族の手先に……いつか御み子この力を……いずれ全ての海と空を支配する…………

　──全ての、海と空。

「あ、あの、サクヤさん」

「なんだ？」

「その地図、ユニークポイントの三次元座標って記録されてますか？」

「もちろん」

「じゃあまず、いちばん低いところにあるポイントを教えてもらえますか。あ、ヨツンヘイムは抜きで」

　頷うなずいたサクヤは、手早く情報をソートした。

「最も低い座標は、マイナス九十八メートル。クエスト名は……《深しん海かいの略りやく奪だつ者しや》」

　きらり、と領主の瞳ひとみが光る。俺も頷うなずき返かえし、次のリクエストを口にする。

「じゃあ、次に、いちばん高いところにあるポイントを。アインクラッドは抜きで」

「……それは、検けん索さくするまでもないな」

「え……？」

「答えが解わかりきっているからさ。アルヴヘイムで最も高いところにある謎なぞ……」

　美び貌ぼうの領主は、左手の親指で背後の大窓を示しながら、にやりと笑った。

「それは、世せ界かい樹じゆのてっぺんだ」







　　　４




　三ヶ月前──二〇二五年四月。

　ＶＲＭＭＯＲＰＧ《アルヴヘイム・オンライン》は、新たな運営企業ユーミルの手によって、大規模なアップデートを施ほどこされた。

　浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドの実装。旧ＳＡＯアカウントの統合。そして、飛行時間制限の撤てつ廃ぱい。

　かつては世せ界かい樹じゆのいちばん下の枝にすら自力では到とう達たつできなかった妖よう精せいたちは、いまや遥はるか高みを飛ひ翔しようするアインクラッドまでも飛んでいくことができる。だが、無限の飛行力を得たプレイヤーたちが真っ先に目指したのは、新たな浮ふ遊ゆう城じようではなく、アルヴヘイムで最も高い場所──世界樹の最上部だった。

　しかし結果として、到とう達たつどころか、そこを見ることすら叶かなわなかった。

　なぜなら、世界樹の頂いただきは巨きよ大だいな積乱雲に覆おおわれていて、猛もう烈れつな暴風と雷かみなりがあらゆる侵しん入にゆう者しやを頑がんとしてはねのけたからだ。幹伝いに登っていっても結果は同じで、雲の中に突とつ入にゆうした数秒後には、雷かみなりで感電死するか、突とつ風ぷうに煽あおられて虚こ空くうに放り出されるかの二つに一つ。

　某ぼう名作アニメ映画からの着想だろうが、プレイヤーの間では《雷らい竜りゆうの巣す》と呼ばれる巨大積乱雲スーパーセルに挑いどむ命知らずの冒険者も、いまはもう絶えて久しい……。




「……ねえ、キリトくん」

　隣となりに立つアスナが、まっすぐ上空を仰あおぎ見みながら言った。

「あの雲に突っ込んで、何回死んだんだっけ？」

「えっと……十回は死んでないよ、たぶん……」

「で、そのたびに魔ま法ほうでリメインライトを回収したのは誰だれだっけ？」

「アスナさんです……」

「じゃあ、デスペナ戻もどしの狩かりに付き合ってあげたのは？」

「アスナさんです……」

「よかった、憶おぼえててくれたのね」

　にっこり微笑ほほえむ水妖精族ウンデイーネの回復術師ヒーラーに、俺もぎこちない笑えみを返す。

「そ、そりゃもちろん。俺がアスナに感謝した回数は、クラーケンの八本の脚あしにある全ての吸きゆう盤ばんを足した数よりも多いよ」

「……あんまり嬉うれしくない比ひ喩ゆね……」

　と微び妙みような表情で呟つぶやき、アスナは再び空を振ふり仰あおぐ。

　七月二十六日土曜日、午後二時。

　世界樹の中央部に新設された空中都市、イグドラシル・シティの南の端はしにある展望台には、俺たち以外のプレイヤーの姿はない。以前はここから数多あまたの挑戦者たちが出しゆつ撃げきしていったものだが、いまでは世せ界かい樹じゆの頂いただきを取り囲む巨大積乱雲スーパーセルは、かつて同じ樹きの根元に存在した守護騎き士しのドームと同じく突とつ破ぱ不能ゾーンと見なされている。

　問題のドームは、ＡＬＯの管理者だった須す郷ごう伸のぶ之ゆきが、サーバーリソースの私的流用と違い法ほう実験を隠いん蔽ぺいするべく難易度を理り不ふ尽じんに引き上げていたものだ。だが、まさか新運営企業のユーミルが、世界樹の天てつ辺ぺんに誰だれかを幽ゆう閉へいしているわけでもあるまい。

　積乱雲を突とつ破ぱできないのは、設定された条件を満たしていないから……逆に言えば、そのフラグさえ立てれば、暴風と激げき雷らい渦うず巻まく嵐あらしに道が開けるのではないか……。

「おっ待たせーっ！」

　突とつ然ぜん下の方で威い勢せいのいい声が響ひびき、直後、展望台の手すりを掠かすめるようにして緑色の影かげが視界を横切った。

　頭上でくるんと宙返りして、俺とアスナの前に降り立ったのは、スピードホリックのシルフ剣けん士しさんだ。どうやら、昨日ログアウトしたスイルベーンから、このイグドラシル・シティまで全開でかっ飛んできたらしい。

　ちらりと時刻表示に目をやったリーファは、「四十分切れなかったかー」と悔くやしそうに言う。距きよ離りはだいたい七十キロメートルほどもあるはずなので、時速百キロをキープしなければその時間では移動できない。

「わあ、さすがだねえリーファちゃん。わたしとキリトくんは一時間近くかかったのに」

　とアスナが驚おどろき顔がおで言うと、純じゆん朴ぼくな我わが妹いもうとはえっへんと胸を張る。

「コツがあるんですよ。高度と時間で風向きが変わるから、なるべく追い風に乗れるように、微び妙みようにコースを修正するんです」

「じゃあ、風の吹ふき方かたをぜんぶ憶おぼえてるんだ。すごいねえ……キリトくんなんか、飛びながら居い眠ねむりして、サイラスメデューサの群れに突っ込んだんだよ」

　すると、リーファは一転じっとりした目つきでこちらを見ながら言った。

「このヒト、昨日の夜中に一人でまたログインして、スイルベーンで何かやってたみたいなんです。急にもういちど《雷らい竜りゆうの巣す》に挑ちよう戦せんする気になったのも、新しい情報を仕入れたかららしいんですが、詳くわしいこと教えてくれないんですよねー」

　するとアスナの表情まで懐かい疑ぎ的てきになるので、俺としてはわざとらしい咳せき払ばらいでごまかすしかない。

　直すぐ葉はに夜中のダイブがバレたのは、今日の午前中に二人でやった剣けん道どう場じようの大おお掃そう除じの時、俺が大あくびを連発させてしまったからだ。もちろん昨夜の所業──領主館への侵しん入にゆうに関しては何も言っていないが、これもいずれ露ろ見けんしてしまいそうな気がする。

　だが、大いなる危険を冒おかした甲斐かいはあった。サクヤに面会し、門外不出の世界地図を見せてもらわなければ、《新たな御み室むろ》が世界樹の天てつ辺ぺんに存在する可能性には絶対に気付けなかっただろう。

　そして、気付いてしまえばじっとしていられるはずもない。大おお掃そう除じが終わってから、いつものメンバーに声を掛かけ──と言っても真っ昼間なので、エギルとクラインは残念ながら参加不可能だが──この展望台で待ち合わせたのだ。

　早くリズとシリカが来てくれないかなー、と考えながら流れゆく雲を意味もなく眺ながめていると、俺の胸ポケットから救いの神がぴょこんと飛び出した。

　小さな両りよう腕うでを伸ばし、かわいらしいあくびをしてから、鈴すずのような音を響ひびかせて舞まい上がる。アスナの左ひだり肩かたに降り立つと、笑え顔がおで挨あい拶さつ。

「パパ、ママ、リーファさん、おはようございます！　ちょっと寝ね坊ぼうしちゃいました」

　えへへ、とはにかむ様子は我わが娘むすめながら実に愛くるしい。追つい及きゆうモードだった女性二人もたちまち顔を綻ほころばせる。

　そのまま、昨日のクジラの思い出話などしていると、やがてリズベットとシリカも南西方向から飛来した。メンバーが揃そろったところで、作戦会議に移行する。

「……つっても、大した作戦はないんだけどな……。俺が《雷らい竜りゆうの巣す》に突とつ入にゆうするから、死んだら魔ま法ほうで回収プリーズ、くらいのモンで……」

　プレイヤー死亡後の残り火リメインライトは、基本的にはパーティーメンバーが手で摑つかまないと移動させられないが、一部の高位魔ま法ほうや稀き少しようアイテムを使えば遠えん距きよ離りから回収することも可能だ。《雷竜の巣》の中に取り残されたリメインライトを直接回収しようとすれば、かなりの確率で犠牲者が増えてしまうので、雲の外から魔ま法ほうで引っ張ってもらう必要があるのだ。

　もちろん一定時間が経過すれば位置セーブした場所で自動蘇そ生せいできるのだが、誰だれかに蘇そ生せいしてもらった場合と比べて、死亡罰デスペナルテイが大おお幅はばに増えてしまう。一度や二度死ぬ覚かく悟ごはあるが、失うものは少ないに越こしたことはない。

　──という俺の攻略プランを聞いた女性陣じんは、しばし顔を見合わせてから、まずリズベットから口を開いた。

「えーと、そもそものトコを確かく認にんしておきたいんだけど……あんたが世せ界かい樹じゆのてっぺんに行きたいのは、そこに例の巨きよ大だい真しん珠じゆ、じゃなくて《御み子この卵》があるかもって思ったからなのよね？」

「うん」

　頷うなずくと、今度はシリカが三角耳をぴこぴこさせながら訊きいてくる。

「でもキリトさん、もし卵が見つかったとして、それをどうする気なんですか？　まさかまた盗ぬすみ出すわけじゃないですよね？」

「う、うん」

　再び頷うなずき、説明を追加する。

「卵って言うか……正確には、昨日やった《深しん海かいの略りやく奪だつ者しや》クエストの続きが受けられるんじゃないかって思ったんだ。やっぱり俺、あれがただの単発クエだったとは思えないんだよな……」

　すると今度は、アスナが思案顔で水色の髪かみを揺ゆらした。

「それはそうかもだけど……でもふつう、続き物クエストって、地理的にも連続してるものなんじゃないの？　昨日の海底神しん殿でんから、世せ界かい樹じゆのてっぺんまでは、直線距きよ離りで百キロ以上あるわよ。『全ての海と空』っていう言葉がヒントなんだとしても、あまりにも飛ひ躍やくしてないかしら」

　さすが、旧アインクラッドでは《攻略の鬼おに》と呼ばれていただけのことはある、実に合理的な指し摘てきである。

　アルヴヘイムに存在する全てのユニークポイントのうち、最も深いところにあるのが昨日の海底神しん殿でんで、最も高いところにあるのが《雷らい竜りゆうの巣す》なのだ──という根こん拠きよを口にしたいが、そのデータはシルフ執しつ政せい部ぶの機密情報で、本来俺には知り得るはずもないものだ。

　ゆうべ、領主館に忍しのび込んだことを告白するべきかどうか迷っていると──。

「…………あのね……」

　おずおずと言葉を発したのは、展望台の手すりに腰こし掛かけていたリーファだった。

　四人の顔を見回し、もういちど間投詞から話し始める。

「あのね、あたし昨日、夢を見たの。空のずーっと高いところから、虹にじの橋が降りてくる夢。その橋をずんずん昇のぼっていくと、先のほうにすっごく大きくて、とってもきれいな門が見えて……でも、そこに辿たどり着つく前に、目が醒さめちゃった」

　少し照れくさそうに微笑ほほえみ、視線を青空へと向ける。

「そんな夢を見たのはきっと、ゆうべシルフ領の海岸で、みんなとアース神族の話をしたからだと思うの。……神話だと、アース神族は《アースガルド》っていう国に住んでるんだけど……」

「それは、アルヴヘイムとかヨツンヘイムとかと同じ意味での《国》？」

　俺が口を挟はさむと、リーファはこちらを見てこっくり頷うなずく。

「うん。北ほく欧おう神話だと、世界は九つの国に分かれてて、他にもヴァン神族が住んでる《ヴァナヘイム》とか、氷の国の《ニブルヘイム》とかがあるんだけどね。……それで、空のずーっと上にあるアースガルドからは、地上に向かって虹にじの橋が架かかってるの。橋の名前は《ビフレスト》……」

　シルフの魔ま法ほう剣けん士しは、金色のポニーテールを揺ゆらして再び頭上を仰あおぎ見みた。

「……あたし、最初に《雷竜の巣》を見たときから、なんとなく想像してたの。もしかしたら、あの雲の中には虹にじの橋があって、アースガルドまで繫つながってるんじゃないかな、って……」

「わあ……ロマンチックですね！」

　頭にピナを乗せたシリカが、瞳ひとみをきらきらさせながら叫さけぶ。

「もしそうだとしたら、あたしも絶対見てみたい……じゃなくて、渡わたってみたいです！」

　リズとアスナ、そしてユイも、笑え顔がおで頷うなずく。

　いっぽう俺は、ふむむと考かんがえ込む。

　クラーケンとリヴァイアサンの会話からすると、アース神族のＮＰＣもこのＡＬＯ世界のどこかに存在する可能性は高い。ならば、彼らの国アースガルドも実在する……のかもしれないが、ＭＭＯゲーム的に考えると、新しい大規模マップが実装されたのに何のアナウンスもされないとはなかなか考えにくい。

　実際、地下世界ヨツンヘイムがオープンした時は、公式サイトやニュースサイトで大々的に告知されたうえに記念イベントまで行われたらしい。そもそも、少なからぬ予算と時間をかけて新マップを作っておきながら、移動するためのゲートを突とつ破ぱ不可能の嵐あらしで覆おおって誰だれも渡わたれないようにしてしまうことに何の意味があるのか。

　──いや。

　いまここで否定的な推測を連ねても仕方ない。積乱雲の向こうにあるのは虹にじの橋なのか御み子この卵なのか、あるいはその両方か……全ては、雲を突とつ破ぱすれば解わかることだ。

「じゃあ、俺がしっかり見届けて」

「というわけで、あたしも行く！」

　リーファがしゅばっと右手を挙げ、俺の言葉を遮さえぎる。すると、アスナたちに加え、ユイまでもが同じく手を高々と突き出す。

「こうなったら、みんなで行っちゃおうか！」

「行っちゃいましょー！」

　と盛り上がる女性陣じんに、俺は慌あわてて声を掛かけた。

「ま、待った待った。もし全ぜん滅めつしたら、誰だれがリメインライトを回収するんだよ」

「わたしだって、たまにはバックアップじゃなくてフォワードをやりたいもん」

　と、アスナに少し拗すねたような口調で言われてしまうと、毎度彼女の後方支し援えんのお世話になっている身としては返す言葉もない。

　アスナはすぐ笑え顔がおに戻もどると、朗ほがらかに言った。

「もし全ぜん滅めつしちゃったら、街に戻もどってから、みんなで狩かりに行けばいいよ。このメンバーなら、デスペナもすぐ取とり戻もどせると思うよ」

　──確かに、声を掛かけておきながら、自分だけ危ないところに行くから待機していてくれというのも独善的な話だ。クエストの謎なぞを解くことよりも大切なのは──みんなで冒険を楽しむこと。

「……そうだな。じゃあ、全員で行くか！」

　俺が頷うなずくと、四人とユイとピナが同時に威い勢せい良よく叫さけんだ。

「おー！」




　装備を確かく認にんしてから、展望台を飛び立つ。

　迷めい路ろのように絡からみ合あう、巨きよ大だいな枝葉のあいだを抜けて空へ。俺を先頭にＶ字の編隊を組み、一直線に上じよう昇しようしていく。

　今日のアルン高原は快晴で、周囲の空にはちぎれ雲ひとつ浮ういていない。しかし、世せ界かい樹じゆの傾けい斜しやに沿って数分間飛び続けると、行く手に白っぽい靄もやがたなびき始める。耳を澄すませると、どろどろと低い遠えん雷らいの響ひびきが聞こえる。

「もうすぐ着くぞ！」

　仲間たちに向けて叫さけび、俺はスピードを落とした。警告ゾーンの役割を果たしている薄うす靄もやの層を抜けると、視界いっぱいに、巨きよ大だいな純白の塊かたまり──《雷らい竜りゆうの巣す》が広がる。鋭するどく伸びる世界樹の先せん端たんは、直径も高さも五百メートルはあるであろう積乱雲に包まれてまったく見えない。

　翅はねを広げてブレーキを掛かけ、空中でホバリングする。

　現実世界の巨大積乱雲スーパーセルは直径が十キロメートル、高さはその二、三倍にもなるらしいが、こうして至近距きよ離りから見上げると、仮想世界の入道雲も迫はく力りよくではまったく引けを取らない。以前に何度となく突っ込んだのに、改めて武む者しや震ぶるいを感じていると──。

　すぐ左側で停止したシリカが、はしゃいだ口調で言った。

「わあ、すごーい！　なんだかホイップクリームみたいでおいしそうですねえ！」

　その感想に、リズベットも追つい随ずいする。

「ほーんと、パンケーキにのっけて、シロップどばーってかけて食べてみたいわねー」

　続いて、右側で停とまったアスナが笑いながら、

「あははは、じゃあ、これ終わったら食べに行こっか。イグシティに、すっごくおいしいパンケーキのお店ができたらしいよ」

「ほんとですか!?　あたし、パンケーキ大好き!!　十枚食べよっと！」

　という台詞せりふで、リーファが締しめる。

　彼女たちの気負いのなさを頼たのもしく思うべきか、不安に思うべきか。というかデスペナ戻もどしの狩かりに行く話はどうなったのか。

　いやいや、それは全ぜん滅めつしたら、の話だ。見事に雲を突とつ破ぱして、クエストの続きと虹にじの橋を見つけて、パンケーキで祝しゆく杯はいをあげるのだ。

　気合を入れ直した俺は、

「じゃあ俺は百枚食べる！」

　と宣言してから、改めて作戦のようなものを頼たのもしい仲間たちに伝えた。

「十回死んだ経験から言うと、雷かみなりを避よけるのはムリだ。無む闇やみにコースを変えてタイムロスするよりは、最速で突っ切ることを考えたほうがいい。雲の中は見通しがきかないから、まっすぐ飛ぶために《星》を組もう」

「了りよう解かい！」

　アスナたちが頷うなずくと、ユイは俺の胸ポケットに飛とび込み、ピナはシリカの背中にブースターのように密着する。

　五人で小さな輪になり、両りよう隣どなりにいるリーファとリズベットではなく、正面のアスナ、シリカと手を繫つなぐ。皆みなも同じようにすると、十本の腕うでが交差しながら星を描えがく。《星形結合スター・バインド》という集団飛行テクニックで、人数は五人に限定されるが、水平結合や円形結合よりもずっと強固に一体化できるうえにスピードも直進安定性も向上する。

　問題は、このまま水平に飛ぶと少なくとも二人は背面飛行になってしまうことで、これは慣れが必要なので俺とリーファが受け持つ。フォーメーションを組んだままゆっくりと移動し、積乱雲の高さに到とう達たつすると、念のため──あるいは気休めで、アスナに雷かみなり耐たい性せい増ぞう加か呪じゆ文もんを唱えてもらう。

「よし……カウントダウンするぞ。ファイブ、フォー、スリー、ツー、ワン……」

　最後のひと言は全員一いつ緒しよに、

「「「「「ゴー!!」」」」」」

　五対ついの翅はねが五色の輝かがやきを迸ほとばしらせ、俺たちは大たい砲ほうから撃うち出されたように加速する。

　三百メートルの助走でマックススピードに到とう達たつし、そのまま巨きよ大だい積乱雲に突とつ入にゆう。最初は純白に染まった視界が、たちまち暗くなっていく。空気もじっとりと密度を増し、飛行速度を鈍にぶらせる。

「……来るぞ！」

　俺が叫さけび、歯を食くい縛しばったのとほぼ同時に。

　ガガアァァァン！　と凄すさまじい大だい音おん響きようが轟とどろき、ほんの三メートル離はなれた空間を極ごく太ぶとの紫し雷らいが貫つらぬいた。《雷らい竜りゆうの巣す》への突とつ入にゆうは初体験のリズとシリカがかすかな声を漏もらすが、加速は乱れない。しっかりと手を握にぎり合あい、闇やみ夜よのように暗い空間を一直線に突き進む。

　次に襲おそってきたのは、横よこ殴なぐりの突とつ風ぷうだった。一人なら激しく煽あおられて進行方向を見失っていたかもしれないが、五人分の重量と推力で乗り切っていく。

　再び、至近距きよ離りに眩まばゆい雷らい閃せん。もう一度。更さらにもう一度。

　雷かみなりの軌き道どうはランダムのようだが、恐おそらく違ちがう。何せ、延べ人数なら何千人にも達するであろう挑ちよう戦せん者しやたちが、一人の例外もなく退けられたのだ。この積乱雲に侵しん入にゆうした者は、早ければ一秒、長くても十秒のうちに必ず雷かみなりの直ちよく撃げきを受けて即そく死しする。回かい避ひも防ぼう御ぎよも不可能。

　だが──もし、俺の推測が正しければ。

　リヴァイアサンの言う《新たな御み室むろ》がこの雲の向こうに存在するのなら。

　俺たちは、この嵐あらしを突とつ破ぱできる。根こん拠きよはないが、俺はそう信じる。システムに規定されたデスゾーンさえ超ちよう越えつする《何か》……作られた仮想世界に真の物語を生み出す《何か》に触ふれることが、きっとできる……。

　ガガガアァァァン!!

　もう何発目なのかも解わからない紫し雷らいが前方から襲おそいかかり、竜りゆうのように身をうねらせて俺たちを掠かすめ、後方に抜けていく。視界が白く焼き付き、あらゆる音が遠ざかる中、恐きよう怖ふさえも振り切るスピードで飛び続ける。

　まだ十秒経たたないのか。それとももう経たっているのか。この雷らい雲うんはどこまで続いているのか……。

　その時、俺の右みぎ隣どなりにいるリーファが、雷らい鳴めいを上回るほどの大声で叫さけんだ。

「真下からすごい風が来る！　逆らわないで、風に乗るよ！」

　下──ということは、背面飛行している俺にとっては背中側だ。と認にん識しきすると同時に、凄すさまじい突とつ風ぷうが襲おそいかかってきた。星形結合スター・バインドを作る手を懸けん命めいに握にぎり合あい、激しい揺ゆれに耐たえる。

「…………ここ！」

　リーファの声と同時に、俺は翅はねを思い切り震ふるわせた。

　水平飛行から急激なターンで上じよう昇しようへ。振しん動どうは弱まったが、代わりに飛行スピードがかつて経験したことのない領域にまで加速する。行く手から、幾いくつもの雷らい竜りゆうが降ってくる。怯おびえて減速したら、きっと撃うたれる。

「いっ……けええええ────ッ!!」

　声を振ふり絞しぼって、俺は吼ほえた。

　星形結合スター・バインドは、直接手を握にぎる二人はもちろん、他の二人とも腕うでがしっかりと交差する。触ふれ合あう肌はだから、仲間たちの勇気が伝わってくる。

　五色の尾おを引く彗すい星せいと化して、俺たちは突き進む。四本の雷かみなりが前後左右を貫つらぬき、再び視界が青白く染まる。今度の視覚エフェクトは、なかなか消えない。それどころか周囲はどんどん白く、どんどん明るくなり──。

　直後、音さえも消しよう滅めつした。

　暴風の雄お叫たけび、雷らい竜りゆうの閃せん光こう、すべてが遠ざかる。噓うそのような静せい寂じやくのなか、俺は細めていた両りよう眼めをいっぱいに開く。

　まず見えたのは、垂直に切り立つ白い壁かべ。不定形のスクリーンに、上じよう昇しようを続ける俺たちの影かげが映っている。

　正面で手を握にぎり合あうアスナとシリカに視線を移すと、二人とも両目を丸くしている。何を見ているのか気になるが、星形結合のままでは背後に眼めを向けられない。

「……もう、編隊解いても大丈夫だと思うよ」

　囁ささやき声ごえでアスナが言うので、俺は減速しつつそっと両手を離はなした。星が分ぶん離りするや、リーファ、リズと同時にぐるりと振り向く。

　広大な、純白の球状空間がそこにあった。

　差さし渡わたしは三百メートルと言ったところか。中心部を、緑色の柱が垂直に貫つらぬいている。柱の根元は白い壁かべに没ぼつしているが、鋭するどい尖せん端たんは天てん井じよう近くに視し認にんできる。

　間ま違ちがいない。あの柱は──

「世せ界かい樹じゆの……てっぺん……」

　リーファが、掠かすれ声で呟つぶやいた。

　つまり、突とつ破ぱしたのだ。あらゆるプレイヤーを退けてきた《雷らい竜りゆうの巣す》を。ここは、世界樹の先せん端たんを包つつみ込む巨大積乱雲スーパーセルの内部だ。

「うそみたい……」

　眼めを見開いたままのアスナも、口くち許もとを押さえながらそんな言葉を漏もらした。俺たちは顔を見合わせ、少しずつ笑え顔がおを浮うかべ、同時に「やったあー！」と叫さけぶべく大きく空気を吸い込んだ。

　しかし。

　寸前で、俺の胸ポケットから飛び出した小妖精ピクシーが、張はり詰つめた声で叫さけんだ。

「パパ、何かが来ます！」

「…………！」

　全員、素す早ばやく身構える。俺も背中の剣を抜き、四方に目を走らせる。

　雲のドームは、ほぼ完全な静せい寂じやくに包まれている。背後の雲の中で轟とどろいているはずの雷らい鳴めいも、一いつ切さい届いてこない。聞こえるのは、ドーム内の微そよ風かぜに世界樹の葉が揺ゆれる、穏おだやかなさざめきだけ……。

　──いや。

　かつん、かつん、という音がどこからともなく近付いてくる。金属音ではなく、分厚いガラスの板を木の棒で打つような、硬かたさと柔やわらかさを併あわせ持もつ響ひびき。

「あっ……あそこ！」

　リズベットが、斜ななめ上空を指さした。

　太陽は見えないが、雲のドームの最上部は白い輝かがやきに満たされていて、俺は眼めを細める。光の中を、小さなシルエットが近付いてくる。モンスターではない。ゆったりした長衣トーガをまとった、俺たちと同じ妖よう精せい……いや、人間……？

　背中に翅はねはないのに、まるで空中に透とう明めいな階段でもあるかの如ごとく、かつかつと足音を鳴らしながら降りてきたのはすらりとした長身の青年だった。青みがかった銀色の長ちよう髪はつは後ろ向きに逆立ち、額には細身のサークレット。見たところ剣も杖つえも持っていないのに、息いき詰づまるほどのプレッシャーに襲おそわれ、俺たちはじりじりと後あと退ずさる。

　対する青年は、まったくペースを変えずに同じ高さまで降りてくると、ほんの五メートルほど離はなれた空中に立ち止まった。怜れい悧りな美び貌ぼうの中で、金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみが鋭するどい光を放っている。

　青年が声を発するのと同時に、その頭上にカーソルが出現した。

「剣を収めなさい、妖よう精せいたち」

　研とぎ澄すまされた鋼はがねを思わせる美声。表示された名前は──【Ｈｒａｅｓｖｅｌｇ　ｔｈｅ　Ｓｋｙ　Ｌｏａｄ】。

「……空の王……フレースヴェルグ……」

　俺の右側で、リーファが囁ささやいた。

　どこかで聞いたような気もする名前だったが、記き憶おくを掘ほり返かえすよりも先に、俺は呆ぼう然ぜんとした様子の妹の左ひだり脇わき腹ばらを肘ひじでどついた。

「うぐっ……な、何すんのよ！」

「剣しまえ、剣！」

　小声で指示しながら、自分も右手の剣を神速で背中の鞘さやに戻もどす。リーファやアスナたちも、同様に臨戦状態を解除する。

　正体はさておき、このフレースヴェルグさんは、間ま違ちがいなくリヴァイアサンの御ご一いつ統とう様だ。つまり戦せん闘とうになれば、指の一振りでこちらを吹ふき飛とばせるステータスを隠かくし持もっているはずなのだ。

　剣を仕し舞まった俺は、再び青年の頭の上を凝ぎよう視しした。だが、名前の記されたカーソルが浮うかぶばかりで、黄金の【！】マーク──クエスト開始ＮＰＣの印はない。

　キャンペーン・クエストの第二章を受けられる場所は、ここではなかったのだろうか。しかし、ならばなぜフレースヴェルグは姿を現したのか。

　そんな疑問に苛さいなまれる俺を、百九十センチはあるであろう長身から見下ろし、空の王を名乗る青年はフムと小さく頷うなずいた。

「なるほど。小さき妖よう精せいが如何いかにして我わが嵐あらしの結界を破ったのかと思ったが、海の王の加護を受けているのだな」

「え……海の王って、リヴァイアサン……ですか？」

　危あやうく語ご尾びにくっつけた丁てい寧ねい語ごの効果か、俺のぶしつけな質問にも空の王は表情を変えずに頷うなずいた。

　だが、あの巨きよ大だいなおっさんは、クジラで大陸まで送ってくれはしたが、魔ま法ほうの類たぐいをかけられた記き憶おくはない。いつのまに加護なぞ受けていたのか……あるいは、それこそが、クエストが継けい続ぞくしている証あかしなのか。

「だが、妖よう精せいたちよ」

　不意に、フレースヴェルグの声がわずかな厳しさを帯びた。

「いかに海の王の知ち遇ぐうを得ようとも、《空の御み室むろ》に近付くことは許されない。あるいは、お前たちは深しん淵えんの王に与くみする盗とう賊ぞくなのか」

「違ちがいます！」「とんでもない！」「まっさかぁ！」「冗じよう談だんじゃないわよ！」「違ちがいますよっ！」「きゅるー！」

　と同時に発せられた六種類の否ひ認にんを、幸い空の王はきっちり聞き分けたらしく、再びフムと頷うなずいた。

「そうか。ならば、速すみやかに立ち去るがよい」

「………………」

　今度は、全員同時に黙だまり込む。

　さっき、フレースヴェルグは確かに《空の御み室むろ》という名を口にした。それこそが、リヴァイアサンの言っていた《新たな御み室むろ》に間ま違ちがいあるまい。

　つまり、クラーケンが狙ねらっている《御み子この卵》は、いまこのドームのどこかに安置されているということになる。そのつもりで改めて世せ界かい樹じゆの幹を眺ながめると、下部に門らしき構造物が見える。恐おそらく、太い幹の内部が、海底神しん殿でんと同様のダンジョンになっているのだ。

　未発見ダンジョン！　入りたい！　正確には入って手つかずの宝箱を開けまくりたい！

　という俺の葛かつ藤とうは、妹には共有されていなかったらしい。

　突とつ然ぜん、ふわりと前に出たリーファは、空の王に向けて叫さけんだ。

「あの！　あの……帰る前に、ひとつだけ教えてください！」

「何かな、妖よう精せいの娘むすめよ」

「橋は……アースガルドに繫つながる虹にじの橋ビフレストは、ここにはないんですか!?」

　途と端たん、空の王の、どこか猛もう禽きん類るいを思わせる金きん褐かつ色しよくの瞳ひとみが鋭するどく光る。

「なぜそれを知りたいのだ。橋を渡わたり、アース神族どもに謁えつ見けんしようとでもいうのか」

　息を吞のみながらも、俺は改めて意識する。

　空の王フレースヴェルグの会話能力は、単純なチャットボットのそれを遥はるかに超こえている。やはり彼は、そして恐おそらくクラーケンやリヴァイアサンも、擬ぎ似じ的てきな自意識を持つＡＩなのだ。かつて浮ふ遊ゆう城じようで出会ったダークエルフのキズメルや、俺の胸ポケットに目め許もとまで潜もぐり込んでいるユイに近しい存在。

　運営企業ユーミルが彼らを生み出し、ＡＬＯに導入したのか？　それとも……この世界を制せい御ぎよする、真の神の仕業なのだろうか……？

　俺とは異なる理由でしばし沈ちん黙もくしていたリーファは、ゆっくりとかぶりを振った。

「いいえ、神様に会いたいわけじゃありません。ただ……知りたいんです。ここが世界の果てなのか……それとも、まだこの先があるのか」

　抽ちゆう象しよう的てきなその答えを、どのように解かい釈しやくしたのか──。

　空の王は、不意にかすかな笑えみを浮うかべると、言った。

「小さき妖よう精せいの身には過ぎたる望みだな、娘むすめよ。空の王を名乗るこの私でさえ、九界の果てを見たことはないのだから」

「……はい……」

「だが、一つだけ教えよう。虹にじの橋ビフレストは確かにアースガルドから生じているが、届く先はそなたらの国ではない」

「え……!?」

　これには、リーファのみならず、他の四人も目を丸くする。他の国、と言われても、現在実装されているのは地下世界ヨツンヘイムだけだ。まさか、アルヴヘイムをすっ飛ばして空から地面の底まで繫つながっているわけでもあるまい。

　しかし、空の王はそれ以上のヒントを与あたえてくれる気はないようで、謎なぞめいた笑えみを湛たたえたまま一歩下がった。

「では、そなたらの街に帰るがよい」

「え……ま、またあの嵐あらしを通とおり抜けなきゃいけないんですか……？」

　と、シリカがか細い声を出す。すると空の王は再び厳しい顔になり、

「その覚かく悟ごもなく我わが結けつ界かいに挑いどんだのか」

　ごもっとも、と一同首を縮めるが、幸い怒いかりの雷かみなりが落ちることはなかった。

「……海の王との友ゆう誼ぎに免めんじて、今回だけは外へ送ってやろう。よいか、妖よう精せいたち。もう二度と、正しき役目を帯びることなくこの場所に来てはならぬぞ」

「はい！」

　と、異口同音に素す直なおな返事をする俺たちに、空の王はかすかな苦く笑しようを滲にじませた──ような気がした。

　しかしすぐに厳いかめしい表情を取とり戻もどし、長衣の袖そでから右手を出すと高く掲かかげる。

　これはもしかしたら、リヴァイアサンと同じく帰りのタクシーを呼んでくれるのだろうか。となると今度は巨きよ大だいな鳥か竜りゆうか、はたまた空飛ぶ円えん盤ばんか──。

　という俺の期待に満ちた推測は、あっさりと裏切られた。

「さらばだ、小さき者たちよ」

　威い厳げんに満ちた声でそう告げると、空の王フレースヴェルグは、右手をふわりと振った。

　その軌き跡せきに、透すき通とおった猛もう禽きんの翼つばさが見えた──と思った次の瞬しゆん間かん、猛もう烈れつな竜たつ巻まきが湧わき起おこり、俺たちを吞のみ込んだ。

「うわ、わ、わああ～～～～っ！」

　と喚わめいたのは、幸い俺だけではなかった。女性四人もまた甲かん高だかい悲鳴を発しながら、ぐるぐると巻き上げられていく。本能的に翅はねを広げ、竜たつ巻まきから抜け出そうと試みるが、まったく推進力が働かない。

　空の王はたちまち遠ざかり、代わりにドームの天てん井じよう部分が近付く。どっちにしたって雲の中は大おお嵐あらしじゃないのかと思った時、天てん井じように小さな穴が開く。その先が安全な通路なのか、それとも紫し雷らい渦うず巻まく即そく死しゾーンなのかは、見ただけでは解わからない。

　穴に吸い込まれそうになったシリカの左手を、リズが握にぎった。更さらにリズの手をリーファが、リーファの手をアスナが握にぎり、

「キリトくん……！」

　こちらに伸ばされたアスナの左手を、俺が右手で握にぎる。

　残念ながら連れん鎖さはこれで打ち止めだ。俺を摑つかんでくれる六人目はいないのだから。

　しかし、往おう生じよう際ぎわ悪く振り回した左手が、何かに触ふれた。

　反射的にがっしと握にぎる。突とつ風ぷうに振り回されながら目を向けると、それは垂直に伸びる細い枝だった。先せん端たんに可愛かわいらしい二枚の葉っぱがついた──世せ界かい樹じゆの、真なる先っぽ。

「ぬ、ぬぬぬぬ……！」

　ありったけの力で枝を握にぎり締しめ、空の王が生み出した竜たつ巻まきに抗あらがう。俺のすぐ上で、アスナが叫さけぶ。

「あの、キリトくん……！」

「大丈夫……！　この手は、絶対に、離はなさない……！」

「そうじゃなくて……なんだか、罰ばち当あたりっていうか……」

「え……？」

　上を見ると、複雑そうな顔をしたアスナの向こうで、リーファも叫さけぶ。

「そうだよお兄ちゃん、その枝たぶん握にぎっちゃいけないやつだよ！」

「離はなしなさいよキリト、王様が怒おこるわよ！」とリズ。

「折れちゃったら、キリトさんの責任ですよぉー！」とシリカ。

「きゅ～～～～！」とピナ。

「そ、そんな……俺はみんなを助けようと……」

　情けない声で反論を試みた、その時。

　俺が握にぎる細枝の、ずっと下方。世せ界かい樹じゆの幹の一角から、勢いよく飛び出す影かげがあった。

　空の王フレースヴェルグではない。人間より遥はるかに大きく、二枚の翼つばさと長い首、長い尻しつ尾ぽを持つそれは、アルヴヘイム広しといえどもなかなかお目にかかることのできない最強クラスのモンスター──ドラゴン。

　無数の鱗うろこをサファイアのように煌きらめかせて反転したドラゴンは、まっすぐ俺たちを見上げると、多重の雷らい鳴めいにも似た咆ほう哮こうを轟とどろかせた。剝むき出された鋭するどい牙きばが、紫むらさき色いろのスパークをまとわりつかせる。

「ほ、ほら、怒おこってるよキリトくん！」

　上から振ってきたアスナの声に、俺も頷うなずくしかなかった。

「わ、わ、解わかった、三つ数えたら放す！　いち、にの、さ……」

　ぽっきいぃぃぃん！

　と、実に爽そう快かいな音を響ひびかせて、俺が握にぎっていた枝が見事に折れた。

　文字通りの雷らい声せいを放ったサンダードラゴンが、青い両りよう眼めに怒いかりの炎ほのおを燃やしながら舞まい上がってくる。だが幸い──と言うべきか、命いのち綱づなを失った俺たちは、猛もう烈れつな勢いで天てん井じようの穴に吸い込まれる。

　一列に繫つながったまま、暗い細いチューブ状の空間を超高速で突き進む。もう上じよう昇しようしているのか下降しているのかも定さだかでない。右に曲がり左に曲がりするたびに、魂たましいがアバターから弾はじき出されそうになる。

「きゃああああっ！」

　という悲鳴が誰だれのものかは解わからないが、

「やっほ────う！」

　という歓かん声せいの発生源は間ま違ちがいなくリーファだろう。

　予期せぬ絶ぜつ叫きようアトラクションに三十秒以上も翻ほん弄ろうされたころ、ようやく前方が明るくなってきた。しかしスピードはいっこうに落ちないまま、俺たちは白い光の中に突っ込む。

　すぽぽぽぽーん、と放り出された先は、無限に続くコバルトブルーのただなかだった。

　前後左右のどこを見ても、空、空、空。両手と翅はねを広げ、姿勢を安定させてから真下を見ると、かなり離はなれたところに純白の積乱雲が浮ういている。その更さらに下には、薄青く霞かすむ世界樹の枝葉。

「キリトくん！」

　正面から俺を呼ぶ声が聞こえたので、追加で怒おこられることを覚かく悟ごしつつ顔を上げると、そこにはアスナの輝かがやくような笑え顔がおがあった。

　俺も笑えみを返しながら、こちらに伸ばされた左手を右手で握にぎる。アスナの右手をリーファが摑つかみ、更さらにリズとシリカも繫つながって、五人は一列に並んで浮ふ遊ゆうする。最後に俺の胸ポケットから抜け出たユイが、アスナの左ひだり肩かたに腰こし掛かける。

　耳みみ許もとを、超高空の気流が吹ふき抜けていく。降り注ぐ陽光が、みんなの髪かみや装備をきらきら輝かがやかせる。

　しばらく、誰だれも何も言わなかった。

　きっと皆みな、《雷らい竜りゆうの巣す》での不思議な体験を思い出しているのだろう。

　結局、《深しん海かいの略りやく奪だつ者しや》に続くクエストは受けられなかった。だが、空の王は、別わかれ際ぎわに言っていた。

　もう二度と、正しき役目を帯びることなくこの場所に来てはならぬ。

　それはつまり、正しい役目を帯びていれば再訪していいということだ……と思う。恐おそらく、クエストフラグがまだ足りなかったのだ。物語の続きは、世界のどこかで俺たちを待っている。ならば、いつか必ず見つけられる。

　クエストだけではない。直すぐ葉はが見たがっていた《虹にじの橋ビフレスト》も、空の王の言葉によれば、ここではないどこかに存在するらしい。

　俺は視線を右側に向け、ポニーテールを緩ゆるやかになびかせるシルフ剣けん士しに声を掛かけた。

「リーファ、虹にじの橋が見つからなくて残念だったな。でも、きっと、いつか……」

「あ……それなんだけどね」

　物思いから醒さめたように瞬まばたきすると、リーファはこちらを見て言った。

「フレースヴェルグさんが言ってたよね。虹にじの橋はアースガルドから始まってるけど、繫つながる先はアルヴヘイムじゃない、って。あたし、それ聞いて思い出したの。神話だと確か、ビフレストは、アースガルドとミッドガルドを繫つないでるんだ」

「ミッド……ガルド？」

　聞き慣れない名前に、リーファ以外の四人は揃そろって首を傾かしげる。

　リーファは微笑ほほえむと、ひと言で答えた。

「人間の国」

「……人間……」

　鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいてから、それって俺たちがいるこのマップのことじゃないのか、と言おうとして気付く。アルヴヘイムは、もちろん人間の国ではない。プレイヤーもＮＰＣも、例外なくとんがり耳と半はん透とう明めいの翅はねを持つ妖よう精せいなのだから。

　しかし、そうなると、ＡＬＯに人間の国と呼べる場所は存在しない──イコール、虹にじの橋も現れようがないのでは。俺は、同じ思考に至ったらしいアスナ、リズ、シリカと顔を見合わせる。しかし、五人の真ん中にいるリーファは、微笑ほほえみを消さない。

「あっ……わかりました！」

　と叫さけんだのは、アスナの肩かたに座すわるユイだった。

「何が解わかったの、ユイちゃん？」

「人間の国が、どこにあるかです！」

　肩かたから浮うき上がり、俺たちと向かい合う位置に移動した小妖精ピクシーは、えっへんとばかりに胸を張ってから空の一角を指さした。

　全員、同時にその方向を見やる。

　濃のう紺こんの空が、どこまでも広がるばかり。虹にじの橋はもちろん、この高さでは飛行型モンスターさえも見つけられない────

　いや、違ちがう。空の遥はるか彼方かなた、ほぼ同じ高さに、小さな影かげが浮ういている。側面がわずかに湾わん曲きよくした円錐台形フラスタム。

　新生アインクラッド。

「あっ……そ、そうか……！」

　俺は、両りよう眼めを見開きながら叫さけんだ。

　アインクラッドにも無数のＮＰＣたちが暮らしている。彼らは翅はねを持っていないし、耳も尖とがっていない。かつてあの世界で戦っていたプレイヤーたちも、また。

「……アインクラッドが、この世界での、人間の国ミツドガルド……？」

　そう囁ささやいたのはアスナだった。

「私はそのように推測します！」

　きっぱりと言い切るユイに、リーファも深く頷うなずき掛かける。

「あたしも、そうだと思うの。もちろん、今はまだアインクラッドに虹にじの橋はかかってないけど……いつかきっと、もしかしたら百層まで攻略された時に、空からビフレストが現れるんじゃないかなって……」

「そうですよ、きっとそうです！」

　とシリカが叫さけび、アスナとリズベットも勢いよく頷うなずく。

　俺は心の中で、「百層かー！」と思わずにはいられなかったが、それでも左手に握にぎっているものでまっすぐアインクラッドを指し、言った。

「よーし、俺たちが百層に一番乗りしてやろうぜ！」

　おー！

　という掛かけ声ごえは、聞こえなかった。

　あれっと右に目を向けると、女の子四人とユイとピナまでが、実に微び妙みような視線で見返してくる。

「……な、何か間ま違ちがったこと言ったかな……？」

「言ってないけど……キリトくん、それ、持ってきたんだ……」

　アスナの指し摘てきを受けて、俺は自分がアインクラッドに向けているものを眺ながめた。

　長さ一メートル半はありそうな、細長い木の棒。木き肌はだはきめこまかい白で、先せん端たん近くが繊せん細さいな螺ら旋せんを描えがき、その先には二枚の大きな葉が輝かがやいている。

　世せ界かい樹じゆの、一番高い枝。

「あ…………も、持ってきちゃった……」

　慌あわてて下方の積乱雲を見下ろすが、怒おこった空の王もしくはドラゴンが追いかけてくる気配はいまのところない。

「……ええと、これ、どうしよう」

「知らないわよ、あんたが責任持ってアレしなさい！　天てん罰ばつのとばっちりはごめんだからね！」

　とリズベットに言われてしまい、アレする方法をアレコレ考えるが、捨てるのも燃やすのも煮に込こんで食べるのも罰ばち当あたりな気がしてならない。

「じゃあ……エギルに売りつけて、天てん罰ばつはあいつに引き受けてもらう方向で……」

「……あげるんじゃなくて売るんだ……」

「だってほら、世界樹のてっぺんの枝だぜ！　手に入れようったってそう簡単に……」

　勢いでそう答えながら、俺は何気なく枝の中ほどを人差し指でタップした。

　すると、軽かろやかな音とともにプロパティウインドウが開く。アイテム名は、どうせ【木の枝】あたりだろう──と思ったのだが。

「あれ……なんか長い名前ついてるぞ。ええと、《クレスト・オブ・イグドラシル》……？　カテゴリーが……ツーハンド・スタッフ……!?」

　さっと顔を上げると、アスナたちも一様に目を丸くしている。そちらに向けて、木の枝改め長杖スタツフを掲かかげながら、上ずった声で説明する。

「どうやら、これ、武器みたい……しかも、スペックがすんごいことになってるんだけど……たぶん伝説武器レジエンダリイクラス……」

「そ、そんなスタッフ、あたしも見たことないわよ。ってことは、世界にそれ一本だけ……？　アルンでオークションに掛かけたら、い、幾いくらになっちゃうんだろ……」

　いきなり商売っ気を出すリズベットと顔を見合わせていると──。

　こほん、と咳せき払ばらいが聞こえた。リズの隣となりのシリカが、三角耳をぴこぴこ動かしながら、たしなめるような口調で言う。

「キリトさん？　武器だったなら天てん罰ばつもないでしょうし、それをどうするかはもう決まってると思うんですけど？」

「きゅううー！」

　と頭上のピナも頭を上下させる。

「も、も、もちろん解わかってるさ」

　こくこく頷うなずき、俺はいままでずっと握にぎっていたアスナの左手を放した。

　少し前にスライド移動すると、ユイの隣となりで振り返る。正面にいるアスナの、きょとんとした表情をまっすぐに見み詰つめる。

　俺の意図を察したのか、リーファ、リズ、シリカも俺の左右へと移動した。

　いまだ状じよう況きようが摑つかめない様子のアスナに、俺は姿勢を正しながら、両手で捧ささげ持もった世界樹の天辺の枝クレスト・オブ・イグドラシルを差し出した。

「これは、アスナが使ってくれ。きっと君を助けてくれると思う」

「え……わ、わたしが、貰もらっていいの……？」

　もちろんと頷うなずきかけると、おずおずと手が差し出され、スタッフを受け取る。

　外見は木の枝そのままだが、それゆえに優美極きわまる印象の長杖スタツフは、ウンディーネの治ち療りよう術じゆつ師しによく似合った。

　俺は、左右のリーファたちと目配せをしてから、息を合わせて大声で言った。

「アスナ、いつも援えん護ごしてくれてありがとう！」

「「「ありがとう!!」」」

　その唱和を聞き──。

　アスナは、世せ界かい樹じゆの杖つえを胸に抱だき締しめながら、輝かがやくような笑え顔がおを浮うかべた。
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　イグドラシル・シティ目指してゆっくりと降下しながら、俺はもう一度だけ、世界樹の天てつ辺ぺんにかかる白い雲を見上げた。

　俺が探していたクエストの続きと、直すぐ葉はが求めていた虹にじの橋は、あの場所では見つからなかった。でも、その二つは、もしかしたら同じものなのかもしれない。

　クラーケンとリヴァイアサンの会話を聞く限り、クエストはいずれ、まだ見ぬアース神族たちをも巻まき込む壮そう大だいな物語となるのだろう。ならば、七色の橋を渡わたって、空の彼方かなたのアースガルドを目指す時もきっと来る──もちろん、ずっと未来の話だろうが。

　新生アインクラッドが百層までクリアされた時、空から虹にじの橋ビフレストが降りてくる。

　そのビジョンは、俺の胸に小さな、しかし確かな熱を宿らせた。

　冒ぼう険けんに、終わりはないのだ。いつだって、《その先》は存在する。たとえいつか大人になり、ＡＬＯから離はなれる時が来ても、空を見上げれば虹にじの橋はきっと見つけられる。

「ねえ、キリトくん！」

　隣となりを飛ぶアスナが、弾はずんだ声で叫さけんだ。

「前に、わたしのヒールが追いつかなくて攻略できなかったダンジョンあったでしょ？　夜に、みんなであそこ行ってみようよ！　この杖つえがあれば、今度はクリアできると思うよ！」

　すると、俺が答える前に、前を行くリズベットが振り向いた。

「その前に、イグシティでパンケーキでしょ！　キリト、百枚がんばってね！」

「う……ご、五十枚に負かりませんかねえ……」

　俺の返事に、シリカたちが声を揃そろえて笑う。

　くるりと振り向き、背面飛行になったリーファが、悪戯いたずらっぽい笑え顔がおで言った。

「しょーがないなあ。じゃあ、負けてあげるかわりに、昨夜スイルベーンで何やってたのか白状しなさいよね！」

「うっ……」

　これは晩飯が食べられなくなること覚かく悟ごで百枚にチャレンジするべきか。それとも観念して領主館侵しん入にゆうの悪行を告白するか。

　二日間にわたる冒ぼう険けんの締しめくくりとしては少々情けない二に者しや択たく一いつを迫せまられ、うーむむと唸うなる俺に、肩かたに乗るユイが見事な解決方法を示した。

「だいじょうぶですよパパ！　百枚ぶんをいっぺんに焼いてもらえば、おっきいのを一枚食べるだけで済みます！」

「……なるほど。それはいい考えだ」

　どうやら《おっきいものブーム》が来ているらしい愛まな娘むすめの頭を、軽く指先で撫なでる。

　いつか本物のクジラを見せてやろうと考えながら、俺は、行く手にうっすら見えてきた樹上都市目指して背中の翅はねを力いっぱい震ふるわせた。





（終わり）









[image: Sisters' Prayer]







　メディキュボイドの試作一号機に初めて接続した日のことは、よく憶おぼえている。

　一号機は、既き製せい品ひんのジェルベッドと大型ヘッドギアを組み合わせただけの不格好な機械で、色とりどりのケーブル類が何十本も床ゆかに垂れ下がり、周囲には山ほどのモニタ装置があった。正式なコードネームも決まっていなくて、《医療用メデイカルフルダイブ試験機テスター一号》の頭かしら文も字じを取って《ＭＦＴ１》と呼ばれていた。

　ほんの三ヶ月前に発生した《ＳＡＯ事件》がまだ未解決だったせいもあって、ベッドに横たわる時は少しだけ怖こわかった。しかし隣となりで姉の藍あい子こが手を握にぎっていてくれたし、担当の倉くら橋はし医師も「絶対に安全だし、痛くも苦しくもないよ」と約束してくれたので、不安を堪こらえながらその瞬しゆん間かんを待った。

　大きなヘルメットのような機械が上から降りてきて、頭から顔全体を覆おおった。瞼まぶたを閉じて、姉の手を強く握にぎった。

『大丈夫だよ、ユウ』

　そんな声がかすかに聞こえ、左手がしっかりと握にぎりかえされた。不思議な、ひゅううーんという音が高まり、姉の手の感かん触しよくやジェルベッドの弾だん力りよくが遠ざかっていった。やがて、瞼まぶたを閉じているのに目の前に虹にじ色いろの光が広がって──そして紺こん野の木綿ゆう季きは、ＶＲワールドという異世界に、新しい体で降り立った。

　多剤耐性ＨＩＶ感かん染せんによるＡＩＤＳ発はつ症しようから一年と三ヶ月後──十二歳九ヶ月の時だった。
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「えっ……！」

　いきなり藍子ランがそんな叫さけび声ごえを上げたので、丘おかの斜しや面めんに寝ね転ころがってうとうとしていたユウキは驚おどろいて飛び起きた。

「どうしたの、姉ちゃん」

「あ……起こしちゃってごめんね、ユウ。ニュースサイトの記事に、ちょっとびっくりして……」

　姉が左手で持っているのは、水すい晶しようを削けずり出して銀のフレームを嵌はめたような半はん透とう明めいの薄うすい板。二人がダイブしているＶＲホスピス《セリーン・ガーデン》で、外部ネットを閲えつ覧らんするために用いられる情報端たん末まつ型がたオブジェクトだ。

「なになに、どんな記事？」

　身を乗り出すユウキに、ランは少しの躊躇ためらいを見せつつも、水すい晶しよう板ばんを差し出した。

　二〇二四年五月十一日付トップニュース記事のヘッドラインを読んだ途と端たん、ユウキも驚おどろいて「えーっ」と叫さけんでしまった。そこには大きな文字で、【警察庁、ＳＡＯ事件被ひ害がい者しやの一いつ斉せい救出を検討】と書かれていたのだ。

　約一万人ものゲームプレイヤーが仮想世界に閉じ込められるという空前絶後の大事件が発生してから、早くも一年と半年が経過している。当初は政府主導でソフトウェア的な救出方法があれこれ検討されたものの、首しゆ謀ぼう者しやの仕し掛かけた十重とえ二十はた重えのトラップを解除する目処めどが立たず、もう状じよう況きようをただ見守るしかない──と思われていたのだが。

「一いつ斉せい救出って、どうやって……」

　呟つぶやきながら、ユウキは記事本文を読み進んだ。中学校には行けなかったが、仮想世界で勉強は続けているし、もとより本が好きだったこともあって新聞記事くらいなら苦にならない。

「んーと……警察庁は、ＳＡＯ事件の生存者七千人が装着しているナーヴギアを、外部から物理的に破は壊かいすることを検討しているもよう……？」

　そこまで口に出してから、もういちど「ええっ」と声を上げる。

　視線を水すい晶しよう板ばんから姉に移し、ユウキは訊たずねた。

「でも確か、犯人の人が、ナーヴギアを壊こわそうとしたらその瞬しゆん間かんに電気を流すって言ってるんだよね？」

「電気じゃなくて、電磁波ね」

　先生のような口調でそう訂てい正せいすると、ランは顔を曇くもらせた。

「この記事を読んだ限りだと、外から一いつ瞬しゆんでバッテリーを壊こわせば、装着者の脳を損傷させるほどの強力な電磁波は発生させられない……ってことみたいだけど……」

「ふうん……」

　ユウキは、記事に添そえられているナーヴギアの参考写真をじっと眺ながめた。メディキュボイド試作一号機に使われていた無骨なヘッドギアはナーヴギアを雛ひな形がたにしていたので、写真のそれとよく似ている。

　いま使って、いや入っている試作二号機は形も大きさもまるで違ちがうが、それでも《ユーザーの頭に装着中のＶＲヘッドギアを壊こわす》という話にひんやりしたものを感じながら再び質問を口にする。

「……一いつ瞬しゆんで壊こわす、って具体的にはどうやるんだろ。まさか、爆ばく発はつさせたり、ハンマーでぶん殴なぐったりはできないよね」

「そうね……。たぶん、精密なドリルとかでシェルに穴を開けて、バッテリーの正極ラインを切断するのかな？　でも、あの犯人のことだから、バックアップ回路とかこっそり作ってそうな気もするけど」

「ふ、ふうん……」

「それに確か犯人の声明文に、ナーヴギアを破は壊かいしてプレイヤーを解放しようとしたらほかのプレイヤーの安全は保証しないっていう一文もあったと思う。つまり、その作戦を実行しようと思ったら、七千台ものナーヴギアの回路を一秒のずれもなく切断しなきゃいけないわけよね。そんなことが可能なのかしら」

「……む、難しそうだね」

　どうにかそう答えたものの、姉の言葉は早くもユウキの理解力を上回りつつある。

　いつもなら、姉ちゃんはやっぱり凄すごいなあ、という感想とともに思考を止めてしまうところだが、ユウキは再び水すい晶しよう板ばんに視線を落とした。二人が入院している病院にもＳＡＯ事件の被ひ害がい者しやが何人か収容されているらしいので、どうしても無関心ではいられない。

「……ラン姉ちゃん、茅かや場ばって人は、なんでこんなことをしたんだろうね」

　ユウキの呟つぶやきに、ランはすぐには答えず、視線を前に向けた。ユウキも顔を上げ、彼方かなたに青く霞かすむ稜りよう線せんを見やる。

　二人が並んで座すわっているのは、広大なセリーン・ガーデンの東部に広がる《ティール・ヒルズ》と名付けられたエリアだ。緑に覆おおわれた丘おかが緩ゆるやかに連なり、その間に青い湖や小さな村が点在する光景は、いつまでも眺ながめていられそうなほど美しい。

　ＶＲホスピス、つまり末期患かん者じやの緩かん和わケア用ＶＲワールドとして二〇二三年の九月に運営が開始されたセリーン・ガーデンは、開発リソースの大部分を《世界の美しさ》に注いでいる。同年六月に発売されたアミュスフィア用タイトルがＡＤＶやＦＰＳばかりであるのに対して、セリーン・ガーデンには戦せん闘とう要素は一いつ切さい存在しないが、代わりに精せい緻ちでバリエーション豊かな情景を体感できる。広いワールドマップの東部は緑の丘おか、北部は雪原、西部は高い山、南部は深い森、そして中央に欧おう州しゆう風ふうの街並みを持つ首都が配され、徒歩で世界の全てを観みて回まわろうと思ったら一週間はかかるだろう。

　ユウキとランの両親は、去年の末に相次いで亡なくなった。二人とも直接の死因は肺はい炎えんだったが、他にも複数の日和ひより見み感かん染せん症しように冒おかされ、苦痛を緩かん和わするために強い鎮ちん痛つう剤ざいを投とう与よされていて、秋の終おわり頃ごろからは一日中眠ねむり続つづけているような状態だった。

　そんな両親が、アミュスフィアを使って、一度だけセリーン・ガーデンを訪おとずれたことがある。

　アミュスフィアの体感覚キャンセル機能では病気の疼とう痛つうを消しきれないため、一いつ緒しよにいられたのはたった一時間だった。それでも、街の広場から郊こう外がいの草原までゆっくり散歩したあの時間は、ユウキとランの胸に、かけがえのない思い出として刻まれている。父親はユウキたちが作ったお弁当を美味おいしい美味おいしいと言いながら食べ、母親は美しい風景に涙なみだをにじませながら姉し妹まいが大好きだった童どう謡ようや賛美歌を何曲も歌ってくれた。

　フルダイブ技術とＶＲワールドが存在しなかったら、絶対に実現できなかったことだ。

　そしてその技術をほとんど独力で開発したのが、ＳＡＯ事件の犯人である茅かや場ば晶あき彦ひこという男なのだ。

　両親との思い出だけではない。ユウキが被ひ験けん者しやとして接続しているメディキュボイド試作機は医い療りよう機器メーカーの主導で開発されているが、ランがセリーン・ガーデンにダイブするために使っているのはバッテリーを小容量化してリミッターを組くみ込んだ改修済みのナーヴギアだ。二人がこうして仮想世界で触ふれ合あえるのも、あの世紀の大犯罪者のおかげ、ということになってしまう。

　ユウキの複雑な感情を解きほぐそうとするかのように、ランは左手を持ち上げるとユウキの背中を優やさしく撫なでた。

「お姉ちゃんにもそれは解わからない。けど、ユウが気に病やむ必要はないんだよ。ユウは、いつかメディキュボイドがたくさんの患かん者じやさんの役に立てるようになるために、テスターとして開発に協力してるんだから」

「…………うん……」

　頷うなずき、ユウキは姉の肩かたにそっと寄より掛かかった。

　姉ではあるが、ラン──藍あい子こは、ユウキと同じ日に生まれた双ふた子ごだ。しかし物心ついた頃ころから、ユウキは妹としてランに頼たより、甘あまえてきたし、そんなユウキをランは姉として優やさしく包み、守ってくれた。

　ユウキがメディキュボイドの被ひ験けん者しやになることができたのも、姉がそうするように強く主張してくれたからなのだ。

　デリケートな精密機械であるメディキュボイド試作機は、二人が入院する横よこ浜はま港こう北ほく総合病院のバイオクリーンルームに設置された。室内は細さい菌きんやウイルスが外部より遥はるかに少ない。それはすなわち、ＡＩＤＳ患かん者じやが何より恐おそれねばならない日和ひより見み感かん染せんのリスクを大おお幅はばに低減できるということだ。

　被ひ験けん者しやとしてクリーンルームに入れば、生きられる時間が延びる。そうと解わかっていながら、ランはユウキのために身を引いてくれた。あの日から一年と三ヶ月が経たつ現在、病状は、一いつ般ぱん病びよう棟とうの個室に入院しているランのほうがわずかながら悪化している。こうしているいまも、ナーヴギアでは消せない病への恐きよう怖ふを、ランは感じているはずだ。

　倉くら橋はし医師に、メディキュボイド被ひ験けん者しやとしてクリーンルームに入ることを提案された時に、「ボクはいいから姉ちゃんが入って」と言うこともできたはずなのに、ユウキは言えなかった。しかしランは、一いつ瞬しゆんたりとも迷うことなく言ってくれたのだ。「ユウが入りなよ」と。

　ユウキがぎゅっと唇くちびるを嚙かみ締しめたその時、不意にランが勢いよく立ち上がった。

　長い髪かみをそよ風になびかせながら、大きく伸びをする。二人の仮想体アバターは写真をもとにシステムが自動作成したものだが、ランのアバターは現実世界の容姿を驚おどろくほど再現していて、着ているガーリーなシャツワンピースもよく似合っている。

　笑え顔がおでユウキに手を差し出したランは、元気な声で言った。

「さ、ユウ、ハーブ摘つみに行こ。今日は激レアなやつが見つかる気がするよ」

「…………うん！」

　頷うなずき、ユウキは姉の手をしっかりと握にぎった。
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　セリーン・ガーデンに戦せん闘とう要素はないが、だからといって観光しかできないというわけではない。

　最大のゲーム要素は《ハウジング》だ。利用者は世界の中央にある首都《セレニティ》に決まった面積の土地を与あたえられ、そこに好みのデザインで家を建てることができる。もっとも外がい壁へきは、街並みになじむ色合いのレンガを何種類か選べるだけなので、家造りは主に内装で楽しむことになる。

　内装の素材や家具は、街のＮＰＣショップで出来合いのものを買ったりオーダーしたりするのだが、そのためには《カレン》と名付けられたポイントが必要になる。通貨カレンシーの略らしいが他人に譲じよう渡とはできず、貯ためる唯ゆい一いつの手段は《採取》。ワールドマップの各所にポップする採取可能な植物や鉱物を集めたり、昆こん虫ちゆうを捕つかまえたりして街のショップに持もち込むと、レアリティに応じてカレンと交こう換かんしてもらえる。その他にも、素材から直接各種のアイテムを作ったり、捕とった昆こん虫ちゆうを育てて《ムシバトル》という大会に出場させたりと、やれることは意外に多い。

　ユウキとランはセレニティの街の高台に共同の家を持っていて、半年かけてカスタマイズを進めてきたが、まだまだ完成にはほど遠い。いまはリビングルームに大型の暖炉ペチカを設置するべくポイントを溜ためているのだが、ようやく目標額の七割といったところだ。

　もっとも、採取作業そのものが案外楽しいので苦にはならない。美しいフィールドの景色を楽しみながら夢中でハーブを摘つんでいると、一時間や二時間はあっという間に経たってしまう。セリーン・ガーデンの利用者は例外なく《あとどれくらい生きられるか》という重圧と戦っているので、恐きよう怖ふを忘れて長い時間を過ごせる採取コンテンツは人気が高い。ユウキと仲がいいとあるお婆ばあちゃんなどは、一日中ワールドマップを駆かけ巡めぐって山のように素材を集め、セレニティの街の一等地に四階建ての豪ごう邸ていを築いている。

　そこまではいかずとも、ペチカで焼やき芋いもを作るという野望を叶かなえるためには、一日たりともさぼってはいられない。

　ひなたぼっこしていた丘おかの斜しや面めんから、二人の秘密の採取スポットである小さな池のほとりに移動し、バスケット片手に無心でハーブを摘つんでいたユウキは、

「……あっ」

　という姉の声に顔を上げた。

「どしたの、姉ちゃん」

　少し離はなれた場所にいる姉に問いかけるが、手振りで「静かに」と指示され、口をつぐむ。中ちゆう腰ごしの姿勢で固まっているランの視線を辿たどるが、何を見つけたのかは定さだかでない。

　バスケットを置いて抜き足差し足、慎しん重ちように姉の隣となりまで移動し、草むらの向こうに眼めを凝こらした途と端たん──。

「……あっ」

　と、思わずユウキも小声を出してしまった。

　池のほとりに立つ年経た広葉樹の幹に、深みのあるブルーに輝かがやくクワガタが止まっている。全長は十センチ近くもあるだろうか。堂々たる二本の大おお顎あごに加えて、頭のすぐ後ろから長大な胸きよう角かくを伸ばすその姿を、ユウキはセリーン・ガーデン昆こん虫ちゆう大図鑑で見たことがあった。

「あのクワガタ、ちょっとレアっぽいと思わない？」

　姉の言葉に、

「レアどころじゃないよ。あれ、ロイヤルトリトンクワガタだよ」

　と即そく座ざに答えると、緊きん張ちようの中にも少々のあきれ成分が混ざった声が返ってくる。

「よく名前まで憶おぼえてるね」

「だって、うまく育てるとクワガタ系最強になるんだよ！」

「……ユウって、ムシバトルに興味あったんだっけ？」

「じ、実は、けっこう好き」

　などと囁ささやき交かわす間にも、青いクワガタは古木の幹をゆっくりとよじ登っていく。行く手には金色の樹液が染しみ出していて、そこを目指しているようだ。

「姉ちゃん、アミ持ってきてる？」

「今日はハーブ摘つみだけのつもりだったから、持ってきてないの」

「ボクも……」

　セリーン・ガーデンの利用者に用意されているアイテム欄ストレージは容量がかなり小さく、数時間かけて採取した素材アイテムを全て持ち帰ろうとしたら、余計なものを入れておく余よ裕ゆうはない。加えてユウキとランは植物採取専門で、昆こん虫ちゆうに手を出すのは、よほどレアな個体を見つけた時だけと決めている。

　もっとも、いまほんの五、六メートル離はなれたところにいるロイヤルトリトンクワガタは稀き少しよう度どマックスで、ゲットして虫ショップで換かん金きんすれば大型ペチカ代を払はらってもお釣つりがくる。これを狙ねらわない手はない。

「姉ちゃん、ボク、手で捕つかまえてみるよ」

　そう囁ささやきかけると、ランは驚おどろいたように息を吸い込んだ。

「ユウ……あれに、素す手ででさわれるの？」

「…………」

　──そういえば、姉ちゃんは現実世界あつちでも、ママに似て虫が全然ダメだったなあ。ボクが庭でバッタとか捕つかまえて持っていくと、二人一いつ緒しよにきゃーきゃー逃げ回ったっけ。

　幼かった頃ころを懐なつかしく思い出しながら、早口に答える。

「この世界の虫は、嚙かんだり刺したり変な汁しる出したりしないからぜんぜん平気だよ。ここで待ってて」

　ランの肩かたを軽く叩たたき、サンダルを脱ぬぐと、身を屈かがめたまま移動を開始。

　姉には内ない緒しよにしているが、実はひとりの時はそこそこ虫ハントもしていたりするのだ。レア昆こん虫ちゆうを狙ねらう時の鉄則は、その一、焦あせって動かない。その二、頭のほうから近付かない。その三、不自然な音を立てない。

　膝ひざより高い草むらを移動しているのだから、草が擦こすれて音が発生してしまうのは避さけられない。その音を、風が草を揺ゆらす音にうまく紛まぎれ込ませながら、じり、じりと前進していく。

　幹を登っていた激レアクワガタは、金色の樹液が滲にじんでいる場所に到とう着ちやくすると足を止めた。エサを食べている瞬しゆん間かんが最大の捕ほ獲かくチャンスだが、ユウキの経験上、レア昆こん虫ちゆうのご飯タイムは非常に短い。だいたい十五秒前後で翅はねを広げ、ぷんっと飛び立ってしまう。

　樹きまでの残り距きよ離りは三メートル。いままでのように、風に合わせて移動していては絶対に間に合わない。かと言って闇やみ雲くもに走れば大きなノイズが発生して、クワガタは間ま違ちがいなく逃げてしまう。

　──どうしよう。どうにかして、草に触ふれずに移動しないと……。

　視線を一いつ瞬しゆん左右に振ったユウキの視界に、あるものが捉とらえられた。すぐ右側にある池の水みず際ぎわに、約一メートルの間かん隔かくで並ぶ木の杭くい。天てつ辺ぺんは草むらより高く、あそこに乗れば音を出さずに移動できそうだ。

　問題は、杭くいの直径が五センチほどしかないこと。ほんの少しでもバランスを崩くずせば、左の草むらか右の池に真っ逆さまだ。しかも、一歩一歩慎しん重ちようにバランスを取っている時間はない。

「……やるしか、ないよね！」

　口の中で自分に言い聞かせ、次の風に合わせて横移動。タイミングを計って立ち上がると、えいやっと細い杭くいに飛び乗る。

　──せーのっ！

　声に出さずに勢いをつけ、杭くいから杭くいへと無音で飛び移っていく。どうにか転げ落ちることなく、樹きから一番近い杭くいに辿たどり着ついたその瞬しゆん間かん、食事を終えたクワガタが宝石のように輝かがやく翅し鞘しようと透とう明めいな後こう翅しをいっぱいに広げる。

　ぶんっ！　と羽音を響ひびかせて飛び立ったクワガタ目め掛がけて──。

「とりゃあ！」

　もう声をひそめることなく、ユウキは気合一発ジャンプした。思い切り伸ばした右手の指先が、クワガタの長い胸角をびしっと摑つかむ。

　現実世界なら、パワフルな大型甲こう虫ちゆうは背中を摑つかまれたくらいでは観念しないが、そこはユーザビリティ優先の仮想世界。レア昆こん虫ちゆうをゲットした時の勇ましい効果音が鳴なり響ひびき、クワガタは翅はねを畳たたんでおとなしくなる。

　ざしっ、と草むらに着地し、

「やったあああ──っ！　ロイヤルトリトンクワガタ、ゲットだよ！」

　と左ひだり拳こぶしを突き上げていると、ランが驚おどろき八割、怖こわさ二割といった顔で近付いてきた。

「……す、すごいね、ユウ。ほんとに素す手でで捕つかまえちゃうなんて」

「にひひ、ボクもびっくりだよ。ほら、姉ちゃんも持ってみる？」

　右手の巨きよ大だいクワガタを差し出した途と端たん、ランは真顔でかぶりを振りつつ後ずさる。

「わ、わたしは遠えん慮りよしとくよ。でもほんと、おめでとう、ユウキ。そのクワガタ、どうするの？　売るの？　飼うの？」

「ん……んんん～～～～」

　唸うなりながら、ツノを摘つままれたままおとなしくしている青いクワガタを目の前まで持ってくる。狙ねらっている時はポイントに換かえることしか考えていなかったが、セリーン・ガーデンで半年も採取暮らしを続けてきて、これほどレアなアイテムを入手したのは初めてのことだ。それに、よくよくクワガタの顔を見ると、くりくりした黒い複眼が可愛かわいく思えてくるような気がしないこともない。

　ただ、この世界でも、虫を飼うとなるとエサ代その他の経費が必要になる。ムシバトル大会で勝てるようになればエサ代くらいは自分で稼かせいでくれるかもしれないが、大会を見るのは好きでも、自分で参加するのは色々とハードルが高い。

「どーしよっかな……」

　大おお顎あごをわきわき動かしているクワガタと顔を突き合わせたまま、ユウキはしばし考かんがえ込んだ。その時──。

「あああああ────っ！」

　という大ボリュームの悲鳴が左側から押し寄せてきて、思わず体を右に倒たおす。

「なっ、なに!?」

　叫さけぶランと一いつ緒しよに左を見やると、いつのまにか少し離はなれたところに女の子が一人立っていた。もちろん仮想体アバターではあるが、セリーン・ガーデンは性別変へん更こう不可だし、容姿も生身の写真から生成されるために現実世界のプレイヤーもよく似た姿であろうと推測できる。

　長い緑色の髪かみをポニーテールに結ゆい（さすがに髪かみ型がたや髪かみ色いろは自由にカスタマイズできる）、茶色系の迷めい彩さい柄がらＴシャツにポケットのたくさんついたカーゴパンツといういかにも虫ハンターらしい格好の女の子は、左手の長い虫取りアミをわなわなと震ふるわせながら、右手の人差し指をびしっとユウキにつきつけた。

「それ！　そのロイトン！　あたしが一時間もおっかけてたやつ！」

《ロイトン》が、豚ぶた肉にくを使った料理でもスープの浮うき実みでもなくロイヤルトリトンクワガタの略りやく称しようであることを三秒かけて理解したユウキは、右手のクワガタを背後に隠かくしながら言い返した。

「ぼ、ボクが捕つかまえたんだもん」

　セリーン・ガーデンの規則では、採取アイテムは草も石も虫も最初にゲットした人のもので、『ここは自分の場所だから』とか『こっちが先に見つけたから』という主張は効力を持たない。それを知っているのであろう迷めい彩さいシャツの女の子は、一度はむぐっと押おし黙だまったものの、再度口を開いた。

「でも、あなた、見たとこ虫ハンターじゃないみたいだけど？　カゴもなしに、どうやって持って帰るつもり？」

　今度は、ユウキが言葉に詰つまる。

　確かに、捕つかまえた虫は、女の子が腰こしにつけているような専用の虫カゴに入れない限りストレージには収納できない。かと言って、手に摑つかんだままでは少しずつ弱っていってしまう。カゴに入れて餌えさと水を与あたえればすぐ回復するが、いまいる場所から最も寄よりの村までは急いでも二十分はかかる。そのあいだにどれくらいクワガタの生命値が減るかは解わからないが、万が一殺してしまっては悔くやんでも悔くやみ切きれない。ユウキがムシバトルに参加しない最大の理由が、不ふ慮りよの事故で愛虫を失ってしまうのが怖こわいからなのだ。

　黙だまり込むユウキの左ひだり肩かたに、ランがそっと手を置いた。同時に、声。

「……ユウ」

　それだけで、姉の言いたいことがユウキには解わかった。後ろ手に隠かくしていたロイヤルトリトンクワガタを再び顔の前まで移動させ、心の中でお別れを言ってから、虫ハンターの女の子に向けて差し出す。

「いいよ。譲ゆずってあげる」

　すると、ポニーテールの女の子は、びっくりしたように眼めを丸くした。

「えっ……い、いいの？」

「そうしろって言ったの、そっちじゃない」

　苦く笑しようしながら一歩前に出たが、女の子はいっそう慌あわてた様子で自分の体を見下ろした。

「で、でも、あたし、そのロイトンと交こう換かんできるほどのアイテム、何も持ってなくて……」

　セリーン・ガーデンでは、ポイントカレンを介かいしてのプレイヤー間トレードは行えない。アイテムをオブジェクト化した状態での物ぶつ々ぶつ交こう換かんは可能だが、最レアの昆こん虫ちゆうと釣つり合あうような代しろ物ものを持ち歩いているプレイヤーはいないだろう。

　ユウキは、笑えみを浮うかべると言った。

「トレードじゃなくていいよ。この子も、キミみたいな本気で虫ハントを頑がん張ばってる人に育ててもらったほうが幸せだろうし」

「…………」

　しかし女の子は、最初の威い勢せいが噓うそのように悄しよう然ぜんとしたまま口を開こうとしない。恐おそらく、追いかけていたクワガタを他人に捕とられた腹立ちをぶつけてはみたものの、本当に譲ゆずってもらえるとは本人も思っていなかったのだろう。

　そこまでは想像できても、これ以上どう声を掛かけていいか解わからないユウキに代わって、ランが穏おだやかな声で提案した。

「じゃあ、トレードとして、ユウがその子の名前をつけさせてもらうっていうのはどう？」

　途と端たん、女の子はぱっと顔を輝かがやかせて何度も頷うなずいた。

「う、うん、いいよ、もちろん！　名前、あなたがつけて！」

「え……ボクが？」

　と応じつつ、内心で慌あわてる。正直、ネーミングセンスにはまったく自信がない。セリーン・ガーデンでのアバターネームも、藍あいの字の音読みで《ラン》にしている姉に対して、《ユウキ》は本名の読みそのままだ。

　しかしここで諦あきらめたら色々と台無しになってしまうので、懸けん命めいに考える。たっぷり十秒以上もかけて出てきた名前は──。

「……えと……じゃあ、《ロイ》でどうかな……」

　──そのまんまじゃない！

　という突っ込みを覚かく悟ごしたのだが、ポニーテールの女の子はにっこり笑って頷うなずいた。

「いいね、あたしも、そういうシンプルな名前のほうが好き！　じゃあ、その子は《ロイ》で登録するね！」

「うん！」

　頷うなずき、ユウキは心の中でクワガタに「元気でね」と別れを告げると、改めて女の子に差し出した。

　両手で包つつみ込むように受け取った女の子は、感かん極きわまったようにしばらくロイヤルブルーの光こう沢たくに見入っていたが、やがて慎しん重ちような手つきで腰こしの虫カゴに移した。続いてウインドウを開き、カゴごとストレージに収納する。これでもうクワガタの生命値は減らないはずだ。

　地面に置いていた虫取りアミを拾い上げ、それもストレージに入れた女の子は、姿勢を正すと深々とお辞じ儀ぎをした。

「──譲ゆずってくれて、ほんとにありがとう！　ここに来てからずうーっと探してた虫だから、すごく、すっごく嬉うれしい！」

《ここ》という言葉が、ティール・ヒルズではなく、ＶＲホスピスとしてのセリーン・ガーデンそのものを指していることに気付き、ユウキは何気なく訊たずねた。

「来てから、どれくらいになるの？」

「サービス開始した直後からだから、もう八ヶ月かな……あ、いけない、あたしったら名前も言ってなかったね。はじめまして、あたし、メリダ。よろしくね！」

　にっこり笑って右手を差し出すメリダと握あく手しゆをしながら、ユウキも名乗った。

「ボクはユウキ！　よろしく！」

　続いてランもメリダの手を握にぎる。

「わたしはラン、ユウキの姉です。よろしくね、メリダさん」
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「メリダでいいよ。たぶん、二人よりあたしのほうがちょっと年上くらいだよね。知り合えて嬉うれしいな、これから仲良く……して…………」

　不意に、メリダの声が揺ゆれ、途と切ぎれた。

　緑色のポニーテールをなびかせながら、ぐらりと傾かたむきかけた体を、ユウキは慌あわてて両手で支えた。




　クワガタ改め《ロイ》が止まっていた樹きの木こ陰かげに移動し、草の上に座すわらせると、メリダはすぐに回復した。

　何度か瞬まばたきしてから、心配顔で覗のぞき込むユウキとランに気付き、恐きよう縮しゆくしたように首を縮める。

「……ごめんなさい、あたし、ロイを譲ゆずってもらえた感動で、ちょっと興奮しすぎちゃったみたい」

　てへへ、と笑うメリダに合わせて微笑ほほえみを浮うかべながらも、ユウキは案じる気持ちを抑おさえられなかった。

　セリーン・ガーデンでは、利用者を公式には《プレイヤー》と呼ばないし、利用者同士でもその言葉を口に出すのは避さける傾けい向こうがある。なぜなら皆みな、この世界にただ遊びに来ているわけではないからだ。

　ＶＲホスピスの役割は緩かん和わケア──病気の痛みや辛つらさを和やわらげ、生活の質ＱｏＬを向上させることであり、利用者は例外なく重い病を患わずらっている。そもそも、入院している医い療りよう施し設せつを介かいさないと、アカウントの登録すらできないのだ。つまり、メリダは日本のどこかの病院から、この世界にダイブしているということになる。

　メリダの病名までは解わからない。しかし、ＶＲワールドでアバターが倒たおれることはすなわち、単なる眩暈めまいや貧ひん血けつではなく、アミュスフィアが接続する脳そのものに病状があることを示している。

　もちろん、本当に深刻な状じよう況きようであれば、アミュスフィアが自動切断してアバターは消しよう滅めつする。こうしてすぐに意識が戻もどったからには、メリダの言うとおり、いますぐにどうこうという事態ではないのだろう。しかしいっぽうで、メリダの落ち着きようが、ユウキの懸け念ねんを増ぞう幅ふくさせる。彼女はこの現象に慣れている……つまりこれは、よくあること、なのだ。

　背中を支える手を介かいしてユウキの内心を察したかのように、メリダはもういちど笑った。

「あは、ほんと、大丈夫だから。ちょっとじっとしてれば、すぐ良くなるんだ……ほら、もう、ぜんぜん平気」

　勢いよく上体を起こし、反動をつけてぴょんと立ち上がる。滑なめらかな身のこなしは、さすが最古参プレイヤーと言うべきか。しかし考えてみれば、サービスイン当初からセリーン・ガーデンに参加しているということは、それだけ長期間、緩かん和わケアが必要な状態が続いていることを示してもいるわけだ。

　メリダの病状を懸け念ねんしつつ、ユウキも立った。するとメリダは、一歩後ろに下がり、改めてまじまじと視線を注いでくる。

「な……なにかな？」

　姉とお揃そろいの可愛かわいらしいワンピースがやっぱり似合っていないんだろうか、とユウキは首を縮めたが、メリダは屈くつ託たくのない笑え顔がおで言った。

「ごめんごめん、じろじろ見ちゃって。そのワンピとっても可愛かわいいけど、虫ハントには向いてなさそうだから、よくロイヤルトリトンクワガタを捕つかまえられたなあって思ってさ。あのクワガタ、ちょっと足音を立てただけですぐ逃げちゃうのに、そのワンピでどうやってこの草むらを静かに動けたの？」

「えっと……」

　どうしたんだっけ、とユウキが首を傾かしげていると、くすっと微笑ほほえみながらランが答えた。

「ユウは草の中を動いたんじゃなくて、池のほとりに立ってる杭くいから杭くいにジャンプしたんだよ。ぴょんぴょんぴょーんって」

「あ、そうだった」

　ほんの十数分前の行動を忘れていた照てれ臭くささでユウキはてへへと笑ったが、メリダは逆に笑えみを消すと「ええーっ」と叫さけんだ。

「あの細い杭くいの上を!?　ユウキちゃん、そんなことできるの!?」

「う、うん、まあ。それと、ボクもユウキでいいよ！」

「じゃ、じゃあ、ユウキ……ちょっとそこで、片足立ちしてみてくれる？」

「え？　うん……」

　メリダの意図が解わからず、きょとんとしながらもユウキは言われるがまま左足を折り曲げ、右足だけで立った。軽く広げた両手でバランスを取りながら、メリダに言う。

「この世界だと筋肉が疲つかれないから、一本足くらいずーっとしてられるよ。姉ちゃんもできるよね？」

「ど、どうかな……試ためしてみたことないから……」

　自信なさそうな顔をしながらも、ランも同じように片足で立った。最初は少しふらついたものの、すぐに体を安定させる。

　小学四年生で転校を余よ儀ぎなくされるまで、ユウキもランも学校では普ふ通つうに体育の授業を受けていた。双ふた子ごなので身長の伸び具合は同じくらいだったが、走る速さも球技の上手さも、付け加えればテストの点もいつだってほんの少しだけランのほうが上で、ユウキはこっそり悔くやしい思いをしてきたのだ。

　せめて仮想世界の一本足対決には勝ってみせる！　と内心で決意しつつバランスを取り続けたが、わずか一分が経過したところで、突とつ然ぜんメリダが盛せい大だいに拍はく手しゆしながら叫さけんだ。

「ユウキもランも、すごーい！　こっち側で、そんなに長いあいだ片足立ちできる人、初めて見たよ！」

　少々大げさとも思えるその言葉に、姉と二人できょとんとしていると、メリダはもどかしそうに両手を握にぎり合あわせる。

「それだけＦＣの数値が高ければ、スゴ腕うでの虫ハンターになれるのに！　ねえ、いまからでも、ハンターに転職しない!?　あたしが色々教えてあげるから！」

　まくし立てるメリダに向けて、片足立ちのまま「まあまあ」と両手を持ち上げたランが、柔やわらかな声で訊たずねた。

「メリダ、まず、ＦＣって何なの？」

「ボクも聞いたことない」

　揃そろって首を傾かしげる二人の前で、メリダは自分を落ち着かせようとするかのようにいちど深呼吸してから説明を始めた。

「ごめんね、先走っちゃって……あたし、いっつもこうなの。えーっと、ＦＣっていうのは、フルダイブ・コンフォーメーション……つまり仮想世界との適合度合いのことで、片足立ちはいちばん簡単なテスト方法なんだ。こっち側は平へい衡こう感覚とか重力感覚が現実世界と微び妙みように違ちがうから、そこをうまくアジャストできる人じゃないと、長時間片足で立ってるのは難しいんだよ。あたしも累るい積せきダイブ時間はかなり長いほうだと思うけど、まだ四十秒くらいが限界かな」

「そ、そうだったんだ……」

　フルダイブ技術に関するメリダの知識量に少々驚おどろきながら、ユウキは地面についている右足を見下ろした。確かに、試作一号機を最初に使った時は現実世界との感覚の違ちがいに途と惑まどったような記き憶おくもあるが、色いろ鮮あざやかな仮想世界に興奮しながら飛んだり跳はねたりしているうちにすぐ慣れてしまったはずだ。姉のランも、感覚の違ちがいを口にしていたことはなかったと思う。

「……ってことは、そのＦＣには個人差があるの？」

　ユウキが何気なくそう訊たずねると、メリダは真面目な顔で頷うなずいた。

「そうだよ。滅めつ多たにないけど、最初の接続テストで、ＦＮＣ……フルダイブ不適合って判定されちゃう人もいるんだって。せっかく高いナー……アミュスフィアを買って、そんなこと言われたらショックだよね。まあいまは、買う前に試ためせるお店が増えてるけどね」

「ふうん……」

　自分と姉がそのＦＮＣでなかったことに今いま更さらながらほっとしつつも、ユウキは淡あわい罪悪感を自覚する。いま使っているメディキュボイド二号機はもちろん、ランの改修版ナーヴギアも、病院が用意してくれたものだ。倉くら橋はし医師は、二人が病気にかかった経けい緯いを考えれば、この程度では罪つみ滅ほろぼしにもなりませんと言っていたが、こうしてセリーン・ガーデンで他のプレイヤーと交流すると、どうしても考えてしまう。本当ならば、高価なアミュスフィアを二台も買わなければ、姉と一いつ緒しよに訪おとずれることはできない場所なのだ、と。

　そう──考えてみれば、運動神経のいい姉はともかく、自分がこうして何分も片足立ちしていられるのは、アミュスフィアよりかなりハイスペックだというメディキュボイドのおかげではないのか。

　そんな考えが頭に浮うかんだ途と端たん、ユウキはランと張り合っているのが辛つらくなってしまい、左足を下ろそうとした。

　しかしその寸前、

「あー、もー限界！」

　と叫さけびながらランが右側から抱だきついてきたので、草むらにひっくり返ってしまう。

「わあ、何すんだよ姉ちゃん！」

「先に地面についたのはユウだから、一本足勝負はわたしの勝ちね！」

「うわ、ずっるい！　ボク、まだまだいけたもん！」

　数秒前の気き後おくれを忘れてランに言い返していると、眼めを丸くしていたメリダが突とつ然ぜん朗ほがらかに笑った。

「あはは、二人、すごく仲がいいんだね。いいなあ、あたしもお姉ちゃんか妹が欲ほしかったな……」

　そこまで言いかけてから、さっと笑えみを消し、黙だまり込む。ＶＲホスピスに姉し妹まいで参加していることの意味を考えてしまったのだろう。

　気にしないで、と声をかけたかったがすぐには言葉が出てこないユウキのかわりに、ランが明るく言った。

「メリダなら、いいお姉さんになりそう。かっこいいし、とっても物知りだもの」

　立ち上がり、ユウキを引っ張り起こしながら続ける。

「メリダは、フルダイブゲームに詳くわしいみたいだけど、セリーン・ガーデン以外にもゲームをプレイしてるの？」

「んー、いまはセリガがメインかな。虫ハントと育成で忙いそがしくてさ」

　と、また笑え顔がおに戻もどって答えたが、その笑えみがほんの少し翳かげりを帯びる。

「セリガの前にも、ひとつゲームをやってたんだけどね……。でも、正式サービス開始の直前に病気が見つかってさ、出で遅おくれちゃった」

「へえ、何てゲーム？」

　他のＶＲ世界を知らないユウキが興きよう味み津しん々しんで訊たずねると、メリダは切なさのようなものを内包した笑えみを浮うかべたまま、違ちがう問いを返してきた。

「二人は、まだ時間へいき？」

「えっと……」

　ちらりと視界右下の時刻表示を見やると、午後三時半。六時の夕食まではまだしばらくあるし、今日は二人とも、検査や面談の予定は入っていない。

「あと二時間くらいは大丈夫だよ」

　ユウキが答えると、虫ハンターの女の子はこくりと頷うなずいた。

「じゃあ、続きは、村でお茶飲みながらにしない？」







　　　３




　セリーン・ガーデン世界には、首都セレニティ以外にも、東西南北の各地方に一つずつ街や村が配置されている。東部ティール・ヒルズにあるのは《ロイテ》という村で、中央広場にはテレポート・ゲートが設置されていて、首都まで一いつ瞬しゆんで移動することができる。

　ユウキとランの先に立って村の門をくぐった途と端たん、メリダはくるりと振り向いた。

「お二人さん、クレープとアイス、どっちが好き？」

　即そく座ざに「クレープ！」と答えた声は完全にハモっていて、メリダは眼めを丸くする。

「そ、即そく答とうだねえ」

「えへへ」

　笑いながら、姉と一いつ瞬しゆんだけ視線を交かわす。クレープは、亡なくなった母親が十八番おはこにしていたおやつなのだ。きつね色にふんわり焼けた生き地じでクリームや果物を包んだクレープ・シュクレも、チーズやハムを巻まき込んだ塩味のクレープ・サレも、あるいは畳たたんだ生き地じをオレンジ風味の温かいソースに浸ひたしたクレープ・シュゼットも、毎日食べたいくらい大好きだった。

　入院してからも、しばらくは病院のカフェテリアで、母親のお手製には及およばないまでもそこそこ美味おいしいクレープを食べられたのだが、クリーンルームに入ってからはそれも叶かなわなくなった。

　いっぽうランは通常の病院食を食べているし、カフェテリアに行くこともできる。しかしユウキに付き合って、クレープを食べるのは仮想世界だけと決めているらしい。いちど、気にしないで現実世界でも食べてよ、と文句を言ったら、「ひとりで食べても美味おいしくないもの」と言われてしまった。

　そんな事情を知るよしもないメリダも、あるいは何かを感じたのだろうか、勢いよく頷うなずくと迷めい彩さいシャツの胸をどんと叩たたいた。

「よーし、とっておきのクレープ屋さんに案内しちゃうよ！」

「え……この村に、広場のレストラン以外にも、そんなお店があったの？」

　ランの質問に、メリダはにんまり笑っただけで歩き出す。

　ロイテの村は、小高い丘おかの上に築かれている。どことなくアルプスの山村を思わせるレンガ壁かべの家々を眺ながめながら、石いし畳だたみのメインストリートを上る。セリーン・ガーデンの同時接続数は最大千人程度で、全国のホスピスの患かん者じや数すうが三万人を超こえることを考えればまだまだ普ふ及きゆうしているとは言えないが、街や村が世界全体で五つしかないので大通りを行いき交かうプレイヤーの姿は意外と多い。

　しかしメリダは、色々なお店の集まる大通りを離はなれて迷めい路ろのような裏道に踏ふみ込むと、右に左に曲がりつつきびきびした足取りで歩き続けた。

　詳しよう細さいなマップ機能のないセリーン・ガーデンで、こうも迷いなく歩けるのは、ロイテの村の込こみ入いった地形を完全に把は握あくしているだけでなく、仮想世界そのものにも慣れているのだろう。メリダがセリーン・ガーデンの前にプレイしていたというゲームへの興味が再び刺し激げきされるのを感じつつ歩き続け、いよいよ現在位置が見当もつかなくなってきた頃ころ、不意に目の前がぱっと開けた。

　丘おかの西側斜しや面めんに半円形の小さなテラスが突き出し、午後の日差しを浴びてきらきら輝かがやく草原を一望できる。彼方かなたに薄うす青あおく連なるのはフィヨルド状の海岸、すなわち世界の果てだ。

　テラスにはパラソルつきのテーブルが一つだけ置かれ、その奥おくでは小こ体ていなカフェが甘あまい香かおりを漂ただよわせている。

「ラッキー、外のテーブルが空いてる！」

　笑え顔がおで振り向いたメリダは、二人の後ろに回ると背中を押し、草原を眺ながめられる椅い子すに座すわらせた。自分も向かいに座すわり、卓たく上じようのメニューを押しやってくる。

「ここが、ロイテの村であたしがいちばん好きなお店。今日はオゴっちゃうから、なんでも頼たのんで！」

　揃そろって眼下の絶景に眼めを奪うばわれていたユウキとランは、同時に視線を戻もどすと、ぶんぶんかぶりを振った。

「そんな、こんなに素す敵てきなお店を教えてもらって、そのうえご馳ち走そうしてもらうなんて……」

　慌あわてて腰こしを浮うかせかけるランを、メリダは手振りひとつで押おし留とどめる。

「なーに言ってんの、ここのクレープくらいじゃ、ロイヤルトリトンクワガタにはぜんぜん釣つり合あわないんだから。せめてそれくらいさせて、ね！」

「……じゃあ、お言葉に甘あまえて」

　ランが再び座すわった時にはもう、ユウキの視線はコルク製のメニューに注がれていた。

　仮想世界なのだからお店の冷蔵庫は容量無限大とはいえ、途と轍てつもない数の文字列が並んでいる。注意書きによれば、五種類の生き地じ、十種類のクリーム、二十種類のフルーツ、三十種類のソース、五十種類のトッピングを自由に注文できるらしい。すなわち組み合わせのパターンも、事実上無限大。

「すっごい……けど、こんなの決められないよう……」

　とユウキが情けない声を出した直後、ランが朗ほがらかにまくし立てた。

「じゃあわたしは生き地じが《しっとりハニー》で、クリームは《ミルキーホイップ》、フルーツを《ルビーいちご》と《さわやかマンダリン》、ソースは《とろとろショコラ》、それとトッピングを《フレッシュピスタチオ》と《キャラメルクランチ》にするね！」

「………………」

　タッチパッドになっているメニューを次々押していく姉を、啞あ然ぜんと眺ながめる。向かいのメリダも眼めを丸くしている。姉に敵かなわないことは山ほどあるが、最たるものの一つがこの決断力だ。ユウキはいままで、ランが何かをくよくよ迷うシーンをほとんど見たことがない。

　選せん択たくを終えたランは、顔を上げると言った。

「ユウはどうする？」

「……姉ちゃんと、同じので」

　白旗を揚あげる気分で便乗すると、メリダも「じゃああたしも！」と続けた。

　頷うなずいたランが数量のところに３と入力し、

「じゃあ、遠えん慮りよなくご馳ち走そうになるわね」

　とメニューを差し出す。受け取ったメリダが注文ボタンを押し、三人ぶんのポイントカレンを支し払はらうと、ほんの十秒で店てん舗ぽの中からＮＰＣウェイトレスがお皿を三つ運んできた。

　載のっているクレープは、形こそ見慣れた三さん角かく錐すいだが、予想よりかなり大きい。薄黄色の生き地じからはクリームと果物が豪ごう勢せいにはみ出し、ソースとトッピングがきらきら光っている。

「うわあ、美味おいしそう！」

　叫さけんだユウキは、胸の前で両手を握にぎり合あわせて略式のお祈いのりをしてから、クレープを両手で持ち上げた。現実世界ならこの代しろ物ものを崩ほう壊かいさせずに食べるのは至し難なんの業わざだが、ここでは自ら手を離はなさない限り、クリームやフルーツが零こぼれ落おちて服にべっちょり……という悲劇は発生しない。

「いただきまーす！」

　ランと声を揃そろえて唱和してから、限界まで大口を開けてかぶりつく。しっとり極ごく薄うすの生き地じが心ここ地ち好よく破れ、中からふんわり軽いクリームと、大おお粒つぶのいちごが飛び出してくる。

　この世界を訪おとずれたばかりの頃ころは、データでできた食べ物を食べるという行こう為いにかなりの違い和わ感かんがあったのだが、それもすぐに慣れてしまった。現実世界と同じように嚙かみ、味わうにはそれなりのコツが必要になるが、眼めを閉じて、あまり舌を動かさずに一定の力で嚙かんでいれば、さほど《感覚のズレ》は発生しない。

　口の中の生き地じとクリームといちごが溶とけ合あい、喉のどを落ちる感覚とともに消しよう滅めつすると、ユウキはぱちっと眼めを開けて叫さけんだ。

「メリダ、このクレープ、すっ……ごく美味おいしいよ！　転移門広場にあるお店のとぜんぜん違ちがう！」

　すると、できたばかりの友達は、心の底から嬉うれしそうに笑った。

「でしょ！　たぶんデータ量が大きいから、あんまり人が来ない場所にあるんじゃないかな。私も最初にこのお店を見つけてから、迷わずに来られるようになるまで苦労したんだよー。……ランはどう？　気に入った？」

　問われたランは、早くも三口めまで囓かじったクレープから顔を上げ、深々と頷うなずいた。

「決めた。わたし、このお店のクレープを全ぜん制せい覇はするまで通うわ」

「あっはは、大変だけど頑がん張ばってね！　半年通ってるあたしも、まだ組み合わせを半分も試ためせてないけどね」

「じゃあ今度、お薦すすめの組み合わせを教えてよ」

　二人のやり取りを聞きながら、ユウキも大きなクレープの体積を減らし続けた。

　母親が焼いてくれたクレープより美味おいしいとまでは、残念ながら思えない。そんなクレープは、地球上のどこにも存在しないのだから。でも、この世界で偶ぐう然ぜんに出会い、友達になったばかりの女の子と一いつ緒しよに食べているというだけで、きっと本来の味覚データよりも何倍も美味おいしく感じられるような気がする。

　まだ病気が発はつ症しようする前──小学校に通っていた頃ころは、仲のいい友達がたくさんいた。教室で机をくっつけて、みんなとわいわい言いながら同じメニューを食べる給食の時間が、毎日待ち遠しかった。

　けれど、その楽しみは、ユウキがＨＩＶキャリアであるという噂うわさが広まった瞬しゆん間かんに失われた。机をくっつけてくれるクラスメートはいなくなり、ユウキは毎日、教室の隅すみで一人さびしく給食を食べねばならなかった。大好物だったポークカレーも春はる雨さめスープもミルクプリンも、ぜんぜん美味おいしくなくなってしまった。

　考えてみれば、《友達》と一いつ緒しよに何かを食べたのは、入院してからこれが初めてのことだ。たとえ両手で持っているのが仮想のクレープで、相手の本名も本当の顔も解わからず、そして場所が異世界のオープンカフェだとしても──それでも、いまユウキの胸をぎゅうっと締しめ付つける切なさと温かさは本物だ。

「…………ユウキ」

　不意にメリダに名前を呼ばれ、瞼まぶたを開いたユウキは、自分がクレープを食べながら涙なみだを浮うかべていたことに気付いた。慌あわてて食べかけを皿に戻もどし、両手で眼めを擦こする。しかし涙なみだはなかなか乾かわかない。以前にランが教えてくれたのだが、仮想世界では感情がやや過か剰じように表現されるため、涙なみだを我が慢まんするのが難しいらしい。

「だ、大丈夫、ただちょっと……ちょっと…………」

　そう呟つぶやきながら尚なおも目め許もとを拭ぬぐっていると、隣となりのランがユウキの背中をぽんぽんと優やさしく叩たたいた。子供の頃ころからそうやってあやされてきたせいで条件反射になっているのか、ようやく涙なみだが引っ込む。

「……ごめんねメリダ、いきなり泣いたりして。クレープがあんまり美味おいしかったのと、あと、すごく楽しかったから……」

　どうにか笑えみを浮うかべると、メリダも何かを堪こらえるような顔で微笑ほほえんだ。クレープの最後のひとかけらを口に放ほうり込み、吞のみ込むと、ふうっと息を吐はく。

「…………あたしもね、ちょっと前まではひとりでよく泣いてたんだ。ううん……いまでも、思い出すとすごく悲しくなる。悲しくて、悔くやしくて、やるせなくて、赤ちゃんみたいに泣なき喚わめきたくなる」

　静かにそう言いながら、メリダは視線を彼方かなたの草原へと向けた。いつの間にか太陽の色はかなり濃こくなって、広い草原を金色に輝かがやかせている。

「……思い出すのは、セリーン・ガーデンに来る前にやってたっていう、ゲームのこと……？」

　ランの問いに、深い緑色のポニーテールがふわりと揺ゆれた。

「うん。プレイできたのはたった一ヶ月……しかも、正式サービスじゃなくて、ベータテストだったんだけどね。二〇二二年の八月だから、セリガの運営開始より一年も前になるのかな。あたしは、アミュスフィアじゃなくナーヴギアを被かぶって、世界で初めてのＶＲＭＭＯＲＰＧのプレイヤーになったんだ……」

　その言葉は、わずかなタイムラグを経て、ユウキの意識に届いた。

　脳のう裏りに、ハーブ採取を始める前にランが見せてくれたニュース記事が甦よみがえる。掠かすれた声で、その名前をそっと囁ささやく。

「……ソードアート・オンライン……？」

　小さく、しかし確かに頷うなずいたメリダの口くち許もとには、哀あい切せつな微び笑しようが浮うかんだままだった。

「そう。あたしはＳＡＯベータテストで、中くらいの規模のギルドに入ってたの。楽しかったな……。一ヶ月のテストはあっという間に終わっちゃって、最終日に、十一月の正式サービスで絶対にまた会おうってみんなと約束したんだ。でも、そのすぐあとに、脳に腫しゆ瘍ようが見つかってさ。さすがにゲームどころじゃないってことで、ナーヴギアは取り上げられちゃった」

「…………でも、なら……」

　短い呟つぶやきからランの言わんとするところを察したのだろう、メリダはもういちど頷うなずいた。

「うん。腫しゆ瘍ようのおかげで、あたしはあのデスゲームに閉じ込められずに済んだってわけ。命を救ってくれた腫しゆ瘍ようなんだから、きっとすぐに治るって、親も医者せんせいも言ってた。……でも、世の中、そんなにうまい話ばっかりじゃないよね。あたしの脳のう腫しゆ瘍ようは手術できない場所にあって、化学療りよう法ほうと放射線で治ち療りようを続けてるけど、なかなか消えてくれなくてさ。もう一年半も付き合ってるよ」

　ふふっと笑うと、メリダは自分の頭の中を探さぐるように、指先でこめかみのあたりを撫なでた。

　ユウキのみならず、ランでさえすぐには言葉が見つからないようだった。

　クワガタを捕とった樹きの近くでメリダが倒たおれてしまったのは、やはり脳の病気のせいだったのだ。悪あく性せい腫しゆ瘍よう、つまりがんという病気は、ユウキたちにも他人ひと事ごとではない。ＡＩＤＳを発はつ症しようして免めん疫えき力りよくが落ちると、血液中のリンパ球のがん化リスクが高まるからだ。いまのところユウキもランも定期検査で腫しゆ瘍ようは見つかっていないが、たとえクリーンルームに入っていても、細さい胞ぼうの腫しゆ瘍よう化かは防げない。

　手を下ろしたメリダは、椅い子すの背もたれに体を預け、青と薄うす黄き色いろが混ざり合った色の空を見上げながら言葉を続けた。

「……親には絶対に言えないけど、最近、ちょっとだけ思うんだ。このまま腫しゆ瘍ようのせいで死ぬくらいなら、ＳＡＯに……アインクラッドに閉じ込められて、そこでギルドのみんなと一いつ緒しよに戦ってたほうがよかったかも……って」

「…………！」

　ユウキとランは、揃そろって息を詰つめた。

《アインクラッド》というのは確か、ソードアート・オンラインの舞ぶ台たいになっている、空に浮うかぶ巨きよ大だいな城の名前だ。正式サービス開始と同時に約一万人のプレイヤーがそこに囚とらわれ、《ログアウト不可能、ＨＰがゼロになるとプレイヤー自身も死ぬ》というルールを課せられた。以来、一年半のあいだに、すでに三千人を超こえる死者が出ている。一人の人間が起こした事件の犠ぎ牲せい者しや数すうとしては、日本、いや世界の歴史上でも最多だろう。

　そんな恐おそろしいゲームにどうして自ら望んで──とは、メリダには言えない。

　悪あく性せい脳のう腫しゆ瘍ようの五年生存率は、確か平均で三十パーセント程度だったはずだ。大おお雑ざつ把ぱに言えば五年のうちに七割の患かん者じやさんが亡なくなってしまうことになる。ＳＡＯでの死亡率三割を、遥はるかに上回る数字。

「……そうだね」

　と、呟つぶやいたのはランだった。はっとして隣となりを見ると、姉の横顔はいつものように穏おだやかだったが、ダークブルーの瞳ひとみがほんの少しだけ光を増している。

「もし私がソードアート・オンラインのベータテストを経験していたら、メリダと同じように考えたかもしれない。病気は耐たえることしかできないけど、モンスターとは自分の力で戦えるものね」

　それを聞いたメリダは、少し驚おどろいたように両りよう眼めを見開いてから、テーブルの空き皿に視線を落とした。皿は、クリームたっぷりのクレープが載のっていたのが噓うそのように真っ白く輝かがやいている。

「…………うん。病院のベッドで、このままひっそりと死ぬくらいなら……いまからでもＳＡＯに飛とび込んで、誰だれかのために戦って死にたいな、って。そうすれば……私が生きてる意味も見つけられるんじゃないかな…………って…………」

　ぽたり、とかすかな音を立てて、白い皿に透とう明めいな雫しずくが落ちた。傾かたむき始めた太陽の光を受けて、いっとき美しく輝かがやき、儚はかなく消えていく。

　生きている意味。

　その言葉は、ユウキの心に深く突き刺さった。

　亡なくなった両親にも、姉にも言ったことはないが、ずっと昔から同じことを繰くり返かえし考えてきた。自分はなぜ生きているのか。父親と母親を苦しませ、学校の教師や友達を困こん惑わくさせ、何を残すこともなく大人になる前に死ぬのであろう自分がいま生きている意味は、いったい何なのか。

　その問いに、答えはまだ見つからない。もしかしたら、最後の瞬しゆん間かんまで見つからないのかもしれない。しかしユウキは、メリダの言葉に頷うなずくことはできなかった。胸むねの奥おくに湧わき上がってきた気持ちをどうにか言葉にしたくて、何度も何度も息を吸い込んでいると、ランの手が優やさしく背中を撫なでた。その途と端たん、口から大きな声が飛び出す。

「だめだよ……だめだよ、メリダ！　そんなことしたら、もうお父さんともお母さんとも会えなくなっちゃうんだよ。悲しませちゃだめだよ……だって……だって……」

　メリダは、お父さんとお母さんに、いつでも会えるんだから。ボクや姉ちゃんと違ちがって。

　口にしなかったその言葉を、メリダは感じ取ったようだった。涙なみだに濡ぬれた顔を上げ、大きな瞳ひとみでじっとユウキを見み詰つめると、口くち許もとにかすかな笑えみを浮うかべて頷うなずいた。

「……ん……そうだね。ごめんねユウキ、ラン、変なこと言っちゃって」

　さっきユウキがしたように、両手で顔を何度も擦こすり、涙なみだを払はらい落おとす。にかっと顔中を綻ほころばせると、元気な声で続ける。

「大丈夫！　あたしには、これからロイを大事に育てて、次のムシバトル・アルティメット・トーナメントで優勝させるっていう目標があるからさ！　それに……現実モンダイ、いまからアインクラッドに行けるわけもないしね。ＳＡＯはナーヴギアじゃないと動かないし、接続できるＩＰも現プレイヤーが使ってるアドレスだけに限定されてるから」

　言われてみれば、事件の被ひ害がい者しやが使っているもの以外のナーヴギアが全て強制回収された後に、自ら望んでＳＡＯにログインした人がいるという話は聞いたことがない。ほっと肩かたの力を抜き、ユウキも笑え顔がおを浮うかべる。

「トーナメント、ボクも応おう援えんに行くからね。絶対優勝してね！」

「任せて！」

　どん、と胸を叩たたいたメリダは、大きく伸びをすると、ふと思い出したように言った。

「そうだ、ユウキとランは、他のＶＲゲームって何かやってるの？」

　残りのクレープを口に入れたばかりのユウキに代わって、ランが答える。

「ううん、わたしたちは最初からここだけよ」

「えー、もったいないなあ、あんなに長く片足立ちできるのに！　アクション系のゲームならなんでも大だい活かつ躍やくできると思うけどなあ……」

　その言葉に、姉と顔を見合わせる。

　この一年ほどで、アミュスフィア対応のＶＲゲームが続々と発売されたことは知っている。セリーン・ガーデンとほぼ同時期にサービス・インした《アルヴヘイム・オンライン》というＭＭＯＲＰＧは、妖よう精せいになって空を飛べるというコンセプトが受けてかなりの人気らしいし、他にもゾンビと戦うホラー・シューティングや、遺い跡せきを探検するアクション・アドベンチャーなど定番のジャンルも揃そろっているようだ。

　しかし、いままでランと、他のゲームをやってみようという話すらしたことはなかった。理由は恐おそらく、メディキュボイドを使って《ただ遊ぶ》ことに、なにがしかの罪悪感があったからだ。同じことを、無む償しよう提供された改修版ナーヴギアを使っているランも、恐おそらく感じているだろう。

　それをどうメリダに説明したものか迷っていると、ランが微笑ほほえみながら言った。

「そう言ってもらえるのは嬉うれしいけど、アミュスフィア用のゲームソフトってけっこう高いでしょ？　わたしたちのお小こ遣づかいじゃ、なかなか買えなくて」

　それは、事実と言えば事実だ。二人は、両親が亡なくなってしばらく経たった頃ころに、話し合って小こ遣づかいの金額を縮小した。両親が遺のこしてくれた遺産は、可能な限りの額を、難病の子供を支し援えんするＮＰＯに寄付したいからだ。一万円近い値段のゲームソフトを買う気には、なかなかなれない。

　しかしメリダは一度瞬まばたきすると、大きくかぶりを振った。

「あ、それは大丈夫なんだよ！　いまは、クライアントが無料でアイテム課金のゲームもあるんだよ」

「え……それって、ゲームソフト本体はタダってこと……!?」

　驚おどろいてそう訊たずねると、今度は力強い頷うなずきが返る。

「いえーす！　ソフトをダウンロードして、インストールすればもう遊べるの。支し援えんアイテムとか、カッコイイ装備とか買おうと思ったらお金がかかるんだけど、あたしも課金はぜんぜんしてないし」

「へええ……どんなゲーム？」

　ランが、意外に興味のありそうな口調で問いかける。メリダは、左ひだり腰こしのあたりで何かを握にぎるような仕草をすると、びゅんと右手を卓たく上じように突き出した。

「最近はちょっとご無ぶ沙さ汰ただけど、《アスカ・エンパイア》っていう和風ＭＭＯだよ。侍さむらいとか忍にん者じやとか巫み女こさんとかになって戦うの。風景も、セリガとはぜんぜん違ちがって……とんでもなく大きなお城とか、すっごくきれいな神社とかあって楽しいよ」

「……戦う……」

　ユウキは、思わずそう呟つぶやいていた。

　ゲームなのだから戦うのは当たり前だ。しかし、仮想世界で、剣や銃じゆうのような武器を使って他プレイヤーと戦うことには気き後おくれを覚える。モニタに映し出されるキャラクターとは違ちがう……相手は、アバターであると同時に、本物の人間なのだ。そうと知りながら、本気で斬きったり撃うったり殴なぐったりできるとは思えない。

　しかしその時、ランが再び予想外の言葉を口にした。

「楽しそうだね、とっても」

「でしょ！」

　メリダが、瞳ひとみをきらきらさせながらテーブルに身を乗り出す。

「ねえ、良かったら、ちょっとアスカを覗のぞきに来ない？　あたし、案内するからさ！」

「そうねえ……」

「巫み女こさんとかお侍さむらいさんの装備で写真撮とってあげるよ！　二人とも、すっごく似合いそう！」

「そうねえ……」

「あと、あんみつとかお汁しる粉ことかわらびもちも食べ放題だよ！」

「…………!!」

　ぴく、とランの肩かたが動いたのを、ユウキは見み逃のがさなかった。姉は、セリーン・ガーデンのみならず病院のカフェテリアでも食べられないお餅もち入りのお汁しる粉こが、母親手製のクレープの次に好きなのだ。

　ゲームを遊ぶことへの罪悪感と、未知の世界への憧あこがれ、そしてあんこの誘ゆう惑わくの板いた挟ばさみになっている姉に助け船を出すべく、ユウキは意を決して叫さけんだ。

「せっかくメリダが誘さそってくれたんだし、行ってみようよ、姉ちゃん！　先生も、きっと許してくれるよ！」

　するとランは、少し驚おどろいたような顔でユウキを見てから、珍めずらしく百パーセントの笑えみを浮うかべると頷うなずいた。

「そうだね……行ってみよっか！」

「やった！」

　メリダは音高く両手を打ち合わせると、ちらりと空を見上げた。

「今日……はもう無理そうだね。セリガのアカウントに、アスカ・エンパイアのインストール方法をメールしとくから、明日の午後一時でどう？」

「うん、いいよ」

　ランが頷うなずくと、ポニーテールをぴょこんと跳はねさせながら勢いよく立ち上がり、左右の手を差し出してくる。

「ユウキ、ラン、あたし、二人と友達になれてすっごく嬉うれしい。これからもよろしくね！」

　まっすぐな視線と言葉を眩まぶしく感じながら、ユウキは姉と一いつ緒しよに立ち上がり、ずいぶん久しぶりにできた友達の手をしっかりと握にぎった。
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　明くる五月十二日は日曜日だった。

　外来診しん療りようはお休みなので、病院全体が普ふ段だんより少しだけ静かな気がする。もっともそれを感じられるのは、検査や入浴でメディキュボイドから出ている時だけだ。

　ユウキは、感かん染せんリスクの高い病びよう棟とうの共同浴室を使うことができないので、クリーンルームに隣りん接せつする滅めつ菌きん室しつにポッド式の特とく殊しゆ入浴装置を設置してもらっている。浴よく槽そう部分が猛もう烈れつに狭せまくて、入浴というよりも洗せん濯たくされている気分になるが、それでも体と頭をお湯で洗えるのは実に気持ちがいい。

　セリーン・ガーデンにも超ちよう巨きよ大だいなお風ふ呂ろ屋やさん、というかスパリゾート的な場所があるにはあるものの、お湯の感覚がやはり現実世界とは違ちがうし、アバターとはいえ他人の前で裸はだかになるのは抵てい抗こう感かんがある。ランにはいつも「気にしすぎだよー」と笑われてしまうのだが。

　日曜午前の入浴タイムを終えてさっぱりしたユウキは、全身を滅めつ菌きんしてからパジャマ代わりの検査衣を着てクリーンルームに戻もどると、メディキュボイド試作二号機の高密度ジェルベッドに横たわった。《ＭＦＴ１》と呼ばれていた一号機に対して、医療メデイカルと直方体キユボイドを組み合わせた正式名めい称しようが与あたえられた二号機は、その名のとおり本体部分が大きな箱形をしている。現在開発が進んでいる三号機は更さらに大きくなるらしいが、それをユウキが見られるのかどうかは解わからない。

　横になったまま、ぼんやりそんなことを考えていると、脳のう裏りにかすかな声が甦よみがえった。

　──そうすれば、私が生きてる意味も見つけられたんじゃないかな……。

　生きている意味。

　セリーン・ガーデンに参加している高こう齢れいプレイヤーのほとんどは、望んでＶＲ世界に飛とび込んできただけあって驚おどろくほど活動的だが、それでもたまに後ろ向きな言葉を聞かされることもある。

　──どうせ治らないんだから、もう死んじゃいたいんだよ。

　──良いいことなんかいっこもないんだから、生きてても仕方ねえさ。

　ランは、そんなお年寄りたちに出会うたび、一いつ生しよう懸けん命めい励はげまし、元気づけている。しかしユウキは、なかなか姉のようにはできない。なぜなら似たような虚きよ無む感かんが、自分の中にも居い座すわっているからだ。

　半年前までは、父親と母親を悲しませたくないという理由だけでいくらでも頑がん張ばれた。どんなに辛つらいことがあっても、両親の前ではいつも元気でいられた。大好きなパパとママを笑え顔がおにするためならなんでもできると思っていた。しかし、その両親はもういない。

　いまはまだ、最愛の姉がいつもそばにいてくれる。ランを悲しませるようなことは絶対に言いたくないし、したくない。ただ──もし、仮に、万が一、ランがユウキを置いて両親の所に行ってしまうようなことがあったら。その先も生き続ける理由が見つかるとは、とても思えない。

　いや、ランが、ユウキをひとりぼっちにするはずがない。ユウキが生きている限りはランも死なないし、逆もまた同じ。

　もうやめよう。せっかくメリダが新しいゲームに招待してくれたのに、暗い顔を見せたくはない。

　ＶＲＭＭＯゲーム《アスカ・エンパイア》のクライアントは、倉くら橋はし医師の許可を得て──メディキュボイドのテスターであることは秘密に、と念を押されてしまったが──すでにインストール済みで、アバター作成も終わっている。時間を確かく認にんしてから、ヘッドレストに頭を乗せ、ヘッドギア部を手動で降下させる。

　瞼まぶたを閉じ、ひゅいいいーんというかすかなマシンノイズを聞きながら、これだけはナーヴギアやアミュスフィアと共通のフルダイブ開始コマンドを唱える。

「……リンク・スタート！」

　アプリ起動ランチャーから、いつものセリーン・ガーデンではなく、新規に追加されたアスカ・エンパイアのアイコンを選せん択たくすると、ユウキの意識はデジタルの暗くら闇やみを落下し始めた。

　足あし許もと方向から光の輪が近付いてきて、そこをくぐった途と端たん、視界に光が広がる。

　両足が地面に触ふれると同時に、瞬まばたきをひとつ。顔を上げると、風ふう雅がな色しき彩さいが両りよう眼めに飛とび込んできた。

　赤や黄色、朱しゆ色いろにオレンジ。四角い空間を囲むのは、鮮あざやかに色づいた葉を微そよ風かぜにさやさやと揺ゆらす、無数の木々たち。

　空は透とう明めい感かんのある青。地面は白い玉たま砂じや利りに覆おおわれていて、足を動かすときしきしと軽かろやかな音が響ひびく。前方には、紅葉よりもひときわ深い赤色に塗ぬられた巨きよ大だいな鳥居がそびえ、その先へ砂じや利り敷じきの参道が延びている。

「……確かにこれは、セリーン・ガーデンとはずいぶん違ちがうわねえ」

　そんな声が聞こえたのでちらりと隣となりを見ると、簡素だが可愛かわいいデザインの着物に身を包んだ女の子が立っていた。顔立ちは現実世界ともセリーン・ガーデンとも微び妙みように異なるが、髪かみ型がたと声質、そして雰ふん囲い気きからランだと瞬しゆん時じに解わかる。周囲に、他のプレイヤーの姿はない。

　自分も同じ形で色いろ違ちがいの着物を着ていることを確かく認にんしながら、ユウキは頷うなずいた。

「なんだか、ザ・和風！　って感じだよね」

「ほんと。お姉ちゃん、かなり楽しみになってきたわよ」

「お汁しる粉こが、でしょ？」

「当然！」

　のんきな会話を交かわしていると、鳥居の方から、しゅたたたと軽かろやかな足音が聞こえてきた。激しく前ぜん傾けいしたフォームで走ってくるのは、長いポニーテールをなびかせた女の子だ。

　鳥居をくぐると高くジャンプし、空中でくるくると連続宙返りを決めて、二人の目の前に降り立つ。

「おおー」

　ユウキとランが拍はく手しゆすると、いかにも忍にん者じやっぽい若草色の装しよう束ぞくに身を固めた女の子は、芝しば居いがかった仕草で一礼した。視線を向け続けていると、頭上に【Ｍｅｒｉｄａ】というキャラクターネームが浮うかぶ。セリーン・ガーデンには存在しない機能だ。

「お待たせ！　アスカ・エンパイアにようこそ！」

　顔を上げたメリダは、二人を見た途と端たん、昨日より少し精せい悍かんな印象のアバターを感心するように軽く仰のけ反ぞらせた。

「ユウキもランも、アバター・クリエイト上手だねえ！　とっても可愛かわいいし、セリガのアバターともよく似てるよ」

「そ、そっかな……デフォルト・セットにあったやつをちょこちょこっといじったくらいだけど……」

　そう答えたユウキは、そこでようやく、視界左上に見慣れないものが浮うかんでいることに気付いた。

　細長いブルーの棒とグリーンの棒が上下に並び、その下に【Ｙｕｕｋｉ】という名前が表示されている。視線をフォーカスさせ続けていると、緑の棒の中に【ＬＰ　３５０／３５０】、青い棒の中に【ＳＰ　１００／１００】という文字が浮うかぶ。

　視線の向きから見ているものを察したのだろう、メリダが人差し指を立てて言った。

「セリガしかやってなかったなら、初めて見るでしょ。緑のがライフポイント、生命力ね。で、青がソウルポイント、術とか技わざとか使うと減るやつ。いまはまだ《新参》だから二人とも同じ数値だけど、街で入門クエストやって職業が決まればどっちかがどーんと増えるよ」

「ふうん……。メリダの職業は何なの？　まあ、その格好で、なんとなく想像できるけど」

　ランが訊たずねると、メリダはにんまり笑い、両手をぱぱぱっと複雑な形に組み合わせる。いわゆる、印を切るというやつだろう。

「はっ！」

　最後に掛かけ声ごえをひとつ。途と端たん、メリダの姿が薄青い煙けむりに包まれ、搔かき消きえた。ランと同時にきょろきょろ周囲を見回すが、影かげすらも見つけられない。玉たま砂じや利りを踏ふむ足音だけがかすかに響ひびき、真後ろに気配を感じた──と思った時にはもう、ユウキは背中側からむぎゅっと抱だきかかえられていた。

「ユウキ、げーっと！」

　そんな声とともに、再び煙けむりが湧わき起おこり、ユウキを抱だき締しめる両りよう腕うでが現れる。

「わあ、ボクはクワガタじゃないよ！」

　じたばたしていると、メリダは明るく笑いながら腕うでを放し、元の位置に戻もどった。楽しそうに見守っていたランが、頷うなずきながら言う。

「つまり、メリダは忍にん者じやってことね？」

「あったり！　正確には、忍にん者じやは盗とう賊ぞくの上級職なんだけどね。新参プレイヤーはみんな《剣士》《盗とう賊ぞく》《術士》のどれかに入門して、そこから侍さむらいとか弓師とか忍にん者じやとか巫み女ことか僧そう兵へいにクラスアップするんだよ」

「へえええ……ボク、何になればいいんだろ」

「それを悩なやむのも、ＭＭＯの楽しみだよ！」

　にかっと笑い、メリダは鳥居のほうを指差した。

「さ、行こう！　あっちに、アスカの首都があるんだ！」




　アスカ・エンパイアというゲームは、古代の近きん畿き地ち方ほうに興おこったヤマト王権の統治がそのまま千年以上も続いている、という設定らしい。首都キヨミハラは碁ご盤ばんの目状に整備された広大な都と城じようで、面積はセリーン・ガーデンの首都セレニティの三倍ほどもあるだろう。

　同時最大接続数も、ＶＲＭＭＯ一番人気のアルヴヘイム・オンラインに次ぐ数だそうで、日曜午後の首都には和風の装しよう束ぞくをまとったプレイヤーが溢あふれていた。仮想世界にこれほど多くのプレイヤーが集まっている光景を初めて目にするユウキとランは、南の大だい門もんをくぐったところで、声もなく立たち尽つくした。

　単に人数だけではない。活気というか猥わい雑ざつさというべきか、仮想の街を満たすエネルギーがセリーン・ガーデンとはまったく違ちがう。横よこ幅はば三十メートルは下らないメインストリートには、賑にぎやかに談だん笑しようする集団あり、喧けん嘩か腰ごしで言い合いをする集団あり、道の端はしで露ろ店てんを出している者までいる。

「ふわー……人の数、すっごいね……」

　ユウキが呟つぶやくと、メリダが「でしょ！」と相づちを打った。

　姉し妹まいを促うながして歩き始めながら、少し音量を落として続ける。

「ＳＡＯの事件が起きてすぐの頃ころは、みんなＶＲゲームを怖こわがったし、フルダイブ技術の規制論も出たけど……やっぱりこの世界には、在来ゲームにはない《何か》があるんだよね。一度それを知ってしまうと、もうモニタとコントローラには戻もどれない何かが……」

　メリダの言わんとすることは、ユウキにも理解できた。

　アスカ・エンパイアを今後も継けい続ぞくしてプレイするかどうかはまだ解わからないが、セリーン・ガーデンに行けなくなったら、毎日がとても色いろ褪あせたものになってしまうだろう。ランとお喋しやべりして、おやつを食べて、採取アイテムを探して、一いつ緒しよに勉強して……そんな時間を過ごせる幸せを、日々嚙かみ締しめているのだから。

　世界は違ちがえど、アスカ・エンパイアにいる何千人ものプレイヤーたちも、きっとそうなのだ。単なる暇ひま潰つぶしでもなければ、現実世界からの逃とう避ひ場所でもない。そしてそれは、メリダも同じはずだ。ここで何かを見つけたからこそ、上位の職業であるらしい忍にん者じやになれるまで頑がん張ばったのだ。

　しかしメリダは昨日、ロイテの村のクレープ屋で、ソードアート・オンラインに戻もどりたいと仄ほのめかした。そうすれば、生きている意味を見つけられるかもしれないと言って涙なみだを零こぼした。つまりこのアスカ・エンパイアでは、メリダが真に求めるものは見つからなかったのだろうか。だとすれば、同じＶＲＭＭＯゲームであるはずのアスカ・エンパイアとソードアート・オンラインは、何が違ちがうのだろうか……。

「ほら、あそこが《入門所》だよ！」

　メリダの元気な声が、ユウキを物思いから醒さめさせた。見れば、通りの右側に、三つの入り口を備えるひときわ大きな建物がそびえている。

「ユウキとランは、剣士と盗とう賊ぞくと術士、どれになりたい？」

「その三つは、どう違ちがうの？」

　あまりゲームに詳くわしくないランの質問に、メリダは丁てい寧ねいに答えた。

「剣士は前に出て、武器とか格かく闘とうで戦ったり、敵の攻こう撃げきを受け止めたりする人。盗とう賊ぞくは素す早ばやく動き回って攪かく乱らんしたり、他にも色々する人。術士は後ろから魔ま法ほうで攻こう撃げきしたり援えん護ごしたりする人……かな」

「ふむふむ、なるほど」

　ランと同じ方向に首を傾かしげつつ、ユウキも五秒ばかり考えてから決めた。

「じゃあ、ボクは剣士！」

「わたしは術士にするわ」

　二人の答えを聞いた途と端たん、メリダはふふっと顔を綻ほころばせた。

「そうなる気がしてたよ。それじゃ、ユウキは真ん中、ランは右の入り口から入って、中でクエストを受けてきてね。あたしも協力するから、さくさくっと入門クエスト、やっつけちゃおう！」

「お──！」

　右みぎ拳こぶしを握にぎって叫さけぶと、ランと一度頷うなずき合あい、ユウキは走り始めた。




　自分の手に握にぎった武器を振り回して、リアルなモンスターと戦うという経験は、なかなかに衝しよう撃げき的てきだった。

　最初の頃ころは、大型犬ほどもあるネズミが突とつ進しんしてくるたびにワーワー言いながら逃げ回ってしまったが、嚙かまれてもべつに痛くない──少々不快なショックはあるが──し、斬きってもべつに血は出ない──代わりに赤い光が飛び散るが──ということが解わかってからは、怖こわがらずに戦えるようになった。ランのほうは、最初からまるで動じることなく大ネズミを退治しまくっていたが。

　熟練の忍にん者じやであるメリダの協力もあって、五段階もあった入門クエストは二時間で終わり、首しゆ尾びよくユウキは剣士に、ランは術士になることができた。お祝いに何か食べに行こう、と誘さそわれた時に、ランが真っ先にリクエストしたのはもちろんお汁しる粉こだった。




「ふわわわ……」

　湯気を上げる漆うるし塗ぬりのお椀わんが運ばれてきた途と端たん、ランは奇き妙みような声で感激を表現した。

「すごい、完かん璧ぺきよ、メリダ。お餅もちのコゲ具合も、あんこのツブ具合も、付け合わせの塩しお昆こん布ぶも、お店の雰ふん囲い気きも、何もかもパーフェクト」

「……き、気に入ってもらえてよかったよ」

「こんな美味おいしそうなお汁しる粉こがあるって知ってたら、もっと早く来たのになあ……」

　しみじみとそう呟つぶやくと、両手を組み合わせてお祈いのりを捧ささげ、塗ぬり箸ばしを取り上げる。

　まず姉が一口食べるまで待ってから、ユウキもお汁しる粉こに口をつけた。優やさしい甘あまさと小豆あずき餡あんの風味がいっぱいに広がり、お餅もちの香こうばしさが追いかけてくる。餡あんモノに姉ほどの思い入れはないが、これは確かに美味おいしい。

　三人、ほとんど会話もせずに食べ終えると、同時にふうーっと息をつく。

　箸はしを置いたランが、お茶を一口啜すすってから言った。

「……とっても美味おいしかった。ここに連れてきてくれてありがとう、メリダ」

「そう言ってもらえて、あたしも嬉うれしいよ」

「それにしても……このキヨミハラの街って、現実世界の飛鳥あすか地ち方ほうにあるって設定なのよね？」

「そうだよ、なんで？」

　首を傾かしげるメリダに、ランは卓たく上じようの品書きを示す。

「粒つぶあんを使ってるのを《お汁しる粉こ》って言うのは、主に関東の呼び方なの。関西だと粒つぶあんは《ぜんざい》で、こしあんで汁しるがサラサラしてるのを《お汁しる粉こ》って呼ぶのよ」

「へえーっ！　じゃあ、関東だとこしあんが《ぜんざい》なの？」

「それが、関東だと粒つぶあんもこしあんも両方《お汁しる粉こ》で、《ぜんざい》は汁しる気けのない粒つぶあんをお餅もちや白玉にかけたものを指すんだって」

「へええーっ！　あたし、東京だけど知らなかったよ。ってことは、お汁しる粉こを頼たのんで粒つぶあんが来たんだから、このお店は関東式なのかぁ……」

　感心した様子のメリダに向けて、ランはしかつめらしい顔でかぶりを振った。

「いえ、そうとは限らないわ。もしかしたらメリダが言ったとおり、逆になってるのかも……」

　そこでピーンと来たユウキは、姉の顔を覗のぞき込みながら叫さけんだ。

「あーっ、解わかった！　姉ちゃん、あれこれゆってるけど、ホントはこっちのぜんざいも頼たのみたいだけでしょ！」

「えへへ、ばれたか」

　ぺろりと舌を出すランを見て、メリダも楽しそうに笑った。

　追加で頼たのんだ《ぜんざい》は、こしあんでも汁しるなしでもなく、粒つぶあんの汁しるに栗くりが入ったものだったが、それはそれで文句なく美味おいしかったので三人ともぺろりと平らげ、店を出た時にはもう太陽がかなり傾かたむいていた。

「あー、こんな時間にお汁しる粉こ二杯はいも食べちゃって、晩ご飯食べられるかなあ……」

　お腹なかをさすりながら、メリダがぼやく。

「不思議だよねえ、仮想世界の食べ物なのに、ほんとにお腹なかがいっぱいになるんだから」

「まったくだよ……」　深々と頷うなずいてから、ユウキは言った。

「なんでも、物を食べる時にフルダイブマシンが脳の咀そ嚼しやく中ちゆう枢すうを思いっきり刺し激げきするせいで、連動してる満腹中ちゆう枢すうが錯さつ覚かくするらしいよ」

「へええー……って、さっきからあたし感心してばっかり！　ユウキとランのほうがよっぽど物知りじゃない」

「や、ボクのは、先生が言ってたことの受け売りだから」

　と肩かたを縮めるユウキを見て、メリダはほんの一いつ瞬しゆんだけ夢から醒さめたような顔をした。きっと、ユウキの言った《先生》が、学校の教師ではなく病院の主治医であることに気付いたからだろう。

　昨日のクレープ屋と同じく穴場スポットらしい甘かん味み処どころを後にして、人ひと気けのない裏通りを三人横に並んで歩く。ランが履はいている白木の下げ駄たが、石いし畳だたみにからんころんと寂さびしげな音を響ひびかせる。

　少しして、メリダがややトーンを落とした声で言った。

「そっか……。ユウキの先生は、フルダイブに理解があるんだね」

「うん……」

　理解があるも何も、ユウキが使っているメディキュボイドの被ひ験けん者しやになるよう勧すすめてくれたのは倉くら橋はし医師だ。まだ若い彼は、フルダイブ技術の終末期医療ターミナル・ケアへの利用に大きな希望を抱いだいているらしい。しかし、ユウキにはいちおう守秘義務があるので、そのへんの事情をメリダに話すことはできない。

「……メリダの先生は？」

　問い返すと、アッシュグリーンの忍にん者じや装しよう束ぞくの肩かたが、小さくすぼめられた。

「あたしの先生は……あんまり、いい顔はしてないかな。セリガのアカウント登録する時も、けっこう何度もお願いしなきゃなんなかったし……。ＶＲを使った緩かん和わケアは、ＱｏＬの向上には繫つながらないって考えてるみたい」

　ＱｏＬはクオリティ・オブ・ライフの略で、緩かん和わケアは病気からもたらされる身体的、精神的、社会的な苦痛を和やわらげてＱｏＬを向上させることを目的とする。アミュスフィアは体感覚キャンセル機能を持ち、病気の痛みをある程度遮しや断だんできるので、副作用や依い存ぞん性せいのある鎮ちん痛つう薬やくの代だい替たいになると期待する声も大きい。

　しかしいっぽうで、フルダイブ中の患かん者じやは、外部から見ればベッドに寝たきりの状態と何ら変わらないので、それが生活の質の向上と言えるのかという意見も根強く存在する。メリダの主治医も、そう考えているのだろう。

　どちらが正しいのかは、いまのユウキにはまだ解わからない。セリーン・ガーデンも、アスカ・エンパイアも魅み力りよく的てきな世界だし、そこでランと過ごす時間はとても貴重なものと感じるが、現実世界の藍あい子こと触ふれ合あえる時間は最も早はやないに等しい。仮想世界にも、クリーンルームにも入らずに、生身の姉と一日中一いつ緒しよにいられるなら、そのほうが幸せだったのかもしれない……と、ごくたまには思うこともあるのだ。

　俯うつむきながら考かんがえ込むユウキに代わって、ランが口を開いた。

「……いまはまだ、ＳＡＯ事件も解決してないし、フルダイブ技術が悪く思われるのは仕方ないと思う。でも……わたしは、この世界の可能性を信じたいな。セリーン・ガーデンがあったからメリダとも出会えたんだし、これからも、もっとたくさんの人たちと出会えると思う。たとえ仮想世界だけでの繫つながりでも……わたしたちが感じることは本物だって、そう思うから」

「ん…………そう、だね」

　メリダは、自分の胸に手を当て、頷うなずいた。

「あたしも、ユウキとランに出会えて嬉うれしいよ。二人と過ごした思い出は、ずっとここに残り続ける……アバターじゃなくて、ほんとのあたしの心に」

　メリダの口調は明るかったが、《思い出》という言葉は夕暮れの路地に重く、切ない響ひびきを残した。

　脳のう腫しゆ瘍ようの治ち療りようを始めてから、もう一年半も経たっているのだと彼女は言っていた。そのあいだ、ずっと自分に残された時間のことを考え続けてきたのだろう。だからこそメリダは、仮想世界で、自分が生きた意味を探そうとしているのだ。

「……ボクも、嬉うれしい」

　そう呟つぶやくと、ユウキは右手を持ち上げ、隣となりを歩くメリダの左手をそっと握にぎった。

「ボク、セリーン・ガーデンを始めてからずっと、姉ちゃん以外の人とはあんまり近付かないようにしてた。相手を傷つけたり、自分が傷ついたりするのが怖こわかったんだ……。──でも、昨日、メリダはボクたちにまっすぐ、どかーんってぶつかってきてくれた。だから、こんなに早く、友達になれたんだよね」

　するとメリダは、一いつ瞬しゆん両りよう眼めを見開いてから、にっこり顔中で笑ってユウキの手を強く握にぎり返かえした。

「ありがと、ユウキ！　そんなふうに言ってもらえて、とっても嬉うれしい！　……でも、昨日は、クワガタのことで頭がいっぱいだったからかもしれないけど……」

「それはおあいこよ、ユウキとわたしだって、クレープやお汁しる粉このことで頭がいっぱいだったもの」

　メリダの右手を握にぎりながらランがそう言ったので、三人は大きな声で笑った。笑って笑って笑いまくっているうちに、胸の中にすうっと心ここ地ち好よい風が吹ふき渡わたるのをユウキは感じた。

　こんなふうに笑えるのなら、そこが現実世界か仮想世界なのかは問題ではない。

　残された時間で、できるだけたくさん、たくさん笑いたい。メリダがそうしてくれたように、もういちど自分から誰だれかにまっすぐぶつかっていけるようになりたい。

　入院して以来──いや、小学校を転校して以来初めてユウキは強くそう思った。
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「そういえば、もうすぐ誕生日だね」

　聴ちよう診しん器きを外した倉くら橋はし医師が突とつ然ぜんそんなことを言ったので、ユウキは思わず視線を右下に振ってしまった。

　しかし現実世界に時刻表示窓はないし、クリーンルームの壁かべにカレンダーが貼はってあるはずもないので、上うわ目め遣づかいに訊たずねる。

「えと……今日って、五月の何日でしたっけ？」

　すると倉くら橋はしは、クリーンウェアの分厚いマスク越ごしに微笑ほほえんだ。

「十六日だよ。確か、木綿ゆう季きくんと藍あい子こくんは二十三日生まれだったね」

「はい、そうです」

　無塵素材の検査衣のボタンを留とめながらユウキが頷うなずくと、倉くら橋はしは少し間を置いてから、嚙かみ締しめるような口調で言った。

「木綿ゆう季きくんも、もう十四歳か……。本当に、大きくなったね……」

「えー……ボク的には、もうちょっと身長が伸びてほしいです」

「ははは、大丈夫、まだまだ伸びるよ」

　優やさしい声で笑うと、倉くら橋はしはユウキの頭をぽんと撫なで、立ち上がった。

「じゃあ、また来週」

「はい、またね、先生」

　滅めつ菌きん室しつのドアが閉まるまで倉くら橋はしを見送り、ジェルベッドに横たわる。

　港こう北ほく総合病院に入院したのは一昨年の誕生日のすぐ後だったから、もう二年も経たつことになる。そのうち半分以上の時間を、ユウキはこのクリーンルームで過ごしている。

　少し前までは、週に一度の倉くら橋はし医師との面談のあとは、彼を追いかけて扉の外に飛び出して、現実世界がもとのまま存在していることを確かめたい──という衝しよう動どうに駆かられたりもした。しかしここ数日は、オフホワイトの密室に閉じ込められていることをあまり意識しなくなっている気がする。

　その理由はきっと、四日前にメリダに誘さそわれて飛とび込んだ新世界で、たくさんのプレイヤーたちと触ふれ合あっているからだ。街やフィールドで挨あい拶さつしたり、ひとことふたこと言葉を交かわす程度の交流だけれど、それでも彼らの熱気を感じることはできる。ＳＡＯ事件があっても、世の中にはまだこんなにＶＲゲームを楽しむ人たちがいて、日々新しい冒険、新しい物語が無数に生まれているのだ。

　ジェルベッドに横たわったまま体を移動させ、頭をヘッドレストに乗せる。今日こそ上級職にクラスチェンジするんだ、と決意しながらヘッドギアを降ろし、瞼まぶたを閉じる。




「ジャルオオオン！」

　奇き怪かいな雄お叫たけびを轟とどろかせながら、身みの丈たけ三メートルはあろうかという鬼おに型がたモンスターが無骨な野の太だ刀ちを振りかぶる。ごわごわした蓬ほう髪はつを貫つらぬいて伸びる二本の角から青黒いエフェクト光が迸ほとばしり、分厚い刀身を包つつみ込む。

「ユウ、スキル来るよ！」

　ランの声に、

「任せて、姉ちゃん！」

　と叫さけび返かえしながら、ユウキは自分の刀を上段に構えた。

　転職クエストのラスボス《悪アク路ロ王オウ》は、太刀たち系けいの範はん囲い攻こう撃げき剣技スキルを五種類も使ってくる難敵だ。攻こう撃げきをただ回かい避ひしただけでは、その後周囲に広がるスプラッシュ・ダメージを喰くらってしまい、反はん撃げきに移れない。

《壁タンク》たる剣士の役目は、敵の攻こう撃げきを回かい避ひするのではなく、可能な限り受け止めること。まだ一次職でステータスの低いユウキがそれをするには、単に武器で防ぼう御ぎよするのではなく、自分もスキルを繰くり出して衝しよう突とつ、相そう殺さいさせるしかない。

　狙ねらうべきタイミングは、悪路王が野の太だ刀ちを振り下ろし始めてから、攻こう撃げきスキルの威い力りよくが発生するまでのコンマ数秒。

　両りよう眼めを見開き、息を詰つめて、敵の太刀たちを睨にらむ。きいいいん、という耳鳴りのような音とともに、敵の動きが少しずつスローになっていく。最近、限界まで集中している時に、この感覚が訪おとずれることがある。巨きよ大だいな野の太だ刀ちが《溜ため》を終え、動き始めた、その瞬しゆん間かん。

　────ここ！

　心の中で叫さけびながら、ユウキは左足で地面を叩たたいた。

　アスカ・エンパイアでは、剣技スキルや霊術スペルの発動に、《グラウンド・サークル》というシステムを用いる。武器を構えた状態で地面を強く踏ふむと、足あし許もとに使用可能なスキル／スペルのアイコンが環かん状じように表示され、二歩目でそのどれかを踏ふむことで選せん択たく、発動するわけだ。

　最初のうちは、いったん地面に視線を落とし、眼めで確かく認にんしてからでなければ目的のアイコンを踏ふめなかったが、最近やっとノールックで選せん択たくできるようになってきた。

「やあああああッ！」

　これもようやくサマになってきた掛かけ声ごえを放ちながら、右足でアイコンを踏ふみ、同時に思い切りジャンプする。対空系剣技スキル《ヒムカイ》が発動し、刀がオレンジ色に輝かがやく。

「ジャジャアアッ!!」

　悪アク路ロ王オウが、二度目の咆ほう哮こうを迸ほとばしらせた。しかしその時にはもう、野の太だ刀ちの中ほどを、ユウキの対空スキルが激しく打うち据すえていた。オレンジの閃せん光こうが、青黒いエフェクトを引ひき裂さき、霧む散さんさせる。野の太だ刀ちは激しく跳はね返かえされ、悪路王の巨きよ体たいが後ろに傾かたむく。

「いまだよ、姉ちゃん、メリダ！」

　落下しながらユウキが叫さけんだ瞬しゆん間かん、後方から飛来した白い短たん冊ざく──ランの《呪じゆ符ふ》が悪路王の額に貼はり付ついた。符ふが輝かがやくと複雑な立体魔ま方ほう陣じんが展開し、巨きよ大だいな爆ばく発はつを引き起こす。

　呻うめきながらよろめくボスモンスターの足あし許もとを、三つのシルエットが目まぐるしく走り回り、忍しのび刀がたなで無数の傷を刻んでいく。メリダの分身攻こう撃げきスキルだ。ボスのＬＰゲージががりがりと削られていき、残り数ドットとなる。

　ここで悪路王がスキル中断による行動遅延デイレイから回復し、同時にユウキの待機時間クールタイムも終しゆう了りようした。刀を左ひだり腰こしに構えながら、再び足あし踏ぶみ。グラウンド・サークルの出現を感じるやいなや、正面に配置してあるアイコンを右足で踏ふみ抜く。

「はああああ──ッ！」

　居合い系剣技スキル《スミナギ》の長大な間合いは、ボスの弱点である額の角を捉とらえ、斬きり飛とばした。ついにＬＰゲージがゼロになり、悪路王は巨きよ体たいを青い火か炎えんと化して四散させた。

　二十分以上も続いた戦せん闘とうの終わりを告げるファンファーレに、三人の歓かん声せいが重なった。




　キヨミハラでＮＰＣにクエスト達成を報告し、晴れて上級クラスである《侍さむらい》と《巫み女こ》に転職したユウキとランは、建物を出たところで装備を一新した互たがいの姿をしばし眺ながめた。

　普ふ段だんセリーン・ガーデンで着ている簡素な服とはまったく違ちがう、いかにもＲＰＧらしい派手な格好が嬉うれしくも照れくさく、にひひひと笑い合っていると、頭上から聞き慣れた声が降ってきた。

「ユウキ、ラン、転職おめでと！」

　見上げると、建物の大おお庇びさしに腰こし掛かけたメリダが手を振っている。ひょいと飛び降りると空中で一回転し、二人の目の前に着地する。

「二人とも頑がん張ばったね。四日で上級職到とう達たつは相当早いよ！」

「メリダが毎日何時間も手伝ってくれたおかげだよ。ありがとう」

　微笑ほほえみながらそう答えるランに、ユウキも「ありがと！」と言葉を重ねる。するとメリダは、はにかみ顔でかぶりを振る。

「やー、アスカに誘さそったのはあたしなんだから、それくらいしないと……ていうか、あたしもとっても楽しかったし。普ふ段だん、パーティープレイとかほとんどしないから」

　この四日間でアスカ・エンパイアに関する知識はずいぶん増えたので、メリダの職業である忍にん者じやが、全上級職のなかでもっともソロプレイ向きだと言われていることはもう知っている。そしてその選せん択たくの理由も、ユウキには想像できる。

　パーティープレイで知り合った人とフレンド登録したり、一歩進んでギルドに入ったりすれば、ゲーム以外のことを話す機会も増えるだろう。話題が現実世界での生活に及およんだ時、ユウキやラン、メリダは苦しい選せん択たくを迫せまられる。重い病気で入院していて、ＶＲゲームをプレイしているのは緩かん和わケアの一いつ環かんであることをそのまま話すか、あるいは誤ご魔ま化かすか。打ち明ければ色々と気を使わせてしまうだろうし、噓うそをつくのも同じくらい辛つらい。

　四日前、ユウキは、メリダのようにまっすぐ人にぶつかっていけるようになりたいと願った。だがそれは、簡単なことではない。きっとメリダ自身も、まだ自分が築き上げた心の壁かべと戦っている最中なのだ。

　いつしか俯うつむいていたユウキの背中を、ランが軽く叩たたいた。

「ほら、ユウ、メリダが転職のお祝いしようって」

「え、あ……うん！　じゃあボク、この間のお店に行きたい！」

「おっけー！　あそこ、美味おいしいものがまだまだたくさんあるんだよ！」

　にかっ、と顔中で笑い、メリダは先に立って歩き始めた。




　ユウキが注文したクリームあんみつ、ランが注文したくず餅もち、メリダが注文した抹まつ茶ちやパフェを互たがいに少しずつ味見しながら食べ終え、熱いお茶を一口啜すすると、三人同時にほうっと息をつく。

「あー、幸せ……。和わ菓が子しと緑茶って、最高の組み合わせだね……」

　両りよう眼めを閉じて呟つぶやくランに、ユウキとメリダも無言の頷うなずきで同意する。クレープにはコーヒーも紅茶も牛乳も合うが、餡あんモノと緑茶ほどのベストマッチ感はない。

「最高の組み合わせって言えば、ランとユウキはさすが姉し妹まいだよね。戦せん闘とう中ちゆうのコンビネーションが息ぴったりで、とてもＶＲＭＭＯ初心者には見えないよ」

　メリダが突とつ然ぜんそんなことを言うので、姉と顔を見合わせ、同時に肩かたをすくめる。

「ぼ、ボクは前で刀振り回してるだけで、タイミング合わせてくれるのは姉ちゃんだから……」

　というユウキの発言と、

「わたしは後ろで術使ってるだけだから、ユウの動きが見えるし……」

　というランの発言がまったく同時で、聞いていたメリダがぷひゅっと噴ふき出す。

「ほら、息ぴったりすぎ！　まあ、凄すごいのはそれだけじゃないけどね。二人とも、もう足あし許もと見ないでスキル使えるでしょ？　あたしがそれできるようになるまでは、一ヶ月くらいかかったよー」

「それは……わたしとユウは、このアスカ・エンパイアが初めてのＶＲＭＭＯだから。メリダはその前に別のゲームの経験があるんだから、切きり替かえるのが大変だったでしょう？　それとも、ＶＲＭＭＯって、戦せん闘とうシステムはみんな共通なの？」

　ランが訊たずねると、メリダは笑いながらまず首を縦に振り、次いで横に振った。

「あー、確かにそれはあったかも……。戦せん闘とうシステムが、全然違ちがったからね」

　ちらりと周りを見て、甘かん味み処どころの店内に他のプレイヤーがいないことを確かく認にんしてから、小声で続ける。

「ソードアート・オンラインは、その名前どおり魔ま法ほうがなくて武器の戦せん闘とうだけだったんだけど、剣けん技ぎ……《ソードスキル》は構えただけで発動できるし、技わざもアスカと違ちがって単発だけじゃなかったんだ」

「単発だけじゃない……？」

　言葉の意味がイメージできずに首を傾かしげていると、メリダはパフェ用の細長いスプーンを右手に握にぎり、素す早ばやく縦、縦、横と動かした。

「うん。つまり《連続技》。アスカでも、スキル以外の通常攻こう撃げきなら刀を続けて振れるけど、ＳＡＯのは迫はく力りよくがぜんぜん違ちがった。武器を構えてソードスキルを発動すると、体が半分勝手に動いてね……剣をずばずばずばー！　って、三連続とか四連続とか物もの凄すごい速さで振れるんだ。アスカの戦せん闘とうは、刀を構えて、足あし踏ぶみでサークル出して、もっかい足あし踏ぶみでアイコン踏ふんで、ようやく単発の技わざが出るだけだから、最初の頃ころはまだるっこしかったなあ……忍にん者じやに転職した理由の半分は、体が軽くてちょこまか動けるからかも」

　そう言って明るく笑うメリダに、もう半分の理由は何？　とはユウキもランも訊きかなかった。代わりに、メリダと一いつ緒しよになって笑う。

「あはは、確かに、メリダのちょこまかっぷりは凄すごいよね。さっきあっちにいたと思ったら、一秒後にはこっちにいるんだもん」

　ランのコメントに、「忍にん者じやの基本でござるよ！」と返してから、メリダはふと表情を改めた。ボスとの戦せん闘とうを思い出すかのようにゆっくり瞬まばたきしてから、再び口を開く。

「……あのね、あたしがほんとに凄すごいと思ったのは、ユウキとランの見切りなんだ。とくに、今日のユウキ……終しゆう盤ばんは、悪アク路ロ王オウの範はん囲い攻こう撃げきスキルの《出》が完かん璧ぺきに見えてたでしょ？　十回以上も連続でボスの大おお技わざを潰つぶせる人なんて、トッププレイヤーにもそうはいないよ。セリーン・ガーデンで、ロイヤルトリトンクワガタを捕つかまえられたのは、偶ぐう然ぜんじゃなかったんだね」

　思いがけない言葉を聞かされて、ユウキはぽかんと口を開けてしまった。

　いままでこういう場面で称しよう賛さんされるのは、常に姉だったのだ。テストの点も、絵の巧うまさも、足の速さもいつだってランのほうが上だった。それは仮想世界でも同じはずだ。もしメリダの眼めに、ランよりもユウキのほうが凄すごいと映ったのならば、その理由はひとつしか考えられない。姉が使っているナーヴギアと、自分が使っているメディキュボイド二号機の、スペックの差が出たのだ。

「ち……違ちがうんだよ、メリダ」

　無む我が夢む中ちゆうで首を振りながら、ユウキは言った。

「ほんとは、ボクが使ってるのは、アミュスフィアじゃなくて……」

　だがそこで、はっと息を吞のむ。アスカ・エンパイアに行くにあたって、倉くら橋はし医師から、メディキュボイドの試験をしていることはくれぐれも口外しないように、と言われているのだ。

　驚おどろいたような顔で続きを待つメリダに、何を告げることもできず黙だまり込んでしまったユウキを助けたのは、やはりランだった。

　落ち着いた、柔やわらかな声で、「あのね……」と切り出す。

「……メリダ。いままで、黙だまってたことを許してね。いまユウが言ったとおり、わたしたちは、アミュスフィアを使ってるんじゃないの。病院の先生が用意してくれた、改修版のナーヴギアを使ってるの」

　こう言うしかないことは、ユウキにも解わかった。だがこれは、半分噓うそだ。一号機ならまだしも、現在ユウキが使っている二号機は、改修版ナーヴギアとはとても呼べない代しろ物ものなのだ。

　自分の迂う闊かつな発言のせいで、姉に噓うそをつかせてしまったことをユウキは強く悔くやんだ。膝ひざの上で両手をぎゅっと握にぎり締しめていると、その拳こぶしを姉の指先が優やさしく撫なでる。いいのよ、と言うかのように。

　卓下の姉し妹まいのやり取りに、メリダが気付いた様子はなかった。いっぱいに眼めを見開き、ほとんど音にならない声で囁ささやく。

「ナーヴ、ギア……」

　何度か瞬まばたきしてから、まだ少し掠かすれた声で続ける。

「改修っていうのは、安全にした、ってこと……？」

「ええ……そう聞いてるわ。バッテリーの容量を小さくしたり、リミッターを組くみ込んだりして、危険な電磁波は出せないようにしたんですって。わたしとユウは、病院の方針で積極的にＶＲを緩かん和わケアに取り入れているから、病院がそういうものを用意してくれたの」

「そっ……か……」

　ようやく驚おどろきが醒さめたのか、メリダは二、三度頷うなずいてから言った。

「……確かに私も、アミュスフィアを初めて使った頃ころは、ナーヴギアと比べて少しだけレスポンスが遅おそかったり、感覚情報がクリアじゃない気もしたけど……でも、マシンスペックだけであんなふうには戦えないよ。やっぱり、ユウキとランが凄すごいんだよ」

　にっこり笑われてしまえば、それ以上否定もできない。

　微び妙みような顔で押おし黙だまる姉し妹まいを見て、メリダはいっそう大きな笑えみを浮うかべる。

「ともかく、改めて、転職おめでと！　まだ時間あったら、帝てい宮きゆうに写真撮とりに行こうよ。二人とも、上級装備すっごく似合ってるし！」

「うん、そうだね、行こう！」

　巫み女こさん姿のランが勢いよく頷うなずいたので、ユウキもようやく笑え顔がおになることができた。




　この日は、《ミカド》が住んでいるという華はなやかな宮きゆう殿でんの入り口で記念スクリーンショット──《スクリーン》という概がい念ねんはＶＲ世界には存在しないが──を撮さつ影えいして解散した。

　ユウキとラン、メリダは、それからもアスカ・エンパイアを楽しくプレイし続けた。時にはセリーン・ガーデンに戻もどってクワガタの成長具合を見せてもらったり、例の隠かくれ家がふうカフェでクレープを食べたりもした。メリダは二度ほど眩暈めまいの症しよう状じようを見せたものの、いつも明るく、笑え顔がおを絶やすことはなかった。

　充じゆう実じつした時間はあっという間に過ぎ、翌々日がユウキとランの十四歳の誕生日となった、五月二十一日の夕方。

　二人は、メリダから、予想もしていなかった提案を受けたのだった。







　　　６




「相変わらず殺風景だねえ。せめて、壁かべと天てん井じようくらい設定すればいいのに」

　ユウキの《部屋》であるプライベートＶＲ空間に現れたランは、あたりを見回してから呆あきれたように言った。

　メディキュボイド二号機のメインメモリに構築されたこの部屋を訪おとずれることができるのは、現状ではユウキとランだけだ。無機質な床ゆか以外の固定オブジェクトは存在せず、周囲の暗くら闇やみに幾いくつものウインドウを無造作に浮うかべた空間を部屋と呼べるのなら、だが。

　ウインドウの半分はメディキュボイドの各種ステータス情報を、残りはテレビやニュースサイトを適当に表示している。正面の一番大きなウインドウは、二号機に装備されたカメラが捉とらえるクリーンルーム内のリアルタイム映像を映し出していて、仮想世界から現実世界を覗のぞく窓となっている。

　パジャマ姿で硬かたい床ゆかに寝ね転ころがるユウキは、同じ格好のランを見上げながら答えた。

「これでいいの！　ここをセリーン・ガーデンの家みたいにリアルにカスタマイズしちゃうと、自分がいま現実にいるのか仮想世界にいるのか解わからなくなりそうなんだもん」

　自分のすぐ横のスペースを掌てのひらでぽんぽん叩たたきながら、そんなことより、と続ける。

「姉ちゃん、久しぶりにアレ歌ってよ」

「はいはい、ユウはあまえんぼだなあ」

　笑いながら正座したランの膝ひざに頭を乗せ、眼めを閉じる。ユウキが体の力を抜くと、柔やわらかな手が頭を撫なでる感かん触しよくとともに、囁ささやくような歌声が流れ始める。

『ハッシュ・リトル・ベイビー』という、マザー・グースの子こ守もり歌うただ。二人の母親が、よく歌ってくれた歌。赤ちゃんに鏡だの雄おすヤギだの荷馬車だのといろいろ奇き妙みようなものを買ってあげる、という何とも不思議な歌詞なのだが、そこが気に入っている。

　アバターの声は、顔と同じく現実世界の声をサンプリング合成したものだが、違い和わ感かんはほとんどない。穏おだやかな歌声は細さざ波なみのように広がり、壁かべも天てん井じようもない空間を満たしていく。

　So hush little baby, don't you cry.

　Daddy loves you and so do I.

　Daddy loves you and so do I.

　最後の一節を繰くり返かえして子こ守もり歌うたを歌い終えたランは、しばらくそのまま頭を撫なで続つづけた。

　夜の十時過ぎという時間のせいもあって、うとうと微睡まどろみかけていたユウキの額を、ぴん、と指先が弾はじく。

「ちょっとユウ、寝ちゃわないでよ。まだ肝かん心じんな話、してないじゃない」

「うにゅ……あー、そうだった……」

　重くなった瞼まぶたをがんばって持ち上げ、よいしょと上体を起こす。姉と向き合って座すわると、腕うで組ぐみをしながら呟つぶやく。

「うーん…………。──どうしよっか、姉ちゃん」

　いつもは即そく断だん即そつ決けつなランも、今回ばかりはすぐには答えなかった。

　夕方に、メリダが突とつ然ぜん口にした提案。それは、二日後の二十三日に、ユウキとランの誕生日のお祝いを兼かねてお見み舞まいに行きたい、というものだったのだ。もちろん仮想世界でではなく、現実世界の横よこ浜はま港こう北ほく総合病院に。

　メリダが入院している病院は、東とう京きようの品しな川がわ区くとのことなので、車なら一時間もかかるまい。もちろん家族が付つき添そうだろうし、メリダ側には大きな問題はないのだろう。

　だが、ユウキとランのほうは、即そく座ざに大だい歓かん迎げいだよと答えることはできなかった。なぜなら、せっかく来てもらっても、メディキュボイドの守秘義務がある以上ユウキはメリダとは面会できないし、その理由を打ち明けることもできないのだ。

　たとえ直接対面できなくても、メリダが病院まで来てくれるのはとても嬉うれしい。会えるのはラン一人でも、後でその時の話を聞かせてもらえるだけで、どんなにか幸せな気持ちになれるだろう。

　しかし、もしメリダが、「ユウキは会えない」という言葉だけでは納なつ得とくしてくれなかったら……？　そのせいで、せっかくできた友達を、失うことになってしまったら……？

「…………メリダを、信じよう」

　ランが、長い沈ちん黙もくを破ってそう言った。

「姉ちゃん……でも……」

「メリダなら、事情があってユウが会いたくても会えないんだって、きっと解わかってくれるよ。そのせいで怒おこったりなんか、絶対しないと思う。それに……メリダにもアミュスフィアを持ってきてもらって、わたしの病室から一いつ緒しよにダイブすれば、この部屋には来られるでしょ？」

「え、こ、ここに呼ぶのぉ!?」

　思わず叫さけんでしまうと、ランが悪戯いたずらっぽい表情で頷うなずく。

「ユウの部屋でお誕生会ができれば、きっとメリダも喜ぶよ」

「う、うーん……もうちょっと、女の子っぽくカスタムしよっかな……」

　バーチャル感全開の暗い空間を見回しながら呟つぶやくユウキの肩かたを、ぽんと叩たたいてランは立ち上がった。

「それなら急がないとね。もう明後日あさつてなんだから。──言っとくけど、わたしは手伝わないわよ」

「ええ～～……」

「ユウが好きなようにすればいいのよ、そのほうがきっとメリダも喜ぶわ。じゃあ、わたしはそろそろ戻もどるわね。メリダには大だい歓かん迎げいって返事しとくよ？」

「……うん！」

　ユウキも立ち上がり、勢いよく頷うなずいた。傷つき傷つけることを恐おそれて後ずさるよりも、思い切ってぶつかろう。それはメリダ自身が教えてくれたことなのだから。

　おやすみ、と手を振ってランが退出すると、ユウキはもういちど仮想の自室をぐるりと見回した。誕生会をするなら、少なくともテーブルと椅い子すは必要だろう。その前に、壁かべと天てん井じようも。

　たった一日でリセットされるにせよ、大切な友達をもてなすための模も様よう替がえなのだから、心を込めてカスタマイズしよう。そう決意しながら、ユウキは出しっぱなしにしてある設定ウインドウへと向かった。




　五月二十三日、木曜日の午後二時。

　メリダは、母親の運転する車に乗って、横よこ浜はま港こう北ほく総合病院を訪おとずれた。

　脳のう腫しゆ瘍ようの影えい響きようで足に麻ま痺ひが出ているメリダは車くるま椅い子すに乗っていたが、母親を病院内のカフェで待たせて、自力で病びよう棟とう八階にあるランの個室まで移動したらしい。持参した大きなトートバッグには、誕生日プレゼントの包み二つとアミュスフィアが入っていて、予定では二人でランのベッドからユウキのプライベートＶＲルームにダイブするはずだった。

　しかし──。

　ユウキも、ランも、メリダが心の奥おくに抱かかえ続つづけていたものに気付けなかった。

　ダイブ前のトイレを済ませ、個室に戻もどったランが見たのは、ベッドに置かれた肉筆の手紙と、その隣となりですでにフルダイブしているメリダの姿だった。抗こうがん剤ざいの副作用で髪かみを失った頭には、持参したアミュスフィアではなく、ランのナーヴギアが装着されていた。

　ラン、ユウキ、ほんとにごめんね、の一文から始まる手紙には、メリダの本当の気持ちと、ナーヴギアのスロットには『ソードアート・オンライン』のゲームカードが挿そう入にゆうされていることが記されていた。




「えっ…………！」

　可愛かわいらしくカスタマイズされたＶＲルームに一人で現れたランから、ことの成り行きを伝えられたユウキは、状じよう況きようを理解するのに数秒を要した。

　メリダは、持参したアミュスフィアではなく、ランのナーヴギアを使った。その理由は──アミュスフィアでは『ＳＡＯ』が動かないからだろう。つまりメリダのダイブは衝しよう動どう的てきなものではなく、最初からそうするつもりでＳＡＯのカードを持ってきたのだ。仮想世界の死が現実の死となるデスゲームに、自らの意思で飛とび込んだのだ。

　ランのナーヴギアは、バッテリーの小容量化やリミッター追加といった安全対策が施ほどこされた改修版だ。だが通常、ナーヴギアは電源ケーブルを使用する。ＳＡＯ内部でプレイヤーのＨＰがゼロになった時、装着者の脳を破は壊かいするための電力は、壁かべのコンセントから得られるのだ。リミッターがきちんと働くかどうかを、メリダで実験するわけにはいかない。

「ね……姉ちゃん！　早く、メリダのナーヴギアを外さないと！」

　仮想の室温が急速に低下するような感覚を味わいながらそう叫さけんだユウキに、メリダのアミュスフィアを使ってダイブしているランは素す早ばやくかぶりを振ってみせた。

「だめ……万一のことを考えたら、外から強ごう引いんに脱ぬがせるわけにはいかないわ」

「どうして!?　姉ちゃんのナーヴギアはバッテリーを小さくしてあるんでしょ、電源を抜いてから脱ぬがせれば、危険な電磁波は出せないはずじゃ……」

「メリダは、脳に腫しゆ瘍ようがあるのよ。ほんの一いつ瞬しゆんでも規格外の電磁波に晒さらされたら、何が起きるか解わからないわ。わたしたちだけの判断で、強制解除はできない」

「じゃあ、急いで先生に知らせないと……！」

　こんな時でさえ冷静な姉に子供じみた反発を覚え、ユウキは声を振ふり絞しぼって叫さけんだ。

　しかしランは、今度もうんと言わなかった。代わりに、ユウキを落ち着かせようとするかのように、両りよう肩かたに手を乗せて囁ささやく。

「わたしも、そうするべきだと思う。でも、その前に、五分……いえ三分でいいから、わたしに時間をちょうだい」

「三分で……何をするの？」

　問い返したユウキの瞳ひとみをじっと覗のぞき込みながら、ランは答えた。

「たぶん、いまならまだ間に合う。わたしと一いつ緒しよに来て、ユウ」

　アプリ起動ランチャーを兼かねたドアをＶＲルームに呼び出し、ランと一いつ緒しよにそこをくぐったユウキは、降り注ぐ明るい陽光に眼めを細めた。

　セリーン・ガーデン東部、ロイテの村。ＮＰＣの小楽団がのどかなＢＧＭを奏かなで、ベンチに座すわったプレイヤーたちが和なごやかに談だん笑しようする中央広場を、青いワンピース姿に変身したランが猛もう然ぜんと駆かけていく。ユウキも、慌あわてて後を追う。

　姉がどこに向かっているのか、そもそもなぜセリーン・ガーデンに来たのか、まるで見当もつかない。メリダはすでに、ソードアート・オンラインの舞ぶ台たいである浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドにいるのではないだろうか？　どう考えても、セリーン・ガーデンからＳＡＯに移動するゲートなど、存在するはずがない。

　しかし、ランはまったく迷いを感じさせない足取りで走り続け、村の門をくぐると、緑の丘おかが連なるティール・ヒルズのフィールドに出た。しばらくは煉れん瓦が敷じきの小道を走っていたが、やがて左に道を外れると、緑の草原を一直線に突き進む。

　姉が目指している場所とその理由をユウキが察したのは、幾いくつめかの丘おかを越こえ、行く手に小さな水面が青く煌きらめいた時だった。

　差さし渡わたし二十メートル程度の池の周囲は短い杭くいで囲まれ、水みず際ぎわに樹きが一本立っている。

　ここは、ユウキがロイヤルトリトンクワガタを捕つかまえた場所。

　そして、メリダと初めて出会った場所だ。

　いっぱいに見開いたユウキの両りよう眼めが、樹きの根元にしゃがみ込む小さな人ひと影かげを捉とらえた。緑色のポニーテールが風に揺ゆれ、きらきらと光った。

　無む我が夢む中ちゆうで姉を追い越し、池のほとりを走りながらユウキが大声で名前を呼んだのと、人ひと影かげが立ち上がったのはほぼ同時だった。

「────メリダ!!」

　振り向いた友達の顔に驚おどろきが走り、次いで泣き笑いのように崩くずれた。二人の名前を呼ぶ声は、いままで聞いたどんな声よりも儚はかなく響ひびいた。

「…………ユウキ。……ラン」

　ユウキは徐じよ々じよにスピードを落とすと、メリダから少し離はなれた場所で立ち止まった。すぐに、隣となりにランも並ぶ。

　ＳＡＯに行くつもりでナーヴギアをかぶったはずのメリダが、なぜまずセリーン・ガーデンにダイブしたのか。その理由は、メリダの足あし許もとに存在した。

　出入り口の蓋ふたが開け放たれた虫かごと、その上に止まったままの、瑠る璃り色いろのクワガタ。最初に見た時よりも一回り大きく育ったクワガタは、飼い主に問いかけるように、触しよつ角かくをゆっくり動かしている。

　ユウキの視線を追ってクワガタを見下ろしたメリダは、涙なみだを堪こらえる子供のような笑え顔がおのまま言った。

「…………ロイが、どうしても飛んでいってくれなくってさ。ほんとはユウキに返したかったんだけど、いったん飼い主が決まった虫は、他人に譲じよう渡とできないし……この場所で逃がせば、いつかまた、ユウキが捕つかまえてくれるかな、って…………」

　掠かすれた声でそう告げるメリダの瞳ひとみに、大おお粒つぶの涙なみだが溜たまっていることに気付いた瞬しゆん間かん、ユウキの胸にも熱いものが込み上げてきた。隣となりのランが、同じく涙なみだを堪こらえるような声で答える。

「ロイが、逃げるはずないよ。メリダ、毎日、あんなに大事に世話してたんだもん。大会でも、絶対優勝してくれるよ。だから……ロイと一いつ緒しよに帰ろ、メリダ。いまならまだ、知ってるのは、わたしとユウだけだから」

　その言葉を聞いて、姉が状じよう況きようを倉くら橋はし医師に知らせなかった理由をようやく悟さとる。

　仮に倉くら橋はしの判断でナーヴギアをメリダの頭から取り外せたとしても、医師としては起きたことをメリダの親に知らせないわけにはいくまい。そうなれば恐おそらく、メリダはアミュスフィアを用いたＶＲ緩かん和わケアをも禁止されてしまい、もう二度とセリーン・ガーデンにも、アスカ・エンパイアにもダイブできなくなるだろう。その事態を回かい避ひするために、ランはこの場所で、メリダを説得できる可能性に賭かけたのだ。

　深く息を吸ってから、ユウキも親友にありったけの気持ちを込めた言葉を投なげ掛かけた。

「……お願いだよメリダ、ＳＡＯに行ったりしないで。ボク、メリダともっともっとたくさん冒ぼう険けんしたい。いろんな場所に行って、いろんなものを見たい。だから……だから……！」

　しかしメリダはゆっくりと眼めを伏ふせると、ひと言ひと言、絞しぼり出すように言った。

「……ごめんね、ユウキ。ごめんね、ラン。せっかくの誕生日なのに、迷めい惑わくかけちゃって……ほんとにごめん。許して、なんて言えないよね。でも……あたし……あたしは、どうしても…………」

　シャツの下の両りよう肩かたに力がこもり、小刻みに震ふるえる。薄うすいガラスのように儚はかなく張はり詰つめた声が、午後の草原に流れ続ける。

「……しばらく前のニュース記事で、見たんだ。警察が、ＳＡＯ事件の被ひ害がい者しやのナーヴギアを、全国で強制的に外す計画を立ててるって。でも、あたし、そんな強ごう引いんな計画がうまくいくとはとても思えない。絶対に、たくさんの犠ぎ牲せい者しやが出るよ……」

　その記事を姉に見せられたのは十日と少し前、場所はこの近くの丘おかだった。その時のランも、いまのメリダと同じ懸け念ねんを口にしていた。

「……ＳＡＯには、あたしがベータテストの時に入ってたギルドのメンバーが何人もいるって話、したよね。あたしも、正式サービスに参加するはずだった。病気が見つかったせいで、あたしだけが助かったけど……ほんとはそのことが、ずっと、ずっと辛つらかった。もし……もし、いまからでもアインクラッドに行けるなら、残りの命をみんなのために使えるのにって、ずっと思ってた。そしたら……あたしが生きた意味を、残せるかもしれないって…………」

「…………メリダ……」

　ユウキは、名前を呼びながら一歩前に出た。しかしメリダは激しくかぶりを振りながら後ろに下がる。飛び散った涙なみだの粒つぶが、陽光を反射して金色に光る。

「……お願い、ユウキ、ラン。あたしを、アインクラッドに行かせて。この病院にもＳＡＯの被ひ害がい者しやが入院してるから、ＩＰアドレスのフィルタは通過できる。親も、悲しませちゃうだろうけど、でも理解してくれると思う。あたし……あたしは、どうしても、見つけたいの。あたしが、この世界に生まれた意味を……！」

　切々とした独白が、草原を渡わたってきた微そよ風かぜに溶とけ、仮想の大気に拡散していった。

　初めて会った日にも、メリダは同じことを言っていた。そしてユウキは今度も、発するべき言葉を見つけられなかった。自分が生きている意味を見つけたい──それは、ユウキ自身の秘めたる望みでもあったからだ。

　立たち尽つくすユウキの隣となりに、音もなくランが進み出た。

　ふわりとしゃがむと、虫かごの上からロイを左手で掬すくい上げる。掌てのひらの中で大人しくしているクワガタの、艶あでやかな翅し鞘しようを右手の指先でそっと撫なでながら、穏おだやかな声で語りかける。

「メリダが生きている意味は、このセリーン・ガーデンにも、アスカ・エンパイアにも、そして現実世界にも、たくさん、たくさんあるよ。ロイがこんなに立派に育ったこともそうだし、わたしとユウを新しい世界に連れていってくれたこともそう。きっと、これからも、たくさん見つかるはずだよ」

「………………」

　メリダは、大おお粒つぶの涙なみだを溜ためた両目で、ランと、ランの掌てのひらに乗るクワガタをじっと見み詰つめた。

　やがて、口くち許もとに淡あわい微笑ほほえみを浮うかべ──少し年上の少女は言った。

「……あたしが二人に何かを与あたえられたのなら、とっても嬉うれしいよ。けどね……あたしが本当に欲ほしいものは、ここでも、アスカでも、現実世界でも、きっと見つからない。あたしは……戦いたい。病院のベッドで、ただ終わりを待つんじゃなくて……この手で、病気よりも大きいもの……運命とか、世界みたいなものと戦って、命を燃もやし尽つくして、その果てに死にたい。だから……お願いだよ、ラン。あたしを、行かせて」

「………………メリダ…………」

　姉の、囁ささやくような声を聞いた瞬しゆん間かん、ユウキには解わかった。

　ランは……藍あい子こは、ユウキよりも遥はるかに強い《共感する力》を持っている。ひとの苦しみや悲しみに寄より添そい、理解し、受け入れる力──。

　それゆえに、ランは、いまのメリダの心情にさえも共感できてしまうのだ。できることなら叶かなえてあげたいと思ってしまうのだ。

　でも。

　────でも。

　ここでメリダを行かせれば、ランはきっと後でとても苦しむだろう。自分の言葉を、選せん択たくを悔くやみ、決して償つぐなえない罪として背負い続けようとするだろう。

　だから、いまは、ユウキが口を開かねばならない。いつものように姉に全てを任せるのではなく、自分の言葉と意志で、メリダを思いとどまらせなくてはならない。

　両手を強く握にぎり締しめ、体の芯しんを震ふるわせるようにして、ユウキは叫さけんだ。

「…………メリダ!!」

　突とつ然ぜんの大声に、驚おどろいたように瞬まばたきするエメラルド色の両目をじっと見み据すえ、再び叫さけぶ。

「なら、ボクが見つけてあげる！　メリダに、命を燃やすための何かを見つけてあげるから！　だから……だから、行かないで、メリダ!!」

　その言葉を聞いたメリダは、もういちど瞬まばたきしてから、淡あわい微笑ほほえみを浮うかべた。

「…………どうやって、それを見つけてくれるの、ユウキ？」

　静かな問いかけに、なぜそう答えたのかは解わからなかった。しかしその言葉は、ユウキ自身の運命をも決めるものだった。

「アスカ・エンパイアで、ボクと戦って、メリダ。そうすれば、きっと解わかってもらえると思うから」







　　　７




　ロイを入れた虫かごをアイテム欄らんに戻もどし、セリーン・ガーデンからいったんログアウトしたメリダが、ユウキの望みどおりソードアート・オンラインではなくアスカ・エンパイアにダイブしてくれるという保証はなかった。

　しかしユウキは、待ち合わせの目印にした、首都キヨミハラの郊こう外がいにそびえる大きな杉すぎの木の下で信じて待ち続けた。

　周囲は、どことなくさっきまでいたティール・ヒルズを思わせる草原。しかし少し離はなれたところには、セリーン・ガーデンには存在しないススキが群生していて、冷たい風にそよいでいる。

　数分が経過したその時、耳に馴な染じんだシュタタタという足音が聞こえてきて、ユウキは振り向いた。

　見慣れた若草色の装しよう束ぞくに身を包んだ忍にん者じやは、しかしいつもの待ち合わせと違ちがって、顔の大部分を隠かくす覆ふく面めんを最初から装備していた。走るスピードを落とし、ユウキとランから五メートルほども離はなれた場所で立ち止まると、無言で視線を向けてくる。

「…………メリダ……」

　来てくれてありがとう、とユウキは言おうとしたが、言えなかった。メリダの全身から発散される、鋭するどく研とぎ澄すまされた気配が、眼めに見えない圧力となって押し寄せてくる。

　ユウキはまだ、いわゆる《対人戦デユエル》の経験はない。そういうシステムが存在することはもちろん知っているし、街中でギルドメンバー同士のスポーツライクな対戦をギャラリーしたこともあるが、生身の人間の化け身しんたるプレイヤーと本気で戦う、という行こう為いには強い忌き避ひ感かんがあった。

　しかしこのデュエルは、ユウキ自身が望んだことだ。

　命を燃やすに足るものを求めて、メリダはＳＡＯに行こうとしている。それはたぶん、仮想世界にありながら虚きよ構こうではない何か、なのだろう。重い病気を患わずらう身でも、他のプレイヤーと同じように動ける仮想世界に存在する、真実。

　デスゲームとなったＳＡＯでは、多くのプレイヤーたちが真実の生と死のはざまで戦っている。元ベータテスターだったメリダが、自らデスゲームの虜りよ囚しゆうとなろうとも、昔の仲間たちのために……あるいは全ての生存者のために戦いたいと願う気持ちは、ユウキにもほんの少しだけ理解できる。

　でも同時に、それは間ま違ちがっていると強く感じる。運命と言うならば、病気が見つかったためにＳＡＯに囚とらわれなかったことがメリダの運命なのではないか。

　まだ、こちら側の世界でも、できること、すべきことはきっとある。それが何かは解わからないけれど、絶対にある。言葉ではなく、思いを伝えるために、戦う。

　肺に溜たまった空気を時間をかけて全て吐はき出し、仮想世界の冷たい風をいっぱいに吸い込むと、ユウキは右手を振ってメニューを出した。

　いままで一度も触ふれたことのない、《決けつ闘とう》ボタンをタッチする。挑ちよう戦せん可か能のう範はん囲いにいるプレイヤーの一覧が出るので、メリダの名前を選せん択たくし、ＯＫボタンを押す。

　いままで静かにユウキを見守っていたメリダの視線が下を向く。右みぎ腕うでが持ち上げられ、彼女にだけ見えるウインドウに触ふれる。ユウキのウインドウに、【決けつ闘とう要よう請せいが受じゆ諾だくされました】というメッセージが流れ、窓ごと消える。

　二人の中間地点で、三十秒のカウントダウンが開始された。ユウキは汗あせばんだ右手で、左ひだり腰こしの刀を抜いた。カテゴリー《打うち刀がたな》、固有名《墨流スミナガシ》。刀身に黒いダマスカス模様が浮うき出た、さほどレアではないが扱あつかいやすい刀だ。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、メリダも愛刀を抜く。カテゴリー《忍しのび刀がたな》、固有名《朱アケ月ヅキ》。濃こい朱しゆ色いろの、直線的な刀身を持つレア武器で、ユウキの刀より一回り以上小さいが総合スペックは上回る。

　忍刀の鋭えい利りな切っ先を向けられた瞬しゆん間かん、ユウキはぎゅっと胸むねの奥おくが縮こまるのを感じた。

　敏びん捷しような忍にん者じやであるメリダの攻こう撃げきを、全て回かい避ひすることなどできるはずがない。もうすぐあの武器は、ユウキの体を突き刺し、切きり裂さくだろう。そして、ユウキもまた、大切な友達であるメリダを自分の刀で斬きらなくてはならない。仮想世界ゆえに痛みは感じないし、懸かかっているのは数値化されたかりそめの命だが、それでもこれは本物の《戦い》なのだ。

　できるだろうか。初めての対人戦せん闘とうで、メリダ相手にちゃんと戦えるだろうか。

　自ら望んだデュエルなのに、心が萎い縮しゆくしていく。呼吸が浅くなり、視界は狭せまくなる。

「…………っ……」

　思わず身み震ぶるいしながら、じりっと下がろうとしたユウキの背中を──。

　何メートルも離はなれたところで見守っているはずの、ランの声がそっと押し戻した。

　──だいじょうぶ。

　──気持ちは、きっと伝わるよ。ユウが、本気で挑いどめば、きっと。

「…………姉ちゃん……」

　口の中で呟つぶやいたとたん、震ふるえが収まる。

　このデュエル、たぶんユウキではなくランが戦ったほうが、勝率は高いだろう。巫み女ことして多た彩さいな符ふ術じゆつを的確に操あやつり、打だ撃げき武器である《大おお幣ぬさ》で近きん距きよ離り戦せん闘とうをもこなすランの戦せん闘とう力りよくは、明らかにユウキを上回っている。キャラクターレベルはさすがにランよりもメリダのほうがかなり高いが、アスカ・エンパイアではレベルが上がっても数値的ステータスはさほど上じよう昇しようしない。

　でも、ここでいつものように姉に頼たより、仮にデュエルに勝利したとしても、きっとメリダにはユウキの想おもいは伝わらない。

　そう──伝えるのだ。ユウキの中にあるもの、感情や意志を全部。

　残り五秒となったカウントダウンの数字が、強く輝かがやきながら四、三、二、一と減少していくのを、ユウキはじっと見み詰つめた。

　零ゼロ、の文字が光の環わとなって拡散し、消えた瞬しゆん間かん。

「い……やああああああッ!!」

　ありったけの気合を雄お叫たけびに変えて放ちながら、ユウキは地面を蹴けった。
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　動作の機き敏びんさでは侍さむらいは忍にん者じやに劣おとるが、唯ゆい一いつ、斬ざん撃げき時じの突とつ進しん力りよくだけは優まさっている。五メートルの間合いをひとっ飛びで詰つめ、直立したままのメリダ目め掛がけて、上段に構えた刀を振り下ろす。

　だが。

　覆ふく面めんの奥おくの、セリーン・ガーデンと同じ緑色の瞳ひとみを間近で見た瞬しゆん間かん、両りよう腕うでを意図しない硬こう直ちよくが襲おそった。墨すみ色いろの刀身がわずかに震ふるえ、軌き道どうを右にぶれさせた。モンスター相手ならば問題にならない程度の狂くるいだったが、熟練のプレイヤーであるメリダは見み逃のがしてくれなかった。

　シュッと空気が鳴り、メリダはテレポートじみた速さで左に回かい避ひする。ユウキの斬ざん撃げきは、むなしく虚こ空くうだけを切きり裂さき、淡あわいライト・エフェクトを散らす。

　直後、左ひだり肩かたを強きよう烈れつな衝しよう撃げきが襲おそった。ユウキはひとたまりもなく吹ふき飛とび、地面に転がった。ＬＰゲージが一割近く減少するのを視界の端はしで捉とらえながら、勢いに逆らわず転がり続け、距きよ離りを取って立ち上がる。

　再度剣を構えたユウキが見たのは、右手の忍しのび刀がたなではなく、左の掌てのひらを突き出したメリダの姿だった。

　忍にん者じやには体術スキルもあるとはいえ、素す手での、しかも肩かたを守る袖そで鎧よろい越ごしのたった一いち撃げきでゲージを一割も削けずり取とられたことを認にん識しきし、ユウキは息を詰つめた。

　解わかっていたことだが──強い。

　いや、解わかった気になっていただけだ。これまでのゲームプレイで、メリダはいつもユウキとランの補ほ佐さに徹てつしていた。自分は極力モンスターにダメージを与あたえないことで、二人の経験値分配を最大限にしようとしてくれていたのだ。

　メリダの実力の、ほんの一いつ端たんを見せられただけ。たったそれだけで再び攻こう撃げきを仕し掛かけることもできずに固まってしまったユウキの耳に、静かな声が届いた。

「……あたしも、最初はそうだったよ」

　覆ふく面めんの下の口くち許もとに、淡あわい笑えみが浮うかぶ。

「ＳＡＯのベータテストで、初めてプレイヤーとデュエルした時は、腕うでが縮こまってぜんぜん攻こう撃げきが当たらなかった。モニタの中のキャラクターを攻こう撃げきするのとは違ちがうもんね。生身の人間じゃない、ただのアバターなんだって頭では解わかってても、体がついてこなくてさ……。まともにデュエルできるようになったのは、二週間も経たってからだったよ」




「……なんで、戦えるようになったの？」

　対戦相手の忍にん者じやに、ユウキは思わずそう訊たずねてしまった。するとメリダは、記き憶おくを覗のぞき込むように曇くもり空ぞらを見上げながら呟つぶやいた。

「……あたしと同じ片かた手て剣けん使つかいの人と戦った時に、言われたんだ。デュエルはただの殺し合いじゃない、剣と剣を斬きり結むすぶことで伝わるものもある、って。それは既き存そん型がたのネットゲームも、ＶＲＭＭＯも、もしかしたら現実世界のスポーツの試合も変わらない……ってさ。だからさっき、ユウキに『戦って』って言われた時、ほんとはちょっとびっくりしたんだよ」

　そう──確かにユウキには、メリダに伝えたいことがある。うまく言葉にできないけれど、胸むねの奥おくに熱く渦うず巻まいている気持ち。剣と剣を通してならそれが伝わるかもしれないと思ったから、メリダにデュエルを申もうし込んだのだ。

　最初から腕うでが縮んでいては、何も伝わらない。恐おそれや躊躇ためらいを乗のり越こえて、前に出るのだ。前へ、前へ、ひたすら前へ……メリダの心の、すぐ近くまで。

「……ぶつからなきゃ、伝わらないよね」

　自分自身に向けてひそやかに発したユウキの呟つぶやきが聞こえたかのように、メリダも頷うなずいた。右手の忍刀をくるりと逆手に持もち替かえ、体の前で斜ななめに構える。対するユウキは、再び打うち刀がたなを上段に据すえる。

　今度は、メリダが先に動いた。

　体を深く前ぜん傾けいさせ、若草色の突とつ風ぷうとなって真っ向から突っ込んでくる。今度はもう、手加減はしないだろう。忍しのび刀がたなによる超ちよう高こう速そくの斬ざん撃げきをどうにか防ぼう御ぎよ、もしくは回かい避ひし、反はん撃げきに繫つなげなくてはならない。鈍にぶく陽光を跳はね返かえす朱しゆ色いろの刀身を凝ぎよう視ししかけた、その時。

　──刀じゃなくて、メリダの全身を見るのよ、ユウ！

　後ろから、そんな声が届いた気がした。瞬しゆん間かん、ユウキは目を見開き、狭せばまりかけていた視野を広げた。

　メリダの右手は、前で忍刀を構えている。左手は刀の陰かげになってよく見えないが、握にぎった拳こぶしの中で、何かがきらりと光った。

　──刀は目め眩くらましだ。初しよ撃げきは、左手の……手しゆ裏り剣けん！

　メリダの左手がふっと霞かすんだその刹せつ那な、ユウキは一いつ瞬しゆん見えた反射光目め掛がけて、両手で握にぎった剣を振り下ろしていた。

　キイン！　と甲かん高だかい金属音が響ひびき、白い火花が散る。ユウキの刀に弾はじかれた十字の手しゆ裏り剣けんは、回転しながらメリダへと跳はね戻もどる。侍さむらいの固有スキル、《打ち返し》の効果だ。

「っ……！」

　忍にん者じやは、短い呼気を漏もらしながら、右手の忍刀で再び手しゆ裏り剣けんを弾はじいた。右みぎ斜ななめ上方へと消えていく反射光にはもう意識を留とどめず、ユウキは体勢を崩くずしたメリダに向かって、思い切り深く踏ふみ込んだ。

　間合いは充じゆう分ぶん。もう躊躇ためらいはない。

　勝ちたいから、憎にくらしいから、殺したいから斬きるのではない。メリダに鍛きたえてもらった技わざを……その先にあるものを伝えたいから、剣を振るのだ。

「う……りゃあああッ！」

　叫さけびながら、手首を返して下段から斬きり上げる。不安定な姿勢ながらもバックジャンプで距きよ離りを取ろうとするメリダの懐ふところに、黒い刃やいばが吸い込まれていく。

　ザシュッ!!　という効果音とともに、重い手応えが走はしり抜けた。高々と振り切られたユウキの刀から、深しん紅くの光こう芒ぼうが空に向かって高々と伸びた。メリダの頭上に表示されるＬＰゲージが一割五分ほど減少した。

　対モンスター戦のセオリーなら、ここでグラウンド・サークルを出して剣技スキルを発動、硬こう直ちよく中ちゆうの敵に大ダメージを叩たたき込むところだ。しかし恐おそらく、たった一いち撃げき入れただけでは、メリダはそこまでの隙すきは見せないだろう。追おい撃うちは通常攻こう撃げき──けれどそこに、自分のありったけを乗せる。

　愛刀を三たび、大上段に構える。

　対するメリダは、斬きり上げ攻こう撃げきを受けた勢いを利用して、後方宙返りしようとしている。

　着地の瞬しゆん間かんに生まれる刹せつ那なの隙すきを逃のがすまいと、ユウキは思い切り地面を蹴けった。

「ハアアア────ッ!!」

　腹の底から雄お叫たけびを迸ほとばしらせ、渾こん身しんの一いち撃げきを繰くり出す、その寸前。

　ダンッ！　と空気が鳴った。

　空中で体を丸めたメリダが、ユウキをまっすぐ見下ろしながら、両足で何もない空中を蹴けったのだ。忍にん者じやの固有スキル、《二段跳とび》。

「チェアアッ！」

　この戦いで初めての気勢を放ちながら、メリダが突っ込んでくる。右手の忍しのび刀がたなが、朱しゆ色いろの閃せん光こうとなってユウキの喉のど元もとに迫せまる。

　斬ざん撃げきのスピードそのものは忍にん者じやであるメリダのほうが速いが、先に動き始めたのはユウキのほうだ。現状では、双そう方ほうのタイミングは互ご角かく。しかしここで恐きよう怖ふに負けて、ほんのわずかでも動きを止めてしまえば、カウンターの痛つう撃げきを喰くらう。

　ユウキが、メリダに伝えたいこと。

　それは、もっともっと強くなってみせる、ということ。

　閉じられたデスゲームＳＡＯの外側に、世界は無限に広がっている。仮想世界にも現実世界にも、まだまだたくさんの出会いや発見、物語が待っている。

　────ボクが、どこまでも連れていくから。

　────メリダに、新しい運命を見つけてあげるから。

　────だから…………！

「…………────ァァァアアアアア────ッ!!」

　ユウキの視界に、白い光が放射状に広がった。アバターの全身から、輝かがやく粒りゆう子しが小さな星のように散った。刃やいばによって圧縮された大気の抵てい抗こうが極限まで強まり、それを突き抜けたような感覚が訪おとずれ──。

　完全なる静せい寂じやくの中で、ユウキの刀が、一筋の閃せん光こうとなって振り下ろされた。

　わずかに遅おくれて、メリダの忍刀が、首の左側を撫なでながら後方に抜けていった。

　刀を振り下ろした姿勢のまま、ユウキは動けなかった。世界の音が戻もどった直後、首の傷からシュバッと音を立てて深しん紅くのダメージ・エフェクトが噴ふき出し、ＬＰゲージが更さらに二割以上も減少した。

　よろめきながら振り向くと、メリダもまた忍刀を振り抜いた姿勢のまま硬こう直ちよくしていた。

　不意に、忍にん者じや装しよう束ぞくの左ひだり肩かたから背中にかけてが音もなく裂さけ、そこから大量のエフェクト光が赤々と迸ほとばしった。八割五分残っていたメリダのＬＰゲージが急激に減少し始め、五割をわずかに下回ったところで停止した。

　突とつ然ぜん、ドドン！　という太たい鼓この音とともにデュエルの決着を告げるウインドウが表示され、ユウキは驚おどろいて「えっ」と声を漏もらしてしまった。見開いた両りよう眼めを何度も瞬しばたたかせるが、ウインドウには、間ま違ちがいなく【勝者：ユウキ】と大書してある。

「ど、どうして……まだ……」

　慌あわてていると、ゆっくり体を起こして振り向いたメリダが、忍しのび刀がたなを腰こしの鞘さやに戻もどしながら笑え顔がおで言った。

「アスカのデュエルには、どっちかが死ぬまで戦う《果たし合い》モードの他に、ＬＰが半分減ったとこで終わりになる《手合い》モードもあるんだよ。挑いどまれたほうのあたしが手合いを選んだんだから、このデュエルは、カンッペキにユウキの勝ち。……おめでとう、すっごく強かったよ。びっくりしちゃった」

「……え、えっと……」

　まだまだこれから、と思っていたところに肩かた透すかしを喰くらい、ユウキは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしてしまう。

　デュエルには勝った、らしい。だがそれで、メリダに思いが伝わったのかどうかは解わからない。穏おだやかに微笑ほほえむメリダの立ち姿は、いまにも日差しに溶とけて消えてしまいそうなほど儚はかなくて、ユウキは刀を収めることも忘れて無む我が夢む中ちゆうで口を開く。

「……もし、ほんとにボクが強かったなら、それはメリダのおかげだよ。メリダがいろいろ、たくさん教えてくれたから、強くなれたんだ。ボク、メリダに、命を燃やすための何かを見つけてあげるって言ったよね。それが何かはまだ解わからないけど……でも、約束する。ボク、もっと強くなって、どこまでも……どこまででも…………」

　戦いの最中に感じたことを、どうにか言葉にしようとしたが、そこで声が途と切ぎれてしまった。何度も息を吸いながら、尚なおも言葉を探そうとするユウキに向かって──。

　メリダは、顔の覆ふく面めんを引き下げると、にっこりと笑ってみせた。その笑えみは、セリーン・ガーデンで初めて出会った時のそれと、まったく同じだった。

「伝わったよ、ユウキ」

「え…………」

「ユウキの気持ちは、剣を通して、ちゃんと届いたよ。あたしへの気持ちだけじゃない……他にも、たくさん、たくさん伝わってきた。えっと……あたし、あんま頭よくないから、どう言っていいのか解わかんないんだけどさ。ユウキの、強さ……ううん、もっと大きな、ええと……」

　今度は、メリダが言葉を探すように口ごもった。

「……可能性」

　という静かな声に、メリダとユウキは同時に視線を動かした。

　声の主は、杉すぎの大木の下で、二人のデュエルを見守っていたランだった。いつもの優やさしい微笑ほほえみを浮うかべた巫み女こは、滑すべるような歩みで二人に近付きながら、もういちど言った。

「可能性、でしょ、メリダ？」

「そう、それ！」

　パチンと指を鳴らし、メリダは何度も頷うなずく。

「ユウキの中には、いろんなものがいっぱい、いっぱい詰つまってるんだ。デュエルの強さは、その中の、ほんの一部……。ユウキはこれから、もっともっと強く、大きくなるよ。いつか、いろんな世界で、みんなに名前を知られるくらいに」

「…………そんな……ボクなんて……」

　口ごもりながらも、ユウキはじっとメリダの顔を見み詰つめた。

　そこに、思おもい詰つめたような表情はもうない。しかし、透すき通とおるような儚はかなさはまだ消えていないように思える。

　メリダは、ＳＡＯに行くのを思いとどまってくれたのか、それとも決意は変わらないのか。ユウキが、意を決して問とい質ただそうとした、その時。

　すぐ右側に立ったランが、ユウキの肩かたに手を乗せながら、思わぬことを口にした。

「メリダ、ユウキ。わたし、ちょっと前から、考えてたことがあるんだ」

「……なに、ラン？」

「わたしね、三人で、ギルドを作りたいの。それで、少しずつでも仲間を……友達を増やして、この小さな輪を、大きくしていきたいな、って」

　そう言うと、ランは左手でユウキの右手を握にぎった。続いて、少し離はなれて立つメリダに向けて、まっすぐに右手を伸ばす。

　無意識のうちに、ユウキもメリダに左手を差し出していた。

　二つの手を見下ろしたメリダは、少し途と惑まどったような顔で答えた。

「でも、ラン……あたしたち……」

　そう。それは、ユウキにも気にかかるところだった。

　ＶＲホスピスで出会った三人は、重い病気と戦っているという共通点がある。仮にアスカ・エンパイアでギルドを結成し、新しいメンバーが加入してくれたとしても、永遠に病気のことを伏ふせておくわけにはいかないだろう。いつか必ず、説明しなくてはならなくなる時がくる。あるいはその前に──強制的な、別れの時が。

　ギルドメンバーとして親しくなっていればいるほど、双そう方ほうが辛つらい思いをするはずだ。ギルドが分解してしまうことも充じゆう分ぶんに有り得る。それは、ランにも解わかっているはずなのに。

「…………いつか、いつかは、病気を乗のり越こえて、どこまでも輪を広げられれば……って思うけど…………」

　囁ささやくようにそう言ってから、ランはしっかりした声で続けた。

「最初は、わたしたちと同じ境きよう遇ぐうの人を誘さそおうと思うの。セリーン・ガーデンには、わたしたちみたいに、外の世界も見てみたい、もっと遠くに行ってみたい、って思ってる人もまだまだいると思う。そんな人たちをギルドに誘さそって、みんなで仮想世界の果てまで行ってみたいんだ。メリダが、わたしとユウの手を引っ張ってくれたみたいに」

　小こ揺ゆるぎもせずに右手を差し伸べたまま、ランは言葉を終えた。

　メリダは、少し驚おどろいたように眼めを見開き、無言でランを凝ぎよう視ししていた。

　風が吹ふき、杉すぎの巨きよ木ぼくが無数の葉をざざあ……と鳴らした。草原には、デュエルの痕こん跡せきはもう跡あと形かたもない。セリーン・ガーデンとは少し色合いの違ちがう青空を、ちぎれ雲が静かに流れていく。ずっと高いところを、一羽わの鷹たかが悠ゆう然ぜんと舞まっている。

　アスカ・エンパイアのワールドマップは、現状では近きん畿き地ち方ほうを中心として東は富ふ士じ山さん、西は関かん門もん海かい峡きよう──もちろんゲーム内での名めい称しようは違ちがうが──で終わっているらしい。だが次のアップデートで、関東地方と九州地方が追加されると聞いた。この世界もどんどん広がっていくし、アルヴヘイム・オンラインなどのＶＲＭＭＯタイトルもどんどん増えていくだろう。

　──きっと、きっと見つかるよ、メリダ。

　──行くべき場所。会うべき人。そして、命を燃やすに足る運命が。

　限界まで左手を伸ばし、ユウキは心の中で懸けん命めいに語りかけた。

　やがて──。

　メリダの、エメラルド色の瞳ひとみが、水面のように揺ゆれた。清らかな光は雫しずくに形を変え、すうっと頰ほおを流れる。

　これだけはセリーン・ガーデンとまったく同じ色合いの涙なみだを音もなく零こぼしながら、メリダは掠かすれ声ごえで答えた。

「…………参ったなあ、もう…………そんなこと言われたら…………二人を、置いて行けなくなっちゃうじゃん…………」

　足袋たびを履はいた右足が、その場で何度か地面を踏ふみ締しめてから、意を決したように前へと出た。

　一歩、二歩、三歩……ゆっくりと、しかし決然とした歩みで二人の前までやってきたメリダは、両手を持ち上げると、ランの右手とユウキの左手を握にぎった。強く、強く。

「……ほんとに、ちっちゃい輪だね」

　泣き笑いの顔でそう言うメリダの手を、ユウキはありったけの力を込めて握にぎり返かえした。

「でも、ボクと姉ちゃんだけで作る輪より、ずっと、ずっと大きいよ」

　笑え顔がおを浮うかべると同時に、ユウキの両目からも涙なみだが溢あふれた。拭ぬぐいたくても両手が使えないので、まるで子供のようにぼろぼろ涙なみだを零こぼしていると、虹にじ色いろに歪ゆがんだ視界の中でも、メリダがいっそう大きな笑えみを浮うかべたのが解わかった。

「あは……ユウキ、凄すごい顔。そんなに泣いたら、現実世界でも涙なみだが出ちゃうよ」

「べつに、いいよ。だって、とっても嬉うれしいんだもん」

　瞬まばたきだけで懸けん命めいに仮想の涙なみだを払はらい落おとそうとしていると、ランが一いつ瞬しゆんだけユウキの手を離はなし、巫み女こ装しよう束ぞくの袖そでで顔を拭ぬぐってくれた。

「あんなに強かったのに、相変わらず泣き虫だなあ、ユウは」

　そう言う姉の頰ほおにも、きらきらと光るものがあった。再びランの手を握にぎると、ユウキは空を見上げた。

　さっきの鷹たかはもうどこかに飛び去ってしまっていたが、空は変わらずに美しかった。セリーン・ガーデンにも、現実世界にも繫つながっている空だと思えた。

　行こう。手を繫つないで、どこまでも。いつか訪おとずれる世界、いつか出会う人のために。

　小学五年生の時、望まぬ転校を強しいられて以来ずっと心を閉ざしていた扉とびらが、少しずつ開いていくのをユウキは感じた。

　自分に、どれだけの時間が残されているのかは解わからない。でも、ひとより短い命なら、そのぶん速く、大きく走ればいい。現実世界ではベッドに寝ていることしかできないけれど、仮想世界は無限に広がっているのだから。

「……そろそろ、帰らないと」

　そう言ったのはメリダだった。ユウキとランの不安を吹ふき飛とばそうとするかのように、最後にもういちどぎゅっと手に力を込めてから、離はなす。

「ママに、三時までにはカフェに戻もどるって言ってあるからさ。…………ユウキ、ラン、せっかくの誕生日だったのに、とんでもないことしちゃって、ほんとにごめんね」

　深々と頭を下げようとするメリダの両りよう肩かたを、ランがしっかりと押さえた。

「謝あやまらなくていいよ、メリダ。とっても、とっても素す敵てきな誕生日だったよ。だって、メリダが会いに来てくれたんだもん」

　その言葉を聞いた途と端たん、ユウキは叫さけんでいた。

「ボクも……ボクも、とっても嬉うれしかった！　だから……だからね、メリダ、向こう側で、ボクとも会って！」

　驚おどろいたように振り向くランに頷うなずきかけてから、言葉を続ける。

「あのね、ボク、事情があってクリーンルームに入ってるんだけど、隣となりのモニタールームからガラス越ごしに会えるから……手は握にぎれないけど、それでもボク、メリダに会いたいんだ」

　メディキュボイドの守秘義務があるので、たとえガラス越ごしでも、面会を倉くら橋はし医師が許してくれるかどうかは解わからない。けれど、駄だ目めだとは言われない予感があった。なんと言っても、十四歳の誕生日なのだから。

「…………うん！　向こうに戻もどったら、すぐ会いに行くよ、ユウキ」

　勢いよく頷うなずくメリダの顔にはもう、儚はかなさは欠片かけらも残っていなかった。







　　　８




『木綿ゆう季きくん、いいかな？』

　スピーカーから流れる倉くら橋はし医師の声に、「どうぞ！」と答えると、ユウキのいるクリーンルームと隣となりのモニタールームを隔へだてる瞬しゆん間かん調ちよう光こうガラスが、あっという間に透とう明めいになった。

　ほとんど通路のような狭せまい部屋には、いつものクリーンウェアではなく白衣を着た倉くら橋はし医師と、パジャマ姿のラン、そして車くるま椅い子すに座すわる、少し年上と思おぼしき女の子の姿があった。

『……お誕生日、おめでとう、ユウキ！』

　初めて聞く現実世界のメリダの声は、仮想世界よりも少しだけ掠かすれていた。薄うす緑みどり色いろのニット帽ぼうの下の顔は瘦やせていて、肌はだも青白い。しかし大きな瞳ひとみは、強い光を宿して輝かがやいている。

「ありがと……ありがと、メリダ」

　ガラスに触ふれることは禁じられているが、できるだけ体を近付けながら、ユウキは答えた。するとメリダも、車くるま椅い子すを数十センチ前進させて、分厚い調ちよう光こうガラスに顔を触ふれさせんばかりにして微笑ほほえんだ。

[image: ]

『ランも、ユウキも、向こう側とほんとによく似てる。……ごめんね、あたし、二人にお花を持ってきたんだけど、そのお部屋には入れられないんだって』

　そう言うメリダの膝ひざには、確かに小さめな花束が載のっている。

「いいよいいよ、こうして見られるだけでじゅうぶん！　とっても綺き麗れいだよ……本当にありがとう、メリダ」

　ユウキが慌あわててお礼を言うと、メリダは花束の下から右手を出し、ガラスに近付けた。何か小さなものを持っているらしい、緩ゆるく握にぎられた拳こぶしに、ユウキはじっと視線を注いだ。

『あのね……ユウキ、それにラン。プレゼントの代わりに、あたし、二人にひとつ約束する。もう二度と……あの世界に行きたいなんて言わない。これは、その証あかし』

　左手も持ち上げたメリダは、右手の中から、薄うすくて四角いもの──一枚のメモリカードを摘つまみ出だした。

　ラベルに記されたロゴの、米こめ粒つぶよりも小さな文字が、ユウキの眼めにははっきり見えた。

　Ｓｗｏｒｄ　Ａｒｔ　Ｏｎｌｉｎｅ。

　瞑めい目もくしたメリダの唇くちびるが小さく動いた。マイクには拾われなかったが、ユウキの耳には確かに「さよなら」という声が聞こえた。

　メリダの指に力が込められ、小刻みに震ふるえ──やがてメモリカードは、ぱき、とささやかな音を発して二つに折れた。




　警察庁によって立案されたＳＡＯ事件被ひ害がい者しやのナーヴギア強制解除計画は、結局実行されることはなかった。計画の準備が整う前にデスゲームがクリアされ、生存者約六千人が現実世界に帰き還かんしたからだ。

　ユウキとランの、十四歳の誕生日。そしてギルド《スリーピング・ナイツ》が結成された日から、およそ半年後のことだった。





（終わり）









　あとがき




　ソードアート・オンライン22巻『キス・アンド・フライ』をお読み下さってありがとうございます。

　この本は８巻『アーリー・アンド・レイト』以来の短編集で、アニメのブルーレイ＆ＤＶＤ用特典小説として書き下ろしたお話が四編収録されております。パッケージをお買い求め頂いた皆みな様さまには申し訳ありませんが、学生さんにはなかなか手を出しづらいお値段ということもあり、発売から数年経過したタイトルのみ今回文庫として出版させて頂きました。どうぞご容よう赦しや下さいませ！

　タイトルについてもちょっとだけ。《キス・アンド・フライ（ゾーン）》というのは、欧おう米べいの空港にある見送り車両専用の駐ちゆう車しやエリアのことで、「キスを交かわして飛び立つ」という意味だそうです。もちろんこの本に飛行機や空港は出てこないのですが、《キス》という単語にはアインクラッドでの甘あまい日々を、《フライ》という単語にはアルヴヘイムでの心こころ躍おどる冒ぼう険けんを、そして全体では「また会える時まで、しばしのお別れ」という意味をこめてみました。




　今回、原げん稿こうを読み返していて思ったのですが、私意外と短編を書くのが嫌きらいじゃないですね。基本的には終わらせるのが苦手で、本編は「続く」「続く」のオンパレードなのですが、そのわりに三十枚とか五十枚で起承転結をつけなくてはならない短編はなぜか予定どおりの紙し幅ふくに収まるという……。それはもしかしたら、ＳＡＯの短編は「１クエスト」を意識しているからかもしれません。それは文字通りゲーム内のクエストだったり、現実世界で襲おそってくる困難だったりしますが、一つのハードルに挑いどみ、乗のり越こえていく姿を描えがくというのがやはり物語の基本なんだな、ということを改めて認にん識しきしました。

　これからもキリトやアスナたち、そして書き手である私や読んで下さる皆みな様さまにも絶えることなく困難が降りかかってくると思いますが、一つ一つ、焦あせったり腐くさったりすることなく立ち向かっていけばきっと乗のり越こえられることと思います。このあとがきの原げん稿こうをチェックしておられる担当編集者氏の前にも刊行スケジュールという壁かべが立ちはだかっていると思いますが何とか越こえて頂きたい……！（お前のせいやろ！　という突っ込みが聞こえる……）




　最後に、この本が22巻ということは21巻『ユナイタル・リングⅠ』の続きはどうしちゃったの!?　と皆みな様さまお思いのことと思いますが、さほど間を置かず刊行されるはずの23巻では再びユナイタル・リング世界に戻もどります。そちらもどうぞよろしくお願い致いたします！





二〇一九年九月某ぼう日じつ　川原 礫れき
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